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総　　　　則

工 事 概 要 １．工事場所

２．工事種目

6 発生材の処理

・振動、騒音、ほこりのでる作業やその他について、事前に施設管理者及び近隣施設等と調整を

・音の発生する工事は昼間の作業とし、早朝、夕方以降は作業を行わないこと。また、低騒音の

特記仕様書（改修１）

12 化学物質の濃度測定

測定は、パッシブ型採集機器により行う。

　採取方法　　　・文部科学省の定めるところによる。　・　　　　

エチルベンゼン、パラジクロロベンゼン、スチレンの濃度を測定し報告すること。

着工前測定　　・行う　　・行わない

　施行完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン 　　　         [1.6.9]

　　・鉄筋施工　　・型枠施工　　・鉄工　　・塗装　　・左官

11 技能士 ※適用する　　・適用しない                            　                      [1.6.2]

10 特別な材料の工法 改修標仕、標仕に記載されていない特別な材料の工法は当該製品の指定工法による。

　規制対象外

　　③下記表示のあるＪＡＳ規格品

　　　b.接着剤等不使用

　　　a.非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　　　c.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用

　　　d.ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

　　　e.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用

　　　f.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

　　①ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆規格品

  第三種

9 化学物質を発散する

　建築材料等

　　①ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆規格品

　　②建築基準法施行令第２０条の７第４項による国土交通大臣認定品

　　②建築基準法施行令第２０条の７第３項による国土交通大臣認定品

　　④旧ＪＡＳのＦco規格品

　　③旧ＪＩＳのＥo規格品

8 建築材料等

7 交通安全管理

　報告書の様式　　濃度測定記録表の記載事項は、次のとおり

　　　　　　　　1.工事名　　　2.測定年月日　　　3.天候　　4.測定前の換気及び閉鎖時間

　　　　　　　　5.測定時間　　　6.室名と測定時間　　　7.測定器具

　　　　　　　　8.化学物質採取方法　　　9.分析装置

13 完成図

  種類   ※改修標仕 表1.8.1による    ・ 

　（・規模　　　㎡程度　・仕上げ；床　　　、壁　　　　、天井　　　　　　程度）　　

・設ける　規模等は以下による　・既存施設の一部を使用する　　※設けない  　    [2.4.1]

構内既存の施設　※利用できる（・有償 ※無償）　・利用できない

構内既存の施設　※利用できる（・有償 ※無償）　・利用できない

３
章
　
防
水
改
修
工
事

既存露出防水層表面の仕上塗装の除去　・する　・しない

※図示による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[3.2.6]

　材質　　  　※押出法ポリスチレンフォーム断熱材3種bA（スキン層付き）

屋根保護防水断熱工法に用いる断熱材

改修用ドレン  ※設ける（　　　　箇所）※銅製　・鉛製   　　・設けない 　　　　[3.2.5]

脱気装置  ・製造所の指定する製品  ・ステンレス製          設置数量 (    )箇所

アスファルトの種類　※3種　・　　　　押え金物 ※アルミニウム製(L-30x15x2.0程度)

防水改修工法の種類 　　　　施　工　箇　所 新規防水層の種別

                                             　　　  [3.3.2～3][表3.1.1][表3.3.3～10]

　　　厚さ（mm）　※35

　材質　　  　※JIS A 9521に基づく発泡プラスチック断熱材

　　　　　　　・硬質ウレタンフォーム断熱材2種1号又は2号

　　　厚さ（mm）　※35

屋根露出防水断熱工法に用いる断熱材

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

    種別   下　地 　　　　仕上材（厚さ mm）

 ※木製扉

 ・鋼製扉

仮設扉  ・合板張り程度

 ・片面フラシュ程度

 ・合板（※9.0  ・　　）

 ※せっこうボード（※9.5  ・　　）

 防炎シート

　充てん材 　塗　装

 ※無し

 ・片面

 ・有り

 ※無し

 厚さ    mm ・木下地

  単管下地

 ※軽量鉄骨

(ａ)設置箇所        ※図示　　・　　　　　　　　              　     [2.3.2][表2.3.1]

固定家具等の移動    ※行わない   ・行う(図示)

２
章
　
仮
 
設
 
工
 
事

既存部分の養生      ※ビニルシート、合板等   ・                      　       [2.3.1]

　騒音・粉じん等の対策  ・行わない     ・行う（・防音パネル　　・防音シート） [2.1.3]

材料、撤去材等の運搬　 ・Ａ種　※Ｂ種  ・Ｃ種  ・Ｄ種  ・Ｅ種    　  [2.2.1][表2.2.1]

令和５年版

・仮囲い等について周辺住民等の安全上、使用上支障がないように計画し、維持管理に努めること。

・工程計画については、関係者等と十分に調整を行った上で進めること。

・道路の汚損がないように努めると共に、汚損した場合は直ちに清掃を行うこと。

・既設構造物を汚損した場合は、受注者負担にて補修等を行うこと。

・資機材の搬出入は第三者の安全に留意して、災害及び事故の防止に努めること。

・

・現場工事は月～金とし、土、日、祝日に作業を行う場合は、監督職員の承諾を得ること。

・施工に際しては、工程及び施工内容について施設管理者と綿密な調整を行うこと。

（道路占用許可申請における占用料は除く）とする。

・工事に関わる法令手続きは受注者にて行うこと。手続きに係る手数料は受注者の負担

・工事により発生する残土や廃材、汚泥等は適切処理を行うこと。また、必要に応じて釜場を

　設け、敷地外への泥水の流出を防止すること。

・工事着手前に周辺住民への工事説明会が開催される場合は資料作成等に協力すること。

２．特記仕様

（１)項目は、〇印の付いたものを適用する。

（２)特記事項は、・印の付いたものを適用する。

    ・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

    ・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

（３)特記事項に記載の [ . . ] 内表示番号は、改修標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

１．共通仕様

（４)特記事項に記載の (標 . . ) 内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（１)図面及び特記仕様に記載されてない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕

様書(令和4年版)」(以下「改修標仕」という。)による。ただし、改修標仕に記載されていない事項は、国

土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書(令和4年版)(以下「標仕」という。)による。

  部 分 完 成  ・無　・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

項　　　　目 特　　  記 　 　事　  　項章

※資材の購入及び下請け業者の選定に際しての留意事項

　出来る限り市内業者を優先させること。

 ・無　・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）  部 分 引 渡 し

 ・任意にて加入

 2 ) 建 設 共 済 等

 ・建設業退職金共済制度　　当初の請負金額が500万円以上の場合は、掛金収納書を提出する

 ・任意にて加入

なお、他の退職金制度に加入している等、共済証紙を購入する必要がない場合は、理由書の

　　　　　　　　　　　　 こと。また、増額の契約変更があった場合についても、その分を

1 適用基準等

※工事写真撮影ガイドブック 建築工事編及び解体工事編

・建築工事標準詳細図　　　　（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　平成 28 年版）

 下記の制度について加入すること。

　資材の購入及び工事の一部を下請け業者にて施工する場合、業者の選定に際しては、

（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　平成 30 年版）

１
章
　
一
般
共
通
事
項

2 工事実績情報の登録 ※請負金額が 500万円以上の場合は、登録を行う。                       　       [1.1.4]

　　　※風速 (Ｖo)＝34 ｍ毎秒

　　  地表面粗度　  　※Ⅲ(Zb=5 Zg=450 α=0.20)　　・Ⅱ(Zb=5 Zg=350 α=0.15)

※建築基準法に基づき定められる区分等の適用工事3 品質計画

　　　積雪区分　　    ※30 cm     ・40 cm

4 電気保安技術者

有する者とする。

一般電気工作物に係る工事の電気保安技術者は、第一種又は第二種電気工事士の資格を

事業用電気工作物に係る工事の電気保安技術者は、その電気工作物の工事に必要な電気

主任技術者の資格を有する者又はこれと同等の知識及び経験を有する者とする。

・適用する。　　　　　　・適用しない。                      　　　　　        [1.3.3]

 ・法定外労災補償制度　　　　　　　　　　　　　 （加入証明書の写しを提出）  

5 条件明示項目

　・対象工事(※受注者希望型）　　　　

　　　　工事（受注者希望型）」に係る特記仕様書を適用する。

　　　　【令和4年10月を適用（四日市市HP　入札情報参照）】

　　　　尚、発注者の指示又は承諾により週休2日制に係る休日日に施工する場合は、休工日

　　　　を振り替えることができる。

　・対象外工事

・特定建設資材以外の搬出   ・構外搬出適正処理

　　再資源化等を行う（再資源化が困難な場合には縮減）

・特定建設資材の搬出

・引渡しを要するもの（                                                 ）　  [1.3.12]

　建設重機を使用し周辺への影響に配慮すること。

※廃棄物管理票（マニフェスト）確認表を作成し、監督職員にＡ票及びＤ票もしくはＥ票

  の確認を受けるものとする。ただし、電子情報処理組織に登録（電子マニフェスト）に

　より確認を行う場合は、この限りではない。

・同一敷地内での別途工事について、協議に応じること。

・高さ5mを超える箇所での作業を有する場合の墜落制止用器具はフルハーネス型を使用すること。

※建設発生土を搬出する場合は、事前に書面にて処分地の報告(位置図等)を行い、処分地

　での処理状況が分かる写真を提出すること。また、処分地が民有地の場合、土地所有者

からの建設発生土受入承諾書の写しを提出すること。

　　ボード、ＭＤＦ、その他木質建材、ユリア樹脂板及び仕上げ塗料は、ホルムアル

　　い難揮発性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン

本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するも

　　が極めて少ないものとする。

のとし、次の 1) から 5) を満たすものとする。

1） 合板、木質系フローリング、構造用パネル，集成材、単板積層材、パーティクル

3） 接着剤は、フタル酸ジ-ｎ-ブチル及びフタル酸ジ-２-エチルヘキシルを含有しな

また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

5） 1)及び 4)の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等

　　デヒドを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

2） 保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散

　　キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

4） 塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、

　　発散が極めて少ないものとする。

　　は、ホルムアルデヒドを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

　ただし、同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

※本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定するもの又は同等のものとする。

(                                                                      )

・品質及び性能を試験により証明を求める材料は以下の物とする。　　　   　　　　 [1.4.5]

交通誘導員　　※配置する　　名以上（大型車の出入は必ず）　　・配置しない  　  [1.3.9]

内部足場   種別  ※きゃたつ、足場板等  ・                 　          　      [2.2.1]

外部足場   種別  ※くさび緊結式（手すり先行工法）・　　　　　　　　　　　　　 [2.2.1]

　防護シートによる養生  ・行わない     ・行う 

本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、

請負者が本工事により生じた産業廃棄物が、課税対象とな

った場合には、翌年度に産業廃棄物税納税証明書等を添付

して、本工事により生じた産業廃棄物税相当分を請求する

ことができる｡

※産業廃棄物税
・大型車両通行時には、誘導員等を配置し、安全確保に努めること。

高さ10ｍを超える足場を60日以上設置する場合は、着手の30日前までに、設置届を所管官庁へ提出すること。

工事名

日付 図面名

/

縮尺 図面番号

・週休2日制工事　　試行工事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　   　　 [1.3.5]

　　　　四日市市週休2日制工事試行要領に従うこととし、「月2回土日完全週休2日制試行

　　・防水施工　　・建築大工　　・サッシ施工　　・内装仕上げ施工

・

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

・特別管理産業廃棄物　※無　・有（アスベスト含有材） 処理方法（管理型最終処分場）

　行うこと。既設機器に粉塵が付着しない養生を行うこと。

測定対象室　　・図示　　・事務室、宿直室、中央監視室　

測定箇所数　　・図示　　・各室１箇所　

  　 　　※本設計図を修正し完成時の現場と一致させたもの。

　　※ＣＡＤデータの提出     ※提出する　　・提出しない　

　　・保全に関する資料    　提出部数  ※１部　　　・　

17 完成引渡し後の点検 かし期間は、別に定めた特約（責任施工による保証期間など）を除き、四日市市工事請負契約

書に準拠する。

・工事完成引渡し後、必要に応じて一年又は二年を超えない範囲の適当な時期に、双方

　立ち会いで工事目的物のかし点検を実施する。

18 随時検査 予定価格(税込)3000万円以上の工事は、四日市市検査規程第8条第6項の規定により、

発注者が随時検査を求めた場合、監督職員の指示に従い受検すること

19 施工体制台帳の提出 公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律の定めにより、施工体制台帳の写しを

提出すること。なお、警備事業者についても記載すべき下請負の範囲に含むものとする。

16 設計ＧＬ

15 設備工事との取合い

工事記録については以下による。(A4版)14 記  録

　　※工事着手前写真　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 １ 部

　　※工程写真　　　各工程毎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１ 部

　　※工事の各記録写真については、デジタル画像にて整備編集を行うよう努めること。

　　※工事日報・納品伝票等の写しは、監督職員が提出を求めた場合は提出すること。

※本工事が資源の有効な利用の促進に関する法律（平成三年法律第四十八号）の規定により再生

資源利用促進計画の作成を要する工事である場合（下記内容該当工事）は、受注者は、工事の

施工前に発注者に再生資源利用促進計画を提出し、その内容を説明しなければならず、工事の

完成後に発注者から請求があったときは、その実施状況を発注者に報告しなければならない。

・建設副産物を搬出する際の計画

1.土砂500m3以上

2.コンクリート塊、アスファルト塊、建設発生木材の合計が200t以上

・再生資材を利用する際の計画

1.土砂500m3以上

2.砕石500t以上

3.加熱アスファルト200t以上

20 資源有効利用促進

※図示のベンチマーク（Ｂ.Ｍ） +4.327 mm　（現状地盤はＢ.Ｍ　+0.930 mm）

1 足場その他

2 養生その他

3 仮設間仕切り

2 アスファルト防水

　処置

1 既存下地の補修及び

6 工事用電力

5 工事用水

4 監督職員事務所

20 設計図 ※Ａ４製本縮小版を契約後速やかに２部提出すること。

                       　　　  ( ・管理財物担保特約に加入のこと）

 1)保険 及び保証

 ・火災保険　　期間　完成工期＋２週間　　契約金額　工事請負金額（保険証の写しを提出）

 ・建設工事保険　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （保険証の写しを提出）

 ・請負業者賠償責任保険　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 （保険証の写しを提出）

　　　　　　　　　　　　 提出すること。　　共済証紙購入額 　　請負金額の 1/1000以上

日新技術コンサルタント株式会社

一級建築士　登録　第 166668 号

宮本　哲也

東京都中央区日本橋堀留町1-5-7

A-2

提出をもって共済証紙の購入を不要とする。対象は全ての一次下請、再下請

・工事用車両の駐車場及び資機材置場　※敷地内（ただし、既存の範囲）　　　・　

・雨水の排水を優先する場合は応じること。ポンプ場の機能を停止することなく施工すること。

・既設設備停止、ポンプ場機能停止は、原則11月から2月において４時間以内とする。

・提出する　　　　　　　・提出しない　　　　　　　　　　　           　　　[1.8.1～3]

※Ａ４製本縮小版（黒地金文字）  ※3部

　　　(オリジナル、dxf、jww、PDF形式)　

  　　　　　・設計図　一式　    　　　　　　・施工計画書

　　※竣工写真　　　※内部、外部　　　　　　　　　　　  　　　 　　 １ 部

施工範囲　※図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔、開口部の補強　※建築電気設計図の内容

・近隣住民の安全確保すること。三菱ケミカル及び昭和四日市石油ルールを遵守すること。

・施工作業時間は原則8:30～17:00とするが、三菱ケミカル及び昭和四日市石油ルールを厳守する。

          ※図示した壁・天井の仕上材・下地材の切込み及び補強　※プラント電気特記の内容

塩浜第３ポンプ場耐震補強工事特記仕様書

四日市市塩浜町地内

塩浜第３ポンプ場耐震補強工事

令和 ５年１２月



・建具見本の製作　　　　・特殊な建具の仮組                        　          [5.1.5]

3 ひび割れ部改修工法 ・樹脂注入工法　(・モルタル面    ・躯体コンクリート面 )　            　[4.1.4][4.2.5] ８ 設計数量

３
章
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水
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修
工
事

   注入工法の種類  ひび割れ幅(mm)  注入口間隔(mm)  注入量(cc/ｍ)    備 考     外 壁 部 位   種　類        工　　法   数　 量   備　 考

 ※自動式低圧エポキシ  0.2以上～1.0未満  ※200～300  ※ ・コンクリート打放し面 ・ひび割れ ※Ｕカットシール材充填工法

   樹脂注入工法  ・  ・ ・　          ｍ

 ・手動式エポキシ樹脂  0.2以上～0.3未満  ※50～100  ※40  ・ ・欠損部 ※エポキシ樹脂モルタル充填工法

   注入工法  0.3以上～0.5未満  ※100～200  ※70  ・ ・　　        箇所

 ・機械式エポキシ樹脂  0.5以上～1.0未満  ※150～250  ※130 ・ ・モルタル塗り仕上げ面 ・ひび割れ ※Ｕカットシール材充填工法

   注入工法  ・  ・ ・自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法         ｍ

  注入材料                                                                    [4.2.4] ・欠損部 ※充填工法

    ※建築補修用注入エポキシ樹脂(JIS A 6024低粘度形又は中粘度形) ・         ｍ

　検査（コア抜取り）　 ・行わない ・浮き部 ※アンカーピンニング部分エポキシ

　　　　　　　　　　　 ※行う（抜取り部の補修方法：　　　　　　　　　　　　　　　）    樹脂注入工法

・Ｕカットシール材充填工法　　　　　　　　　　　　　　          [4.1.4][4.2.4][4.2.6] ・ 

    充填材料　  ※１成分形又は２成分形ポリウレタン系シーリング材   ※上記数量については、現場調査を行い報告書を作成し、提出する。

　　　　　　　　・可とう性エポキシ樹脂     尚、数量の10％を越える増減が生じた場合は協議の上、契約変更を行う事ができる。

　　ポリマーセメントモルタルの充填　　　※行う　　・行わない 1 改修工法 ・かぶせ工法  　・撤去工法（・引き抜き工法　・はつり工法)               　    [5.1.3]

５
章
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・シール工法                                                    [4.1.4][4.2.4][4.2.7]

　　シール材料　・パテ状エポキシ樹脂　　・可とう性エポキシ樹脂 2 見本の製作等

4 欠損部改修工法 ※充填工法　                                                    [4.1.4][4.2.4][4.2.8]

  充填材料　  ・ポリマーセメントモルタル (・モルタル面  ・コンクリート面　・ＣＢ面 ) 3 アルミニウム製建具 外部に面する建具(フロントサッシは除く)                  　           [5.2.2][表5.2.1]

              ・エポキシ樹脂モルタル (                                   )   種  別      耐風圧性     気密性      水密性      枠見込み(mm)    　　  施工箇所

   ※図示・Ａ種   Ｓ－４    　 ※ 70
 　Ｗ－４   Ａ－３

　　　・1005 浮き部改修工法                                         　　　　　　　[4.1.4][4.3.10～16][表4.4.3～4] ・Ｂ種   Ｓ－５

2 2    改修工法の種類 アンカーピンの本数(本/m ) 注入口の箇所数(箇所/m ) 充てん量 ・Ｃ種   Ｓ－６    Ａ－４ 　 Ｗ－５ ・70　・100　・ 

  (モルタルを撤去しない場合) 　一般部 　指定部   一般部   指定部   注入量   表面処理　※BB-1種　・BB-2種(※ﾌﾞﾛﾝｽﾞ系　・ﾌﾞﾗｯｸ  ・ｽﾃﾝｶﾗｰ)      　[5.2.4][表5.2.2]

 ・アンカーピンニング部分   ※ 16   ※ 25   ※25ml 内部建具                                                      　     [5.2.4][表5.2.2]

   エポキシ樹脂注入工法   ・   ・   表面処理　※AC-1又はBB-1種　・AC-2又はBB-2種(※ﾌﾞﾛﾝｽﾞ系　・ﾌﾞﾗｯｸ  ・ｽﾃﾝｶﾗｰ)

 ・アンカーピンニング全面   ※ 13   ※ 20   ※ 12   ※ 20   ※25ml

4 網戸 防虫網                                                    　                  [5.2.3] 　エポキシ樹脂注入工法   ・   ・   ・   ・ 

  網の種別　　※ステンレス(SUS316)製   ・合成樹脂製   ・ガラス繊維入り合成樹脂製 ・アンカーピンニング全面   ※ 13   ※ 20   ※ 12   ※ 20   ・25ml

  形    式　  ※可動式  　・固定式   ﾎﾟﾘﾏｰセメントスラリー注入工法   ・   ・   ・   ・   ※50ml

 ・注入口付アンカーピンニング部分   ※ 9   ※ 16   ※25ml

   エポキシ樹脂注入工法   ・   ・ 外部に面する建具（ﾌﾛﾝﾄｻｯｼは製造所の仕様による）　　　 　　　　　　　 [5.3.2][表5.3.1]5 樹脂製建具

 ・注入口付アンカーピンニング全面   ※ 9   ※ 16   ※ 9   ※ 16   ※25ml

   エポキシ樹脂注入工法   ・   ・   ・   ・ ・Ａ種   Ｓ－４    Ｗ－４     ・ 70    ※図示

　　・100   Ａ－４ ・注入口付アンカーピンニング全面   ※ 9   ※ 16   ※ 9   ※ 16   ※50ml ・Ｂ種   Ｓ－５    Ｗ－５

　　・　   ﾎﾟﾘﾏｰセメントスラリー注入工法   ・   ・   ・   ・ ・Ｃ種   Ｓ－６

・防音ドアセット及び防音サッシの適用　種別 ・T-A種　・T-B種 　　　 　[5.3.2][表5.3.2]※狭幅部におけるアンカーピン本数は、幅中央に5本/ｍとする

  アンカーピン　　　                                            　            [4.2.4] ・断熱ドアセット及び断熱サッシの適用　種別 ・H-A種　・H-B種　・H-C種 [5.3.2][表5.3.3]

    材質  ※ステンレス SUS304、呼び径４mmの丸棒で全ネジ切り加工したもの  ・ 

  注入口付アンカーピン　　　                                   　             [4.2.4]

    材質  ※ステンレス SUS304、呼び径外径６mm 

6 既存塗膜等の除去及 既存塗膜劣化部の除去及び下地処理の工法                     　　　 [4.5.4][表4.5.4～7]

  び下地処理     工  法        処 理 範 囲     下地面の補修

 ・サンダー工法  ※既存仕上面全体  ・  ・ひび割れ部改修工法

 ・高圧水洗工法  ※既存仕上面全体  ・  ・浮き部改修工法

 ・塗膜はく離剤工法  ※既存仕上面全体  ・  ・欠損部改修工法

 ・水洗い工法  ※上記処理範囲以外の既存仕上面全体

  ※下地調整塗材   ・ポリマーセメントモルタル   ・防水形仕上げ塗材主材を使用

7 仕上塗材仕上げ

    種    類      呼 び 名     仕 上 の 形 状

 ・薄付け仕上塗材  ・外装薄塗材Ｅ  ・砂壁状  ・着色骨材砂壁状

1 施工数量調査 調査範囲　・既存モルタル面　　・躯体コンクリート面    ・図示の範囲　　　　　　[1.5.2]  ・可とう形外装薄塗材Ｅ  ・砂壁状  ・ゆず肌状 ・ 
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調査内容　ひび割れ（0.2mm以上）の長さを表示する。また、ひび割れ部の挙動の有無、  ・防水形外装薄塗材Ｅ  ・ゆず肌状  ・凹凸状 

　　　　　漏水の有無及び錆汁の流出の有無を調査する。  ・複層仕上塗材  ・複層塗材ＣＥ  ・ゆず肌状  ・凸部処理  ・凹凸状 

　　　　　モルタルの浮き部分を表示する。また、モルタルの欠損部の形状寸法等を調査する。  ・可とう形複層塗材ＣＥ  上塗材　　・水系アクリル

　　　　　コンクリート表面のはがれ及びはく落部を調査する。      　　　・水系アクリルシリコン ・複層塗材Ｅ

   外観  ※つやあり  ・つやなし  調査報告書の部数     ※１部  ・複層塗材ＲＥ

2 改修工法の種類          ・メタリック　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　[4.1.4～5]  ・防水形複層塗材ＣＥ

 防水形の増塗材  ・行う　外壁の種類   種　類     改　修　工　法  ・防水形複層塗材Ｅ

 ・コンクリート  ・ひび割れ部  ・樹脂注入工法・Ｕカットシール材充填工法・シール工法  ※可とう形改修塗材Ｅ  ・平たん状　・さざ波状　※ゆず肌状・可とう形改修用

仕上塗材 　打放し仕上げ  ・欠損部  ・充填工法　　・　　　  ・可とう形改修塗材ＲＥ  上塗材　　・アクリル　・ウレタン

     　　　※シリコン　・ふっ素 ・モルタル塗り  ・ひび割れ部  ・樹脂注入工法・Ｕカットシール材充填工法・シール工法

   外観  　・吹付  ※ローラー   仕上げ  ・欠損部  ・充填工法    ・モルタル塗替工法

   仕上  　※薄付け  ・厚付け ・浮き部  ・アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

 ・　

 ・タイル張り仕  ・ひび割れ部  ・樹脂注入工法　　・Ｕカットシール材充填工法

   上げ  ・欠損部  ・タイル部分張替え工法　　・タイル張替え工法

 ・浮き部  ・アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

 ・目地  ・目地ひび割れ部改修工法     ・伸縮調整目地改修工法

 ・塗り仕上げ  ・薄付け仕上塗材塗り 　　　　　・可とう形改修用仕上塗材塗り

 ・厚付け仕上塗材塗り 　　　　　・各種塗料塗り

 ・複層仕上塗材塗り 　　　　　　・マスチック塗材塗り

下地調整材　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　[4.2.4][4.6.3]

・モルタル塗替え工法 (改修標仕4.3.5(5)による)

表面仕上げ　  ※ＨＬ仕上げ　 ・鏡面仕上げ          　　　       　     [5.6.2][5.6.4]

曲げ加工　　  ※普通曲げ　   ・角出し曲げ　

簡易気密型ドア　・使用する　※使用しない

簡易気密型ドア　・使用する　※使用しない                     　               [5.4.2]6 鋼製建具

品質規格  ※改修標仕表5.5.1による                              　      [5.5.2][5.5.4]

          ・製造所標準仕様による

簡易気密型ドア　・使用する　※使用しない

7 鋼製軽量建具

8 ステンレス製建具

モノロック            ゴ－ル(　　　)　　美和ロック(　　　）

シリンダー箱錠        ゴ－ル(　　　)　　美和ロック(　　　）

シリンダー本締り錠    ゴ－ル(　　　)　　美和ロック(　　　）

ドアクローザー        ダイハツディ－ゼル機器(大島機工、ニッカナ)

                      日本ドアチェック製造、美和ロック、リョ－ビ

フロアヒンジ          大島機工(ニッカナ、美和ロック)、日本ドアチェック製造、リョービ

ヒンジクローザー      大島機工(ニッカナ、美和ロック)、日本ドアチェック製造

                      リョ－ビ、デンセイオ－トテック

押板、取手            樹建工業、ユニオン

センサーの種類  ・光線センサー　・熱線センサー　・ 

          ・製造所標準仕様による   引戸装置

  種  別      耐風圧性     気密性      水密性      枠見込み(mm)      施工箇所

9 木製建具 材料の含水率          　　　　　　　  　　　 　　　　　　　　　　　  [5.7.2]表[5.7.1]

種　別

・Ｂ種

１５％以下

１８％以下

10 建具用金物

11 自動ドア開閉装置

12 自閉式上吊り

マスターキー        ・製作する    ・製作しない（既存マスターキーに合わせる）  [5.8.4]

開閉方法      　※引き戸   ・多機能トイレ用引き戸 　　　　　　 [5.9.2～3][表5.9.1～6]

品質規格  ※改修標仕5.10.3による                         　      　[5.10.3][表5.10.1]

※Ａ種

工事名

日付 図面名

/

縮尺 図面番号

加工及び組み立て時の含水率

特記仕様書（改修２）

9 アルミニウム製笠木 表面処理　・AB-1種　※BB-1種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[3.9.2]

8 と　い

とい受け金物　※SUS製 　・亜鉛メッキ製

ルーフドレン　※JCW301(日本鋳鉄ふた・排水器具工業会規格)　・図示による　　 [3.8.2(1)]

［3.1.4][表3.1.2]7 シ－リング   ・シ－リング充填工法　　　・シ－リング再充填工法

  ・拡幅シ－リング再充填工法　　　・ブリッジ工法

[3.7.2][表3.7.1]シ－リング材の種類、施工箇所              　　  

  ※下表以外は、改修標仕表 3.7.1を標準とする

　　　　　　　施　工　箇　所　　　　　　　　　　シーリング材の種類（記号）

シーリングの試験　　※行わない　　・行う（※簡易接着性試験　・引張接着性試験）

6 保証期間 防水の保証期間は原則、表面仕上材塗替なしで10年とする。ただし、既存の劣化等の状況により

保証ができない場合は、保証できない理由を明確にし、監督職員と協議を行うこと。

5 塗膜防水 [表3.1.1][3.6.2～3][表3.6.1]

防水改修工法の種類 　施 工 箇 所 新規防水層の種別 仕上げ塗料等

仕上げ塗料の使用量　　※製造所の仕様による　　　・　

既存塗膜防水層表面の仕上塗料の除去(L4X工法)    ・除去する     　              [3.2.6]

脱気装置     ・設けない  ・設ける

施工標識　   ※設ける　   ・設けない　　　

可塑剤移行防止用シートの材質  ※発泡ポリエチレンシート  ・          　　　　　[3.5.2]

4 合成高分子系 [表3.1.1][3.5.2～3][表3.5.1～2]

  ルーフィングシート 防水改修工法の種類 　施 工 箇 所 仕上げ塗料等新規防水層の種別(厚さmm)

  防水

仕上げ塗料の使用量　　※製造所の仕様による　　　・　

絶縁用シートの材質  ※発泡ポリエチレンシート  ・          　　　　　　　　　　[3.5.2]

脱気装置  ・製造所の指定する製品  ・ステンレス製          設置数量 (    )箇所

機械固定工法に用いる断熱材 　※次のいずれかによる　　　・　　　

※JIS A 9521に基づく発泡プラスチック断熱材

・硬質ウレタンフォーム断熱材2種1号又は2号

・押出法ポリスチレンフォーム断熱材の1種b、2種b又は3種b

接着工法に用いる断熱材

※JIS A 9521に基づく発泡プラスチック断熱材

・ポリエチレンフォーム断熱材

改修用ドレン   　※設ける（　　　　箇所）　・設けない

　　　　　　　　 ※製造所の指定する製品　・銅製　・鉛製　

施工標識　 　　  ※設ける　   ・設けない　　　

3 改質アスファルト [表3.1.1][3.4.2～3][表3.4.1～3]

  シート防水 防水改修工法の種類 　施 工 箇 所 新規防水層の種別(厚さmm) 仕上げ塗料等

仕上げ塗料の使用量　　※製造所の仕様による　　　・　

脱気装置  ・製造所の指定する製品  ・ステンレス製          設置数量 (    )箇所

屋根露出防水断熱工法に用いる断熱材　・製造所の指定する製品

　　　　　　　　　　　　　　　　※JIS A 9521に基づく発泡プラスチック断熱材

　　　　　　　　　　　　　　　　・硬質ウレタンフォーム断熱材2種1号又は2号

施工標識　   ※設ける　   ・設けない　　　

仕上塗装（P2A,M3D,P0D,P0DI,M3DI,M4DI,工法）　※種類および使用量は製造所の仕様による

施工標識　   　　※設ける　   ・設けない　　　

乾式保護材　　　 製造所の仕様による・　　　　　　

防水保護のれんがの種類　※市販品のレンガ又は市販品のレンガ形コンクリートブロック

保護コンクリート仕上り平たんさ種別　・ａ種　・ｂ種　・ｃ種　　[3.3.5][8.1.4][表8.1.5]

種類、仕上げの形状、工法  [4.5.1][4.5.2][表4.5.1～2]

令和５年版

材質　   ・配管用鋼管  ・硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管(VP)  ・SUS製　　　　　　　　　  [3.8.2(1)]
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・屋外

・屋内

 ※2.0

  厚さ(mm)   備  考　 種　類  JISの記号

 ・　　

 ・　　

11 ビニル床タイル

 ※単層ビニル床タイル   ＴＴ

　ＦＴ・複層ビニル床タイル

 ・コンポジションビニル床タイル 　ＫＴ

                                                       　                     [6.8.2]

シャッターケース(防火・防煙以外のもの）    ・設ける    ・設けない

　　　　　　　　 ・「防火区画に用いる防火設備等の構造方法を定める件」に適合するもの

危害防止機構     ・障害物感知装置（自動閉鎖型）

耐風圧性能（　　　　　）N/㎡

・オーバーヘッドドア

・リンググリルシャッター

　　　　　・屋内用防火シャッター   ・屋内用防煙シャッター

品質は、JIS　A5759による

　※ガラス飛散防止フィルム  　種類（・第２種　・　　　)　張り面（※内張　・外張)　

　　性能値　　※層間変位試験に適合するもの（B法）

  ※シーリング材(SR-1，ｼﾘｺｰﾝ系、9030G） 　・ガスケット

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井の改修範囲

  ※壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う   ・図示による範囲

1 改修範囲

  ※壁面より両側600mm程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う   ・図示による範囲

６
章
内
装
改
修
工
事

天井の撤去に伴う取合い部の壁面の改修範囲

  ※既存のまま   ・図示による範囲

合成樹脂塗り床の除去　　 ・機械的除去工法   ・目荒工法

改修後の床の清掃範囲     ※改修箇所の室内　 ・図示

                         ・下地モルタルとも(※図示の範囲  ・除去範囲全て)

2 既存床の撤去並びに

  下地補修

既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井、壁,床の改修範囲               　        [6.1.3]

ビニル床シート等の撤去   ※仕上げ材のみ(接着剤とも)                       　  [6.2.2]

  並びに下地補修

3 既存壁の撤去

4 木下地等

５
章
　
建
具
改
修
工
事

8 軽量鉄骨天井下地

あと施工アンカーの引抜き試験 　・行う　    ・行わない

耐震補強　　・行う（図示）

屋外軒天井及びピロティ天井補強　　※図示

 ・ 

      色　柄

 ※柄物 ・無地

  厚さ(mm)   備  考

  接着材　※改修標仕表6.8.1による　・エポキシ樹脂系

  JISの記号　 種　類

10 ビニル床シート

9 軽量鉄骨壁下地 スタッドの高さが5ｍを超える場合　　※図示

  接着材　※改修標仕表6.8.1による　・エポキシ樹脂系

 ※ＦＳ  ・2.5 ※2.0 ※発泡層のないもの

 ・発泡層のあるもの

 ・無地 ※マーブル柄

   その他ボード張り

19 せっこうボード

18 畳敷き野縁等の種類　 屋内 (※19形　・25形)    屋外 (※25形  ・19形)   　   [6.6.2][表6.6.1]

既存の埋込みインサート  　     ・使用する　・使用しない　　　　　　　　　　　 [6.6.4]

  工法    ※熱溶接工法   ・突付け(施工箇所　　　　　　　　)        　  　　[6.8.2～3]

 ・モザイクパーケット張り

 ・無塗装品 ・接着剤併用釘留め

　ホルムアルデヒドの放散量　　※規制対象外　・第三種

種別　 ・Ａ種　 ・Ｂ種　 ・Ｃ種　 ※Ｄ種（ＫＴ－Ⅲ）               [6.12.2][表6.12.1]

 JISの記号           厚さ (mm)、規格等

 ・硬質木毛セメント板

 ・普通木毛セメント板

 ・せっこうボード

 ・15   ・20   ・25   ・ 

 ・15   ・20   ・25   ・ 

 ・せっこうラスボード

 ・メラミン樹脂化粧板

 ・パーティクルボード

  種　　　類

 HW

 NW

 0.8FK ・けい酸カルシウム板  無石綿　※6  ・8  ・　　

 ・ロックウール化粧吸音板  DR  ※ﾌﾗｯﾄﾀｲﾌﾟ (※9（不燃）   ・12  ・    )

 ・凹凸ﾀｲﾌﾟ (※12(不燃) ・15  ・19  ・   )

 GB-R  ※12.5(不燃)  ・9.5(準不燃)  

 ・不燃積層せっこうボード     9.5(不燃)  化粧無 (下地張り用)

               化粧有 (ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様)

 GB-NC

 ・強化せっこうボード  GB-F  ・12.5(不燃)  ・15.0(不燃)  

 ・シージング石こうボード  GB-S  ・12.5(不燃) 

 GB-D

 GB-L  ・9.5

 JIS K 6903による　厚さ1.2

 ・化粧せっこうボード  ・12.5(不燃)  ・9.5（準不燃）

合板類、繊維板、パーティクルボードのホルムアルデヒドの放散量　※規制対象外　・第三種

軽量鉄骨下地ボード遮音壁の遮音シール材　　※適用する　　・適用しない

 ・化粧けい酸カルシウム板 0.8FK  ※6  　

                                                                   [6.13.2][表6.13.1]

   目地処理 ・継目処理工法        施工場所（                                  ）

・突付け工法          施工場所（                                  ）

20 せっこうボードの

   施　工　箇　所     備  考 防火性能

 ・不燃　・準不燃　・難燃

    　壁紙の種類

 ・不燃　・準不燃　・難燃

ホルムアルデヒドの放散量　　※規制対象外　・第三種

21 壁紙張り

・

形状寸法

　(mm)
用途による区分

無釉 施釉 無 有

うわぐすり

標準 特注

  色　調

無 有

耐凍害性

・床

・壁
・ ・ ・ ・ ・ ・

・・・・・・
・床

・壁・屋外

・屋内

  役　物
施工箇所

※

※

※

※

目地処理の種類等                                        　         [6.13.3][表6.13.5]

                                                                 　          [6.14.3]

タイルの種類                                                      　　　　　　  　[6.16.3]

タイルの見本焼き　　※行わない　　・行う（※外装タイル　　・　　　　　)

・屋外

・屋内 ・床

・壁
・ ・ ・ ・ ・ ・

・・・・・・
・床

・壁・屋外

・屋内

※

※

※

※

22 ｾﾗﾐｯｸﾀｲﾙ張り

23 セルフレベリング

　　　　　　　　　　　　　※厚み(     ㎜程度) 

　　　　　　種　類

・押出法

・現場発泡断熱材

ロックウール、グラスウール、ユリア樹脂又はメラミン樹脂を使用した断熱材の

ホルムアルデヒドの放散量　　※規制対象外　・第三種

  ポリスチレン

  保温板

  フォーム

 ※２種b

 ※３種b

24 断熱材

内装タイル　　・改良積上げ張り　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [6.16.3][表6.16.4]

　　　　　　　※壁タイル接着剤張り　　　　　　　　　　　　　　　　 [6.16.4][表6.16.6]

セルフレベリング材の種類　・せっこう系　　※セメント系　　　　　 　[6.17.2][表6.17.1]

                                                              　　　　  (標19.9.2～3)

　　施工箇所

 ※一般部

 ・接地部分

 ※断熱材補修部分

 ・一般部

 厚さ（mm）

 ※25

 ※25

 ※15

  　品質等

　ノンフロンタイプ

　・HFCタイプ

        ・難燃材料相当品

  難燃性・3級　・2級

 ※ノンフロンのもの

 ・特定フロンを使用しないもの

         床タイル       種　類   厚さ(mm)

 ※2.0

      性  能

12 帯電防止ビニル

 体積抵抗値  1.0x109 Ω以下又は

 漏えい抵抗値  1.0x1010 Ω以下

 ※単層ビニル床タイル

・複層ビニル床タイル

 ・コンポジションビニル床タイル ・

・

   注意喚起用床材         種  類  寸法(mm)            施工箇所

 ※300×300

 ・ 

 ・塩化ビニル製

 ・レジンコンクリート製

 ・磁器又はせっ器質タイル

13 誘導用及び

 種　別

 ・Ａ種

 ・Ｂ種 ・Ｂ種

 ・Ｃ種

 ・カットパイル

 ・ループパイル

 ・カット、ループパイル併用

　　　　　パイル形状

 ※無地

 ・柄物(標準品)

 ・　　

　　色柄　等 　　備　　考

15 カーペット敷き

14 ビニル幅木 高さ (mm)   ※60    ・75　　・100

　ホルムアルデヒドの放散量　　※規制対象外　・第三種

　　　　　　　　　　 　・樹脂モルタル仕上げ（※平滑　・防滑）

・弾性ウレタン塗床材 　※平滑仕上げ　・防滑仕上げ  ・つや消し仕上げ

                                                                  　          [6.8.2]

視覚障害者用床タイル                                                    　    [6.8.2]

   パイル形状

 ・カットパイル

 パイル長 (mm)

 ※５～７

      工　法

 ※全面接着工法

 ・グリッパー工法

     帯電性

  人体帯電圧

  ※３kv以下 ・ループパイル

 ・カット、ループパイル併用

 ※４～６

 ・

　耐電性　※人体帯電圧3kV以下　　・　　　

   パイル形状

 ・ループパイル

      施工箇所

 ・カットパイル

 ※第一種

 ・第二種

　　種類

 ※500×500

 ・　

 総厚さ（mm）

 ※6.5

 寸法（mm）

 ・カット、ループ併用

　耐電性　※人体帯電圧3kV以下　　・　　　

・織じゅうたん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　[6.9.2～3][表6.9.1～2]

・タフテッドカーペット　　　　　　　              　　    　　　　[6.9.2～3][表6.9.2]

・タイルカーペット　　　　            　　                　　　　[6.9.2～3][表6.9.2]

・下敷き材　　種類　※第二種二号　　厚さ　8.0mm

  樹  種

 ※なら

  工　　法

 ※天然木化粧複合フローリング

   塗　装

17 フローリング張り

種　　　別

 ※塗装品

16 合成樹脂塗床

　　　　　　　　　　 　・厚膜流しのべ仕上げ（※平滑　・防滑）

・エポキシ樹脂塗床材　 ※薄膜流しのべ仕上げ（※平滑　・防滑）

                                                   　　　　     [6.10.3][表6.10.4～8]

                                              　　　　　　　 [6.11.2～7][表6.11.1～4]

 ・ひのき ・単層フローリング

 ※釘止め工法

 (・A種・B種・C種)

工事名

図面番号日付 図面名 縮尺

/
特記仕様書（改修３）

種類　　　・管理用シャッター     ・外壁用防火シャッター       　   [5.11.2][表5.11.1]

開閉機能　※上部電動式(手動併用)　 ・上部手動式　　　 　 　　　　　　　　　　[5.11.2]

スラット　材質 ※塗装溶融亜鉛めっき鋼板　・溶融亜鉛めっき鋼板          　    [5.11.3]

　　　　　形状 ※インターロッキング形　  ・オーバーラッピング形     　       [5.11.2]

開閉形式　　※手動式　・上部電動式(手動併用)                　     [5.12.2][表5.12.1]

スラット　材質 ※塗装溶融亜鉛めっき鋼板　・            　                    [5.12.3]

　　　　　形状 ・インターロッキング形　  ・オーバーラッピング形    　        [5.12.4]

種類・厚さ ※ 建具表による                                　                 [5.14.2]

種別(区分は図示による）                                          　　　　　　[5.14.2]

  ※図示   ・モルタル塗り(塗り厚25mmを超える場合の補強　・行う　　・行わない)

間仕切り壁撤去に伴う他の構造体の補修                               　 [4.3.10][6.3.2]

13 重量シャッター

14 軽量シャッター

15 その他のシャッター

16 ガラス

17 ガラスの留め材

18 ガラス用フィルム

モルタル及びプラスター面の下地調整　　  　　 ・ＲＡ種  ※ＲＢ種 ・ＲＣ種  　[表7.3.4]

石こうボード及びその他ボード面の下地調整　　 ・ＲＡ種  ※ＲＢ種 ・ＲＣ種 　 [表7.3.7]
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　　　造作材　　※杉　・松　・ひのき

樹種　構造材　　※杉　・松　・ひのき

木材の含水率　  ※Ａ種    ・Ｂ種                                   　[6.5.2][表6.5.3]

木材の品質      ※改修標仕6.5.2による    ・市販品                  　[6.5.2][表6.5.4]

防腐防蟻処理    ※行わない　・行う(箇所－　　　　　　　　　　　　)

　木材保存(木材の防腐・防蟻処理)剤は、監督職員の承諾するものとする。

※9.0㎜未満の合板上張り留め付けはタッカー留めとする。

5 集成材等 集成材又は単板積層材の材質                                       　     　　  [6.5.2]

　ホルムアルデヒト放散量　　※規制対象外　　・第三種

　　芯材の種類品　　　名 　規格・品質 施 工 箇 所

 ・造作用集成材  ※１等　・２等  ・たも ・なら ・しおじ

 ・単一針葉樹 ※１等　・２等
 ・化粧ばり造作

   用 集 成 材

 ・化粧ばり構造

   用 集 成 材

 ・造作用単板

 　積　層　材

 ・直交集成材

6 接着剤

　ホルムアルデヒドの放散量　　※規制対象外　・第三種

7 床板張り

 下張り用床板

 床  板

 ※無し

 ・有り     ※合板張り  ホルムアルデヒドの放散量　※規制対象外　・　

　ホルムアルデヒドの放散量　　※規制対象外　・第三種

 ・縁甲板  ※ひのき

  ※単層フローリング(標仕19.5.2による)

※木工事に使用する接着剤のホルムアルデヒドの放散量　※規制対象外　・第三種　　[6.5.3]

※壁紙、ビニル床タイル、ビニル床シート、幅木に使用する接着剤の　   　 [6.8.2][6.14.2]

フローリング及び縁甲板張り床                                 　            [表6.5.10]

表面仕上げ　仕上げの程度　・ﾌﾟﾚｰﾅｰ仕上げ 　※ｻﾝﾀﾞｰ仕上げ　 ・超かんな仕上げ　 [6.5.1]

　　　　　　　　　　　　　・ﾌﾟﾚｰﾅｰ加工　　 ※ｻﾝﾀﾞｰ加工　　 ・かんな加工

　　　　　　加工の種類　　※機械加工　　　 ・手加工

※量産ｸﾛｽ宿直室

150*60

段鼻ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ
階段

耐風圧性能（　等級 S-3･1600Ps　）（一般重量・外壁用防火のもの）

・目透し工法          施工場所（ 　宿直室                         ）

日新技術コンサルタント株式会社

一級建築士　登録　第 166668 号

宮本　哲也

東京都中央区日本橋堀留町1-5-7

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

令和 ５年 ８月
A-4

012938
タイプライタ
12

012938
タイプライタ
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  寸法     ※幅 35mm  ・             取付け工法   ※接着工法　・埋込み工法

28 トイレブース

29 階段滑り止め
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   フロア

    構造形式  表面材種 厚さ(mm)

 ※パネル式

 ・スタッド式

 ・スタッドパネル式

 ※鋼板

 (※0.6  ・0.8)

 ・  ・ 

 ﾊﾟﾈﾙ部の総厚さ(mm)      表面仕上げ

   アクリル樹脂焼付け

 ※メラミン樹脂又は

遮音性　　・あり（　　　　　）　　・なし

                                                           　              (標20.2.3)

25 フリーアクセス

26 可動間仕切

　パネル及び圧着装置の操作方法  (・                                     )

　パネル表面材 (・                           )  遮音性 (・              )

　操作方法　・手動式　・電動式　・部分電動式　　　　　　　　　　　　　　　 (標20.2.4)27 移動間仕切り

  材種     ※ステンレス製ビニルタイヤ入り　  ・                        　  (標20.2.6)

天井点検口    ※アルミニウム製  (※額縁タイプ  ・目地タイプ )

   種　類       寸　法   適用内容   規格・品質等

 トラップ付

 バックガード付

  流し台

  コンロ台

 ※1200 ・1500  ・ 

 ※600  ・700   ・ 

 ※優良住宅部品

防炎加工　　消防庁認定の　イ　とする

  カーテンレール     ・アルミニウム製 　※ステンレス製　 ※Ｃ型又はＤ型 

  カーテンきれ地のはぎれ  　 ※半幅未満は使用しない   ・一幅未満は使用しない

・次の箇所を除き防火材料とする。（　　　　　　　　　)　

1 材料一般

2 下地調整

・屋内の壁及び天井の塗装仕上げは、防火材料とする。　　　　　　　　　　　　　　[7.1.3]

　建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒドの放散量　　　　※規制対象外　・第三種

RB種の場合の既存塗膜の除去範囲                                         　     [7.2.1]

下地調整                                                       　　　　  [表7.2.1～7]
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     施 工 箇 所   仕上り高   耐震性能  耐荷重性能    表面仕上げ材

 ・帯電防止床タイル

 ・タイルカーペット

                                                                 　        (標20.2.2)

・3000N

・5000N

スロープ及びボーダー     ※製造所の標準仕様  ・図示

・既存再使用する (養生方法                                   )   　    [2.3.1][5.1.6]

       施 工 箇 所       名 称・品 質     ひだの種別

 ・箱ひだ等 ・片ひだ

 ・箱ひだ等 ・片ひだ

  形  式

 ・片引 ・引分

 ・片引 ・引分

床点検口      ※アルミニウム製   ・ステンレス製　　　　受け枠(・                )

   ホワイトボード

30 黒板及び

       　種 類

 ・黒板

    ボード

 ・ホワイト  ※ホーロー

   寸 法(mm)

 ※緑 ・黒

 ※緑 ・黒

 ※白

 ※平面 ・曲面 ・ 

   色 彩      備 考

 ※焼付け

 ※ホーロー

　　　　　　　　　　　　　　　                                             (標20.2.8)

  形  式       種  類    スラットの材種・幅(mm)    施工箇所

  ※横型

  ・縦型

 ※ギヤ式 ・コード式

 ・操作棒式

 ・１本操作コード

 ※アルミニウム合金 ※25 

 ・ 

 ・アルミスラット　・80

 ・クロススラット  ・100

31 ブラインド ・既存再使用する (養生方法                                   )   　    [2.3.1][5.1.6]

・新設する                                                             　 (標20.2.12)

 ※２本操作コード

操作方法 (                   　　　　　　　　　)

32 ロールスクリーン

・新設する                                                            　  (標20.2.14)

材種・品質 (                                                       　 ) (標20.2.13)

33 カーテン

・両端　　・上部　　※召合わせ

  暗幕用カーテンの重なりは300mm以上とする。なお、重ねか所は下記による。

34 点検口

35 流し台ユニット

                ・ポリエステル樹脂系化粧板(アルミ製コナーエッジ付き) 

　脚 部　(ｽﾃﾝﾚｽ製)       ※幅木タイプ 　・脚金物タイプ

　パネル表面材　※高圧メラミン樹脂系化粧板 (アルミ製コナーエッジ付き)      (標20.2.5)

工事名

図面番号日付 図面名 縮尺

/
特記仕様書（改修４）

       下地面の種類

 亜鉛めっき面

 鉄鋼面

 ・RA種 ※RB種 ・RC種

 ・RA種 ※RB種 ・RC種

 ・RA種 ※RB種 ・RC種

   下地調整の種別

既存モルタル下地面等のひび割れ部の補修                  　　　　　　　　 [表7.2.4～6]

  ・行わない  ・行う(補修範囲及び補修方法は図示)

 ｺﾝｸﾘｰﾄ及びALCパネル面

 せっこうボード、その他ボード面

 ・RA種 ※RB種 ・RC種

 ・RA種 ※RB種 ・RC種

 ・RA種 ※RB種 ・RC種

 木部

3 素地ごしらえ 素地ごしらえ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［7.3.1～7］［表7.3.1～7］

備考       素地面の種類 種別

不透明塗料塗りの場合はA種 
 木部  ・A種 ･ B種

透明塗料塗りの場合はB種

 鉄鋼面  ・A種 ･ B種 ※C種
B種とする

 亜鉛めっき面  ・A種 ･ B種 

 ・A種 ※B種  ﾓﾙﾀﾙ、せっこうﾌﾟﾗｽﾀｰ面

8節[耐候性塗料塗り(DP)]の場合は､
 ｺﾝｸﾘｰﾄ及びALCパネル面  ・A種 ※B種

 ・A種 ･ B種 ｺﾝｸﾘｰﾄ及び押出形成ｾﾒﾝﾄ版面

せっこうﾎﾞｰﾄﾞの目地工法が継目処理工法
 せっこうﾎﾞｰﾄﾞ、その他ﾎﾞｰﾄﾞ面  ・A種 ･ B種 

の場合はA種、その他の場合はB種とする

  ペイント塗り(SOP)

　分散形塗料(NAD)

　　　　仕上げＥＰ－Ｇの場合　　・Ａ種(　　　    ) 　※Ｃ種　

　　　　仕上げＥＰ－Ｇの場合　　・Ａ種(　　　    ) 　※Ｂ種　

  鉄鋼面塗り替えの場合の種別        ・Ａ種　 ・Ｂ種　 ※Ｃ種

  新規鉄鋼面、亜鉛めっき面の塗りの種別        ※標仕18.3.3による

亜鉛めっき面ＥＰ－Ｇ塗り替えの場合の種別　　・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種

  亜鉛めっき面の塗りの種別  ・Ａ種　 ・Ｂ種   ※Ｃ種

 木部  ※1種 ・2種

 亜鉛めっき面

 ※1種 ・2種

 ※1種 ・2種

 ・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種 鉄鋼面

塗替え(※Ｂ種 ・     )

 新規(屋外　※Ａ種・Ｂ種　屋内　Ａ種※Ｂ種)　

 ※改修標仕7.4.5よる  ・ 

   塗り工法   塗料種類 下地の種類

・　JISK5659（１級）　ふっ素系樹脂塗料

・　JISK5659（２級）　シリコン系樹脂塗料

・　JISK5659（３級）　ポリウレタン系樹脂塗料

上塗種別

塗替えの場合の下地調整     ・RA種   ※RB種   ・RC種              　　　　　[7.2.5～6]

塗り工法の種別    ・Ａ種　 ※Ｂ種　                             　   [7.7.2][表7.7.1]

塗替えの場合の下地調整   ・RA種 ※RB種 ・RC種    [7.2.2][表7.2.1] ～ [7.2.7][表7.2.7]

　工法は、表7.8.3 　種別は(・A-1種　・A-2種　・B-1種　・B-2　・C-1種　・C-2種)    

上塗種別

・　JISK5658　主要原料　ふっ素樹脂(1級)

・　JISK5658　主要原料　シリコーン樹脂(2級)

・　JISK5658　主要原料　ポリウレタン樹脂(3級)

  エマルション

  ペイント塗り(EP-G)

  ンペイント塗り(EP)

  下地の種類    塗り工法

                                       　　　　　　　　        [7.9.2～5][表7.9.1～4]

塗り工法の種別    ・Ａ種　 ※Ｂ種　 ・Ｃ種                   　    [7.10.2][表7.10.1]

・コンクリート面、押出成型セメント板面　　　　　　　　　　　　　　　 [7.8.4][表7.8.3]

 新規(※Ａ種　・　　)　塗替え(※Ｂ種 ・     ) 木部

 鉄鋼面  新規(・Ａ種　・Ｂ種)　塗替え(※Ｂ種 ・     )

 亜鉛めっき鋼面

塗替えの場合のシーラー　　※改修標仕 7.9.2による　  ・行わない

 新規(・Ａ種　・Ｂ種)　塗替え(※Ｂ種 ・     )

5 合成樹脂調合

4 錆止め塗料塗り

6 アクリル樹脂系非水

7 耐候性塗料塗り（DP）

8 つや有合成樹脂

9 合成樹脂エマルショ

塗料の種別        ※１液形　・２液形   ワニス塗り(UC)

   (OS)

 (WP)

1 鉄筋の種類

2 溶接金網

　 種 類 の 記 号 　　　径 

[8.2.1][表8.2.1]

　鉄線の径 (mm)（※ 6.0　・3.2　　　                     ）

 ・ ＳＤ345

 ・ ＳＤ295Ａ

　※　Ｄ19以上

　※　Ｄ16以下
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　の提出を省略することができる。

※JIS規格品については径の異なるごとに１ｔ未満の場合は規格証明書　　　　　　　 [8.2.3]

　網目の形状   （※ 150x150   ・ 100x100　　・50×50　　　　）　　　　　　　　[8.2.2]

仕上りの平たんさ種別　　　　・ａ種　　・ｂ種　　・ｃ種　　　　　　 　[8.1.4][表8.1.5]

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.2.6][8.2.12]

グラウト材   ※無収縮グラウト材   （圧縮強度　45Ｎ/mm2以上) 

社団法人 公共建築協会の評価を受けているもの

社団法人 公共建築協会の評価を受けているもの

  ノンシュリンクライトグラウト(ＡＢＣ商会)  デンカ プレタスコン TYPE-1(電気化学工業)

  太平洋プレユーロックス(太平洋マテリアル)　マスターフロー870グラウト(BASFポゾリス)

柱底等の均しモルタル      ※無収縮モルタル  ・モルタル

  ノンシュリンクライトグラウト(ＡＢＣ商会)  デンカ プレタスコン TYPE-1(電気化学工業)

  太平洋プレユーロックス(太平洋マテリアル)　マスターフロー540グラウト(BASFポゾリス)

軽量コンクリートの設計基準強度　　　　　　　　　　　　　[8.1.3～4][8.9.1～2][表8.9.1]

※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種　　　　　　　　　　 [8.2.5][表8.2.3]

普通コンクリートの設計基準強度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.1.4]

普通コンクリートの類別　　　※I類  ・II類　　　　　　　　　　　　　　[8.1.3][表8.1.1]

コンクリートの種類　　　　　※普通コンクリート  ・軽量コンクリート　　　　　　[8.1.3]

圧接部の確認試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.3.8]

※標仕各部配筋参考図４節による　・図示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.3.7]

※各部配筋参考図図1.1による　・図示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [8.3.4]

  種類及び強度

8 コンクリートの

7 ガス圧接

6 壁の配筋及び補強

5 帯筋組立の形

4 継手及び定着

定着長さ　　　※改標仕[表8.3.4]による 　・図示　　　　　　　　　　　 [8.3.4][表8.3.4]

鉄筋の継手方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [8.3.4][表8.3.3]

　・径Ｄ19mm以上の柱、梁の主筋はガス圧接、その他は重ね継手

　・重ね継手

継手位置　　　※標仕各部配筋参考図による 　・図示　　　　　　　　　　　　　　 [8.3.4]

・フェロニッケルスラグ細骨材は使用しない

・アルカリシリカ反応による区分　※Ａ

・フライアッシュセメントＢ種　　　適用箇所（　　　　　　　　）

・高炉セメントＢ種　　　　　　　　適用箇所（　　　　　　　　）

9 コンクリートの材料

　※１種　※1.9程度

   施 工 箇 所　種　　別

3        (t/m )

   気乾単位容積質量

  ・ 

  ※ 21 (N/mm )

      (N/mm )

  設計基準強度Ｆo

   グラウト材

10 モルタル及び

2

2

  設計基準強度Ｆo

  ・ 

   施 工 箇 所

  ※ 21 (N/mm )

   ※超音波探傷試験     ・引張試験

11 無筋コンクリート

 ※普通コンクリート

　　　種　　類  設計基準強度Ｆo

      (N/mm )

 ※15又は18

  スランプ

    (cm)
 粗骨材の最大寸法 　　適用箇所

 ※25 ※18

2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.11.1～3]

11 オイルステイン塗り

12 木材保護塗料塗り

10 ウレタン樹脂

ｺﾝｸﾘｰﾄ及び押出形成ｾﾒﾝﾄ版面による

8節[耐候性塗料塗り(DP)]の場合は､

 モルタル、せっこうプラスター面

工法     ・Ａ種  　 ※Ｂ種  　　　　　　　　              　　　 　[7.13.2][表7.13.1]

木部　工法は改修標仕表7.12.1による　　　　　　　　　　　　　　　　 [7.12.2][表7.12.1]

着色剤の種別      ・油性顔料着色剤　・溶剤形顔料着色剤

塗り工法の種別    ・Ａ種　  ※Ｂ種　                         　    [7.11.2][表7.11.1]

 ｺﾝｸﾘｰﾄ、ﾓﾙﾀﾙ、せっこうﾌﾟﾗｽﾀｰ、

その他ﾎﾞｰﾄﾞ面

 新規(※Ａ種　・　　)　塗替え(※Ｂ種 ・     )

塗り工法                               　　　　　　　　　　    [7.5.1～4][表7.5.1～3]

・鉄鋼面　　　　　工法は、表7.8.1　　　　　　　　　　　　　　　　　　[7.8.2][表7.8.1]

・亜鉛めっき面　　工法は、表7.8.2　　　　　　　　　　　　　　　 　　 [7.8.3][表7.8.2]

塗料種別                                                                  　　[7.4.2]

　鉄鋼面　　※Ａ種（　　　）　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種　       　　   [表7.4.1]

　亜鉛めっき鋼面　　※Ａ種　　　・Ｂ種　 　　　　　　　　　　　       　　  [表7.4.2]

錆止め塗料塗り                                                    　　　 [表7.4.3～4]

令和５年版

日新技術コンサルタント株式会社
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宮本　哲也

東京都中央区日本橋堀留町1-5-7
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工事名

図面番号日付 図面名 縮尺

/
特記仕様書（改修５）

アスベスト含有仕上塗材の除去(除去工法、養生、粉じん飛散防止措置、呼吸用保護具・保護

飛散防止処理技術指針」による。

衣等)ついては、「建築物の改修、解体時における石綿含有建築用仕上塗材からの石綿粉じん　塗材の除去

5 アスベスト含有仕上

アスベスト含有仕上塗材の有無　・有　・無

・集じん装置付高圧水洗工法　・集じん装置付超高圧水洗工法　・超音波ケレン工法

　上記工法によらない場合は監督職員と協議の上、承諾を得ること。

・剥離材併用超音波ケレン工法　・集塵装置付ディスクグラインダーケレン工法・剥離材併用超音波ケレン工法　・集塵装置付ディスクグラインダーケレン工法

・剥離材併用高圧水洗工法　・剥離材併用超高圧水洗工法　・剥離材併用手工具ケレン工法

・水洗い工法　・手工具ケレン工法

除去工法の試験施工　・行う　※行わない

撤去の範囲　　・全面撤去　・図示による

・中間処理の場合は、都道府県知事等から処置許可を受けた溶融施設において溶融又は環境大臣の

　認定を受けた無害化処理施設において無害化処理を行う

除去保温材（　　　　　　　　　　　　）含有場所（　　　　　　　　　　　　）　材等の除去

6 アスベスト含有保温 アスベスト含有保温材の有無　・有　・無　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[9.1.4]

・中間処理の場合は、都道府県知事等から処置許可を受けた溶融施設において溶融又は環境大臣の

　認定を受けた無害化処理施設において無害化処理を行う

　板の除去

7 アスベスト含有成形 アスベスト含有成形板の有無　・有　・無　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[9.1.5]

処分方法

除去工法（原則湿潤化し、下記工法とする）

作業場の養生　・行う　・行わない

※本工事に配置管理させる者（有資格者）

　※特定化学物質等作業主任者（H18.3.31以前の講習修了者）

　　又は石綿作業主任者（H18.4.1以降の講習修了者）

8　特記事項

処分方法

石綿含有石膏ボード

※管理型最終処分場で埋立処分する。

石綿含有石膏ボード以外

・埋立処分の場合は、石綿含有産業廃棄物として、安定型最終処分場の一定の場所で

　埋立処分する。

・中間処理の場合は、都道府県知事等から処置許可を受けた溶融施設において溶融又は

　環境大臣の認定を受けた無害化処理施設において無害化処理を行う。

※石綿含有ケイカル板第一種の除去は、隔離養生（負圧不要）を行う

・埋立処分の場合は、特別管理産業廃棄物として、管理型最終処分場の一定の場所で埋立処分する。

・埋立処分の場合は、特別管理産業廃棄物として、管理型最終処分場の一定の場所で埋立処分する。

・隔離養生不要　・隔離養生必要(負圧不要)・その他（　　　　　　）

作業場の隔離及び養生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏えい防止対策徹底マニュアル」による。

  表9.1.2  アスベスト粉じん濃度測定方法

　測　定　3 　　測定1 , 2 , 4 , 6 , 7 , 8 　測　定　5

 計数機器

 メンブレンフィルタの直径

 試料の吸引流量

 試料の吸引時間

 試料の透明化

 計数条件

 計数アスベスト

 定量限界

 位相差顕微鏡

 総アスベスト繊維数      　200本又は視野数50視野

 直径3μm未満、長さ5μm以上、長さと直径比３：１以上

                     25mm

    1l/min              5l/min    10l/min

 アセトン－トリアセチン法又は、シュウ酸ジエチル法

     47mm

     5 min              120 min    210 min

    50 f/l              0.5 f/l    0.3 f/l

除去工法

処分方法

・埋立処分の場合は、特別管理産業廃棄物として、管理型最終処分場の一定の場所で

　埋立処分する。

・中間処理の場合は、都道府県知事等から処置許可を受けた溶融施設において溶融又は

　環境大臣の認定を受けた無害化処理施設において無害化処理を行う。

※除去工法については、工法に関する資料を監督職員に提出し、承諾を得ること。

作業場の負圧隔離養生　※行う

1 一般事項

９
章
　
環
境
配
慮
改
修
工
事

労働安全衛生法第28条第1項の規定に基づく技術上の指針（建築物等の解体等の作業及び労働者が

石綿等にばく露するおそれがある建築物等における業務での労働者の石綿ばく露防止に関する

記述上の指針）を遵守すること。

　・アスベスト除去に伴う官公署等への届出申請を行うこと。

　施工箇所及び工法　　　※図示

アスベスト含有建材除去後の仕上げ　　・行う　　・行わない

アスベスト含有吹付け材の囲い込み処理　　・行う　　・行わない　の処理工事

2 アスベスト含有建材

　調査

分析による確認　　・行う（下表による）　・行わない

  　調査方法　　　　　　　1材料あたりの試料数　　　　材　料　名

 ※定性分析(3　・　)　　※定量分析(※3  　・　　)

 ※定性分析(3　・　)　　※定量分析(※3  　・　　)

 ※定性分析(3　・　)　　※定量分析(※3  　・　　)

3 アスベストの含有

　け材の除去

4 アスベスト含有吹付

  表9.1.1　　アスベスト粉じん濃度測定

測　定　点　(各施工箇所ごと)　測定時期  測定名称 　  測　定　場　所 　備考

  (注)１

  (注)１

  (注)１

　大気

　大気

　 －

 各２点又は３点

 各２点又は３点

 計２点

 各２点又は３点

  測定１

  測定２

  測定３

  測定６

  測定７

  測定８

　処理作業前

　処理作業中

  処理作業室内

  処理作業室内

  処理作業室内　処理作業後

　(隔離ｼｰﾄ撤去前)

又は、敷地境界

施行区画周辺

施行区画周辺

又は、敷地境界
４方向各１点

施行区画周辺

又は、敷地境界 ４方向各１点

  測定４

  測定５

（処理作業室外の場合）

1点   (注)２

ｾｷｭﾘﾃｨｰｿﾞｰﾝ入口 1点 を確認
空気の流れ

アスベスト含有吹付け材の封じ込め処理　　・行う　　・行わない　　　　　　　　　[9.1.1]

除去吹付材（　　　　　　　　　　　　）含有場所（　　　　　　　　　　　　）

吹付けアスベストの施工数量調査　　※行う

アスベスト粉じん濃度測定　　※行う 

アスベスト含有吹付材の有無　・有　・無　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[9.1.3]

　(注)２．集じん・排気装置の性能確認

　(注)１．各施工箇所ごとの室面積が50㎡以下までは２点、300㎡以下までは３点とする。

　　　　　300㎡を超えるものは、監督職員と協議する。

　集じん・排気装置
  の排出口

石綿障害予防規則及び大気汚染防止法の各規定に基づく官公署等への届出等を行うこと。

　・石綿含有事前調査結果の都道府県知事及び労働基準監督署への報告を行うこと。

　・事前調査結果及び特定粉塵排出等作業の掲示を行うこと。

　・アスベスト除去に伴う作業計画の作成を行うこと。

　・アスベスト除去完了に伴う発注者への報告を書面にて行うこと。

   取り合い

30 既存構造体との

  ※コンシステンシー試験を行う.

  ※圧縮強度試験を行う（3日,28日、封かん養生）

グラウト材の品質管理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [8.21.9][8.22.7]

  ※全数打音試験を行う.

  ・引張試験は増設壁又は鉄骨ブレス1箇所あたり1本とし、引張荷重は設計強度の2/3以上

  　とする.場所については監督職員の指示による.

29 あと施工アンカーの

   確認試験

   の穿孔

28 あと施工アンカー

  範囲   ・あと施工アンカー施工部分全て    ・図示

         ・はつり出しによる

 穿孔方法　　・低騒音、低振動工法とする（工法については、監督員の承諾を得ること）

  方法   ・探査機により探査し、配管等の位置の墨出しを行う。

穿孔前の埋込み配管等の探査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [8.12.4]

施工確認試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [8.12.5][8.12.7]

   の施工

27 あと施工アンカー 施工管理技術者　※置く　・置かない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [8.12.2]

                               ・全ねじボルト

   の材料

26 あと施工アンカー

※接着系アンカー

  接着剤の材質及びカプセルの種類　(ガラス管タイプ)

  　日本デコラックス（株）　ケミカルアンカーＲ、ＲＳタイプ

  　旭化成ジオテック（株）　ＡＲケミカルセッターＳＵＰＥＲ　ＬＬ　ＡＰ

接合筋の種類                  ※鉄筋コンクリート用棒鋼（Ｄ１６以上ＳＤ３４５）

  　日本ヒルティ(株）　ＨＶＵ-Ｇ／ＥＡ　　　もしくは同等品以上

・金属拡張アンカー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.2.4]

17 溶接管理技術者

　　※JISの規格品 

　　※JISの規格品 

　　※JISの規格品 

19 高力ボルト

20 鋼材の材料試験

15 鉄骨製作工場

・(社)全国鉄構工業協会、(株)日本鉄骨評価センター認定工場 (下記認定グレード以上)

　　  (・Ｓ  ・Ｈ  ・Ｍ  ・Ｒ  ・Ｊ )

16 鉄骨工作図 ※高力ボルト、普通ボルト及びアンカーボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等は、

鋼材の材質、規格は下表による。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.2.8]18 鋼材

規　　　　格品名又は使用箇所材　質

※トルシア形高力ボルト ・JIS形高力ボルト ・溶融亜鉛めっき高力ボルト　　　　　 [8.2.9]

　径（　　　　　　　）

すべり係数試験　・実施する　※実施しない　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [8.14.2]

試験方法（　　　　　　　　）、試験片の摩擦面の状態（　　　　　　　　）

　の提出を省略することができる。

　国土交通省大臣官房官庁営繕部「建築鉄骨設計基準」による。　　　　　　　　　 [8.13.2]

※JIS規格品については種類の異なるごとに１ｔ未満の場合は規格証明書　　　　　　[8.2.13]

・監督職員の承諾する工場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.1.5]

施工管理技術者　　・配置する　　　・配置しない　　　　　　　　　　　　　　　　[8.1.6]

・配置する     　・配置しない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.15.2]

21 溶接施工

目荒らしの程度

  ※平均深さ５～１０mmで最大深さ１５mm程度の凹部を施す

　・　

目荒らしの範囲

  ※柱、梁面  打継ぎ面又は接合面全体の３/４以上

　※壁面    　打継ぎ面又は接合面全面の１/３程度　

   面の目荒し

25 既存コンクリート

  ※既存コンクリートとモルタル又はグラウト材充填部の接合面

　※既存コンクリートとの打継ぎ面

  ・ 

適用範囲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [8.21.3][8.22.3]

23 錆止め塗料

  ・JIS K 5625      ・JIS K 5674 

・鉄骨造の鉄部錆止め塗料の種別は、下記とする。　　　　　　　　　　　　　　　 [8.17.3]

  耐火被覆材の接着する面の塗装     ・行う    ※行わない

24 耐火被覆材

　　種　　別

・耐火材  ・乾式吹付けロックウール

 ・半乾式吹付けロックウール

 ・湿式ロックウール

  吹付け

　　所要性能及び適用構造部位

・ラス張りモルタル塗り

・耐火板張り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.18.2～7]

・耐火塗料

  ・DP塗装の場合　JIS K 5552 + JIS K 5551(2回)

完全溶込み溶接部の超音波探傷試験    ※行う(9mm以上)   ・行わない　　　　　　[8.15.12]

　試験箇所数　　耐震ブレース　　※改修標仕8.15.12による　・　

　　　　　　　　その他　　　　　※標仕7.6.12(ｲ)による　　・　

22 溶接部の試験

エンドタブの切断　　・行う（                     ）　・行わない

　代替タブを使用する場合は、セラミックスタブとし、以下の書類を提出し、監督職員の承諾

　を得ること。

スカラップ     ※改良型スカラップ

エンドタブの種類　　※鋼製タブ　　　　　　　　　　　　　　  　　　 　　　　　[8.15.7]

　　・セラミックスタブの使用実績

　　・AW検定協議会の代替エンドタブ技量認定資格者または日本エンドタブ協会によるエンド

　　　タブ施工講習（溶接技能者・固形タブ・A級）修了者の資格証

　　・鉄骨製作工場における施工実績

14 型枠

   種　　　別

    ・Ａ 種

    ※Ｂ 種

    ・Ｃ 種

     施  工  箇  所

打ち放し仕上げの種別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.1.4]

外部に面するコンクリート打ち放し仕上げの打増し　　・20　　※図示　　　　　　　[8.7.8]

13 コンクリートの

   試験

  20～50m の場合は任意の一車より試料を採取し、各３個供試体を作成する。

　20m 以下の場合の試験については、監督職員の指示による。3

3

3  50m 以上は 改修標仕8.8.3による。

※コンクリートの強度試験の試験回数は、下記による。　　　    　         　　[8.8.2～3]

12 調合管理強度

     6.0

                                               （普通ポルトランドセメント）

  打  設  期  間     備　考

     3.0

     6.0

   暑中コンクリート

  補正値(N/mm2)

構造体強度補正値（Ｓ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [8.2.5][表8.2.4]

2/25～7/ 7 　 9/ 7～11/22

      11/23～2/24

       7/ 8～9/ 6

令和５年版

日新技術コンサルタント株式会社

一級建築士　登録　第 166668 号

宮本　哲也

東京都中央区日本橋堀留町1-5-7

A-6

除去成形板（有孔アスベスト板・  岩綿吸音板）含有場所（ポンプ室・事務室 ・予備室 　　）

除去仕上塗材（アクリルリシン吹付）含有場所（外壁　耐震補強工事部分）

塩浜第３ポンプ場耐震補強工事

令和 ５年１２月

作業場の隔離　・行う　
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　　　個人情報の取り扱いに関する事項

　　（施工者の義務）

第２　乙及びこの契約による工事に従事している者又は従事していた者（以下「乙の従事者」という。）は、当該工事を施

　２　乙は、この契約による工事において個人情報が適正に取り扱われるよう乙の従事者を指揮監督しなければならない。

　　（秘密の保持）

第３　乙及び乙の従事者は、この契約による工事を施工するに当たって知り得た個人情報を当該工事を施工するために必要

　３　前２項の規定は、この契約が終了し、又は解除された後においても同様とする。

　　（適正な管理）

第４　乙は、この契約による工事に係る個人情報の漏えい、滅失又は改ざんの防止その他の個人情報の適正な管理のために

　　　必要な措置を講じなければならない。

　２　乙は、個人情報の適正な管理のため、管理責任者を置くものとする。

　３　管理責任者は、個人情報を取り扱う工事の従事者を必要な者に限定し、これらの従事者に対して、個人情報の管理方

　　　法等について適正な指導管理を行わなければならない。

　４　四日市市（以下「甲」という。）は、必要があると認めたときは、個人情報の管理状況等に関し、乙に対して報告を

　　　求め、又は乙の作業場所を実地に調査することができるものとする。この場合において、甲は乙に必要な改善を指示

　　　することができるものとし、乙は、その指示に従わなければならない。

　　（収集の制限）

第５　乙及び乙の従事者は、この契約による工事を施工するために、個人情報を収集するときは、当該工事を施工するため

　　　に必要な範囲内で、適法かつ公正な手段により収集しなければならない。

　　（再提供の禁止）

第６　乙は、あらかじめ甲の承諾があった場合を除き、この契約による工事に係る個人情報を第三者に再提供してはならない。

　２　乙は、前項の承諾により再提供する場合は、再提供先における個人情報の適正な取り扱いのために必要な措置を講じ

　　　なければならない。

　３　前項の場合において、乙は、再提供先と本注意事項に準じた個人情報の取り扱いに関する契約を交わすものとする。

　　（複写、複製の禁止）

　　　甲から提供された個人情報が記録された資料等（以下「資料等」という）を複写し、又は複製してはならない。

　　（持ち出しの禁止）

　　　において同じ。）を契約書に指定された作業場所から持ち出してはならない。

第８　乙及び乙の従事者は、あらかじめ甲の指示又は承諾があった場合を除き、資料等（複写又は複製したものを含む。第9

　２　甲及び乙は、乙が前項の指示又は承諾により資料等を持ち出す場合、その内容、期間、持ち出し先、輸送方法等を書

　　　面により確認するものとする。

　３　前項の場合において、乙は、資料等に施錠又は暗号化等を施して関係者以外の者がアクセスできないようにするとと

　　　もに、資料等を善良なる管理者の注意をもって保管又は管理し、漏えい、滅失及びき損の防止その他適切な管理を行

　　　わなければならない。

　　（資料等の返還）

第９　乙は、この契約による工事を施工するに当たって、甲から提供された個人情報が記録された資料等を、当該工事の終

　２　前項の廃棄又は消去は、次の各号に定めるほか、他に漏えいしないよう適切な方法により行うものとする。

　　(1)　紙媒体　　シュレッダーによる裁断

　　(2)　電子媒体　データ完全消去ツールによる無意味なデータの上書き、もしくは媒体の破砕

　３　乙は、第6の規定により甲の承諾を得てこの契約による工事に係る個人情報を第三者に再提供したときは、当該工事の

　　　終了後速やかに当該第三者から資料等を回収のうえ甲に返還し、又は引き渡さなければならない。ただし、甲の指示

　　　により、乙又は第三者が資料等を廃棄し、又は消去する場合を除く。

　４　前項ただし書の規定により、第三者が資料等を廃棄し、又は消去する場合においては、乙は、当該資料等が廃棄、又

　　　は消去されたことを直接確認しなければならない。

　　（研修・教育の実施）

　　　報の適正な取り扱いに資するための研修・教育を行うものとする。

　　　了後速やかに甲に返還、又は引き渡さなければならない。ただし、甲の指示により廃棄、又は消去する場合を除く。

　　　という。）67条に規定する義務を負う。

第10　乙は、乙の従事者に対し、個人情報の重要性についての認識を深めるとともに、この契約による工事における個人情

第７　乙及び乙の従事者は、あらかじめ甲の指示又は承諾があった場合を除き、この契約による工事を施工するに当たって、

　　　な範囲を超えて使用し、又は他人に知らせてはならない。

　２　乙は、乙の従事者が在職中及び退職後においても、前項の規定を遵守するように必要な措置を講じなければならない。

　　　事を施工するに当たり、個人情報を取り扱うときは、個人情報の保護に関する法律（平成15年法律大57号。以下「法」

　　（基本事項）

第１　この契約による工事の施工者（以下「乙」という。）は、この契約による工事を施工するに当たり、個人情報を取り

　　　扱う際には、個人情報の保護の重要性を認識し、個人の権利利益を侵害することのないようにしなければならない。

　　（監査及び検査）

　　（苦情の処理）

第11　乙は、この契約による工事の施工に当たって、個人情報の取り扱いに関して苦情があったときは、適切かつ迅

　　　速な処理に努めるものとする。

　　（定期報告及び事故発生時における報告）

第12　乙は、甲から個人情報の取扱の状況について報告を求められた場合は、直ちに報告しなければならない。

　　　かに甲に報告し、甲の指示に従うものとする。

　 2　乙は、この個人情報取扱注意事項に違反する事故が生じ、又は生じるおそれがあることを知ったときは、速や

第13　甲は、この契約による業務に係る個人情報の取り扱いについて、この契約の規定に基づき必要な措置が講じら

　　　れていることを検証および確認するため、乙及び第6の規定により甲の承諾を得てこの契約による業務を受託

　　　し、又は請け負った第三者に対して、監査又は検査を行うことができる。

　 2　甲は、前項の目的を達するため、乙に対して必要な情報を求め、又はこの契約による業務の処理に関して必要

　　　な指示をすることができる。

　　（契約解除及び損害賠償）

第14　甲は、乙又は乙の従事者がこの個人情報取扱注意事項に違反していると認めたときは、契約の解除及び損害賠

　　　償の請求をすることができる。

暴
力
団
等
不
当
介
入
に
関
す
る
事
項

１．契約の解除

２．暴力団等による不当介入を受けたときの義務

　（１）不当介入には、断固拒否するとともに、速やかに警察へ通報並びに業務発注所属へ報告し、警察への捜査協力

　　　　を行うこと。

　（２）契約の履行において、不当介入を受けたことにより、業務遂行に支障が生じたり、納期等に遅れが生じるおそ

　　　　れがあるときには、業務発注所属と協議を行うこと。

　（３）(1)(2)の義務を怠ったときは、四日市市建設工事等入札参加資格停止基準に基づく入札参加資格停止等の措置

　　　　を講ずる。

　　四日市市の締結する契約等からの暴力団等排除措置要綱（平成20年四日市市告示第28号）第３条又は第４条の規定

　　により、四日市市建設工事等入札参加資格停止基準に基づく入札参加加資格停止措置を受けたときは、契約を解除

　　することがある。

A-7

日新技術コンサルタント株式会社

一級建築士　登録　第 166668 号

宮本　哲也

東京都中央区日本橋堀留町1-5-7

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

令和 ５年 ８月

012938
タイプライタ
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012938
タイプライタ
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事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　
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地下１階　床面積 １階　床面積 ２階　床面積

有窓・無窓・判定表 （消防法施行規則　５の２の１、５の２の２） 有効開口部建具表

階
判定

（Ｎｍ） 無 有
２

２
有効開口部計算式

有効開口部

面積合計ｍ

必要開口

（Ｎ／３０）

階床面積

無 有

無 有

無 有

無 有

階
建具 ガ ラ ス 等 の

厚みｍｍ及び種別ｍｍ高さｍ記号 ２

開口部面積

引き違い等

開口部種別開口部

の位置

床からの 幅　×　高さ

１

×

１

２

無 有

２

直天

直天

直天

直天

直天

直天

直天

階 室　　名 天井高 必要換気面積

（Ａ／２０）
換気用有効開口面積

換気面積計算

判定
建具番号等

備考

（Ａ／５０）

必要排煙面積
排煙用有効開口面積

排煙面積計算

判定
備考

建具番号等 （Ａ／２０）

必要採光面積 採光用有効開口面積
令１１６条の２－１－１による採光

採光面積計算（非常用照明装置の有・無）

判定
建具番号等

備考

地下

床面積

国土交通省告示１４３６－４－ニ－２

国土交通省告示１４３６－４－ニ－２

国土交通省告示１４３６－４－ニ－２

国土交通省告示１４３６－４－ニ－２

国土交通省告示１４３６－４－ニ－２

国土交通省告示１４３６－４－ニ－２

国土交通省告示１４３６－４－ニ－２

国土交通省告示１４３６－４－ニ－２

国土交通省告示１４３６－４－ニ－２

国土交通省告示１４３６－４－ニ－２

直天 国土交通省告示１４３６－４－ニ－２

１Ｆ
ポンプ室

補機室

プロパン庫

２Ｆ

１Ｆ 事務室

倉庫

玄関ホール

便所

湯沸室

ＰＳ

予備室

倉　庫

発電機室

ポンプ室

中央監視室

宿直室

浴室

脱衣室

湯沸室

階段室

ＰＳ

ギャラリー

換気面積・排煙面積・採光面積（施令１１６条の２－１－１）計算表（㎡）

ＡＷ－101

東面 ０．０ 2.00 2.00 1× × ４．００ 両開き Ｐ－５AD-101 AD-101

ＡＷ－101 東面 １．０ 1.50 × ２2.00 ３．００ 引違い Ｐ－５

2.00×2.00×1

1.00×1.50×2

４．００ 463.72

180.74６．０２７

１４．４５８

直天

直天

835

2,775

324.00

6.000

1.400

×

×

＝

＝

計

改め

2.775

0.835

16.650000

1.169000

341.819000

341.81

48.43

1.23

22.73

3.27

1.29

2.61

14.02

87.17

333.87
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33.55

7.24
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6.10

3,500

2,500

2,500

2,300

2,300

2,400

2,400

2,300

2,600

2,600

2,600

16.65

1.16

法規チェックリスト

× × 引違い Ｐ－５南面ＡＷ－102 1.145１．０５ 0.99 １ ０．５６

３．５６
1.145×0.990×1

ＡＷ－102
＋

地下１階　求積図　　　　1/200 ２階　求積図　　　　1/200１階　求積図　　　　1/200
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6.68
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国土交通省告示１４３６－４－ニ－２
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国土交通省告示１４３６－４－ニ－４

国土交通省告示１４３６－４－ニ－２

国土交通省告示１４３６－４－ニ－２

国土交通省告示１４３６－４－ニ－２

国土交通省告示１４３６－４－ニ－２
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機械換気による

機械換気による

機械換気による

令和 ４年 ３月

Ａ－８

m2敷地面積

建築面積

延べ面積

１階

２階

2,239.88

476.503

645.845

466.851

178.994

m2

m2

m2

m2

面積表

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



階段手摺：ステンレス製

仕　上　表

巾木・腰 外壁床

下地 仕　　上 詳細番号
改修
内容

改修
内容

改修
内容

改修
内容

仕　　上下地 詳細番号 下地 仕　　上 仕　　上下地詳細番号 詳細番号 下地

屋根（Ａ） 庇 フード

改修
内容

改修
内容

改修
内容

改修
内容

詳細番号 下地 仕　　上 詳細番号 下地 仕　　上 詳細番号 下地 仕　　上 詳細番号仕　　上

バルコニー・搬入デッキ

階 室　　　　名

改修前

改修後

改修前

改修後

犬走り
　コンクリート直均し

増打ｔ=30
Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ

Ｃ 既設のまま 既設のまま 既設のまま

内部仕上表（１）

備　考

改修前

改修後

外　部　仕　上　表

押え　断熱ブロック敷
防水層　シート防水
下地　　ＡＬＣ版

押え　断熱ブロック敷
防水層　シート防水
下地　　コンクリート直均し

天端　防水モルタル
鼻端　防水モルタル

ＧＢーＲ

ＤＲ

ＧＢ（Ｗ）

ＧＢ（ＮＴ）

ＧＢ（Ｎ）

材 料 名 壁（m／m） 天井（m／m）

１０１２

２５ ２５

備  考

ＮＭ－８５７８けい酸カルシウム板（タイプ２）

押出法ポリスチレンフォーム保温材

種別材 料 名

ＮＭ－８６１９

ＮＭ－８５９９

不燃（個別認定）

又は同等
ＮＭ－８６１３

種別 壁（m／m）

１２．５仕上

１２．５下地

天井（m／m）

１２．５

下地 ９．５

９．５

１２．５

１２

備  考 改修前 改修後

プラント機械設備工事

プラント電気設備工事

：

：

：

：

：

ＡＭ

ＡＥ

ＰＭ

ＰＥ

建築電気設備工事

土木工事

建築機械設備工事

＜　　　　　＞

＜　　　　　＞

＜　　　　　＞

＜　　　　　＞

＜　　　　　＞

ａ：　仕上新設

ｂ：　図示の仕上新設

ｃ：　下地共新設

ｄ：　図示の下地共新設

ｅ：　図示の塗装塗り替え

ｆ：　既存のままＦ：　既存のまま

Ｅ：　図示の下地調整

Ｄ：　図示の下地共撤去

Ｃ：　下地共撤去

Ｂ：　図示の仕上撤去

Ａ：　仕上撤去

特記なき限り

Ｃ
改

修

後

の

仕

上

材

料

の

厚

さ

工

事

区

略

号

分

改

修

内

容

凡

例

改修前

改修後

改修
内容

改修

内容

共　通　事　項

１．

２．

外部仕上表及び内、外部付属物の適用分類、詳細番号は、・印のついたものを適用する。

仕上表に記載の詳細番号のうち、１－０２－３は建築工事標準詳細図

（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）を示す。

特記以外の木、鉄部の塗装はＳＯＰとする。但し、和室回りは除く。

付属物のうち、室名札、床点検口、掲示板、案内板、ピクトグラフ、階段表示板等は、

平面図による。

付属物のうち、カーテンボックス、ブラインドボックス、ブラインド、天井点検口等は

天井伏図による。

ＰＦ板、木毛板等打込み箇所は、別図による。

内壁の見え掛りとなるＰＦ板打込み部分は、ＧＢ厚１２．５直張り（継目処理工法）とし、

塗装は、その部屋の壁面と同様とする。

壁のボード張りは水平方向に継手は設けない。

直接地業工事に接する内部床のコンクリート下地には、防湿層としてポリエチレンフィ

ルム厚０．１５の敷込みを行う。ただし、床仕上げがビニル床タイル、ビニル床シート及

び合成樹脂塗床、床用塗料の場合とする。

打放し仕上げの出隅部分は、面取りを行う。

３．

４．

５．

６．

７．

８．

９．

梁側面Ｂ種とする。

天井回り縁は、アルミ製、天井付き目地とする。

天井仕上ボード張りのうち、ＧＢ－ＮＣ（NＴ）及びＤＲ（下地ＧＢ共）は突付け張りとし、

１２．特記なき建築工事の梁型の打放し面及び塗装下地面の型枠種別は、梁底面Ｃ種、

１１．

１０．

・図示・下足箱

・ビニル製　・７－１２－５・６・７

・３－０１－１２

・７－０１－１　・７－０１－２・断熱材打込み

・２－０２－１３

・木製　・７－１２－２・３・４

・アルミ製（図示）

・スチール製（図示）

・ステンレス製（図示）

・アルミ製（図示）

・６－３１－１・２・３・４

・図示

・図示

・８－３１－１

・８－３１－１

・８－２１－１

・６－１１－５　・図示

・６－１１－３・４　・図示

・６－１１－１　・図示

・６－１１－１・２　・図示

・６－１１－２　・図示

・６－２７－

　１・２・３・４・５

・図示

・１－２１－　・Ａ－０３－

・浴室まわり

・グレーチング受枠

・フック

・タラップ

・くつふきマット

・トラフ

・６－２６－１・２・３・４

・６－２４－１

・６－２３－１・２

・既製品　・６－２２　　　　　　

・既製品

・３－４２－２

・６－３２－１

・６－１１－５　・図示

・便所手すり

・多機能便所

・肢体不自由者対応便房

・便所へだて

・床点検口

・天井点検口

・脱衣箱

・水切りだな

・つり戸だな

・流し上部水切り

・コンロ台

・フード

・流し台

・８－４２－１

・８－４４－１

・８－４３－１

・図示

・図示

・図示

・Ｓ－１５－１　・図示

・６－４６－１

・既製品

・ピクトグラフム

・室名札

・マンホール蓋

・搬入口

・クレンガーダー

・ホイストレール

・押　入

・吸音壁

・階段手すり

・手すり

・屋内掲示板

・３－３２－５・６・７

・鋼製　・３－３１－１，２

・アルミ製　・３－３１－３

・ブラインドボックス

・カーテンボックス

　各階案内板

・庁舎案内板、

内部付属物及び詳細番号

・図　示

・図　示

・Φ１０５

（ステンレス製）

（ＧＬ±０まで）

・８－２３－１

・８－２３－２

・図　示

・図　示

・図　示

・図　示

・たてどい

・目地

・郵便受

・庁名板

・文字板

・電気用ハンドホール蓋

・グレーチング

・くつ洗い流し

・８－２１－１・２・３

・図示

・スチール（図示）

・ステンレス（図示）

・くつふきマット

・旗　竿

・アルミ（図示）

・５－２３－１

・既製品　・図示

・既製品　・図示

・既製品　・図示

・８－３１－３　・図示　

・８－３１－２

・図示　

ＧＢ－ＮＣ（ＮＴ） 不燃積層せっこうボード（化粧有り：トラバーチン模様）

ロックウール化粧吸音板　凹凸模様

軽量骨材仕上塗材

モルタル

コンクリート下地（打放シＣ）

コンクリート下地（打放シＢ）

けい酸質系複層仕上塗材

内装合成樹脂エマルション系薄付け仕上塗材

内装けい酸質系薄付け仕上塗材

外装合成樹脂エマルション系薄付け仕上塗材

テラゾーブロック

木質系セメント板

押出法ポリスチレンフォーム保温材

ロックウール化粧吸音板　軒天井用：凹凸模様

ロックウール化粧吸音板　軒天井用：トラバーチン模様

ロックウール化粧吸音板　トラバーチン模様

けい酸カルシウム板（タイプ２）

強化せっこうボード

シージングせっこうボード

木目化粧せっこうボード

不燃積層せっこうボード（化粧無し：下地張り用）

せっこうボード

軽量鉄骨下地

木造下地

コンクリートブロック下地

コンクリート下地

軽量吹付

Ｍ

Ｃ（Ｃ）

Ｃ（Ｂ）

複層塗材　（Ｓｉ）

内装薄塗材（Ｅ）

内装薄塗材（Ｓｉ）

外装薄塗材（Ｅ）

ＴＢ

木毛板

ＰＦ板

ＤＲ（軒天凹凸）

ＤＲ（軒天）

ＤＲ（凹凸）

ＤＲ

ケイカル板

ＧＢ-Ｆ

ＧＢ-Ｓ

ＧＢ-Ｄ（Ｗ）

ＧＢ－ＮＣ（Ｎ）

ＧＢ-Ｒ

Ｗ

Ｓ

ＣＢ

Ｃ

ＤＲ（凹凸）

オイルステイン塗り

クリヤラッカー塗り

保護材　

コンクリート

ＮＡＤ

ＳＯＰ

ＥＰ－Ｔ

ＤＰ（ＡＳＥ）

アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り

ラッカーエナメル塗り

木材保護塗料塗り

低汚染型アクリルシリコン樹脂カラークリヤー塗り

浸透性吸水防止剤＋

アクリル樹脂ワニス塗り（アクリル樹脂クリヤ塗り）

グラファイトペイント塗り

合成樹脂調合ペイント塗り

ウレタン樹脂ワニス塗り

合成樹脂エマルション模様塗料塗り

多彩模様塗料塗り

合成樹脂エマルションペイント塗り

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り

常温乾燥形ふっ素樹脂エナメル塗り

アクリルシリコン樹脂エナメル塗り

２液形ポリウレタンエナメル塗り

アクリル樹脂エナメル塗り

フタル酸樹脂エナメル塗り

反応硬化形合成樹脂エマルション系複層仕上塗材

合成樹脂エマルション系複層仕上塗材

ポリマーセメント系複層仕上塗材

ＷＰ

ＬＥ

ＡＣ

ＧＰ

ＯＳ

ＵＣ

ＥＰ－Ｍ

ＥＰ

ＥＰ－Ｇ

ＤＰ（ＦＵＥ）

ＤＰ（ＵＥ）

ＡＥ

ＦＥ

ＣＬ

複層塗材　（ＲＥ）

複層塗材　（Ｅ）

複層塗材　（ＣＥ）

・５－２２－２

・５－２２－３

・５－３３－１

・５－３２－１

・５－３１．３２．３３

・５－２１－２　・図示

・５－２２－１

・５－２１－１

・手すり

・笠木兼用避雷導体

・ＥＸＰ．Ｊ金物

・トップライト

・ルーフドレン

・と　い

・タラップ

・煙　突

・屋上換気塔

・クーリングタワー基礎

・屋上管類貫通部

・屋上点検口

略　　　　　号 外部付属物及び詳細番号

・図示・テレビアンテナ基礎

仕　　　　　上

床

詳細番号 下地 仕　　　　　上

幅　　　木

高さ 詳細番号 下地 仕　　　　　上

腰    壁

高さ 詳細番号 下地 仕　　　　　上 詳細番号

壁

柱型仕上 詳細番号 下地 仕　　　　　上

天　　　　井

詳細番号 梁型仕上 天井高
改修

内容

改修

内容

改修

内容

改修

内容

改修

内容

改修

内容

改修

内容

備   考

直天

既設のまま 既設のまま 既設のまま

Ｆ

ｆ

Ｃ Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｃ

下地

地下２階

Ｃ コンクリートこて仕上 コンクリート打放し コンクリート打放し

ポンプ井

屋根（Ｂ）

水槽（１）

水槽（２）

直天

既設のまま 既設のまま 既設のまま

Ｆ

ｆ

Ｃ Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

ＣＣ コンクリートこて仕上 コンクリート打放し コンクリート打放し

直天

既設のまま 既設のまま 既設のまま

Ｆ

ｆ

Ｃ Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

ＣＣ コンクリートこて仕上 コンクリート打放し コンクリート打放し

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

－

仕上表（１）

　既設のまま
犬走り

　アクリルリシン吹付

Ｃ

Ｆ

ｆ

Ｄ

ｄ既設のまま

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

直天

直天

直天

　段鼻磁器ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ
150*60

　磁器タイル貼 □150
玄関ポーチ

Ｃ ｄ

　段鼻磁器ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ
150*60

　磁器タイル貼 □150Ｃ
玄関ポーチ

Ｄ

階段

150*60
　段鼻磁器ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ

　踏面:ｱｽﾌｧﾙﾄﾀｲﾙ
　蹴込:モルタル

階段
　既設のまま

Ｆ

ｆ

ボーダー

コンクリート打放（Ｂ）

ｂ

Ｆ

階段手摺：ステンレス製
　防水形外装薄塗材Ｅ

一部：小口タイル貼

既設のまま
一部：小口タイル貼

　天端：ｺﾝｸﾘｰﾄこて仕上
　側面：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B)

ａ

　くつふきマット：ステンレス製 ｆ

ａ　くつふきマット既設排水管フラップ弁新設

玄関ポーチ

　増打ｔ=30

　アクリルリシン吹付
モルタル塗り モルタル塗り

ｆ

　くつふきマット：ステンレス製 Ｆ

玄関ポーチ

　手摺：ステンレス製

手摺：鋼製　ＳＯＰ　撤去工事中保管

手摺：鋼製　ＳＯＰ　既存再設置

令和 ４年 ３月

Ａ－９

たて樋　150A（SUS製）新設

　高圧水洗工法
（石綿含有）（石綿含有）

天井　モルタル刷毛引
（石綿含有）

（石綿含有）

　　　アクリルリシン吹付

　　　アクリルリシン吹付

　手摺：ステンレス製

Ｆ

ｆ

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



ＧＢーＲ

ＤＲ

ＧＢ（Ｗ）

ＧＢ（ＮＴ）

ＧＢ（Ｎ）

材 料 名 壁（m／m） 天井（m／m）

１０１２

２５ ２５

備  考

ＮＭ－８５７８けい酸カルシウム板（タイプ２）

押出法ポリスチレンフォーム保温材

種別材 料 名

ＮＭ－８６１９

ＮＭ－８５９９

不燃（個別認定）

又は同等
ＮＭ－８６１３

種別 壁（m／m）

１２．５仕上

１２．５下地

天井（m／m）

１２．５

下地 ９．５

９．５

１２．５

１２

備  考 改修前 改修後

プラント機械設備工事

プラント電気設備工事

：

：

：

：

：

ＡＭ

ＡＥ

ＰＭ

ＰＥ

建築電気設備工事

土木工事

建築機械設備工事

＜　　　　　＞

＜　　　　　＞

＜　　　　　＞

＜　　　　　＞

＜　　　　　＞

ａ：　仕上新設

ｂ：　図示の仕上新設

ｃ：　下地共新設

ｄ：　図示の下地共新設

ｅ：　図示の塗装塗り替え

ｆ：　既存のままＦ：　既存のまま

Ｅ：　図示の下地調整

Ｄ：　図示の下地共撤去

Ｃ：　下地共撤去

Ｂ：　図示の仕上撤去

Ａ：　仕上撤去

特記なき限り

Ｃ
改

修

後

の

仕

上

材

料

の

厚

さ

工

事

区

略

号

分

改

修

内

容

凡

例

階 室　　　　名

内部仕上表（２）

改修

内容
仕　　　　　上

床

詳細番号 下地 仕　　　　　上

幅　　　木

高さ 詳細番号 下地 仕　　　　　上

腰    壁

高さ 詳細番号 下地 仕　　　　　上 詳細番号

壁

柱型仕上 詳細番号 下地 仕　　　　　上

天　　　　井

詳細番号 梁型仕上 天井高
改修 改修 改修 改修 改修 改修 改修

備   考
下地

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

Ｆ

ｆ

ｔ25防水モルタル 防水モルタル ｔ20 直天

既設のまま 既設のまま 既設のまま

側溝

側溝

Ｆ

ｆ

Ｃ Ｆ

ｆ

Ｃ

ｔ370

吐出水槽

ポンプ室

ｼﾝﾀﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄ

水槽（３）

水槽（４）

既設のまま 既設のまま 既設のままｆ ｆ

Ｆ Ｆ 直天Ｆ Ｃ ＦＣＣ コンクリートこて仕上 コンクリート打放し コンクリート打放し

既設のまま 既設のまま 既設のままｆ ｆ

Ｆ Ｆ 直天Ｆ Ｃ ＦＣＣ コンクリートこて仕上 コンクリート打放し コンクリート打放し

既設のまま 既設のまま 既設のままｆ ｆ

Ｆ Ｆ 直天Ｆ Ｃ ＦＣＣ コンクリートこて仕上 コンクリート打放し コンクリート打放し

地下１階

水槽（３）

水槽（４）

地下２階

水槽（５）

直天

既設のまま 既設のまま 既設のまま 直天

Ｆ

ｆ

Ｃ Ｆ

ｆ

ＣＣ コンクリートこて仕上 コンクリート打放し コンクリート打放し

直天

既設のまま 既設のまま 既設のまま 直天

Ｆ

ｆ

Ｃ Ｆ

ｆ

ＣＣ コンクリートこて仕上 コンクリート打放し コンクリート打放し

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

補機室

プロパン庫

既設のまま 既設のまま 既設のままｆ ｆ

Ｆ Ｆ 直天Ｆ Ｃ ＦＣＣ コンクリートこて仕上 コンクリート打放し コンクリート打放し

既設のまま 既設のまま 既設のままｆ ｆ

Ｆ Ｆ 直天Ｆ Ｃ ＦＣＣ コンクリートこて仕上 コンクリート打放し コンクリート打放し

防水モルタル ｔ30

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

－

仕上表（２）

Ｆ

ｆ

ｆ

ＦＦ

ｆ

ＦＦ

ｆ

ＦＦ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

ｆ

ＦＦ

ｆ

ＦＦ

内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容

床用塗料

直天

直天

直天

直天

直天

直天

直天

既設のまま 既設のまま 既設のまま 直天

Ｆ

ｆ

Ｃ Ｆ

ｆ

ＣＣ コンクリートこて仕上 コンクリート打放し コンクリート打放しＦ

ｆ

令和 ４年 ３月

Ａ－１０

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



(石綿含有)

ＧＢーＲ

ＤＲ

ＧＢ（Ｗ）

ＧＢ（ＮＴ）

ＧＢ（Ｎ）

材 料 名 壁（m／m） 天井（m／m）

１０１２

２５ ２５

備  考

ＮＭ－８５７８けい酸カルシウム板（タイプ２）

押出法ポリスチレンフォーム保温材

種別材 料 名

ＮＭ－８６１９

ＮＭ－８５９９

不燃（個別認定）

又は同等
ＮＭ－８６１３

種別 壁（m／m）

１２．５仕上

１２．５下地

天井（m／m）

１２．５

下地 ９．５

９．５

１２．５

１２

備  考 改修前 改修後

プラント機械設備工事

プラント電気設備工事

：

：

：

：

：

ＡＭ

ＡＥ

ＰＭ

ＰＥ

建築電気設備工事

土木工事

建築機械設備工事

＜　　　　　＞

＜　　　　　＞

＜　　　　　＞

＜　　　　　＞

＜　　　　　＞

ａ：　仕上新設

ｂ：　図示の仕上新設

ｃ：　下地共新設

ｄ：　図示の下地共新設

ｅ：　図示の塗装塗り替え

ｆ：　既存のままＦ：　既存のまま

Ｅ：　図示の下地調整

Ｄ：　図示の下地共撤去

Ｃ：　下地共撤去

Ｂ：　図示の仕上撤去

Ａ：　仕上撤去

特記なき限り

Ｃ
改

修

後

の

仕

上

材

料

の

厚

さ

工

事

区

略

号

分

改

修

内

容

凡

例

階 室　　　　名

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修

内容
仕　　　　　上

床

詳細番号 下地 仕　　　　　上

幅　　　木

高さ 詳細番号 下地 仕　　　　　上

腰    壁

高さ 詳細番号 下地 仕　　　　　上 詳細番号

壁

柱型仕上 詳細番号 下地 仕　　　　　上

天　　　　井

詳細番号 梁型仕上 天井高
改修 改修 改修 改修 改修 改修 改修

備   考

改修前

改修後

下地

Ｃ
ロックウール ｔ25打込

テラゾブロックＣ 100

Ｍ モルタル

24角モザイクタイル貼り Ｍ 2,050 Ｍ モルタル

テラゾブロックＣ 100 Ｍ

Ｍ 100 Ｍ

100

モルタル Ｍ 100 Ｍ モルタル Ｃ

ＣＭ 100 Ｍ モルタル

Ｃモルタル Ｍ 100 Ｍ モルタル モルタル ｔ20

ｆ

Ｆ

既設のまま ｆ

Ｆ

既設のまま ｆ

Ｆ

既設のまま

既設のまま 既設のまま ｆ ｆ

Ｆ Ｆ

既設のまま 既設のまま ｆ ｆ

Ｆ Ｆ

既設のまま 直天ｆ

Ｆ

岩綿吸音板

下張ＧＢ（Ｎ）

岩綿吸音板

下張ＧＢ（Ｎ）

既設のまま

岩綿吸音板

下張ＧＢ（Ｎ）

既設のまま

岩綿吸音板

下張ＧＢ（Ｎ）

岩綿吸音板

下張ＧＢ（Ｎ）

ｼﾝﾀﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄ
ｔ370

ｼﾝﾀﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄ
ｔ360

ｼﾝﾀﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄ
ｔ360

ｼﾝﾀﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄ
ｔ320

ｼﾝﾀﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄ
ｔ360

ｼﾝﾀﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄ
ｔ370

１階 ポンプ室

玄関ホール

２階 宿直室

たたみ

一部　縁甲板張

Ｍ 100 Ｍ モルタル

既設のまま 既設のまま ｆ ｆ

Ｆ Ｆ

既設のまま 既設のまま 既設のままｆ ｆ

Ｆ Ｆ

Ｗ

Ｗ Ｗ Ｗ

岩綿吸音板

下張ＧＢ（Ｎ）

既設のまま

Ｍ モルタル

ジュラク吹付

モルタル

モルタルＭ

クッションフロアー

クリンカータイル　□150

磁器質タイル　□１００

ビニル床シート貼

ビニル床シート貼

モルタル モルタル

Ｍ 100モルタル ＡＬＣ版　素地ALC

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

仕上表（３）

－

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容

ｼﾝﾀﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄ
ｔ370

モルタル

Ｄ

ｄ コンクリート打放（Ｂ）コンクリート打放（Ｂ）Ｃ 100

Ｄ

ｄ

Ｄ

ｄＣ

内部仕上表（３）

コンクリート打放（Ｂ） ｄＣ

Ｄ

コンクリート打放（Ｂ） ｄＣ

ＤＭ

　ポリエチレンフイルム敷込 直天

2,600

2,600

100角半磁器タイル貼り 2,400

2,300

ビニル巾木 2,600

モルタル 直天

直天

直天モルタル

ｔ9.5

ｔ9

ｔ9.5

ｔ9

ｔ9.5

ｔ9

ｔ9.5

ｔ9

ｔ9.5

ｔ9

Ｍ

Ｍ ｔ20

Ｍ

Ｍ ｔ20

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

便　所

湯沸室

事務室

予備室

倉　庫

発電機室

事務室倉庫

湯沸室

押入

2,400

ビニル巾木 2,300Ｍ

床用塗料

ｔ 6

ｔ9.5

ｔ9

ゾラコート吹付

合板 ｔ 6合板

床用塗料 床用塗料

床用塗料

2,400合板 ｔ 3

Ｍ 床用塗料

ビニル巾木

コンクリート打放（Ｂ） ｄＣ

Ｄ

モルタル ｄ コンクリート打放（Ｂ）Ｃ 100 ｄ

床用塗料

Ｄ Ｄ

Ｍ

モルタル

ｼﾝﾀﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄ
ｔ360 クリンカータイル　□150

Ｄ

ｄ コンクリート打放（Ｂ）Ｃ 100 ｄ

Ｄ

ｆ既設のまま

Ｆ

ｆ既設のまま

Ｆ

ｆ既設のまま

Ｆ

ｆ既設のまま

Ｆ

既設のまま ｆ

Ｆ

2,600

2,600

2,400

2,300

2,600

直天

直天

直天

2,400

2,300

2,400

岩綿吸音板

下張ＧＢ（Ｎ）

Ｓ

ｔ9.5

ｔ9

岩綿吸音板

下張ＧＢ（Ｎ）

Ｓ

ｔ9.5

ｔ9ｄ

Ｄ

ｄ

Ｄ

ｄ

Ｄ

ｆ

Ｆ

既設のまま

コンクリート打放

コンクリート打放

モルタル コンクリート打放（Ｂ） コンクリート打放（Ｂ） モルタルＣＣＣ ｄ

Ｄ

ｄ

Ｄ

ｄ

Ｄ

コンクリート打放（Ｂ）

ジュラククロス貼

化粧石膏ボードＳ

Ｄ

ｄ

Ｄ

ｄ

100ビニル床シート貼 ビニル巾木Ｃ

Ｄ

ｄ

Ｄ

ｄ

Ｃ

Ｄ内樋　雨水枡

令和 ４年 ３月

Ａ－１１

杉柾フネンテン

ｔ9

(石綿含有)

(石綿含有)

(石綿含有)

(石綿含有)

(石綿含有)

(石綿含有)

(石綿含有)

(石綿含有)

(石綿含有)

ＥＰ

ＥＰ

モルタル ＥＰ

ＥＰ

ＥＰ

ＲＣ階段 Ｄ

ＥＰ

モルタル ｄ

Ｄ

既設のまま

(工事中撤去・保管)

たたみ (再設置)

コンクリート打放（Ｂ）Ｃ ｄ

Ｄ

コンクリート打放（Ｂ）Ｃ

有孔アスベスト板張(石綿含有)

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



ＡＥＰ

ＡＥＰ

ＡＥＰ

ＧＢーＲ

ＤＲ

ＧＢ（Ｗ）

ＧＢ（ＮＴ）

ＧＢ（Ｎ）

材 料 名 壁（m／m） 天井（m／m）

１０１２

２５ ２５

備  考

ＮＭ－８５７８けい酸カルシウム板（タイプ２）

押出法ポリスチレンフォーム保温材

種別材 料 名

ＮＭ－８６１９

ＮＭ－８５９９

不燃（個別認定）

又は同等
ＮＭ－８６１３

種別 壁（m／m）

１２．５仕上

１２．５下地

天井（m／m）

１２．５

下地 ９．５

９．５

１２．５

１２

備  考 改修前 改修後

プラント機械設備工事

プラント電気設備工事

：

：

：

：

：

ＡＭ

ＡＥ

ＰＭ

ＰＥ

建築電気設備工事

土木工事

建築機械設備工事

＜　　　　　＞

＜　　　　　＞

＜　　　　　＞

＜　　　　　＞

＜　　　　　＞

ａ：　仕上新設

ｂ：　図示の仕上新設

ｃ：　下地共新設

ｄ：　図示の下地共新設

ｅ：　図示の塗装塗り替え

ｆ：　既存のままＦ：　既存のまま

Ｅ：　図示の下地調整

Ｄ：　図示の下地共撤去

Ｃ：　下地共撤去

Ｂ：　図示の仕上撤去

Ａ：　仕上撤去

特記なき限り

Ｃ
改

修

後

の

仕

上

材

料

の

厚

さ

工

事

区

略

号

分

改

修

内

容

凡

例

階 室　　　　名

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修

内容
仕　　　　　上

床

詳細番号 下地 仕　　　　　上

幅　　　木

高さ 詳細番号 下地 仕　　　　　上

腰    壁

高さ 詳細番号 下地 仕　　　　　上 詳細番号

壁

柱型仕上 詳細番号 下地 仕　　　　　上

天　　　　井

詳細番号 梁型仕上 天井高
改修

内容

改修

内容

改修

内容

改修

内容

改修

内容

改修

内容

改修

内容

備   考

改修前

改修後

下地

２階

Ｍ 100 Ｍ モルタル

既設のまま 既設のまま ｆ ｆ

Ｆ Ｆ

Ｍ

Ｍ 100 Ｍ モルタル

100 Ｍ モルタル

既設のまま 既設のまま ｆ

Ｆ

既設のまま ｆ

Ｆ

既設のまま 既設のまま 既設のままｆ ｆ

Ｆ Ｆ

共通

モルタル

モルタル

Ｍ 100

直天

既設のまま 既設のまま 既設のまま 直天

Ｆ

ｆ

Ｃ Ｆ

ｆ

Ｃコンクリートこて仕上 コンクリート打放し コンクリート打放し

既設のまま

Ｃ

ｔ270
ｼﾝﾀﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄ

ｔ110 クッションフロアー

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ：　帯電防止ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

ﾎﾞｰﾀﾞｰ部：ﾓﾙﾀﾙ　帯電防止ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

モルタル Ｍ 100

既設のまま

玉石モザイクタイル貼り バスリブ

岩綿吸音板

下張ＧＢ（Ｎ）

岩綿吸音板

下張ＧＢ（Ｎ）

岩綿吸音板

下張ＧＢ（Ｎ）

ビニル床シート貼

ビニル床シート貼

既設のまま

既設のまま

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

－

仕上表（４）

脱衣室

浴　室

中央監視室

階段室

ビニル巾木 2,300

100角半磁器タイル貼り 2,500

2,500ビニル巾木 2,600

ビニル巾木 3,500

Ａ階段

Ｂ階段

Ｃ階段

ＰＳ

ビニル巾木

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

ｼﾝﾀﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄ

モルタルＭ

ギャラリー

ｔ9.5

ｔ9

ｔ9.5

ｔ9

ｔ9.5

ｔ9

Ｓ

Ｗ

Ｓ

Ｓ

内部仕上表（４）

コンクリート打放（Ｂ） ｄＣ

Ｄ

ｆ既設のまま

Ｆ

ｆ既設のまま

Ｆ

ｆ既設のまま

Ｆ

既設のままｆ既設のまま

Ｆ

2,300

2,500

2,5002,600

3,500

Ｍ 100ビニル床シート貼 ビニル巾木Ｍ

Ｄ

ｄ

Ｄ

ｄ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

Ｆ

ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

Ｃ

コンクリート打放（Ｂ）Ｃ ｄ

Ｄ

令和 ４年 ３月

Ａ－１２

(石綿含有)

(石綿含有)

(石綿含有)

(石綿含有)

(石綿含有)

(石綿含有)

ＥＰ

ＥＰ

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　
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地下２階平面図　　　　1/100

ポンプ井
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水槽(１)

水槽(４)

水槽(５)

水槽(３)

水槽(２)

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/100

平面図（１）（改修無）

令和 ４年 ３月

Ａ－１３

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　
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事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/100

放流渠

2,400

450

150

2,550

プロパン庫

平面図（２）（改修無）

令和 ４年 ３月

Ａ－１４

012938
タイプライタ
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アルミ製建具（撤去）

アルミ製建具（撤去）

壁：躯体（撤去）
　　モルタル塗り（撤去）

　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）
　　アクリルリシン吹付（撤去） 壁：躯体（撤去）

　　モルタル塗り（撤去）
　　アクリルリシン吹付（撤去）
　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）

※
※

は工事部分を示す。

－－－は部位番号を示す。

－－－はＯ：改修前　Ｎ：改修後

凡例

1F-10 1F-11 1F-122F-4 2F-8

Ｏ

Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ

Ａ－２０

津波　▽　+3.500

津波せき上げ　▽　+4.400
高潮　▽　+4.800 高潮　▽　+4.800

津波せき上げ　▽　+4.400

津波　▽　+3.500

津波　▽　+3.500

△１FL　 +3.350

高潮　▽　+4.800
津波せき上げ　▽　+4.400 津波せき上げ　▽　+4.400

津波　▽　+3.500

庇（鼻）：コンクリート打放
　　　　　モルタル塗り
　　　　　アクリルリシン吹付

高潮　▽　+4.800

△１FL　 +3.350

△１FL　 +3.350

△１FL　 +3.350

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



壁：躯体（新設）

　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（新設）

1F-6

1F-31F-21F-11F-71F-9 1F-7 1F-8

1F-71F-41F-51F-10 1F-11 1F-12

2F-1 2F-5 2F-6

2F-3 2F-7 2F-22F-4 2F-8

ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ

Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/100

18,000

4,550 6,000 7,450

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

18,000

4,5506,0007,450

ＡＢＣＤ

25,000

7,000 9,000 9,000

１ ２ ３ ４

25,000

7,0009,0009,000

１２３４

西面　立面図　　　　1/100

東面　立面図　　　　1/100

南面　立面図　　　　1/100

北面　立面図　　　　1/100

▽２FL　 +7.150

▽R1SL　+11.650

▽PT１　+12.320

▽R2SL　+16.600

▽PT２　+17.370

▽２FL　 +7.150

▽R1SL　+11.650

▽PT１　+12.320

▽R2SL　+16.600

▽PT２　+17.370

(▽ＧＬ　 +0.930)

(▽ＧＬ　 +0.930)

▽ＧＬ　 +1.447

▽ＧＬ　 +1.447
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1
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改　修　後

は工事部分を示す。

凡例

立面図　（改修後）

※
※ －－－は部位番号を示す。

－－－はＯ：改修前　Ｎ：改修後

令和 ４年 ３月

　　モルタル塗り
　　アクリルリシン吹付

壁：コンクリート打放

壁：コンクリート打放

　　モルタル塗り
　　アクリルリシン吹付

壁：コンクリート打放

　　アクリルリシン吹付

　　モルタル塗り
　　アクリルリシン吹付

壁：コンクリート打放

　　コンクリート打放（Ｂ）の上

壁：躯体（新設）
　　コンクリート打放（Ｂ）の上
　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（新設）

　　アクリルリシン吹付
壁：コンクリート打放

　　アクリルリシン吹付
　　モルタル塗り
壁：コンクリート打放

アルミ製建具（新設）

　　コンクリート打放（Ｂ）の上
壁：躯体（新設）

　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（新設）

　　コンクリート打放（Ｂ）の上
壁：躯体（新設）

　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（新設）

壁：コンクリート打放
　　モルタル塗り
　　アクリルリシン吹付

　　アクリルリシン吹付

庇（鼻）：コンクリート打放
　　　　　モルタル塗り
　　　　　アクリルリシン吹付

　　アクリルリシン吹付
　　モルタル塗り
壁：コンクリート打放

　　アクリルリシン吹付
壁：コンクリート打放

壁：コンクリート打放

　　アクリルリシン吹付
　　モルタル塗り

アルミ製建具（新設）
　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（新設）
　　コンクリート打放（Ｂ）の上
壁：躯体（新設）

　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（新設）
　　コンクリート打放（Ｂ）の上
壁：躯体（新設）

壁：躯体（新設）
　　コンクリート打放（Ｂ）の上
　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（新設）

ステンレス製建具（新設）

壁：コンクリート打放

　　アクリルリシン吹付
　　モルタル塗り

壁：コンクリート打放
　　アクリルリシン吹付

壁：コンクリート打放
　　モルタル塗り
　　アクリルリシン吹付

壁：コンクリート打放

　　アクリルリシン吹付
　　モルタル塗り

壁：コンクリート打放
　　モルタル塗り
　　アクリルリシン吹付

壁：躯体（新設）
　　コンクリート打放（Ｂ）の上
　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（新設） 壁：躯体（新設）

　　コンクリート打放（Ｂ）の上
　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（新設）

ステンレス製シャッター（新設）

　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（新設）
　　コンクリート打放（Ｂ）の上
壁：躯体（新設）

アルミ製建具（新設）

Ａ－２１

　　コンクリート打放（Ｂ）の上
壁：躯体（新設）

たて樋　150A（SUS製）新設

たて樋　150A（SUS製）新設

たて樋　150A（SUS製）新設

たて樋　150A（SUS製）新設

庇（鼻）：コンクリート打放
　　　　　モルタル塗り
　　　　　アクリルリシン吹付

　　アクリルリシン吹付
　　モルタル塗り
壁：コンクリート打放

　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（新設）

　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（既存）

　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（既存）

　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（既存）

　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（既存）

　　コンクリート打放（Ｂ）の上
壁：躯体（新設）

　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（新設）

壁：コンクリート打放
　　モルタル塗り
　　アクリルリシン吹付
　　水洗いの上、下地処理
　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（既存）

（石綿含有）

（石綿含有）

（石綿含有）

（石綿含有）

（石綿含有）

　　　　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（既存）
（石綿含有）

（石綿含有）
　　　　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（既存）

　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（既存）
（石綿含有）

（石綿含有）
　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（既存）

モルタル（新設）
防水形外装薄塗材Ｅ塗り（新設）

　　モルタル塗り
　　アクリルリシン吹付

壁：コンクリート打放

　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（既存）
（石綿含有）

　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（既存）
（石綿含有）

　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（既存）
（石綿含有）

　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（既存）
（石綿含有）

（石綿含有）
　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（既存）

　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（既存）
（石綿含有）

　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（既存）
（石綿含有）

　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（既存）
（石綿含有）

（石綿含有）
　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（既存）

（石綿含有）
　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（既存）

（石綿含有）
　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（既存）

モルタル（新設）
防水形外装薄塗材Ｅ塗り（新設）

モルタル（新設）
防水形外装薄塗材Ｅ塗り（新設）

津波　▽　+3.500

津波　▽　+3.500 津波　▽　+3.500

津波　▽　+3.500

庇（鼻）：コンクリート打放
　　　　　モルタル塗り
　　　　　アクリルリシン吹付

（石綿含有）

壁：躯体（新設）

　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（新設）
　　コンクリート打放（Ｂ）の上

　　　　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（既存）

高潮　▽　+4.800
津波せき上げ　▽　+4.400

高潮　▽　+4.800
津波せき上げ　▽　+4.400

高潮　▽　+4.800
津波せき上げ　▽　+4.400

高潮　▽　+4.800
津波せき上げ　▽　+4.400

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



▽B2SL　 -9.040

▽B1FL　 -1.350

▽ＧＬ　 +0.930

▽２FL　 +7.150

▽R1SL　+11.650

▽R2SL　+16.600

▽PT２　+17.370
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▽　　　 -5.170

ポンプ井

ポンプ室

▽ＨＷＬ　-2.890

▽ＭＷＬ　-4.000

▽ＬＷＬ　-5.170
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18,200

25,450
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４３２１
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▽PT２　+17.370

▽R2SL　+16.600

▽PT１　+12.320

▽R1SL　+11.650

▽２FL　 +7.150

▽B1FL　 -1.350

▽B1SL　 -2.250

▽B2SL　 -9.040

水槽(１)

吐出水槽

▽ＭＷＬ　+0.979

１－１　断面図　　　　1/100

４３２１

5,4003,200

2,7005,900 9006,0006002,2006006,4006002,400600

2,7001,6001,4006009,0009,0007,0003,000300

5,70028,900

▽GL 2　 +1.447

▽GL 1　 +0.930
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△１FL　 +3.350△１FL　 +3.350

改　修　前

中央監視室

キープラン

１
事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/100

断面図（１）（改修前）

は工事部分を示す。

凡例

Ａ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｄ

１

２ ２

３３

水槽(６)

水槽(２)

発電機室

ポンプ室

水槽(３)

2F-4

1F-7 1F-8 1F-10
Ｏ Ｏ

Ｏ

Ｏ

※
※ －－－は部位番号を示す。

－－－はＯ：改修前　Ｎ：改修後 令和 ４年 ３月

Ａ－２２

津波　▽　+3.500 津波　▽　+3.500

高潮　▽　+4.800
津波せき上げ　▽　+4.400

高潮　▽　+4.800
津波せき上げ　▽　+4.400

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



▽B2SL　 -9.040

▽B1FL　 -1.350

▽ＧＬ　 +0.930

▽２FL　 +7.150

▽R1SL　+11.650

▽R2SL　+16.600

▽PT２　+17.370
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▽　　　 -5.170

ポンプ井

ポンプ室

▽ＨＷＬ　-2.890

▽ＭＷＬ　-4.000

▽ＬＷＬ　-5.170

7,250

25

18,200

25,450

225225

４３２１

9,0009,0007,000

▽PT２　+17.370

▽R2SL　+16.600

▽PT１　+12.320

▽R1SL　+11.650

▽２FL　 +7.150

▽B1FL　 -1.350

▽B1SL　 -2.250

▽B2SL　 -9.040

水槽(１)

吐出水槽

▽ＭＷＬ　+0.979

１－１　断面図　　　　1/100

４３２１

5,4003,200

2,7005,900 9006,0006002,2006006,4006002,400600

2,7001,6001,4006009,0009,0007,0003,000300

5,70028,900

▽GL 2　 +1.447

▽GL 1　 +0.930
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改　修　後

キープラン

１

Ａ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｄ

１

２ ２

３３

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/100

断面図（１）（改修後）

は工事部分を示す。

凡例

発電機室

水槽(２)水槽(３)

水槽(６)

2F-4
Ｎ

Ｎ ＮＮ
1F-7 1F-8 1F-10

ポンプ室

中央監視室

※
※ －－－は部位番号を示す。

－－－はＯ：改修前　Ｎ：改修後 令和 ４年 ３月

Ａ－２３

津波　▽　+3.500 津波　▽　+3.500

高潮　▽　+4.800
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日新技術コンサルタント
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▽ＧＬ　 +1.447

(▽ＧＬ　 +0.930)

18,450

225 7,450 6,000 4,550 225

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

18,450

225 7,450 6,000 4,550 225

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ ＤＡ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ－Ａ　断面図　　　　1/100 Ｂ－Ｂ　断面図　　　　1/100

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/100

改　修　後

は工事部分を示す。

凡例

▽ＭＷＬ　+0.979
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▽B2SL　 -9.040
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▽ＧＬ　 +0.930

事務室玄関ホール予備室

△１FL　 +3.350

Ｂ

水槽(７)水槽(６)
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キープラン

１

Ａ
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Ｂ Ｃ

Ｂ Ｃ
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２ ２

３３

断面図（４）（改修後）

2
,
5
0
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放流渠

水槽(３) 水槽(４)

発電機室

中央監視室2F-1 2F-2

1F-1 1F-4

1F-8 1F-9
1F-7
Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ Ｎ

Ｎ

Ｎ

※
※ －－－は部位番号を示す。

－－－はＯ：改修前　Ｎ：改修後 令和 ４年 ３月

Ａ－２９

津波　▽　+3.500 津波　▽　+3.500

高潮　▽　+4.800
津波せき上げ　▽　+4.400

高潮　▽　+4.800
津波せき上げ　▽　+4.400

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



▽ＧＬ　 +1.447

(▽ＧＬ　 +0.930)

18,450

225 7,450 6,000 4,550 225

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

18,450

225 7,450 6,000 4,550 225

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

19,200

600 7,450 6,000 4,550 600

900 6,850 600 5,400 600 3,950 900

4,450 3,000 3,000 3,000 1,800 2,750

19,200

600 7,450 6,000 4,550 600

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

900 17,400 900

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/100

改　修　前

は工事部分を示す。

凡例
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19,200

600 7,450 6,000 4,550 600

900 6,850 600 5,400 600 3,950 900

4,450 3,000 3,000 3,000 1,800 2,750

▽ＬＷＬ　-5.170

▽ＭＷＬ　-4.000

▽ＨＷＬ　-2.890

ポンプ井

ポンプ室

ポンプ室

Ｃ－Ｃ　断面図　　　　1/100 Ｄ－Ｄ　断面図　　　　1/100

キープラン

１

Ａ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｄ

１

２ ２

３３

断面図（５）（改修前）

▽ＬＷＬ　-5.170

▽ＭＷＬ　-4.000

▽ＨＷＬ　-2.890

ポンプ井

Ｏ Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ Ｏ

1F-2 1F-5 1F-3

Ｏ Ｏ
1F-6 2F-32F-62F-72F-5

※
※ －－－は部位番号を示す。

－－－はＯ：改修前　Ｎ：改修後 令和 ４年 ３月

Ａ－３０

津波　▽　+3.500 津波　▽　+3.500

高潮　▽　+4.800
津波せき上げ　▽　+4.400

高潮　▽　+4.800
津波せき上げ　▽　+4.400

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



▽ＧＬ　 +1.447

(▽ＧＬ　 +0.930)

7
,
6
9
0

2
,
5
0
0 1
,
0
0
0

1
,
5
0
0

2
,
2
8
0

4
,
7
0
0

6
2
0

1
5
07
7
0

4
,
9
5
0

4
,
5
0
0

3
,
8
0
0

▽B2SL　 -9.040

▽B1FL　 -1.350

▽２FL　 +7.150

▽R1SL　+11.650

▽R2SL　+16.600

▽PT２　+17.370

18,450

225 7,450 6,000 4,550 225

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▽ＬＷＬ　-5.170

▽ＭＷＬ　-4.000

▽ＨＷＬ　-2.890
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ポンプ室

ポンプ室
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600 7,450 6,000 4,550 600

900 6,850 600 5,400 600 3,950 900

4,450 3,000 3,000 3,000 1,800 2,750

19,200

600 7,450 6,000 4,550 600

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

900 17,400 900

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/100

▽B2SL　 -9.040

▽B1SL　 -2.250

▽２FL　 +7.150

▽R1SL　+11.650
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▽ＧＬ　 +0.930 ▽ＧＬ　 +0.930

△１FL　 +3.350 △１FL　 +3.350

改　修　後

は工事部分を示す。

凡例

ポンプ室

ポンプ室

キープラン

１

Ａ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｄ

１

２ ２

３３

Ｃ－Ｃ　断面図　　　　1/100 Ｄ－Ｄ　断面図　　　　1/100

断面図（５）（改修後）

▽ＬＷＬ　-5.170

▽ＭＷＬ　-4.000

▽ＨＷＬ　-2.890

ポンプ井
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Ｎ Ｎ Ｎ

※
※ －－－は部位番号を示す。

－－－はＯ：改修前　Ｎ：改修後 令和 ４年 ３月

Ａ－３１

津波　▽　+3.500 津波　▽　+3.500

高潮　▽　+4.800
津波せき上げ　▽　+4.400

高潮　▽　+4.800
津波せき上げ　▽　+4.400

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



巾木：床用塗料（撤去）

木製額縁 75*25 ＯＰ（撤去）

 ＲＣ躯体撤去部を示す。

 は仕上・下地撤去範囲を示す。

 既存仕上、躯体の
 カッターによる切断位置

凡例

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

改　修　前

改　修　後
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壁：モルタル（撤去）（外部・内部共）
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平面詳細図　　1/50

断面詳細図　　1/50
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平面詳細図　　1/50

断面詳細図　　1/50
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壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）
　　躯体（新設）

壁：躯体（新設）
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アルミ水切り（撤去）

 既存建具廻りシーリング 10*10撤去
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Ａ断面詳細図　　1/50
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壁：躯体（新設）

壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）

3
,
8
0
0

4
0
0

3
,
0
5
0

1
,
1
5
0

壁：コンクリート打放（Ｂ）
　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）
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壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）

壁：コンクリート打放（Ｂ）
　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）

Ｂ断面詳細図　　1/50
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壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）

壁：コンクリート打放（Ｂ）
　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）

壁：躯体（新設）

Ｃ断面詳細図　　1/50
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300 10 壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）

壁：躯体（新設）
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▽１FL　 +3.350

壁：コンクリート打放（Ｂ）
　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）

部分詳細図　　1/10

アルミ製建具（撤去）

アルミ製建具（新設）
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梁型：モルタル t=25（撤去）
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柱型：モルタル t=25（撤去）

　　　ＥＰ（撤去）

　　　ＥＰ（撤去）
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,
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0

アルミ水切り（撤去）

Ｂ断面詳細図　　1/50Ａ断面詳細図　　1/50
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梁型：モルタル t=25（撤去）

柱型：モルタル t=25（撤去）
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　　　ＥＰ（撤去）

　　　ＥＰ（撤去）

壁：躯体（撤去）
　　モルタル塗り（撤去）
　　アクリルリシン吹付（撤去）
　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）
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梁型：モルタル t=25（撤去）

柱型：モルタル t=25（撤去）

Ｂ
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Ａ

部分詳細図　　1/10

▽１FL　 +3.350

壁：躯体（撤去）
　　モルタル塗り（撤去）

　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）
　　アクリルリシン吹付（撤去）

　　　ＥＰ（撤去）

　　　ＥＰ（撤去）

壁：モルタル（撤去）
　　ＥＰ（撤去）

シーリング（撤去）

シーリング（撤去）

壁：モルタル（撤去）
　　ＥＰ（撤去）

凡例

 ＲＣ躯体新設部を示す。

 は仕上・下地新設範囲を示す。

 シーリングを示す。
 ＰＵ－２（２５×２０）

 新設建具廻りシーリング(MS-2) 10*10新設

令和 ４年 ３月

Ａ－３２

　　無筋コンクリート t=370（撤去）

床：床用塗料（撤去）
　　モルタル t=30（撤去）

　　無筋コンクリート t=370（撤去）

床：床用塗料（撤去）
　　モルタル t=30（撤去）

カッター入れ

アルミ製建具（撤去）

床：床用塗料（撤去）
　　モルタル t=30（撤去）
　　無筋コンクリート t=370（撤去）

　　アクリルリシン吹付（撤去）
　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）

　　モルタル塗り（撤去）
壁：躯体（撤去）

（石綿含有）

（石綿含有）

（石綿含有）

巾木：床用塗料（撤去）

床：床用塗料（撤去）
　　モルタル t=30（撤去）
　　無筋コンクリート t=370（撤去）

　　　モルタル t=25　H=100（撤去）

　　　モルタル t=25　H=100（撤去）

木製額縁 75*25 ＯＰ（撤去）

木製額縁 75*25 ＯＰ（撤去）

壁：モルタル（撤去）
　　ＥＰ（撤去）

カッター入れ
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巾木：床用塗料（撤去）
　　　モルタル t=25　H=100（撤去）

床：床用塗料（撤去）
　　モルタル t=30（撤去）
　　無筋コンクリート t=370（撤去）
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改修部雑詳細図（１）〈1F- 1　O/N〉

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

改　修　前

改　修　後
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防油堤（新設）

コンクリート直均し（新設）

壁：コンクリート打放（Ｂ）
　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設） コンクリート打放（Ｂ)（新設）
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　　　ＥＰ（撤去）

壁：有孔アスベストボード t=6(撤去)
　　60*25@450(撤去)
　　ロックウール t=25打込(撤去)
　　ポリエチレンフィルム敷込(撤去)
　　躯体（撤去）

　　　ＥＰ（撤去）
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 ＲＣ躯体撤去部を示す。

 は仕上・下地撤去範囲を示す。

 既存仕上、躯体の
 カッターによる切断位置

凡例

 既存建具廻りシーリング 10*10撤去

凡例

 ＲＣ躯体新設部を示す。

 は仕上・下地新設範囲を示す。

 シーリングを示す。
 ＰＵ－２（２５×２０）

 新設建具廻りシーリング(MS-2) 10*10新設
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　　躯体（撤去）

壁：有孔アスベストボード t=6(撤去)
　　60*25@450(撤去)
　　ロックウール t=25打込(撤去)
　　ポリエチレンフィルム敷込(撤去)

（石綿含有）

巾木：床用塗料（撤去）

床：床用塗料（撤去）
　　モルタル t=30（撤去）
　　無筋コンクリート t=370（撤去）

　　無筋コンクリート
 t=370（撤去）

床：床用塗料（撤去）
　　モルタル t=30（撤去）

　　アクリルリシン吹付（撤去）
　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）

　　モルタル塗り（撤去）
壁：躯体（撤去）

（石綿含有）

（石綿含有）
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　　60*25@450(撤去)
　　ロックウール t=25打込(撤去)
　　ポリエチレンフィルム敷込(撤去)

防油堤（撤去）　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）
　　アクリルリシン吹付（撤去）
　　モルタル塗り（撤去）
壁：躯体（撤去）

床：床用塗料（撤去）
　　モルタル t=30（撤去）
　　無筋コンクリート t=370（撤去）

（石綿含有）

（石綿含有）

（石綿含有）

（石綿含有）

梁型：モルタル t=25（撤去）
　　　ＥＰ（撤去）

柱型：モルタル t=25（撤去）
　　　ＥＰ（撤去）

壁：有孔アスベストボード t=6(撤去)
　　60*25@450(撤去)
　　ロックウール t=25打込(撤去)
　　ポリエチレンフィルム敷込(撤去)

（石綿含有）
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カッター入れ

アルミ製建具（撤去）

床：床用塗料（撤去）
　　モルタル t=30（撤去）
　　無筋コンクリート t=370（撤去）

柱型：モルタル t=25（撤去）
　　　ＥＰ（撤去）
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　　　ＥＰ（撤去）
柱型：モルタル t=25（撤去）

巾木：床用塗料（撤去）

床：床用塗料（撤去）
　　モルタル t=30（撤去）
　　無筋コンクリート t=370（撤去）

　　　モルタル t=25　H=100（撤去）

　　　モルタル t=25　H=100（撤去）

木製額縁 85*25 ＯＰ（撤去）
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ステンレスフード(撤去)

アルミ水切り(撤去)

アルミ製建具(撤去)

たて樋 VPΦ150（撤去）

蓋：CPL-3.2 ＯＰ　□+500（撤去）

床用塗料（新設）
排水枡跡コンクリート直均し（新設）
排水枡跡コンクリート（新設）

樋跡コンクリート（新設）
樋跡コンクリート直均し（新設）

床用塗料（新設）
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カッター入れ

巾木：床用塗料（撤去）
　　　モルタル t=25　H=100（撤去）
床：床用塗料（撤去）
　　モルタル t=30（撤去）
　　無筋コンクリート t=370（撤去）

たて樋 VPΦ120（撤去）

木製額縁 85*25 ＯＰ（撤去）

たて樋　130A（SUS製）（新設）
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　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）
　　アクリルリシン吹付（撤去）
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梁型：モルタル t=25（撤去）
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　　ポリエチレンフィルム敷込(撤去)
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 ＲＣ躯体撤去部を示す。

 は仕上・下地撤去範囲を示す。

 既存仕上、躯体の
 カッターによる切断位置

凡例

 既存建具廻りシーリング 10*10撤去
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　　躯体（撤去）

壁：有孔アスベストボード t=6(撤去)
　　60*25@450(撤去)
　　ロックウール t=25打込(撤去)
　　ポリエチレンフィルム敷込(撤去)

（石綿含有）

巾木：床用塗料（撤去）

　　無筋コンクリート t=370（撤去）
　　モルタル t=30（撤去）
床：床用塗料（撤去）

梁型：モルタル t=25（撤去）
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　　アクリルリシン吹付（撤去）
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壁：躯体（撤去）
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　　アクリルリシン吹付（撤去）
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壁：躯体（撤去）
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巾木：床用塗料（撤去）

（石綿含有）
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　　モルタル t=30（撤去）

　　モルタル t=30（撤去）
蹴上：床用塗料（撤去）

踏面：床用塗料（撤去）

ステンレスパイプ（撤去）
φ16（１段/ヵ所）

巾木：床用塗料（撤去）

蹴上：床用塗料（撤去）

踏面：床用塗料（撤去）
　　モルタル t=30（撤去）

　　モルタル t=30（撤去）

　　モルタル t=25（撤去）

　　　モルタル t=25　H=100（撤去）

　　　モルタル t=25　H=100（撤去）

床：床用塗料（撤去）
　　モルタル t=30（撤去）

（撤去）
　　無筋コンクリート t=370

蹴上：床用塗料（撤去）
　　　モルタル t=30（撤去）
　　　躯体（撤去）

　　モルタル t=30（撤去）
床：床用塗料（撤去）

　　無筋コンクリート t=370（撤去）
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柱型：モルタル t=25（撤去）

壁：有孔アスベストボード t=6(撤去)
　　60*25@450(撤去)
　　ロックウール t=25打込(撤去)
　　ポリエチレンフィルム敷込(撤去)
　　躯体（撤去）

　　　ＥＰ（撤去）

床：床用塗料（撤去）
　　モルタル t=30（撤去）
　　無筋コンクリート t=370（撤去）

（石綿含有）

（石綿含有）

（石綿含有）

　モルタル（撤去）

蹴上・踏面：床用塗料（撤去）

巾木：床用塗料（撤去）
　　モルタル t=25（撤去）

蓋：CPL-3.2　ＯＰ □+500（撤去）

蓋：CPL-3.2　ＯＰ □+500（撤去）

蓋：CPL-3.2　ＯＰ □+500（撤去）

柱型：モルタル t=25（撤去）
　　　ＥＰ（撤去）

カッター入れ

巾木：床用塗料（撤去）

壁：有孔アスベストボード t=6(撤去)
　　60*25@450(撤去)
　　ロックウール t=25打込(撤去)
　　ポリエチレンフィルム敷込(撤去)

（石綿含有）

　　　モルタル t=25　H=100（撤去）

床：床用塗料（撤去）
　　モルタル t=30（撤去）
　　無筋コンクリート t=370（撤去）
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床：床用塗料（撤去）
　　モルタル t=30（撤去）
　　無筋コンクリート t=370（撤去）

巾木：床用塗料（撤去）
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　　アクリルリシン吹付（撤去）
　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）

（石綿含有）

　　無筋コンクリート t=370（撤去）

（石綿含有）

　　無筋コンクリート t=370（撤去）

倉庫

2
5

7,000

300 6,400 300

135 2,700

Ｃ
4,550

Ｃ
4,550

Ｃ
4,550

Ｃ
4,550

（石綿含有）

（石綿含有）

（石綿含有）

（石綿含有）
（石綿含有）

（石綿含有）

　　モルタル t=30（撤去）　　モルタル t=30（撤去）
150

100 100

300 6,400 300

4,000 3,000

295 3,270 135

150
100 100

1
5
0

2
5

1
3
5

1
2
5

1
0

3
0

壁：躯体（撤去）

倉庫6
5

8
0
0

　　　ＬＧＳ下地（撤去）
天井：ＧＢ(Ｎ) t=9.5岩綿吸音板 t=9（撤去）

（石綿含有）
木製 175*25 ＯＰ(撤去)

木製 150*25 ＯＰ(撤去)

木製額縁 75*25 ＯＰ(撤去)

木製 150*25 ＯＰ(撤去)

アルミカーテンレール(Ｗ)（撤去）

カーテンボックス（撤去）

カーテンボックス（撤去）

 ＲＣ躯体撤去部を示す。

 は仕上・下地撤去範囲を示す。

 既存仕上、躯体の
 カッターによる切断位置

凡例

 既存建具廻りシーリング 10*10撤去

（石綿含有）

　　モルタル t=30（撤去）

改修部雑詳細図（５）〈1F- 4　O〉

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



300 6,400 300

4,000 3,000

壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/10･50

改　修　後Ｎ
1F-4

3
,
8
0
0

▽２FL　 +7.150

3
0

4
0
0

7,000

300 6,400 300

▽１FL　 +3.350

断面詳細図　　1/50
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8
5
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3
,
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3
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1
,
5
9
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1
,
0
0
0 1
,
8
0
0

8
0
0 150 2525

倉庫

階段室

295 3,270 135 2,700

事務室

　　躯体（新設）
壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）

30

4
0
0

3
0

3
7
0

部分詳細図　　1/10

300 10

▽１FL　 +3.350

Ｄ

Ｃ
4,550

壁：躯体（新設）

Ｄ

Ｃ
4,550

部分詳細図　　1/10

倉庫

壁：躯体（新設）

壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）

壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）

　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）
壁：コンクリート打放（Ｂ）

　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）
壁：コンクリート打放（Ｂ）

Ｄ

Ｃ
4,550

3
,
3
2
0

8
8
0

8
7
0

1
3
0

2
,
3
2
0

1
,
9
2
0

4
0
0

階段室

倉庫

300 1030
壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）

壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）

Ｄ

Ｃ
4,550

3
,
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2
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8
8
0

2
,
9
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4
0
0

3
2
0
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300 1030

Ｄ

Ｃ

4
,
5
5
0

事務室 倉庫
150 2525

事務室

3
0
0
3
0

1
0

3
0
0

1
0

3
0

1
1
5

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ

Ｂ

２－２平面詳細図　　1/50１－１平面詳細図　　1/50

２

3,000

85 2,615 300

床：ビニル床シート（新設）

Ａ

Ｄ

Ｃ
4,550

Ａ断面詳細図　　1/50

事務室 750

30010 30

壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）

3
2
0

C
H
=
2
,
6
0
0

2
,
9
2
0

4
0
0

3
,
3
2
0

8
8
0

壁：コンクリート打放（Ｂ）
　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）

壁：コンクリート打放（Ｂ）
　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）

Ｄ

Ｃ
4,550

30010 30
壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）

1
,
9
2
0

4
0
0

8
7
0

1
3
0

2
,
3
2
0

3
,
3
2
0

8
8
0

柱型：モルタル t=25（新設）

階段室

柱型：モルタル t=25（新設）
天井：ＧＢ(Ｎ) t=9.5岩綿吸音板 t=9（新設）
　　　ＬＧＳ下地（新設）

壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）
　　躯体（新設）

床：モルタル t=30（新設）

床：ビニル床シート（新設）

１ １

２ ２

壁：躯体（新設）

壁：躯体（新設） 壁：躯体（新設）

　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）
壁：コンクリート打放（Ｂ）

　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）
壁：コンクリート打放（Ｂ）

壁：躯体（新設） 壁：躯体（新設）

壁：モルタル t=25（新設） 柱型：モルタル t=25（新設）

床：モルタル t=30（新設）

1
3
0

30 300 10

3
0

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

壁：躯体（新設）

階段室

Ｂ断面詳細図　　1/50 Ｃ断面詳細図　　1/50 Ｄ断面詳細図　　1/50

Ａ－３７

令和 ４年 ３月

梁底：モルタル補修（新設）
　　　ＬＧＳ下地（新設）
天井：ＧＢ(Ｎ) t=9.5岩綿吸音板 t=9（新設）

梁底：モルタル補修（新設）

　　モルタル t=30（新設）

軽量鋼製建具（新設）

モルタル（新設）

100 100
150

Ｃ Ｄ

8
5
5

6
5

7
2
5

6
5

モルタル（新設）

軽量鋼製建具（新設）

軽量鋼製建具（新設）

2
,
6
0
0

壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）

建具枠周り：モルタル　ＥＰ（新設）

　　　ＥＰ（新設）

　　　ＥＰ（新設）

軽量鋼製建具（新設）

凡例

 ＲＣ躯体新設部を示す。

 は仕上・下地新設範囲を示す。

 シーリングを示す。
 ＰＵ－２（２５×２０）

 新設建具廻りシーリング(MS-2) 10*10新設

　　　ＥＰ（新設）　　ＥＰ（新設）

　　モルタル t=30（新設）

床：ビニル床シート（新設）
　　モルタル t=30（新設）

床：ビニル床シート（新設）
　　モルタル t=30（新設）

柱型：モルタル t=25（新設）
　　　ＥＰ（新設）

床：ビニル床シート（新設）

　　　ＥＰ（新設）

　　モルタル t=30（新設）

　　　ＥＰ（新設）

倉庫

事務室

床：ビニル床シート（新設）
　　モルタル t=30（新設）

　　　ＥＰ（新設）

壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）
　　躯体（新設）

巾木：ビニル巾木　H=100（新設）

巾木：ビニル巾木　H=100（新設）

事務室

壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）

巾木：ビニル巾木　H=100（新設）

巾木：ビニル巾木　H=100（新設）

階段室

改修部雑詳細図（６）〈1F- 4　N〉

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

改　修　前
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,
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0
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▽１FL　 +3.350

断面詳細図　　1/50
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たて樋部詳細図　　1/20

▽ＧＬ　 +0.930
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2
5
0

たて樋 VPΦ150（撤去）
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2
,
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平面図　　1/20
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蓋：CPL-3.2　W=650（撤去）

受枠：L-50*50*4（撤去）

モルタル（撤去）
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ピット部詳細図　　1/20
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Ａ断面詳細図　　1/50

500

400

30
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1
,
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400

ステンレスフード(撤去)

シーリング(撤去)

平面詳細図　　1/50
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4
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300 6,400 300

5,310 2,540 550

1
5
0

7
5 3
5

4
0

3
0

1
1
5

壁：躯体（撤去）

カッター入れ

蓋：CPL-3.2　□+500（撤去）

たて樋 VPΦ150（撤去） 蓋：CPL-3.2　W=650（撤去）

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

シーリング(撤去)

ステンレスフード(撤去)

2,700

アルミ製建具(撤去)

4
0
0

2
,
8
7
0

3
,
2
7
0

9
3
0

壁：躯体（撤去）

　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）
　　アクリルリシン吹付（撤去）
　　モルタル塗り（撤去）

部分詳細図　　1/10

Ｄ

Ｃ
4,550

SUS 40*40*3

40 1,290 40 1,290 40

80 2,540 80

2,700

ステンレスフード姿図　　1/50

SUS 40*40*3
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4
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*
3

SUS ｔ0.6

S
U
S
 
4
0
*
4
0
*
3

開口：φ150

たて樋 VPΦ150（撤去）
アルミ製建具（撤去）

たて樋埋設部残置

250

150
30

73040030

440 110

40

蓋ズレ止め：PL-3.0　W=25（撤去）

アルミ水切り(撤去)

アルミ水切り(撤去)

令和 ４年 ３月

Ａ－３８

1
0
0

65075

Ｂ断面詳細図　　1/50

たて樋 VPΦ150（撤去）

5
0
0

4
0
0

たて樋埋設部残置

平面図　　1/20

壁：有孔アスベストボード t=6(撤去)
　　60*25@450(撤去)
　　ロックウール t=25打込(撤去)
　　ポリエチレンフィルム敷込(撤去)
　　躯体（撤去）

（石綿含有）

木製額縁 85*25 ＯＰ(撤去)

木製額縁 85*25 ＯＰ(撤去)

30 150 110 40 4
0
0

3
0

3
7
0

2
5

1
0
0

梁型：モルタル t=25（撤去）
　　　ＥＰ（撤去）

▽１FL　 +3.350

　　モルタル塗り（撤去）
　　アクリルリシン吹付（撤去）
　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）

壁：躯体（撤去）

（石綿含有）

柱型：モルタル t=25（撤去）

壁：有孔アスベストボード t=6(撤去)
　　60*25@450(撤去)
　　ロックウール t=25打込(撤去)
　　ポリエチレンフィルム敷込(撤去)
　　躯体（撤去）

　　　ＥＰ（撤去）

巾木：床用塗料（撤去）
　　モルタル t=25（撤去）

30 150 35 115

75 40

床：床用塗料（撤去）
　　モルタル t=30（撤去）
　　無筋コンクリート t=370（撤去）

（石綿含有）

梁型：モルタル t=25（撤去）
　　　ＥＰ（撤去）

柱型：モルタル t=25（撤去）
　　　ＥＰ（撤去）

カッター入れ

巾木：床用塗料（撤去）

壁：有孔アスベストボード t=6(撤去)
　　60*25@450(撤去)
　　ロックウール t=25打込(撤去)
　　ポリエチレンフィルム敷込(撤去)

（石綿含有）

　　　モルタル t=25　H=100（撤去）

床：床用塗料（撤去）
　　モルタル t=30（撤去）
　　無筋コンクリート t=370（撤去）

　　ポリエチレンフィルム敷込(撤去)
　　ロックウール t=25打込(撤去)
　　60*25@450(撤去)
壁：有孔アスベストボード t=6(撤去)

柱型：モルタル t=25（撤去）
　　　ＥＰ（撤去）

梁型：モルタル t=25（撤去）
　　　ＥＰ（撤去）

（石綿含有）

カッター入れ

巾木：床用塗料（撤去）

床：床用塗料（撤去）
　　モルタル t=30（撤去）

　　　モルタル t=25　H=100（撤去）

　　無筋コンクリート t=370（撤去）

アルミ製建具(撤去)

木製額縁 85*25 ＯＰ(撤去)

壁：躯体（撤去）
　　モルタル塗り（撤去）
　　アクリルリシン吹付（撤去）
　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）

（石綿含有）

（石綿含有）

巾木：床用塗料（撤去）
　　　モルタル t=25　H=100（撤去）

床：床用塗料（撤去）
　　モルタル t=30（撤去）
　　無筋コンクリート t=370（撤去）

床：床用塗料（撤去）
　　モルタル t=30（撤去）
　　無筋コンクリート t=370（撤去）

巾木：床用塗料（撤去）
　　　モルタル t=25　H=100（撤去）

蓋：CPL-3.2 ＯＰ　□+500（撤去）

蓋：CPL-3.2 ＯＰ　□+500（撤去）

 ＲＣ躯体撤去部を示す。

 は仕上・下地撤去範囲を示す。

 既存仕上、躯体の
 カッターによる切断位置

凡例

 既存建具廻りシーリング 10*10撤去

開口：W500×H300

たて樋 VPΦ120（撤去）

たて樋 VPΦ120（撤去）

たて樋 VPΦ120（撤去）

改修部雑詳細図（７）〈1F- 5　O〉

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



 新設建具廻りシーリング(MS-2) 10*10新設

 ＰＵ－２（２５×２０）
 シーリングを示す。

 は仕上・下地新設範囲を示す。

 ＲＣ躯体新設部を示す。

凡例

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　
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　　躯体（新設）
壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）
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部分詳細図　　1/10
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壁：躯体（新設）

壁：コンクリート打放（Ｂ）

250 10

▽１FL　 +3.350

　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）
壁：コンクリート打放（Ｂ）
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壁：躯体（新設）

壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）
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壁：コンクリート打放（Ｂ）
　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）
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排水枡跡コンクリート（新設）
排水枡跡コンクリート直均し（新設）
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樋跡コンクリート（新設）
樋跡コンクリート直均し（新設）
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たて樋部詳細図　　1/20

▽ＧＬ　 +0.930
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ピット部詳細図　　1/20

▽１FL　 +3.350

400

30

30
73040030

440

40
たて樋跡コンクリート（新設）

排水枡跡コンクリート直均し（新設）

排水枡跡コンクリート（新設）
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Ａ断面詳細図　　1/50

壁：躯体（新設）

壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）

250
10 30

40

壁：コンクリート打放（Ｂ）
　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）
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Ｂ断面詳細図　　1/50

壁：躯体（新設）

蓋：CPL-3.2　W=650（残置）

蓋ズレ止め：PL-3.0　W=25（残置）

令和 ４年 ３月
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4
0
0

樋跡コンクリート直均し（新設）

排水枡跡コンクリート直均し（新設）

たて樋跡コンクリート（新設）

たて樋跡コンクリート（新設）

平面図　　1/20

床用塗料（新設）

床用塗料（新設）

1,250 500

箱抜き：W500×H300 箱抜き：W300×H150

250 3,050
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床用塗料（新設）

床用塗料（新設）

床用塗料（新設）

たて樋　130A（SUS製）（新設）

たて樋　130A（SUS製）（新設）

改修部雑詳細図（８）〈1F- 5　N〉
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令和５年度　公共下水道事業　
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タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

改　修　前Ｏ

1/10･50
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改修部雑詳細図（９）
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部分詳細図　　1/10

カッター入れ
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梁型：モルタル t=25（撤去）
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3530

梁型：モルタル t=25（撤去）

シャッターボックス（撤去） シャッターボックス（撤去）

カッター入れ
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Ａ断面詳細図　　1/50
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梁型：モルタル t=25（撤去）

柱型：モルタル（撤去） 袖壁：モルタル（撤去）
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たて樋部詳細図　　1/20

たて樋埋設部残置

平面図　　1/20

カッター入れ
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たて樋 VPΦ150（撤去）

柱型：モルタル t=25（撤去）
　　　ＥＰ（撤去）
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部分詳細図　　1/10

アルミ製建具（撤去）

　　　ＥＰ（撤去）

　　　ＥＰ（撤去） 　　　ＥＰ（撤去）

　　　ＥＰ（撤去） 　　　ＥＰ（撤去）

壁：躯体（撤去）
　　モルタル塗り（撤去）
　　アクリルリシン吹付（撤去）
　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）

アルミ見切り(撤去)

シーリング(撤去)

アルミ製建具(撤去)

　　アクリルリシン吹付（撤去）

壁：躯体（撤去）
　　モルタル塗り（撤去）

　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）

シーリング(撤去)

カッター入れ

カッター入れ

柱型：モルタル t=25（撤去）

柱型：モルタル t=25（撤去）

　　　ＥＰ（撤去）

　　　ＥＰ（撤去）

Ｂ断面詳細図　　1/50 Ｃ断面詳細図　　1/50

柱型：躯体（撤去）
　　　モルタル塗り（撤去）

　　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）
　　　アクリルリシン吹付（撤去）

柱型：躯体（撤去）
　　　モルタル塗り（撤去）

　　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）
　　　アクリルリシン吹付（撤去）

柱型：躯体（撤去）
　　　モルタル塗り（撤去）

　　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）
　　　アクリルリシン吹付（撤去）

壁：躯体（撤去）
　　モルタル塗り（撤去）
　　アクリルリシン吹付（撤去）
　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）

梁型：モルタル t=25（撤去）

柱型：モルタル t=25（撤去）
　　　ＥＰ（撤去）

　　　ＥＰ（撤去）

壁：有孔アスベストボード t=6(撤去)
　　60*25@450(撤去)
　　ロックウール t=25打込(撤去)
　　ポリエチレンフィルム敷込(撤去)
　　躯体（撤去）

壁：躯体（撤去）
　　モルタル塗り（撤去）

　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）
　　アクリルリシン吹付（撤去）

2
5

たて樋 VPΦ150（撤去）

たて樋 VPΦ150（撤去）

アルミ水切り(撤去)

Ａ－４０

令和 ４年 ３月

壁：有孔アスベストボード t=6(撤去)
　　60*25@450(撤去)
　　ロックウール t=25打込(撤去)
　　ポリエチレンフィルム敷込(撤去)
　　躯体（撤去）

（石綿含有）

木製額縁 85*25 ＯＰ（撤去）

木製額縁 85*25 ＯＰ（撤去）

カッター入れ

巾木：床用塗料（撤去）
　　　モルタル t=25　H=100（撤去）

床：床用塗料（撤去）
　　モルタル t=30（撤去）
　　無筋コンクリート t=370（撤去）

壁：有孔アスベストボード t=6(撤去)
　　60*25@450(撤去)
　　ロックウール t=25打込(撤去)
　　ポリエチレンフィルム敷込(撤去)

（石綿含有）

巾木：床用塗料（撤去）
　　　モルタル t=25　H=100（撤去）

　　無筋コンクリート t=370（撤去）
　　モルタル t=30（撤去）
床：床用塗料（撤去）

鋼製シャター（撤去）

巾木：床用塗料（撤去）

床：床用塗料（撤去）
　　モルタル t=30（撤去）

　　　モルタル t=25　H=100（撤去）

アルミ製建具(撤去)

木製額縁 85*25 ＯＰ(撤去)

　　無筋コンクリート t=370（撤去）

木製額縁 85*25 ＯＰ(撤去)

　　アクリルリシン吹付（撤去）

壁：躯体（撤去）
　　モルタル塗り（撤去）

　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）
（石綿含有）

（石綿含有）

壁：有孔アスベストボード t=6(撤去)
　　60*25@450(撤去)
　　ロックウール t=25打込(撤去)
　　ポリエチレンフィルム敷込(撤去)

（石綿含有）

鋼製シャター（撤去）

（石綿含有）

床：床用塗料（撤去）
　　モルタル t=30（撤去）
　　無筋コンクリート t=370（撤去）

アルミ製建具(撤去)

アルミ水切り(撤去)

壁：躯体（撤去）

　　モルタル t=30（撤去）
床：床用塗料（撤去）

　　無筋コンクリート t=370（撤去）

Ｂカッター入れ

木製額縁 85*25 ＯＰ（撤去）

壁：躯体（撤去）

シーリング(撤去)

Ａ Ｂ

1
4
5

2
15

Ｂカッター入れ

木製額縁 85*25 ＯＰ（撤去）

アルミ製建具(撤去)

アルミ水切り(撤去)
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3
0

3
0

1
1
5

　　モルタル t=30（撤去）
床：床用塗料（撤去）

　　無筋コンクリート t=370（撤去）

鋼製シャター（撤去）

鋼製シャター（撤去）

（石綿含有）
（石綿含有）

　　モルタル t=30（撤去）
床：床用塗料（撤去）

　　無筋コンクリート t=370（撤去）

壁：躯体（撤去）

巾木：床用塗料（撤去）
　　　モルタル t=25　H=100（撤去）

（石綿含有）

蓋：CPL-3.2 ＯＰ　□+500（撤去）

（石綿含有）

　　モルタル t=30（撤去）
床：床用塗料（撤去）

　　無筋コンクリート t=370（撤去）

蓋：CPL-3.2 ＯＰ　□+500（撤去）
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蓋：CPL-3.2 ＯＰ　□+500（撤去）

（石綿含有）

（石綿含有）

たて樋 VPΦ120（撤去）

たて樋 VPΦ120（撤去）

たて樋 VPΦ120（撤去）
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,
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0

 ＲＣ躯体撤去部を示す。

 は仕上・下地撤去範囲を示す。

 既存仕上、躯体の
 カッターによる切断位置

凡例

 既存建具廻りシーリング 10*10撤去

 は　市　単費工事範囲を示す。
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012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



床：モルタル t=30（新設）

事 業 名

工 事 名

工事場所
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縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/10･50

2F-31F-6
Ｎ Ｎ 改　修　後
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壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）

シャッターボックス（新設）

鋼製建具（新設）
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断面詳細図　　1/50

▽１FL　 +3.350
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　　躯体（新設）
柱：コンクリート打放（Ｂ）（新設）
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壁：躯体（新設）

柱：コンクリート打放（Ｂ）（新設）
　　躯体（新設）

壁：躯体（新設）

シャッターボックス（新設）

平面(上部)詳細図　　1/50
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　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）
壁：コンクリート打放（Ｂ）
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　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）
壁：コンクリート打放（Ｂ）
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たて樋部詳細図　　1/20

平面図　　1/20
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部分詳細図　　1/10
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　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）
壁：コンクリート打放（Ｂ）

30 320 10

20300

壁：コンクリート打放（Ｂ）

壁：躯体（新設）

▽１FL　 +3.350

Ｄ

Ｃ
4,550

シャッターボックス（新設）

壁：コンクリート打放（Ｂ）
　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）

壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）

壁：躯体（新設）

　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）
壁：コンクリート打放（Ｂ）
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壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）

シャッターボックス（新設）

壁：躯体（新設）

　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）
壁：コンクリート打放（Ｂ）
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脱着式防水板（新設）

　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）
壁：コンクリート打放（Ｂ）

ステンレスコーナーアングル（新設）
L-30*30*3
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コンクリート袖壁（新設）

コンクリート直均し（新設）

樋跡コンクリート直均し（新設）

たて樋跡コンクリート（新設）

排水パイプφ20（新設）
VP管　L=680

　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）
壁：コンクリート打放（Ｂ）

　　躯体（新設）

壁：躯体（新設）

部分詳細図　　1/10

　　無筋コンクリート t=370（新設）

　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）
壁：コンクリート打放（Ｂ）

ステンレスコーナーアングル（新設）
L-30*30*3

床：モルタル t=30～40（新設）
　　躯体（新設）

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｃ
4,550

壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）

壁：躯体（新設）

20

3010

300

320

Ａ断面詳細図　　1/50

　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）
壁：コンクリート打放（Ｂ）
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Ｂ断面詳細図　　1/50 Ｃ断面詳細図　　1/50
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改修部雑詳細図（１０）

令和 ４年 ３月

Ａ－４１

たて樋　150A（SUS製）新設

たて樋　150A（SUS製）新設

脱着式防水板（１）（新設）

脱着式防水板（１）（新設）

脱着式防水板（１）（新設）
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平面詳細図　　1/50
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壁：躯体（新設）
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柱：コンクリート打放（Ｂ）（新設）
　　躯体（新設）
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床：モルタル t=30（新設）

　　床用塗料（新設）

L-30*30*3(SUSｰ304)角ｶｯﾄ加工（新設）

L-30*30*3(SUSｰ304)角ｶｯﾄ加工（新設）

壁：コンクリート打放（Ｂ）
　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）

床：モルタル t=30（新設）

L-30*30*3(SUSｰ304)角ｶｯﾄ加工（新設）

シーリング 10*10（新設）

シーリング 10*10（新設）

壁：コンクリート打放（Ｂ）
　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）

水切目地（新設）

電動ステンレスシャター（新設）
　　躯体（新設）
柱：コンクリート打放（Ｂ）（新設）

ポンプ室 ポンプ室 ポンプ室

ポンプ室

ポンプ室

床：モルタル t=30（新設）
　　床用塗料（新設）

無筋コンクリート t=370（新設）

無筋コンクリート t=370（新設）
　　床用塗料（新設）
床：モルタル t=30（新設）

　　床用塗料（新設）

床：モルタル t=30（新設）
　　床用塗料（新設）

たて樋　130A（SUS製）（新設）
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ポンプ室

脱着式防水板（１）（新設）

壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）

壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）

床：モルタル t=30（新設）
　　床用塗料（新設）

無筋コンクリート t=370（新設）
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令和５年度　公共下水道事業　
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タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　
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工 事 名

工事場所
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縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

改　修　前Ｏ
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床：モルタル t=30（撤去）
　　磁器質タイル（撤去）
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▽１FL　 +3.350

Ａ断面詳細図　　1/50
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Ｂ断面詳細図　　1/50
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▽GL 1　 +0.930

▽１FL　 +3.350

水槽(６)

床：モルタル t=40（撤去）

１
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Ｃ

ＤＢ
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床：モルタル t=30（撤去）
　　磁器質タイル（撤去）

Ｃ断面詳細図　　1/50
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▽１FL　 +3.350
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部分詳細図　　1/10 部分詳細図　　1/10

部分詳細図　　1/10

▽１FL　 +3.350

手摺：ステンレス

床：モルタル t=30（撤去）
　　磁器質タイル（撤去）
　　躯体（撤去）

手摺：スチール

カッター入れ

手摺：スチール

1
5
0

1
,
2
0
0

5
,
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,
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床：モルタル t=40（撤去）

1
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3,150 180

150 3,000

150

床：モルタル t=40（撤去）
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300

530 2,500

450 150 2,460 270

カッター入れ

1
0

1
0

手摺：ステンレス

450 150 2,430

床：モルタル t=30（撤去）
　　磁器質タイル（撤去）

手摺：スチール

3,030 300

530 2,500

150
30

150
15030

手摺：ステンレス

床：モルタル t=30（撤去）
　　磁器質タイル（撤去）

500

7080

150

手摺：ステンレス

支柱：ステンレス

パイプ：ステンレス

300150

450

150 150 30

床：モルタル（撤去）

手摺：スチール

支柱：スチール

パイプ：スチール

床：モルタル t=30（撤去）
　　磁器質タイル（撤去）

 ＲＣ躯体撤去部を示す。

 は仕上・下地撤去範囲を示す。

 既存仕上、躯体の
 カッターによる切断位置

凡例

 既存建具廻りシーリング 10*10撤去

令和 ４年 ３月

Ａ－４２

（存置）

（存置）

（存置）
（存置）
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改修部雑詳細図（１１）〈1F- 7　O〉
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縮　尺
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四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　
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部分詳細図　　1/10 部分詳細図　　1/10

改　修　後

床：モルタル t=30（新設）

ノンスリップ：磁器質タイル（新設）
　　　　　　　１５０×６０

ノンスリップ：磁器質タイル（新設）
　　　　　　　１５０×６０

　　磁器質タイル 150角（新設）
　　躯体（新設）
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450 150 2,460 270

1
0

1
0

150
30

立上り：コンクリート直均し（新設）

300150

3,330

2,880

3,000330 330

1
8
,
0
0
0

4
,
5
5
0

6
,
0
0
0

7
,
4
5
0

3
0
0

1
5
0

1
,
2
0
0

5
,
4
0
0

8
,
2
3
0

4
,
2
0
0

1
5
0

7
,
9
3
0

1
5
0

6
3
0

1
5
0

3,150 180

150 3,000

150
30

530 2,500

3,330

450 150 2,430

3,030 300

530 2,500

立上り：コンクリート直均し（新設）

立上り：躯体（新設）

立上り：コンクリート直均し（新設）

壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）

手摺：ステンレス（既存）

手摺：スチール（既存）

手摺：スチール（既存）

手摺：ステンレス（既存）

　　　　φ２０

　　　１００×５０×２
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コンクリート打放し（Ｂ)（新設）

躯体（新設）

接着系アンカー(ナットなし)（新設）
D13＠200

１
530 2,800

30 500

7080

150

300150

450

コンクリート直均し（新設）

躯体（新設）

コンクリート直均し（新設）

コンクリート打放し（Ｂ)（新設）

接着系アンカー(ナットなし)（新設）
D13＠200

4
0

　　　φ３２

　　　φ３２

　　　φ３２（＠≒１，１００）
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150 150 30
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手摺：ステンレス（既存）

支柱：ステンレス（既存）

パイプ：ステンレス（既存）

手摺：スチール（既存）

支柱：スチール（既存）

パイプ：スチール（既存）

1-D10（新設）1-D10（新設）

凡例

 ＲＣ躯体新設部を示す。

 は仕上・下地新設範囲を示す。

 シーリングを示す。
 ＰＵ－２（２５×２０）

 新設建具廻りシーリング(MS-2) 10*10新設

Ａ－４３

令和 ４年 ３月
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床：モルタル t=30（新設）
　　磁器質タイル 150角（新設）
　　躯体（新設）

150*60
ノンスリップ磁器質タイル（新設）

モルタル t=30（新設） モルタル t=30（新設）

150*60
ノンスリップ磁器質タイル（新設）

立上り：コンクリート直均し（新設）

下部　既設排水管にフラップ弁取付（新設）

3001,200

Ｃ

ＤＢ
6,000 4,550

Ｃ断面詳細図　　1/50

床：モルタル t=30（新設）

1
5
0

　　磁器質タイル 150角（新設）
　　躯体（新設）

▽１FL　 +3.350

手摺：ステンレス（既存）

2
,
4
2
0

▽GL 1　 +0.930

▽１FL　 +3.350

水槽(６)

１

3,330

3003,030

330 2,700

150
15030

手摺：スチール（既存）

立上り：躯体（新設）

立上り：コンクリート直均し（新設）

壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）

▽１FL　 +3.350

▽GL 1　 +0.930

補機室

排水溝（既存）

フラップ弁 ＶＰΦ50（新設)

排水管 ＶＰΦ50（既設)

Ｂ

Ｃ

Ｂ断面詳細図　　1/50 Ｃ断面詳細図　　1/50

改修部雑詳細図（１２）〈1F- 7　N〉
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壁：躯体（撤去）
壁：躯体（撤去）
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Ｂ
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アルミ製建具(撤去)

シーリング(撤去)

額縁 75*25(撤去)
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四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

改　修　前
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断面詳細図　　1/50
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　　躯体（撤去）

壁：モルタル（撤去）

　　躯体（撤去）

カッター入れ

ブラインドボックス（撤去）

額縁 75*25(撤去)

　　躯体（撤去）
カッター入れ

　　ＥＰ（撤去）

アルミ製建具（撤去）
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Ａ断面詳細図　　1/50
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壁：コンクリート打放
　　モルタル塗り
　　アクリルリシン吹付
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　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）
　　アクリルリシン吹付（撤去）
　　モルタル塗り（撤去）
壁：躯体（撤去）
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部分詳細図　　1/10
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壁：モルタル t=25（撤去）
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　　躯体（撤去）
　　ＥＰ（撤去）

壁：躯体（撤去）

　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）
　　アクリルリシン吹付（撤去）
　　モルタル塗り（撤去）
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１－１平面詳細図　　1/50 ２－２平面詳細図　　1/50
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Ｂ断面詳細図　　1/50 Ｃ断面詳細図　　1/50

アルミ水切り(撤去)

令和 ４年 ３月

Ａ－４４

　　アクリルリシン吹付（撤去）
　　モルタル塗り（撤去）
壁：躯体（撤去）

　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）
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ブラインドボックス（撤去）

壁：躯体（撤去）
　　モルタル塗り（撤去）
　　アクリルリシン吹付（撤去）
　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）

シーリング(撤去)

アルミ製建具（撤去）
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壁：躯体（撤去）
　　モルタル塗り（撤去）
　　アクリルリシン吹付（撤去）
　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）

シーリング(撤去)

アルミ製建具（撤去）

額縁 75*25(撤去)

Ｄ断面詳細図　　1/50 Ｅ断面詳細図　　1/50

アルミ水切り(撤去) アルミ水切り(撤去)
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木製額縁 75*25 ＯＰ(撤去)

1
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1
2
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木製額縁 75*25 ＯＰ(撤去)

130*25 ＯＰ(撤去)

130*25 ＯＰ(撤去)

195*25 ＯＰ(撤去)

ブラインドボックス（撤去）

C
H
=
2
,
6
0
0

　　　ＬＧＳ下地（撤去）
岩綿吸音板 t=9（撤去）

天井：ＧＢ(Ｎ) t=9.5　　　　
（石綿含有）

（石綿含有）
（石綿含有）

（石綿含有）

（石綿含有）

壁：モルタル ＥＰ（撤去）

壁：モルタル ＥＰ（撤去）

（石綿含有）

巾木：床用塗料 H=100（撤去）（発電機室）

巾木：床用塗料 H=100（撤去）

発電機室

発電機室

発電機室 発電機室

発電機室

発電機室

予備室

予備室

予備室

予備室

 ＲＣ躯体撤去部を示す。

 は仕上・下地撤去範囲を示す。

 既存仕上、躯体の
 カッターによる切断位置

凡例

 既存建具廻りシーリング 10*10撤去

　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）
（石綿含有）

巾木：床用塗料（撤去）
　　　モルタル t=25　H=100（撤去）

巾木：床用塗料（撤去）
　　　モルタル t=25　H=100（撤去）

ブラインド（撤去）

ブラインド（撤去）

改修部雑詳細図（１３）〈1F- 8　O〉
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塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　
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壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）
　　躯体（新設）

壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）
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0
0

１

3
0
0

8
5
0

Ｂ断面詳細図　　1/50

1
,
1
0
0

1
,
5
5
0

150
2530

125

5
0
0

5
0
0

1
0
0

　　　打放（Ｂ）（新設）
壁：コンクリート

　　　の上防水形外装
　　　薄塗材Ｅ（新設）

300 3006,850

1,920 4,930

120 3,140

120 2525

50079550025

1
5
0

2
5

1
2
5

3
0

120 2525

Ａ

3,950

300 870 1,300 1,480

１

２

7
,
0
0
0

1
5
0

2
5

1
2
5

3
0

1
5
0

2
5

3
0

1
2
5

500 550 620
100

1
5
0

2
5

1
2
5

3
0

壁：躯体（新設）
壁：躯体（新設）

30 150

4
0
0

3
0

3
7
0

2
5

▽１FL　 +3.350

25 125

１

7,000
２

壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）
　　躯体（新設）

　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）
壁：コンクリート打放（Ｂ）

150
25

125
30

1
2
0

柱型：モルタル t=25（新設）

１

3
0
0

8
5
0

2
,
6
5
0

Ｃ断面詳細図　　1/50

1
,
6
7
5

9
7
5

150
25

125
30

C
H
=
2
,
6
0
0

1
2
0

　　躯体（新設）

　　躯体（新設）

　　躯体（新設）

Ａ断面詳細図　　1/50

１

150
25

125
30

5
0
0

1
0
0

9
0
0

1
,
1
5
0

3
0
0

8
5
0

2
,
6
5
0

　　　打放（Ｂ）（新設）
　　　の上防水形外装
　　　薄塗材Ｅ（新設）
　　躯体（新設）

壁：コンクリート

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｅ

Ｃ Ｅ
Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ａ

１ １

２ ２

１－１平面詳細図　　1/50 ２－２平面詳細図　　1/50

壁：コンクリート打放（Ｂ）
　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）

　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）
壁：コンクリート打放（Ｂ）

部分詳細図　　1/10

壁：モルタル t=25（新設）

Ａ－４５

令和 ４年 ３月

壁：コンクリート

　　躯体（新設）

　　　の上防水形外装
　　　薄塗材Ｅ（新設）

　　　打放（Ｂ）（新設）

3
0

２
7,0007,450

300 300

3,950 3,500

２
7,000

２
7,000

２
7,000

２
7,000

3
0

1
,
1
5
0

3
0

9
7
5

1
,
6
7
5

5
7
5

1
,
1
0
0

1,920 1,390 3,540

発電機室

予備室

2
,
6
5
0

壁：コンクリート打放（Ｂ）
（新設）

（新設）
壁：コンクリート打放（Ｂ）

155
470

天井：ＧＢ(Ｎ) t=9.5（新設）

　　　岩綿吸音板 t=9（新設）

　　　ＬＧＳ下地（新設）

155
470

天井：ＧＢ(Ｎ) t=9.5（新設）

　　　岩綿吸音板 t=9（新設）

　　　ＬＧＳ下地（新設）

　　　ＥＰ（新設）　　ＥＰ（新設）

凡例

 ＲＣ躯体新設部を示す。

 は仕上・下地新設範囲を示す。

 シーリングを示す。
 ＰＵ－２（２５×２０）

 新設建具廻りシーリング(MS-2) 10*10新設

発電機室
発電機室

発電機室

発電機室

予備室
予備室

予備室 予備室

発電機室

壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）

（新設）

壁：コンクリート打放（Ｂ）

壁：コンクリート打放（Ｂ）

改修部雑詳細図（１４）〈1F- 8　N〉

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

改　修　前

改　修　後

3
,
8
0
0

▽２FL　 +7.150

▽１FL　 +3.350

平面詳細図　　1/50

断面詳細図　　1/50

Ｏ

Ｎ

1/10･50

１

２

7
,
0
0
0

1F-9

1F-9

Ｃ Ｄ

3
0

8
5
0

3
,
3
2
0

4
0
0

300 3003,950

4,550

300 3003,950

巾木：ビニル巾木（撤去）
　　　H=100

　　躯体（撤去）

四日市市　塩浜町 地内

3
,
8
0
0

▽２FL　 +7.150

▽１FL　 +3.350

平面詳細図　　1/50

断面詳細図　　1/50

１

２

7
,
0
0
0

Ｃ Ｄ

3
0

8
5
0

3
,
3
2
0

4
0
0

300 3003,950

4,550

300 3003,950

　　躯体（撤去）
壁：モルタル（撤去）

壁：躯体（新設）

　　躯体（新設）

2
5
0

1
0

4
0

3
0

4
0
0

3
0

3
7
0

部分詳細図　　1/10

▽１FL　 +3.350

１

２
7,000

30

4
0
0

3
0

3
7
0

部分詳細図　　1/10

▽１FL　 +3.350

１

２
7,000

250 10 40

壁：躯体（新設）

　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）
壁：コンクリート打放（Ｂ）

１

２
7,000

3
0

8
5
0

3
,
3
2
0

2
,
9
2
0

4
0
0

3
2
0

750

150

85

25
125

30

40

天井：ＧＢ(Ｎ) t=9.5岩綿吸音板 t=9（撤去）
　　　ＬＧＳ下地（撤去）

床：ビニル床シート（撤去）

　　無筋コンクリート t=370（撤去）

１

２
7,000

3
0

8
5
0

3
,
3
2
0

2
,
9
2
0

4
0
0

3
2
0

C
H
=
2
,
6
0
0

750

　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）
壁：コンクリート打放（Ｂ）

壁：躯体（新設）

天井：ＧＢ(Ｎ) t=9.5岩綿吸音板 t=9（新設）
　　　ＬＧＳ下地（新設）

250
10

40
30

壁：躯体（撤去）
　　モルタル塗り（撤去）
　　アクリルリシン吹付（撤去）
　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）

Ａ断面詳細図　　1/50

１

２
7,000

750

150

85

25
125

30

40

天井：ＧＢ(Ｎ) t=9.5岩綿吸音板 t=9（撤去）

Ａ断面詳細図　　1/50

１

２
7,000

750

　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）
壁：コンクリート打放（Ｂ）

壁：躯体（新設）

天井：ＧＢ(Ｎ) t=9.5岩綿吸音板 t=9（新設）
　　　ＬＧＳ下地（新設）

250
10

40
30

　　　ＬＧＳ下地（撤去）

壁：躯体（撤去）

　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）

　　モルタル塗り（撤去）
　　アクリルリシン吹付（撤去）

3
2
0

2
,
9
2
0

4
0
0

3
0

8
5
0

3
,
3
2
0

3
2
0

C
H
=
2
,
6
0
0

2
,
9
2
0

4
0
0

3
0

8
5
0

3
,
3
2
0

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ断面詳細図　　1/50

Ｂ断面詳細図　　1/50

凡例

 ＲＣ躯体新設部を示す。

 は仕上・下地新設範囲を示す。

 シーリングを示す。
 ＰＵ－２（２５×２０）

 新設建具廻りシーリング(MS-2) 10*10新設

 ＲＣ躯体撤去部を示す。

 は仕上・下地撤去範囲を示す。

 既存仕上、躯体の
 カッターによる切断位置

凡例

 既存建具廻りシーリング 10*10撤去

Ａ－４６

令和 ４年 ３月

床：ビニル床シート（撤去）
（石綿含有）

（石綿含有） （石綿含有）

（石綿含有）

（石綿含有） （石綿含有）

2530 150 125

85 40

　　モルタル t=30（撤去）
　　モルタル t=30（撤去）

床：ビニル床シート（撤去）
（石綿含有）

　　モルタル t=30（撤去）
　　無筋コンクリート t=370（撤去）

巾木：ビニル巾木　H=100（撤去）

壁：モルタル t=25 ＥＰ（撤去）

柱型：モルタル t=25 ＥＰ（撤去）

壁：躯体（撤去）

　　アクリルリシン吹付（撤去）
　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）

（石綿含有）

外壁：モルタル塗り（撤去）
壁：モルタル ＥＰ（撤去）

柱型：モルタル t=25 ＥＰ（撤去）

カッター入れ

C
H
=
2
,
6
0
0

壁：モルタル t=25 ＥＰ（撤去）

巾木：ビニル巾木　H=100（撤去）

カッター入れ

壁：モルタル t=25 ＥＰ（撤去）

巾木：ビニル巾木　H=100（撤去）

C
H
=
2
,
6
0
0

巾木：ビニル巾木　H=100（新設）

巾木：ビニル巾木　H=100（新設）巾木：ビニル巾木　H=100（新設）巾木：ビニル巾木　H=100（新設）

事務室

事務室
事務室

事務室事務室

事務室

事務室

事務室

カッター入れ

壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）

壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設） 壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）

壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）

　　モルタル t=30（撤去）
床：ビニル床シート（撤去）

（石綿含有）

3
0

3
0

改修部雑詳細図（１５）〈1F- 9　O/N〉

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



3
0

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

改　修　前Ｏ

1/10･50

7,450

1F-10

ＡＢ

300 300
3
,
8
0
0

▽２FL　 +7.150

▽１FL　 +3.350

断面詳細図　　1/50

4
0
0

　　　H=100

　　無筋コンクリート t=360（撤去）

3
3
0

6
0
0

2
,
8
7
0

　　無筋コンクリート t=370（撤去）

30 150 110 40

部分詳細図　　1/10

▽１FL　 +3.350

４

３
9,000

４

３
9,000

4
0
0

30

3
3
0

6
0
0

3
,
2
7
0

2
,
8
7
0

150
35

115

　　無筋コンクリート t=370（撤去）

1
5
0

3
5

1
1
5

3
0

7
5

4
0４

３

9
,
0
0
0

3
0
0
3
0
0

3
0

4
8
0

1
7
0

300 3006,850

501,0005,800

1,3655,485

2
6
0

3001,000100

300320480400250

1,420
50

壁：躯体（撤去）

床：モルタル（撤去）
段鼻タイル160*60（撤去）

30 150 35 115

75 40

　　無筋コンクリート t=370（撤去）

30 150 110 40

2
5

部分詳細図　　1/10

4
0
0

3
0

3
7
0

1
0
0

▽１FL　 +3.350

４

３
9,000

カッター入れ

30

3
0

1,420

250

50 1001,000300

20 20

320 400480

排水目皿Φ50（撤去）

モルタル（撤去）

マット枠 3*25 □480（撤去）

モルタル（撤去）

床躯体（撤去）

モルタル（撤去）

段鼻タイル160*60（撤去）

7
7

Ａ

1
0
0

3
0

床躯体（撤去）

モルタル（撤去）

シーリング（撤去）

アルミ製建具（撤去）

300300

排水目皿Φ50（撤去）

マット枠 3*25 □480（撤去）

モルタル（撤去）

平面詳細図　　1/50

▽１FL　 +3.350

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

　　アクリルリシン吹付（撤去）

壁：躯体（撤去）
　　モルタル塗り（撤去）

　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）

シーリング（撤去）

アルミ製建具（撤去）

マット枠 3*25 □480（撤去）
モルタル（撤去）

排水目皿Φ50（撤去）

　　床躯体（撤去）

４

３
9,000

Ａ断面詳細図　　1/50

30
150
35

115

4
0
0

2
,
8
7
0

3
3
0

6
0
0

3
,
2
7
0

壁：躯体（撤去）
　　モルタル塗り（撤去）
　　アクリルリシン吹付（撤去）
　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）

75
40

改修部雑詳細図（１６）

　　躯体（撤去）

壁：有孔アスベストボード t=6(撤去)
　　60*25@450(撤去)
　　ロックウール t=25打込(撤去)
　　ポリエチレンフィルム敷込(撤去)

壁：躯体（撤去）

　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）
　　アクリルリシン吹付（撤去）
　　モルタル塗り（撤去）

Ｂ断面詳細図　　1/50

部分詳細図　　1/10

 ＲＣ躯体撤去部を示す。

 は仕上・下地撤去範囲を示す。

 既存仕上、躯体の
 カッターによる切断位置

凡例

 既存建具廻りシーリング 10*10撤去

令和 ４年 ３月

Ａ－４７

4
0
0

3
0

3
7
0

1
0
0

260

　　躯体（撤去）

壁：有孔アスベストボード t=6(撤去)
　　60*25@450(撤去)
　　ロックウール t=25打込(撤去)
　　ポリエチレンフィルム敷込(撤去)

（石綿含有）

（石綿含有） （石綿含有）

床：モルタル t=30 床用塗料（撤去）床：モルタル t=30 床用塗料（撤去）

床：モルタル t=30 床用塗料（撤去） 床：モルタル t=30 床用塗料（撤去）

巾木：モルタル t=25 床用塗料（撤去）

巾木：モルタル t=25 床用塗料（撤去）
　　躯体（撤去）

壁：有孔アスベストボード t=6(撤去)
　　60*25@450(撤去)
　　ロックウール t=25打込(撤去)
　　ポリエチレンフィルム敷込(撤去)

（石綿含有）

梁型：モルタル t=25（撤去）
　　　ＥＰ（撤去）

柱型：モルタル t=25（撤去）
　　　ＥＰ（撤去）

カッター入れ

巾木：モルタル t=25 床用塗料（撤去）
　　　H=100

床：モルタル t=30 床用塗料（撤去）
　　無筋コンクリート t=370（撤去）

　　躯体（撤去）

壁：有孔アスベストボード t=6(撤去)
　　60*25@450(撤去)

　　ロックウール t=25打込(撤去)
　　ポリエチレンフィルム敷込(撤去)

（石綿含有）

梁型：モルタル t=25（撤去）

巾木：モルタル t=25 床用塗料（撤去）
　　　H=100

梁型：モルタル t=25（撤去）
　　　ＥＰ（撤去）

柱型：モルタル t=25（撤去）
　　　ＥＰ（撤去）

カッター入れ

（石綿含有）

（石綿含有）

４

３
9,000

2
,
0
0
0

4
0
0

3
0
0

1
0
0

150 115
3530

75 40

3
3
0

6
0
0

3
,
2
7
0

8
7
0

　　無筋コンクリート t=370（撤去）

梁型：モルタル t=25（撤去）

シーリング（撤去）

アルミ製建具（撤去）

マット枠 3*25 □480（撤去）
モルタル（撤去）

排水目皿Φ50（撤去）

床躯体（撤去）

　　　ＥＰ（撤去）

柱型：モルタル t=25（撤去）
　　　ＥＰ（撤去）

Ｃ断面詳細図　　1/50

150 260
150

カッター入れ

　　アクリルリシン吹付（撤去）

壁：躯体（撤去）
　　モルタル塗り（撤去）

（石綿含有）
　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）

木製額縁 85*25 ＯＰ(撤去)

床：モルタル t=30 床用塗料（撤去）

1
0
0

木製額縁 85*25 ＯＰ(撤去)

　　無筋コンクリート t=370（撤去）
床：モルタル t=30 床用塗料（撤去）

カッター入れステンレスパイプφ16（撤去）

1
,
1
0
0

ステンレス手摺φ42.7 L=100（撤去）

ステンレス手摺φ42.7 L=100（撤去）

ステンレスパイプφ16（撤去）

アルミ製建具（撤去）

1
3
0

1
4
0

13
0

1
3
0

1
4
0

4
0
0

1
,
5
5
0

 は　市　単費工事範囲を示す。

1
,
0
5
0

5
0
0

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/10･50

Ｎ
1F-10

7,450

ＡＢ

300 300
3
,
8
0
0

▽２FL　 +7.150

▽１FL　 +3.350

断面詳細図　　1/50

4
0
0

2
5

部分詳細図　　1/10

4
0
0

3
0

3
7
0

▽１FL　 +3.350

30

壁：躯体（新設）

壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）

４

9,000
３

30

▽１FL　 +3.350

4
0
0

3
0

3
7
0

250 10 40

壁：躯体（新設）

４

３
9,000

4
0
0

４

３
9,000

４

３
9,000

2
,
0
0
0

4
0
0

3
0
0

1
0
0

30

30壁：躯体（新設）

　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）
壁：コンクリート打放（Ｂ）

250
10
40

250
10
40

3
3
0

6
0
0

3
,
2
7
0

2
,
8
7
0

8
7
0

3
3
0

6
0
0

3
,
2
7
0

壁：コンクリート打放（Ｂ）
　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）

2
5
0

1
0

3
0

4
0

壁：躯体（新設）

４

３

9
,
0
0
0

300 3006,850

1859005,765

225 160950

1,420

250 400 480 320 300

300

1
7
0
4
8
0

3
0 3
0
0

3
0
0

シーリング（新設）

段鼻タイル160*60（新設）

　　無筋コンクリート t=370（新設）

100
185

900

ステンレス製建具（新設）

壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）

床躯体（新設）

ステンレス製建具（新設）

シーリング（新設）

3
0

30

3
0

1,420

250

50 1001,000300

20 20

320 400480

7
7

Ａ

▽１FL　 +3.350床躯体（新設）

床：モルタル（新設）

床：モルタル（新設）

段鼻タイル160*60（撤去）

平面詳細図　　1/50

1
0
0

3
0

300300380

床：躯体（新設）

シーリング（新設）

ステンレス製建具（新設）

ステンレス製建具（新設）

部分詳細図　　1/10

壁：コンクリート打放（Ｂ）
　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）

部分詳細図　　1/20

４

３
9,000

Ａ断面詳細図　　1/50

30

壁：躯体（新設）

250
10

40

壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）

壁：コンクリート打放（Ｂ）
　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）

4
0
0

2
,
8
7
0

3
3
0

6
0
0

3
,
2
7
0

Ｂ断面詳細図　　1/50 Ｃ断面詳細図　　1/50

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

　　モルタル金ごて（新設）
床：モルタル（新設）

床：モルタル（新設）

床：モルタル（新設）

　　モルタル金ごて（新設）

　　モルタル金ごて（新設）

改修部雑詳細図（１７）

凡例

 ＲＣ躯体新設部を示す。

 は仕上・下地新設範囲を示す。

 シーリングを示す。
 ＰＵ－２（２５×２０）

 新設建具廻りシーリング(MS-2) 10*10新設

令和 ４年 ３月

Ａ－４８

たて樋　150A（SUS製）新設

2
,
8
7
0

6
0
0

3
3
0

260 260
40

260

壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）
　　躯体（新設）

1,365 300

脱着式防水板（２）（新設）

脱着式防水板（２）（新設） 脱着式防水板（２）（新設）

壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）

床：モルタル t=30 床用塗料（新設）

床：モルタル t=30 床用塗料（新設）
　　無筋コンクリート t=370（新設）

壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）
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2
9
0

200 135
25 25

1
,
6
0
0

1
2
0
7
0

1
0
0

改　修　後

1
3
0

1
4
0

13
0

1
3
0

1
4
0

6,850

250 10
40

4
0
0

1
,
5
5
0

5
0

1
,
5
0
0

1
,
5
5
0

脱着式防水板（２）（新設）

　　　打放（Ｂ）（新設）
壁：コンクリート

床：モルタル t=30 床用塗料（新設）
　　無筋コンクリート t=370（新設）
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 は　市　単費工事範囲を示す。
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012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

改　修　前Ｏ

Ｎ

1/10･50

300
3
,
8
0
0

▽２FL　 +7.150

▽１FL　 +3.350

断面詳細図　　1/50

4
0
0

1F-11

1F-11

300

Ｃ Ｂ

　　無筋コンクリート t=360（撤去）

300

3
,
8
0
0

▽２FL　 +7.150

▽１FL　 +3.350

断面詳細図　　1/50

4
0
0

300

Ｃ Ｂ

6,000

5,400

6,000

5,400

30 150 35 115

75 40

梁型：モルタル t=25（撤去）

　　無筋コンクリート t=370（撤去）

30 150 110 40

2
5

部分詳細図　　1/10

4
0
0

3
0

3
7
0

1
0
0

▽１FL　 +3.350

9,000

４

３

４

３
9,000

150
3530

115

　　無筋コンクリート t=370（撤去）

2
5

4
0
0

3
0

3
7
0

▽１FL　 +3.350

30

壁：躯体（新設）

壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）

４

9,000
３

壁：コンクリート打放（Ｂ）
　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）

部分詳細図　　1/10

４

３
9,000

30
250

10
40

壁：躯体（新設）

壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）

　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）
壁：コンクリート打放（Ｂ）

平面詳細図　　1/50

４

３

9
,
0
0
0

　　無筋コンクリート t=370（撤去）

壁：躯体（撤去）

1
5
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7
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4
0

3
5

1
1
5

3
0

平面詳細図　　1/50

４

３

9
,
0
0
0

3
0

2
5
0

1
0

4
0

壁：躯体（新設）

カッター入れ

防液提（撤去）

300 300

300 300

5,400

5,400

390 2,820 2,190

200 2,420 200

2
0
0

1
5
0

5
0

Ａ

30150 200

150 50

4
0
0

5
2
0300

2
0
0

7
2
0

壁：有孔アスベストボード t=6(撤去)
　　60*25@450(撤去)
　　ロックウール t=25打込(撤去)
　　ポリエチレンフィルム敷込(撤去)

防油堤（撤去）
　　アクリルリシン吹付（撤去）
　　モルタル塗り（撤去）
壁：躯体（撤去）

　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）

防液提詳細図　　1/20

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ａ

防液提詳細図　　1/20

▽１FL　 +3.350

▽１FL　 +3.350

4
0
0

5
2
0

30 250 100 300

50
50

コンクリート打放し（Ｂ)（新設）

コンクリート直均し（新設）

防油堤（新設）

４

３
9,000

Ａ断面詳細図　　1/50

150
35 30

115

４

３
9,000

Ａ断面詳細図　　1/50

30
250

10
40

壁：躯体（新設）

壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）

壁：コンクリート打放（Ｂ）
　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）

200 2,420 200

防液提（新設）

9
0 30 250 90

10

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

390 2,820 2,190

Ｂ断面詳細図　　1/50

Ｂ断面詳細図　　1/50

壁：躯体（撤去）
　　モルタル塗り（撤去）

　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）
　　アクリルリシン吹付（撤去）

改　修　後

凡例

 ＲＣ躯体新設部を示す。

 は仕上・下地新設範囲を示す。

 シーリングを示す。
 ＰＵ－２（２５×２０）

 新設建具廻りシーリング(MS-2) 10*10新設

 ＲＣ躯体撤去部を示す。

 は仕上・下地撤去範囲を示す。

 既存仕上、躯体の
 カッターによる切断位置

凡例

 既存建具廻りシーリング 10*10撤去

Ａ－４９

令和 ４年 ３月

4
0
0

5
2
0

4
0
0

5
2
0

　　アクリルリシン吹付（撤去）
　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）

　　モルタル塗り（撤去）
壁：躯体（撤去） 壁：躯体（撤去）

　　モルタル塗り（撤去）

　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）
　　アクリルリシン吹付（撤去）
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,
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,
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2
,
8
7
0

6
0
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3
3
0

　　躯体（撤去）

　　60*25@450(撤去)
　　ロックウール t=25打込(撤去)

壁：有孔アスベストボード t=6(撤去)

　　ポリエチレンフィルム敷込(撤去)

　　　H=100

防液提（撤去）

防液提（新設）

　　躯体（新設）
壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）

（石綿含有）

（石綿含有） （石綿含有）

（石綿含有）

（石綿含有）

床：モルタル t=30 床用塗料（撤去）

床：モルタル t=30 床用塗料（撤去）

　　無筋コンクリート t=370（撤去）
床：モルタル t=30 床用塗料（撤去） 床：モルタル t=30 床用塗料（撤去）

床：モルタル t=30 床用塗料（撤去）

巾木：モルタル t=25 床用塗料（撤去）

巾木：モルタル t=25 床用塗料（撤去）

（石綿含有）

壁：有孔アスベストボード t=6(撤去)
　　60*25@450(撤去)
　　ロックウール t=25打込(撤去)
　　ポリエチレンフィルム敷込(撤去)

（石綿含有）

　　　ＥＰ（撤去）

コンクリート打放（Ｂ）（新設）

　　躯体（撤去）

壁：有孔アスベストボード t=6(撤去)
　　60*25@450(撤去)
　　ロックウール t=25打込(撤去)
　　ポリエチレンフィルム敷込(撤去)

（石綿含有）

梁型：モルタル t=25（撤去）

柱型：モルタル t=25（撤去）
　　　ＥＰ（撤去）

カッター入れ

巾木：モルタル t=25 床用塗料（撤去）
　　　H=100

　　　ＥＰ（撤去）

　　躯体（撤去）

壁：有孔アスベストボード t=6(撤去)
　　60*25@450(撤去)

　　ロックウール t=25打込(撤去)
　　ポリエチレンフィルム敷込(撤去)

（石綿含有）

梁型：モルタル t=25（撤去）

柱型：モルタル t=25（撤去）
　　　ＥＰ（撤去）

カッター入れ

巾木：モルタル t=25 床用塗料（撤去）
　　　H=100

　　　ＥＰ（撤去）

ポンプ室 ポンプ室 ポンプ室

ポンプ室

ポンプ室 ポンプ室 ポンプ室

ポンプ室

250 10
40

改修部雑詳細図（１８）〈1F-11　O/N〉

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



４

３
9,000

150
3530

115

　　無筋コンクリート t=370（撤去）

４

３
9,000

30
250

10
40

壁：躯体（新設）

壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）

壁：コンクリート打放（Ｂ）
　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）

　　アクリルリシン吹付（撤去）

壁：躯体（撤去）
　　モルタル塗り（撤去）

　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）

改　修　後

Ｂ断面詳細図　　1/50

Ｂ断面詳細図　　1/50

4
0
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,
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7
0

6
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0
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0

4
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0
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,
8
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0

6
0
0

3
3
0

（石綿含有）

床：モルタル t=30 床用塗料（撤去）

　　躯体（撤去）

壁：有孔アスベストボード t=6(撤去)
　　60*25@450(撤去)

　　ロックウール t=25打込(撤去)
　　ポリエチレンフィルム敷込(撤去)

（石綿含有）

梁型：モルタル t=25（撤去）

柱型：モルタル t=25（撤去）
　　　ＥＰ（撤去）

カッター入れ

巾木：モルタル t=25 床用塗料（撤去）

　　　ＥＰ（撤去）

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

改　修　前

平面詳細図　　1/50

Ｏ

Ｎ

1/10･50
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,
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▽２FL　 +7.150

▽１FL　 +3.350

断面詳細図　　1/50

4
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,
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　　　H=100

　　無筋コンクリート t=360（撤去）

平面詳細図　　1/50
300
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,
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▽２FL　 +7.150

▽１FL　 +3.350

断面詳細図　　1/50

4
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Ｃ
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,
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Ｂ

　　無筋コンクリート t=370（撤去）

壁：躯体（撤去）

1
5
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7
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4
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3
5

1
1
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3
0

300

300

Ｂ
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壁：躯体（新設）

カッター入れ

4,550

3,950

3,950

4,550

3,950

3,950

1F-12

1F-12

30 150 35 115

75 40

梁型：モルタル t=25（撤去）

　　無筋コンクリート t=370（撤去）

30 150 110 40

2
5

部分詳細図　　1/10

4
0
0

3
0

3
7
0

1
0
0

▽１FL　 +3.350

9,000

４

３

2
5

部分詳細図　　1/10

4
0
0

3
0

3
7
0

▽１FL　 +3.350

30

壁：躯体（新設）

壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）

４

9,000
３

壁：コンクリート打放（Ｂ）
　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）

　　　ＥＰ（撤去）

　　60*25@450(撤去)
　　ロックウール t=25打込(撤去)
　　ポリエチレンフィルム敷込(撤去)
　　躯体（撤去）

壁：有孔アスベストボード t=6(撤去)
壁：躯体（撤去）
　　モルタル塗り（撤去）
　　アクリルリシン吹付（撤去）
　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）

４

３
9,000

Ａ断面詳細図　　1/50

150
35 30

115

　　無筋コンクリート t=370（撤去）

４

３
9,000

Ａ断面詳細図　　1/50

30
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10
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壁：躯体（新設）

壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）

壁：コンクリート打放（Ｂ）
　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）

壁：躯体（撤去）
　　モルタル塗り（撤去）
　　アクリルリシン吹付（撤去）
　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）

 ＲＣ躯体撤去部を示す。

 は仕上・下地撤去範囲を示す。

 既存仕上、躯体の
 カッターによる切断位置

凡例

 既存建具廻りシーリング 10*10撤去

凡例

 ＲＣ躯体新設部を示す。

 は仕上・下地新設範囲を示す。

 シーリングを示す。
 ＰＵ－２（２５×２０）

 新設建具廻りシーリング(MS-2) 10*10新設

令和 ４年 ３月
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　　躯体（撤去）

　　ポリエチレンフィルム敷込(撤去)
　　ロックウール t=25打込(撤去)
　　60*25@450(撤去)
壁：有孔アスベストボード t=6(撤去)

（石綿含有）

（石綿含有）

（石綿含有）

（石綿含有）

床：モルタル t=30 床用塗料（撤去）

床：モルタル t=30 床用塗料（撤去）

床：モルタル t=30 床用塗料（撤去）

床：モルタル t=30 床用塗料（撤去）

巾木：モルタル t=25 床用塗料（撤去）巾木：モルタル t=25 床用塗料（撤去）
　　躯体（撤去）

壁：有孔アスベストボード t=6(撤去)
　　60*25@450(撤去)
　　ロックウール t=25打込(撤去)
　　ポリエチレンフィルム敷込(撤去)

（石綿含有）

梁型：モルタル t=25（撤去）

柱型：モルタル t=25（撤去）
　　　ＥＰ（撤去）

カッター入れ

巾木：モルタル t=25 床用塗料（撤去）
　　　H=100

　　　ＥＰ（撤去）

コンクリート打放（Ｂ）（新設）

脱着式防水板（１）（新設）

電動ステンレスシャター（新設）

　　躯体（新設）
壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）

ポンプ室

ポンプ室

ポンプ室 ポンプ室

ポンプ室

ポンプ室 ポンプ室 ポンプ室

　　　H=100　　　H=100

250 10
40

改修部雑詳細図（１９）〈1F-12　O/N〉
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タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　
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事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

改　修　前

平面詳細図　　1/50

Ｏ

Ｎ

1/10･50

300

300
9
,
0
0
0

300

300

２ １

7,000

400 2,000 1,600 2,000 400

475

1
5
0

2
5

3
0

1
2
5

2F-1

2F-1

6,400

断面詳細図　　1/50

▽２FL　 +7.150

▽３FL　+11.650

4
,
5
0
0

8
5
0

3
,
6
5
0

開口：W350×H350

カッター入れ

400350

平面詳細図　　1/50
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断面詳細図　　1/50

▽２FL　 +7.150
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4
,
5
0
0

8
5
0

3
,
6
5
0

開口：W350×H350
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1,125 2,875

壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）
　　躯体（新設）

壁：躯体（新設）

壁：モルタル（撤去）
　　躯体（撤去）

6,400

6,400

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

アルミ製建具（撤去）

アルミ製建具(撤去)

アルミ水切り(撤去)

シーリング(撤去)

改　修　後
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,
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0
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Ｂ
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30 150 25 125

4
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2
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Ａ

Ｂ
7,450

30 150 25 125

壁：コンクリート打放（Ｂ）
　　躯体（新設）

2
,
0
0
0

　　躯体（撤去）
　　ＥＰ（撤去）
壁：モルタル（撤去）

シーリング（撤去）

アルミ水切り（撤去）

アルミ製建具（撤去）

壁：躯体（撤去）
　　モルタル塗り（撤去）
　　アクリルリシン吹付（撤去）
　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）

部分詳細図　　1/10

部分詳細図　　1/10
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壁：躯体（新設）

壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）

壁：モルタル（撤去）

2
,
0
0
0

Ａ

　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）
壁：コンクリート打放（Ｂ）

　　躯体（撤去）
　　ＥＰ（撤去）

　　アクリルリシン吹付（撤去）
　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）

　　モルタル塗り（撤去）
壁：躯体（撤去）

アルミ製建具（撤去）

アルミ水切り(撤去)

3
,
6
5
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Ｂ
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Ａ断面詳細図　　1/50

Ａ

Ｂ
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Ａ断面詳細図　　1/50
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25 30
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25 30
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25 30
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壁：躯体（新設）

Ａ

　　躯体（撤去）
　　ＥＰ（撤去） アルミ水切り(撤去)

壁：躯体（撤去）
　　モルタル塗り（撤去）
　　アクリルリシン吹付（撤去）
　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）

壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）

　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）
壁：コンクリート打放（Ｂ）
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壁：コンクリート打放（Ｂ）
　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）
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シーリング(撤去) シーリング(撤去)

Ｂ断面詳細図　　1/50

Ｂ断面詳細図　　1/50

凡例

 ＲＣ躯体新設部を示す。

 は仕上・下地新設範囲を示す。

 シーリングを示す。
 ＰＵ－２（２５×２０）

 新設建具廻りシーリング(MS-2) 10*10新設

 ＲＣ躯体撤去部を示す。

 は仕上・下地撤去範囲を示す。

 既存仕上、躯体の
 カッターによる切断位置

凡例

 既存建具廻りシーリング 10*10撤去

令和 ４年 ３月

Ａ－５１

（石綿含有）

（石綿含有）

（石綿含有）

アルミ製建具（撤去）

壁：モルタル（撤去）

木製額縁 85*25(撤去)

木製額縁 85*25(撤去)

木製額縁 85*25(撤去)

木製額縁 85*25(撤去)

木製額縁 85*25(撤去)

改修部雑詳細図（２０）〈2F- 1　O/N〉

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

改　修　前Ｏ
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部分詳細図　　1/10
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平面詳細図　　1/50
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壁：躯体（撤去）

3
2
5

壁：モルタル（撤去）
　　アクリルリシン吹付（撤去）
　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）

壁：躯体（撤去）

壁：躯体（存置）

壁：ＣＢｔ=100（存置）

3
0

7
5

1
7
0

Ｄ

シーリング(撤去)

アルミ製建具(撤去)

アルミ水切り(撤去)

額縁：135*35（撤去）
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65 7546050
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カッター入れ

アルミ水切り(撤去)

アルミ製建具(撤去)

シーリング(撤去)

シーリング(撤去)

アルミ製建具(撤去)

額縁：135*35（撤去）

額縁：135*35（撤去）

壁：ＧＢ－Ｒｔ12.5（撤去）
　　ジュラククロス貼（撤去）
　　60*40＠450（撤去）

額縁：135*35（撤去）

Ａ断面詳細図　　1/50
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85 30

Ｄ

Ｃ
4,550

325 65

シーリング(撤去)

アルミ製建具(撤去)
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アルミ水切り(撤去) アルミ水切り(撤去)
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1
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=
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,
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3
7
5

2
,
0
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5

　　　ＬＧＳ下地（撤去）

　　モルタル塗り（撤去）
壁：躯体（撤去）

　　アクリルリシン吹付（撤去）
　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）

シーリング(撤去)

アルミ水切り(撤去)

アルミ製建具(撤去)

額縁：135*35（撤去）

壁：モルタル・ラスボード下地（撤去）
　　ジュラククロス貼（撤去）
　　45*40＠450（撤去）
　　躯体（撤去）

 ＲＣ躯体撤去部を示す。

 は仕上・下地撤去範囲を示す。

 既存仕上、躯体の
 カッターによる切断位置

凡例

 既存建具廻りシーリング 10*10撤去

令和 ４年 ３月

Ａ－５２

Ｂ

Ｂ

Ｂ断面詳細図　　1/50

壁：ＧＢ－Ｒｔ12.5（撤去）
　　ジュラククロス貼（撤去）

60*40＠450（撤去）

9
0
0

1
,
4
5
4

1
5
0

2
,
4
0
0

1
,
1
0
0

4
6

3
7
5

5
2
5

4
7
5

アルミ製建具（撤去）

額縁：135*35（撤去）

タタミ(工事中撤去・保管)

天井：杉柾フネンテン（撤去）

380
135

70
70

天井：杉柾フネンテン（撤去）
　　　ＬＧＳ下地（撤去）

廻縁：30*35（撤去）

天井：杉柾フネンテン（撤去）

廻縁：30*35（撤去）

　　モルタル塗り（撤去）
壁：躯体（撤去）

　　アクリルリシン吹付（撤去）
　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）

壁：躯体（撤去）
　　モルタル塗り（撤去）
　　アクリルリシン吹付（撤去）
　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）

（石綿含有）

（石綿含有） （石綿含有）

（石綿含有）

70 70 135 655

165
カッター入れ

2
,
0
2
5

C
H
=
2
,
4
0
0

45*40＠450（撤去）

壁：ＧＢ－Ｒｔ12.5（撤去）
　　ジュラククロス貼（撤去）

60*40＠450（撤去）

たたみ(工事中撤去・保管)

配管（撤去）・撤去跡補修（新設）

壁：ラスボードｔ9（撤去）
モルタル ｔ20（撤去）
ジュラククロス貼（撤去）

断面詳細図　　1/50

　　45*40＠450（撤去）
　　躯体（撤去）

壁：ラスボードｔ9（撤去）
モルタル ｔ20（撤去）

　　ジュラククロス貼（撤去）

空冷式壁掛式型ルームエアコン　冷房能力2.6KW（撤去）

平面詳細図　　1/20

ドレンホース

R φ6.35 / G φ12.7

EM-EEF 2.0-4c 1c=E

配管・配線（撤去）

室内機　W 800*H 300*D 300（17kg）
屋外機　W 800*H 800*D 300（42kg）

改修部雑詳細図（２１）〈2F- 2　O〉
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タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　
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タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　
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工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　
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浴室
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壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）

改　修　後

部分詳細図　　1/10
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　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）
壁：コンクリート打放（Ｂ）

壁：躯体（新設）

壁：ＣＢｔ=100（存置）

Ｄ
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平面詳細図　　1/20

300 3006,400
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平面詳細図　　1/50
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壁：躯体（新設）
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壁：躯体（存置）

65 50
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壁：GB-R t12.5（新設）
　　ジュラククロス貼（新設）
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1
,
9
9
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,
4
5
4

10 740

140

30 150 10 430 35

140 290

天井：化粧石膏ボード t=6（新設）
　　　ＬＧＳ下地（新設）

額縁：85*35（新設）

60*40（新設）

60*40（新設）

35*30（新設）

壁：コンクリート打放し（Ｂ)（新設）
　　ジュラククロス貼（新設） 　　ジュラククロス貼（新設）

壁：GB-R t12.5（新設）
　　ジュラククロス貼（新設）

壁：コンクリート打放し（Ｂ)（新設）

　　躯体（新設）

額縁：85*35（新設）

壁：躯体（新設）

額縁：85*35（新設）

額縁：85*35（新設）

65*35（新設）

65*35（新設）

凡例

 ＲＣ躯体新設部を示す。

 は仕上・下地新設範囲を示す。

 シーリングを示す。
 ＰＵ－２（２５×２０）

 新設建具廻りシーリング(MS-2) 10*10新設

令和 ４年 ３月
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Ａ断面詳細図　　1/50
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天井：化粧石膏ボード t=6（新設）
　　　ＬＧＳ下地（新設）

Ｄ

　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）
壁：コンクリート打放（Ｂ）

10 290
140

壁：GB-R t12.5（新設）
　　ジュラククロス貼（新設）

85*35（新設）

額縁：85*35（新設）

Ｂ断面詳細図　　1/50
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3050

85*30（新設）

60*40（新設）

85*35（新設）

ＧＢ－Ｒｔ12.5（新設）

ジュラククロス貼（新設）
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コンクリート打放し（Ｂ)（新設）
ジュラククロス貼（新設）
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Ｃ Ｃ

Ｃ断面詳細図　　1/50

Φ200（新設）
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,
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0

　　ジュラククロス貼（新設）
壁：コンクリート打放し（Ｂ)（新設）

　　躯体（新設）

7,000

300 3006,400

2,650 4,350

Ｃ
4,550

Ｃ
4,550 7,000

300 6,400

2,650 4,350

２

600

35*30（新設）
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35*30（新設）

木製額縁：85*35（新設）

木製見切 65*35（新設）

木製額縁：85*35（新設）

たたみ（再設置）

クーラーキャップ(SUS304)75用（新設）

改修部雑詳細図（２２）〈2F- 2　N〉
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縮　尺
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四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　
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壁：躯体（撤去）

アルミ製建具(撤去)

アルミ水切り(撤去)

壁：躯体（撤去）シーリング(撤去)

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

改　修　後

壁：躯体（新設）
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３
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部分詳細図　　1/10

アルミ t1.5 20*40（新設）

1
0
0

有孔アスベスト張（存置）
ロックウールｔ25打込（存置）

60*25（新設）

2
,
7
0
0

1
0
0

有孔アスベスト張（存置）

60*25（新設）

アルミ t1.5 20*40（新設）

モルタル補修（新設）

10 140

ポリエチレンフイルム敷込（存置）

コンクリート打放し（Ｂ)　（新設）

ポリエチレンフイルム敷込（存置）
ロックウールｔ25打込（存置）
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壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）

壁：躯体（新設）

　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）
壁：コンクリート打放（Ｂ）

アルミ製建具（撤去）

壁：モルタル（撤去）
　　ＥＰ（撤去）
　　躯体（撤去）

アルミ水切り(撤去)

シーリング(撤去)
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モルタル補修（新設）

モルタル補修（新設）

モルタル補修（新設）

壁：コンクリート打放（Ｂ）
　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）
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Ｂ

Ｂ

モルタル補修（新設）

モルタル補修（新設）
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1
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壁：有孔アスベストボード t=6(撤去)
　　60*25@450(撤去)
　　ロックウール t=25打込(撤去)
　　ポリエチレンフィルム敷込(撤去)

 ＲＣ躯体撤去部を示す。

 は仕上・下地撤去範囲を示す。

 既存仕上、躯体の
 カッターによる切断位置

凡例

 既存建具廻りシーリング 10*10撤去

凡例

 ＲＣ躯体新設部を示す。

 は仕上・下地新設範囲を示す。

 シーリングを示す。
 ＰＵ－２（２５×２０）

 新設建具廻りシーリング(MS-2) 10*10新設
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壁：躯体（新設）

　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）
壁：コンクリート打放（Ｂ）

アルミ製建具（撤去）

壁：モルタル（撤去）
　　ＥＰ（撤去）
　　躯体（撤去）

アルミ水切り(撤去)

シーリング(撤去)

　　アクリルリシン吹付（撤去）
　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）

　　モルタル塗り（撤去）
壁：躯体（撤去）
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モルタル補修（新設）
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Ｂ断面詳細図　　1/50

Ｂ断面詳細図　　1/50

壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）
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部分詳細図　　1/10

シーリング（撤去）

アルミ製建具（撤去）

アルミ水切り（撤去）
壁：有孔アスベストボード t=6(撤去)
　　60*25@450(撤去)
　　ロックウール t=25打込(撤去)
　　ポリエチレンフィルム敷込(撤去)
　　躯体（撤去）

1
0
0

1
0
0

壁：躯体（撤去）
　　モルタル塗り（撤去）
　　アクリルリシン吹付（撤去）
　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）

壁：有孔アスベストボード t=6(撤去)
　　60*25@450(撤去)
　　ロックウール t=25打込(撤去)
　　ポリエチレンフィルム敷込(撤去)
　　躯体（撤去）

（石綿含有）

（石綿含有）

（石綿含有）

　　アクリルリシン吹付（撤去）
　　モルタル塗り（撤去）
壁：躯体（撤去）

（石綿含有）
　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）

（石綿含有）

（石綿含有）

木製額縁 85*25 ＯＰ(撤去)

木製額縁 85*25 ＯＰ(撤去) 木製額縁 85*25 ＯＰ(撤去)

木製額縁 85*25 ＯＰ(撤去)

（石綿含有）

（石綿含有）

壁：コンクリート打放（Ｂ）（新設）

木製額縁 85*25 ＯＰ(撤去)

改修部雑詳細図（２３）〈2F- 4　O/N〉
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塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　
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　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）
　　アクリルリシン吹付（撤去）
壁：モルタル塗り（撤去）
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日新技術コンサルタント
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　　ポリエチレンフィルム敷込(撤去)
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部分詳細図　　1/10
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　　ポリエチレンフィルム敷込(撤去)
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カッター入れ

アルミ t1.5 20*40（新設）

壁：モルタル補修（新設）
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アルミ製建具（新設）
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 ＲＣ躯体撤去部を示す。

 は仕上・下地撤去範囲を示す。

 既存仕上、躯体の
 カッターによる切断位置

凡例

 既存建具廻りシーリング 10*10撤去

凡例

 ＲＣ躯体新設部を示す。

 は仕上・下地新設範囲を示す。

 シーリングを示す。

 新設建具廻りシーリング(MS-2) 10*10新設
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　　60*25@450(撤去)
壁：有孔アスベストボード t=6(撤去)

　　ロックウール t=25打込(撤去)
　　ポリエチレンフィルム敷込(撤去)

Ａ断面詳細図　　1/50
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　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）
壁：モルタル塗り（新設）

壁：モルタル補修（新設）
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壁：モルタル塗り（撤去）

壁：モルタル塗り（新設）
　　の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）

　　アクリルリシン吹付（撤去）
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シーリング(新設)
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　　アクリルリシン吹付（撤去）
　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）
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　　防水形外装薄塗材Ｅ塗り（撤去）
　　アクリルリシン吹付（撤去）
壁：モルタル塗り（撤去）
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塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　
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凡例

 ＲＣ躯体新設部を示す。

 は仕上・下地新設範囲を示す。

 シーリングを示す。

 新設建具廻りシーリング(MS-2) 10*10新設
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部分詳細図　　1/10

シーリング（撤去）

アルミ製建具（撤去）

アルミ水切り（撤去）

　　ポリエチレンフィルム敷込(撤去)
　　ロックウール t=25打込(撤去)
　　60*25@450(撤去)
壁：有孔アスベストボード t=6(撤去)

1
1
5

1
8
5

8
5
0

3
,
6
5
0

1
,
0
5
0

1
8
5

Ａ

Ｂ
7,450

300

断面詳細図　　1/50

▽２FL　 +7.150

▽３FL　+11.650

4
,
5
0
0

平面詳細図　　1/50

300

300

300

Ａ

Ｂ

7
,
4
5
0

8,400

8
5
0

3
,
6
5
0

9,000

8,400

9,000

8,400

155 155

105 105
アルミ水切り(撤去)

アルミ製建具(撤去)
シーリング(撤去)

1
5
0

1
1
5
3
5

3
0

額縁 85*25(撤去)

壁：有孔アスベストボード t=6(撤去)

カッター入れ

　　60*25@450(撤去)
　　ロックウール t=25打込(撤去)
　　ポリエチレンフィルム敷込(撤去)
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 ＰＵ－２（１０×１０）
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改　修　後

 ＲＣ躯体撤去部を示す。

 は仕上・下地撤去範囲を示す。

 既存仕上、躯体の
 カッターによる切断位置

凡例

 既存建具廻りシーリング 10*10撤去
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 ＲＣ躯体撤去部を示す。

 は仕上・下地撤去範囲を示す。

 既存仕上、躯体の
 カッターによる切断位置

凡例

 既存建具廻りシーリング 10*10撤去

凡例

 ＲＣ躯体新設部を示す。

 は仕上・下地新設範囲を示す。
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 新設建具廻りシーリング(MS-2) 10*10新設
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 ＲＣ躯体撤去部を示す。

 は仕上・下地撤去範囲を示す。

 既存仕上、躯体の
 カッターによる切断位置

凡例
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令和 ４年 ３月
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30 135 30

1,365

3,970

4,020

4,540

水圧方向 水圧方向 水圧方向

4
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,
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5
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,
5
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0

4
0

4
0

3
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420

188

168

金属拡張系アンカー
Ｍ１０ ＠５００以内

止水ゴム

パネル

水圧方向

インサイドレール

1
0
9

排水パイプφ２０（新設）
ＶＰ管　Ｌ＝６８０

排水パイプφ２０（新設）
ＶＰ管　Ｌ＝６８０

ステンレスコーナーアングル（新設）
Ｌ－３０×３０×３

ステンレスコーナーアングル（新設）
Ｌ－３０×３０×３

1
,
5
5
0

5
0

1
,
5
0
0

4
0

4
0

3
5

4
5

止水ゴム

パネル

水圧方向

440

68 372

30 312 30

金属拡張系アンカー
Ｍ１０ ＠５００以内

止水ゴム

インサイドレール

ステンレスコーナーアングル（新設）
Ｌ－３０×３０×３

装着時断面図　　　　1/5

サイドレール

 脱着式　防水板機　種

防　水　板　製　品　仕　様

有効開口

 防水板：アルミパネル(アルマイト処理)

 サイドレール：ＳＵＳ３０４　ＨＬ　ｔ＝２．０ｍｍ

 インサイドレール：ＳＵＳ３０４　ＨＬ　ｔ＝３．０ｍｍ

 床カバー：ＳＵＳ３０４　ＨＬ　ｔ＝２．０ｍｍ

 ２０Ｋｇ／枚　以下

 ０．０２ｍ3／ｍ2・ｈ

 ・全ての材料は紙などの耐水性の悪い材料は使用しない。

 ・たわみ　１／３００以下

仕　　上

パネル重量

許容漏水量

特　　記

 １，５００ｍｍ防水高さ

 Ｗ３，９７０

平常時平面図　　　　1/5装着時平面図　　　　1/5

止水ゴム

止水ゴム 握手
蓋

70 17070210

サイドレール

脱着式　防水板（１）

脱着式　防水板（１）

雑詳細図（１）

Ａ－５９

4
0

4
0

3
5

4
5

440

68 372

30 312 30

金属拡張系アンカー
Ｍ１０ ＠５００以内

蓋

クッションゴム

105 102 105

Ｌ－３０×３０×３
ステンレスコーナーアングル（新設）

70

100

182

132

4
0

4
0

3
5

4
5

420

188

168

金属拡張系アンカー
Ｍ１０ ＠５００以内

蓋

クッションゴム

35 102 45

Ｌ－３０×３０×３
ステンレスコーナーアングル（新設）

平常時断面図　　　　1/5

平常時断面図(インサイドレール部)　　　　1/5

5
0

1
,
5
0
0

4
0
0

防水板平面図　　1/50

防水板姿図　　1/50

1/5.50

1
2
9

3
1

2
5
0

1
0
0

1
3
0

2
0

4
2
0

2
5
0

3
5
0

7
0

1
0
0

1
3
0

2
0

1
6
8

1
8
2

1
2
9

3
1

205 85 95 95

天端：コンクリート直均し（新設） 天端：コンクリート直均し（新設）

コンクリート袖壁（新設）

コンクリート袖壁（新設）

コンクリート袖壁（新設）

コンクリート袖壁（新設）

床：モルタル t=30（新設）
　　床用塗料（新設）

無筋コンクリート t=370（新設）

床：モルタル t=30（新設）
　　床用塗料（新設）

床：モルタル t=30（新設）
　　床用塗料（新設）

床：モルタル t=30（新設）
　　床用塗料（新設）

床：モルタル t=30（新設）
　　床用塗料（新設）

床：モルタル t=30（新設）
　　床用塗料（新設）

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



1,365

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

令和 ４年 ３月

 床カバー：ＳＵＳ３０４　ＨＬ　ｔ＝２．０ｍｍ

 ２０Ｋｇ／枚　以下

 ０．０２ｍ3／ｍ2・ｈ

 ・全ての材料は紙などの耐水性の悪い材料は使用しない。

 ・たわみ　１／３００以下

パネル重量

許容漏水量

特　　記

 Ｗ８４５

 脱着式　防水板機　種

防　水　板　製　品　仕　様

有効開口

 防水板：アルミパネル(アルマイト処理)

 サイドレール：ＳＵＳ３０４　ＨＬ　ｔ＝２．０ｍｍ

 １，５００ｍｍ防水高さ

仕　　上

200 1,030 135

25 980 25
30

0

10
0

12
2

20

20
0

58

70130 95 65

サイドレール

パネル

水圧方向

200 1,030 135

25 980 25

30
0

10
0

12
2

20

20
0

58

70130 95 65

サイドレール

水圧方向

握手

蓋

装着時平面図　　　　1/5

装着時平面図　　　　1/5

1,365

脱着式　防水板（２）

雑詳細図（２）

脱着式　防水板（２）

Ａ－６０

1,
55
0

50
1,
50

0
35

45

50
30

水圧方向

金属拡張系アンカー
Ｍ１０ ＠５００以内

止水ゴム

止水ゴム

パネル

サイドレール

12258 120

300

100200

装着時断面図　　　　1/5

35
45

50
30

金属拡張系アンカー
Ｍ１０ ＠５００以内

12258 120

300

100200

クッションゴム

蓋

平常時断面図　　　　1/5

225 980 135
25

300

4
0
0

1
,
5
0
0

5
0

2
6
0 4
0

2
6
0

防水板姿図　　1/50

防水板平面図　　1/50

脱着式　防水板（２）

脱着式　防水板（２）

1/5.50

天端：コンクリート直均し（新設）

コンクリート袖壁（新設）

コンクリート袖壁（新設）

床：モルタル t=30（新設）

床：モルタル t=30（新設）

　　床用塗料（新設）

無筋コンクリート t=370（新設）

床：モルタル t=30（新設）

天端：コンクリート直均し（新設）

コンクリート袖壁（新設）

コンクリート袖壁（新設）

天端：コンクリート直均し（新設）

コンクリート袖壁（新設）

コンクリート袖壁（新設）

天端：コンクリート直均し（新設）

コンクリート袖壁（新設）

コンクリート袖壁（新設）

床：モルタル t=30（新設）

　　床用塗料（新設） 床：モルタル t=30（新設）

　　床用塗料（新設）

床：モルタル t=30（新設）

　　床用塗料（新設）

床：モルタル t=30（新設）

　　床用塗料（新設）

床：モルタル t=30（新設）
　　床用塗料（新設）

無筋コンクリート t=370（新設）

　　床用塗料（新設）

無筋コンクリート t=370（新設）

　　床用塗料（新設）
無筋コンクリート t=370（新設）

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

令和 ４年 ３月

 床カバー：ＳＵＳ３０４　ＨＬ　ｔ＝２．０ｍｍ

 ２０Ｋｇ／枚　以下

 ０．０２ｍ3／ｍ2・ｈ

 ・全ての材料は紙などの耐水性の悪い材料は使用しない。

 ・たわみ　１／３００以下

パネル重量

許容漏水量

特　　記
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水圧方向

パネル

握手
蓋

サイドレール

サイドレール

 Ｗ８４５

 脱着式　防水板機　種

防　水　板　製　品　仕　様

有効開口

 防水板：アルミパネル(アルマイト処理)

 サイドレール：ＳＵＳ３０４　ＨＬ　ｔ＝２．０ｍｍ

 １，５００ｍｍ防水高さ

仕　　上

70130

25 70

70130

25 70

装着時平面図　　　　1/5

平常時平面図　　　　1/5

1,190

1,190

水圧方向
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130 122 133

100 113172

2588
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金属拡張系アンカー
Ｍ１０ ＠５００以内

止水ゴム

止水ゴム

パネル

装着時断面図　　　　1/5

サイドレール

385

130 122 133

100 113172

2588

4
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5
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5

床：モルタル充填（新設）
　　モルタル金ごて（新設）
　　クリンカータイル □150（新設）

金属拡張系アンカー
Ｍ１０ ＠５００以内

蓋

クッションゴム

平常時断面図　　　　1/5

床：モルタル（新設）
　　クリンカータイル □150（新設）

床：モルタル（新設）
　　クリンカータイル □150（新設）

床：モルタル（新設）
　　クリンカータイル □150（新設）

床：モルタル（新設）
　　クリンカータイル □150（新設）

床：モルタル（新設）
　　クリンカータイル □150（新設）

改　修　前

改　修　後

25 700
15

120

50 1,190 60

120

50 1,190 60

コンクリート打放（Ｂ）（新設）

コンクリート直均し（新設）

床：モルタル（新設）
　　クリンカータイル □150（新設）

床：モルタル（新設）
　　クリンカータイル □150（新設）

コンクリート打放（Ｂ）（新設）

120

50 1,190 60 25 700
15

601,19050

120

床：モルタル t=40（撤去）

　　磁器質タイル（撤去）
床：モルタル t=40（撤去）

　　磁器質タイル（撤去）

　　無筋コンクリート t=360（撤去）

　　無筋コンクリート t=360（撤去）

壁：モルタル t=30（撤去）

カッター入れカッター入れ

カッター入れ

２

Ｃ ２

Ｃ ２

２

ＰＳ

ＰＳ

玄関ホール

ポンプ室

ポンプ室

ポンプ室

玄関ホール ポンプ室

玄関ホール

1/5.50

1/50

1/50

脱着式　防水板（３）
脱着式　防水板（３）

Ａ－６１

脱着式　防水板（３）（新設）

脱着式　防水板（３）（新設）

脱着式　防水板（３）（新設）

天端：コンクリート直均し（新設）

コンクリート袖壁（新設）

コンクリート袖壁（新設）

天端：コンクリート直均し（新設）

コンクリート袖壁（新設）

コンクリート袖壁（新設）

天端：コンクリート直均し（新設）

コンクリート袖壁（新設）

コンクリート袖壁（新設）

天端：コンクリート直均し（新設）

コンクリート袖壁（新設）

コンクリート袖壁（新設）

壁：モルタル t=30 ゾラコート吹付（撤去）
 ゾラコート吹付（撤去）

玄関ホール

巾木：テラゾブロック（撤去）
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1
0
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5
0

7
5

325 360

325 360

壁躯体（撤去）

無筋コンクリート（新設）
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5

壁：躯体（撤去）

壁：躯体（新設）
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6
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Ｏ
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雑詳細図（３）〈1F-13　O/N〉
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玄関ホール

巾木：テラゾブロック（撤去）
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0

4
0

 は仕上・下地新設範囲を示す。

凡例

 ＲＣ躯体新設部を示す。

 シーリングを示す。
 ＰＵ－２（２５×２０）

 新設建具廻りシーリング(MS-2) 10*10新設

 は　市　単費工事範囲を示す。
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玄関ホール

 は仕上・下地新設範囲を示す。

凡例

 ＲＣ躯体新設部を示す。

 シーリングを示す。
 ＰＵ－２（２５×２０）

 新設建具廻りシーリング(MS-2) 10*10新設

 は　市　単費工事範囲を示す。
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012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



25
15

35
12

0

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

令和 ４年 ３月1/5

Ａ－６２

30
30

0
10

75 500 75

25 1535 25 3515

コンクリート打放（Ｂ）
の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）アルミ水切り（新設）

コンクリート打放（Ｂ）（新設）

シーリング（ＭＳ－２）10×10（新設）

65 25
25

15

80

30
10
0

100 120 70

2,
00

0

コンクリート打放（Ｂ）
の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）

ＳＵＳ３０４ ｔ＝１．５（新設）

モルタル充填（新設）

モルタル充填（新設）

シーリング（ＭＳ－２）１０×１０（新設）

20090065

25 25 110 251525 15 25

30
25

0
10

70
12

0
10

0

シーリング（ＰＵ－２）
１０×１０（新設）

床：モルタル金ごて（新設）

シーリング（ＭＳ－２）１０×１０（新設）

モルタル充填（新設）

の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）
コンクリート打放（Ｂ）

コンクリート打放（Ｂ）（新設）

6572565

25 251525 15 25

40
1,

80
0

65
55

25
25

15

　　ビニル床シート（新設）

床見切りＳＵＳ３０４ ｔ＝１．５（新設）

床：モルタル（新設） 床：モルタル金ごて（新設）

65 120

床：モルタル（新設）

モルタル（新設）

モルタル補修（新設）

60*25（新設）

11
5

40
60

15

モルタル（新設）
防水型外装薄塗材（新設）

モルタル充填（新設）

シーリング（ＰＵ－２）１０×１０（新設）

シーリング（ＭＳ－２）１０×１０（新設）

100
70

1,
65

0

95
0

25
0

45
0

□-125*75*2.3（新設）

150
35 30

モルタル補修（新設）

60*25（新設） アルミ水切り（新設）

モルタル充填（新設）

シーリング（ＭＳ－２）１０×１０（新設）

100

98
0

25

23
5

1
1
5

2
0
1
0
0 1
5

1
5

防火ダンパー（新設）

アルミ製建具（新設）

縦防水アルミ製ガラリ（新設）

15
5

ポリエチレンフイルム敷込（存置）
ロックウールｔ25打込（存置）
有孔アスベスト張（存置）

3
0

1
0
0

2
5

モルタル（新設）
防水型外装薄塗材（新設）

有孔アスベスト張（存置）
ロックウールｔ25打込（存置）
　ポリエチレンフイルム敷込（存置）

70
10

0
47

.5

30
15

0
35

モルタル（新設）
防水型外装薄塗材（新設）

105 105

50 40 40 501515

□-75*45*2.3（新設）

モルタル補修（新設）

60*25（新設）

　ポリエチレンフイルム敷込（存置）
ロックウールｔ25打込（存置）
有孔アスベスト張（存置）

155 2,540 155

100 55 55 100

シーリング（ＰＵ－２）
１０×１０（新設） モルタル充填（新設）

シーリング（ＭＳ－２）１０×１０（新設）

30
15

0
35

モルタル（新設）
防水型外装薄塗材（新設）

105 105

50 40 40 501515

シーリング（ＰＵ－２）
１０×１０（新設） モルタル充填（新設）

シーリング（ＭＳ－２）１０×１０（新設）

モルタル補修（新設）

60*25（新設）

有孔アスベスト張（存置）
ロックウールｔ25打込（存置）
　ポリエチレンフイルム敷込（存置）

155 2,540 155

100 55 55 100

25 2,570 25

40 50 800 50 795 40
795

15 15

防火ダンパー（新設）

縦防水アルミ製ガラリ（新設） アルミ水切り（新設）

10
0

10
0

70

55

3030010

19
5

12
5 25

85
15

70 70

コンクリート打放（Ｂ）
の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）

アルミ水切り（新設）

コンクリート打放（Ｂ）
の上防水形外装薄塗材Ｅ（新設）

モルタル（新設）

モルタル（新設）

防火ダンパー（新設）

60
0

アルミ製ガラリ（新設）

（新設）
シーリング（ＭＳ－２）10×10

シーリング（ＭＳ－２）10×10

シーリング（ＰＵ－２）25×20
（新設）

（新設）

コンクリート打放（Ｂ）（新設）

コンクリート打放（Ｂ）（新設）

ＡＧ－１　建具詳細図 1/10

1/10 1/10

1/10ＡＧ－２　建具詳細図

ＬＤ－１　建具詳細図

165

120 90

9
0

1
2
0

10

100 150 100

　　ビニル床シート（新設）
床：モルタル（新設）

7
5
2
5

1
5
0

2
5
7
5

1
0

6
5

7
5

ＳＳＤ－１　建具詳細図

断面詳細図　　　1/10
平面詳細図　　　1/10

平面詳細図　　　1/10断面詳細図　　　1/10

断面詳細図　　　1/10

平面詳細図(下段)　　　1/10

平面詳細図(上段)　　　1/10

平面詳細図　　　1/10

断面詳細図　　　1/10

100

1
0
0

1
0
0

7
0

7
0

防火ダンパー（新設）

100

モルタル（新設）

モルタル（新設）

アルミ t1.5 15*30（新設）

アルミ t1.5 15*30（新設）

アルミ t1.5 15*30（新設）

アルミ t1.5 15*30（新設）

雑詳細図（４）

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



たて樋　130A（SUS製）新設

Ｄ

マンホール鉄蓋　ＭＷＢ－Ｓ－６００（角）

放流管 φ100

小型合併浄化槽
　FRP製 5人槽

　浄化槽用ブロワ付属
　（別図 0901 参照）

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/10･50 令和 ４年 ３月

雑詳細図（５）

Ａ－６３

放流管 φ100

　FRP製 5人槽
小型合併浄化槽

放流管 φ100

　FRP製 5人槽
小型合併浄化槽

940 940 940 940

9
4
0

9
4
0

8
0

8
0

カッター切

コンクリート斫り

鋳鉄マンホール蓋　Φ600（撤去）
ボルトロック式　密閉型（防水・防臭型）　耐内圧型
鋳鉄マンホール蓋　Φ600（新設）

コンクリート直均し（新設）

カッター切

コンクリート斫り

鋳鉄マンホール蓋　Φ600（撤去）

コンクリート直均し（新設）

鋳鉄マンホール蓋　Φ600（新設）
ボルトロック式　密閉型（防水・防臭型）　耐内圧型

940 940 940 940

ボルトロック式　密閉型（防水・防臭型）　耐内圧型

樹脂系塗装

６－Ｍ１２×４０

600

8
0

9
4
0

940

放流管 ＶＰΦ100（既設)

フラップ弁 ＶＰΦ100（新設)

 ＶＰΦ100（新設)

 ＶＰΦ100（新設)

フラップ弁 ＶＰΦ100（新設)

 ＶＰΦ100（新設)

 ＶＰΦ100（新設)

排水溝（既存）

樹脂系塗装

蓋：ＦＣＤ５００

枠：ＦＣ２００

パッキン：クロロプレン

電気亜鉛めっき,φ5×500

鎖：ＳＷＲＭ

ボルト：ＳＵＳ３０４

袋ナット：ＳＵＳ３０４，Ｍ１２
座金：ＳＵＳ３０４，Ｍ１２

溶融亜鉛めっき・８－Ｍ１２×２００
フックボルト：ＳＳ４００

1/10

1/10・50浄化槽マンホール蓋改修・放流管フラップ弁取付詳細図

補機室

排水溝（既存）

フラップ弁 ＶＰΦ50（新設)

排水管 ＶＰΦ50（既設)

玄関ポーチくつふきマット排水管・フラップ弁取付詳細図1/501/50

7
7
0

4
,
9
5
0

▽PT２　+17.370

▽R2SL　+16.600

▽R1SL　+11.650

7
7
0

4
,
9
5
0

▽R1SL　+11.650

▽PT２　+17.370

▽R2SL　+16.600 1
5
0

2
,
0
5
0

1
1
2

750
225

255

900 325
225

225 900

600 300

25 575
モルタル（新設）

1
,
0
5
0

ＲＤ　Φ100（既設）
ＲＤ　Φ100（既設）

ＲＤ　Φ100（既設）

２

2
,
0
5
0

1
,
0
5
0

7
7
0

4
,
9
5
0

225 900

25

２

300 600

275

たて樋　ＶＰΦ120A（撤去）

よび樋　ＶＰΦ100A（撤去）

シーリング　20*10（新設）

躯体穿孔 Φ200（新設）

シーリング　20*10（新設）

ＲＤ　Φ100（存置）

ＲＤ　Φ100（存置）

雨水桝（撤去）

たて樋　ＶＰΦ120A（撤去）

雨水桝（撤去）

1
6
,
4
4
0

4
0
0

▽１FL　 +3.350

▽R1SL　+11.650

▽R2SL　+16.600

▽PT２　+17.370

1
,
3
5
0

1
,
9
0
3

▽ＧＬ　 +1.447

2
,
4
1
6

(▽ＧＬ　 +0.930)

5
1
7

8
,
3
0
0

▽１FL　 +3.350

▽ＧＬ　 +1.447

(▽ＧＬ　 +0.930)

4
0
0

1
,
9
0
3

5
1
7

たて樋　ＶＰΦ150A

（撤去）

たて樋詳細図（改修前） たて樋詳細図（改修後）

Ｄ
通

側

Ａ
通

側
2
,
4
2
0

1
6
,
4
4
0

2
,
4
1
6

8
,
3
0
0

1
,
9
0
3

5
1
7

Ｄ
通

側

Ａ
通

側
2
,
4
2
0

▽１FL　 +3.350

▽ＧＬ　 +1.447

(▽ＧＬ　 +0.930)

1
6
,
4
4
0

1
,
9
0
3

2
,
4
1
6

5
1
7

8
,
3
0
0

(▽ＧＬ　 +0.930)

▽ＧＬ　 +1.447

▽１FL　 +3.350

Ａ

たて樋　100A（SUS製）（新設）

900 225

300 600

４

たて樋　100A（SUS製）（新設）

ＲＤ　Φ100（既設）

たて樋　100A（SUS製）（新設）

たて樋　100A（SUS製）（新設）

たて樋　100A（SUS製）（新設）

▽PT２　+17.370

▽R2SL　+16.600

7
7
0

4
,
9
5
0

▽R1SL　+11.650

2
,
0
5
0

たて樋　130A（SUS製）新設

モルタル（新設）

既設壁　Φ150　穿孔（新設） 既設壁　Φ150　穿孔（新設）

モルタル（新設）

シーリング(新設)

接着系アンカー　8-M12 L=120

接着系アンカー　1-M12 L=120

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



コンクリート打放

1F-4
Ｏ Ｏ Ｏ

1F-5 1F-6

Ｏ

Ｏ
1F-8

1F-9

Ｏ Ｏ Ｏ
1F-1 1F-2 1F-3

Ｏ

Ｏ

Ｏ

1F-10

1F-11

1F-12

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

1
8
,
4
5
0

2
2
5

7
,
4
5
0

6
,
0
0
0

4
,
5
5
0

2
2
5

4
,
4
5
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

1
,
8
0
0

2
,
7
5
0

7,000 9,000 9,000

１ ２ ３ ４

225

25,450

225

7,250 18,200

253,5253,725

2,975 2,200 1,625225

7,000 9,000 9,000

１ ２ ３ ４

225 225

25,450

3,025 18,2004,225

3,50025 2,775 2,700 1,800

2
,
3
0
0

事務室

ポンプ室

700900

7
,
4
5
0

6
,
0
0
0

4
,
5
5
0

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 2
2
5

2
2
5

1
8
,
4
5
0

4
,
2
2
5

3
,
6
7
5

5
,
5
5
0

5
,
0
0
0

2
,
7
7
5

2
2
5

1
,
7
0
0

1
,
0
7
5 2
2
5

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/100

改　修　前

は工事部分を示す。

凡例

PS

※
※ －－－は部位番号を示す。

－－－はＯ：改修前　Ｎ：改修後

令和 ４年 ３月

１階天井伏図　　　　1/100

発電機室

倉　庫予備室

便所 湯沸室

玄関ホール

倉庫

Ｏ
1F-13

ブラインドボックス（撤去）

ブラインドボックス（撤去）

段裏：コンクリート打放
　　　ＥＰ吹付

ＧＢ(Ｎ) t=9.5岩綿吸音板 t=9（撤去）
ＬＧＳ下地（撤去）

ＧＢ(Ｎ) t=9.5岩綿吸音板 t=9（撤去）
ＬＧＳ下地（撤去）

ＧＢ(Ｎ) t=9.5岩綿吸音板 t=9

ＧＢ(Ｎ) t=9.5岩綿吸音板 t=9

コンクリート打放

ＧＢ(Ｎ) t=9.5岩綿吸音板 t=9

ＧＢ(Ｎ) t=9.5岩綿吸音板 t=9アクリルリシン吹付

シャッターボックス（撤去）

 は仕上・下地撤去範囲を示す。

 ＲＣ躯体撤去部を示す。

コンクリート打放（撤去）

天井伏図（１）（改修前）

照明器具（撤去・工事中保管　ＡＥ工事）

照明器具（撤去・工事中保管　ＡＥ工事）

照明器具（撤去・工事中保管　ＡＥ工事）

（石綿含有）

（石綿含有）

（石綿含有）

（石綿含有）

（石綿含有）

ＧＢ(Ｎ) t=9.5岩綿吸音板 t=9（撤去）
ＬＧＳ下地（撤去）

（石綿含有）

Ａ－６４

段裏：コンクリート打放

コンクリート打放

コンクリート打放

（石綿含有）

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



予備室

Ａ
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１ ２ ３ ４
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25,450
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7,250 18,200

253,5253,725

2,975 2,200 1,625225

7,000 9,000 9,000

１ ２ ３ ４

225 225

25,450

3,025 18,2004,225

2
,
3
0
0

玄関ホール

事務室

倉　庫

ポンプ室

ＰＳ

700900

7
,
4
5
0

6
,
0
0
0

4
,
5
5
0

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 2
2
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2
2
5

1
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,
4
5
0

4
,
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3
,
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,
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5
0

5
,
0
0
0

2
,
7
7
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2
2
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1
,
7
0
0

1
,
0
7
5 2
2
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発電機室

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/100

改　修　後

倉庫

3,50025 2,775 2,700 1,800

3,900 5,100

1F-4 1F-5 1F-6

1F-8

1F-9

1F-1 1F-2 1F-3

1F-10

1F-11

1F-12
Ｎ

Ｎ

Ｎ Ｎ Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

ＮＮＮ

は工事部分を示す。

凡例

※
※ －－－は部位番号を示す。

－－－はＯ：改修前　Ｎ：改修後

令和 ４年 ３月

１階天井伏図　　　　1/100

1F-13
Ｎ

ＧＢ(Ｎ) t=9.5岩綿吸音板 t=9

ＧＢ(Ｎ) t=9.5岩綿吸音板 t=9

コンクリート打放
アクリルリシン吹付 ＧＢ(Ｎ) t=9.5岩綿吸音板 t=9

岩綿吹付 ｱ 25

コンクリート打放ＧＢ(Ｎ) t=9.5岩綿吸音板 t=9

岩綿吹付 ｱ 25

ＧＢ(Ｎ) t=9.5岩綿吸音板 t=9（新設）
ＬＧＳ下地（新設）

ＧＢ(Ｎ) t=9.5岩綿吸音板 t=9（新設）
ＬＧＳ下地（新設）

便所 湯沸室

コンクリート打放（新設）

 ＲＣ躯体新設部を示す。

 は仕上・下地新設範囲を示す。

天井伏図（２）（改修後）

Ａ－６５

照明器具（再設置　ＡＥ工事）

照明器具（再設置　ＡＥ工事）

照明器具（再設置　ＡＥ工事）

ＧＢ(Ｎ) t=9.5岩綿吸音板 t=9（新設）
ＬＧＳ下地（新設）

(1,250×200)

(1,250×200)

(1,250×200)

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　
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湯沸室

中央監視室

浴室

脱衣室

押入

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/100

改　修　前

凡例

は工事部分を示す。

Ｏ ＯＯ

Ｏ Ｏ Ｏ

Ｏ

2F-1

2F-2 2F-3

Ｏ
2F-4

2F-5 2F-6

2F-7

2F-8

PS

※
※ －－－は部位番号を示す。

－－－はＯ：改修前　Ｎ：改修後

令和 ４年 ３月

２階天井伏図　　　　1/100

階段室

ＧＢ(Ｎ) t=9.5岩綿吸音板 t=9

ＧＢ(Ｎ) t=9.5岩綿吸音板 t=9

バスリブ

ＧＢ(Ｎ) t=9.5岩綿吸音板 t=9

ＧＢ(Ｎ) t=9.5岩綿吸音板 t=9

合板 t=3

クレーンガーターレール クレーンガーターレール

 は仕上・下地撤去範囲を示す。

 ＲＣ躯体撤去部を示す。

天井伏図（３）（改修前）

Ａ－６６

杉柾フネンテン（撤去）
ＬＧＳ下地（撤去）

廻縁　30*35（撤去）

宿直室
杉柾フネンテン

空調機(壁掛)（撤去）

配管（撤去）・撤去跡補修（新設）
（石綿含有）

（石綿含有）

（石綿含有）

（石綿含有）

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



7
,
4
5
0

6
,
0
0
0

4
,
5
5
0

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 2
2
5

2
2
5

1
8
,
4
5
0

5
,
0
0
0

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

1
8
,
4
5
0

2
2
5

7
,
4
5
0

6
,
0
0
0

4
,
5
5
0

2
2
5

7,000 9,000 9,000

１ ２ ３ ４

225

25,450

225

7,250 18,200

25

7,000 9,000 9,000

１ ２ ３ ４

225 225

25,450

3,025 18,2004,225

25

1
3
,
45

0

1
,
7
0
0

9
0
0

1
,
8
7
5

3
,
0
0
0

2,875 1,350

1
,
0
7
5

8
8
5

1
,
3
9
0

9
0
0

1
,
8
2
5

2
2
5

湯沸室

宿直室

中央監視室

ＰＳＰＳ

浴室

脱衣室

押入

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/100

改　修　後

3,900 5,100

は工事部分を示す。

凡例

2F-1

2F-2 2F-3

2F-4

2F-5 2F-6

2F-7

2F-8

Ｎ Ｎ Ｎ

Ｎ

Ｎ

ＮＮＮ

※
※ －－－は部位番号を示す。

－－－はＯ：改修前　Ｎ：改修後

令和 ４年 ３月

２階天井伏図　　　　1/100

天井伏図（４）（改修後）

ＧＢ(Ｎ) t=9.5岩綿吸音板 t=9

ＧＢ(Ｎ) t=9.5岩綿吸音板 t=9

バスリブ

ＧＢ(Ｎ) t=9.5岩綿吸音板 t=9

ＧＢ(Ｎ) t=9.5岩綿吸音板 t=9

合板 t=3

クレーンガーターレール クレーンガーターレール

 ＲＣ躯体新設部を示す。

 は仕上・下地新設範囲を示す。

Ａ－６７

杉柾フネンテン

杉柾フネンテン

ＬＧＳ下地（新設）
化粧石膏ボード t=6（新設）

廻縁　30*35（新設）

　30*35（新設）

階段室

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



２階　平面図　　　　1/200

１階　平面図　　　　1/200

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

ＰＳＰＳ

押入

25,000

7,000 9,000 9,000

1
8
,
0
0
0

7
,
4
5
0

6
,
0
0
0

4
,
5
5
0

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

25,000

7,000 9,000 9,000

１ ２ ３ ４

1
8
,
0
0
0

7
,
4
5
0

6
,
0
0
0

4
,
5
5
0

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１ ２ ３ ４

２Ｆ－Ａ ２Ｆ－Ｂ ２Ｆ－Ｃ

２Ｆ－Ｄ ２Ｆ－Ｅ

中央監視室

ギャラリー

階段室

宿直室

浴室

脱衣室

湯沸室

25,000

7,000 9,000 9,000

１ ２ ３ ４

1
8
,
0
0
0

7
,
4
5
0

6
,
0
0
0

4
,
5
5
0

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

1
8
,
0
0
0

7
,
4
5
0

6
,
0
0
0

4
,
5
5
0

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

25,000

7,000 9,000 9,000

１ ２ ３ ４

２Ｆ－Ａ ２Ｆ－Ｂ ２Ｆ－Ｃ

２Ｆ－Ｄ ２Ｆ－Ｅ

ＰＳＰＳ

押入

中央監視室

ギャラリー

階段室

宿直室

浴室

脱衣室

湯沸室

ＡＷ
１

２
ＡＷ

ＡＷ ＡＷ

ＡＷ ＡＷ

ＡＧ
１

ＡＧ
１

ＡＧ
１

ＡＧ
１

ＡＧ
１

１
ＡＧ
１２

ＡＤ

１

ＳＳ

ＡＧ ＡＧ

１
ＷＤ

ＡＧ
２

ＳＳＤ

１

ＳＳＳ

１

ＡＷ
３ ５ ５

５ ５
ＡＷ
４

１

改　修　後改　修　前

建具位置図（改修前・後）

1/200

ＡＷ

ＡＤ

※

※

既設建具撤去

既存建具

ＳＳＤ

※
新設建具

１階　平面図　　　　1/200

２階　平面図　　　　1/200

１

ＬＤ

ＡＷ
５

ＡＷ
５

ＡＧ
１

２Ｆ－Ｆ

２Ｆ－Ｇ

予備室

玄関ホール

事務室

便所
湯沸室

倉　庫

ポンプ室

ＰＳ

発電機室

3
,
0
0
0

2,500

倉庫

１Ｆ－Ｃ

１Ｆ－Ｄ

１Ｆ－Ｅ

１Ｆ－Ｆ

１Ｆ－Ｈ １Ｆ－Ｉ

１Ｆ－Ｊ １Ｆ－Ｋ １Ｆ－Ｌ

１Ｆ－Ｍ

１Ｆ－Ｎ １Ｆ－Ｏ

１Ｆ－Ｐ １Ｆ－Ｑ

玄関ホール

事務室

便所
湯沸室

予備室 倉　庫

倉庫

ポンプ室

ＰＳ

3
,
0
0
0

2,500

発電機室

１Ｆ－Ｃ

１Ｆ－Ｂ

１Ｆ－Ｄ

１Ｆ－Ｅ

１Ｆ－Ｆ

１Ｆ－Ｈ １Ｆ－Ｉ

１Ｆ－Ｊ １Ｆ－Ｋ １Ｆ－Ｌ

１Ｆ－Ｍ

１Ｆ－Ｎ １Ｆ－Ｏ

１Ｆ－Ｐ １Ｆ－Ｑ

１Ｆ－Ｂ

１Ｆ－Ａ

１Ｆ－Ｇ１Ｆ－Ｇ

２Ｆ－Ｆ

２Ｆ－Ｇ

令和 ４年 ３月

Ａ－６８

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



470

建具表（１）

シャッター種 別 戸 窓 ガラ リ 紙 障子 ふす ま 網 戸建 ヘッドドア共
１． 　特 記なき 限り 外部は シリ ンダ 箱錠（ 内部 サムタ ーン ）と し内部 は本 締り付 きモ ノロ ックと する 。 　 ８． 　特記 なき 限り内 部建 具ガ ラリはイ型 とする 。（ 枠廻 り

ア ルミ ニウ ム製 Ａ 　Ｄ Ａ　 Ｇ ＡＯＤ Ａ　 Ｓ ａ　 ＷＡ　 Ｗ
詳 細に よる。 ）　　 　但 し、押 板、 押棒の 場合 は、 シリン ダ本 締りと する 。 具

鋼 製 Ｓ 　Ｄ Ｓ　 Ｇ ＳＯＤ Ｓ　 ＳＳ　 Ｗ
　 ９． 　特記 なき 限り鋼 製戸 の見 込みは４０ ｍｍと する 。２． 　パ イプス ペー ス、ダ クト スペ ースの 点検 扉の鍵 はシ リン ダ本締 り錠 （特記 なき 限り 同一キ ー） とする 。

鋼 製軽 量 Ｌ 　Ｄ Ｌ　 Ｓ通 略１ ０． 　防火 戸の 位置は 建具 配置 図による。３． 　便 所等の 施錠 を必要 とし ない 箇所は 空錠 とし、 押板 、押 棒の場 合は 錠不要 とす る。

ス テン レス 製 ＳＳ Ｄ Ｓ ＳＷ ＳＳ Ｇ ＳＳＳ１ １． 　特記 なき 限り気 密扉 ・簡 易気密扉の 吸音材 の充 填は４． 　Ａ Ｈ、Ｆ Ｈを 除きＤ Ｃの 有無 にかか わら ず出入 口に は戸 当り、 あお り止め をつ ける 。

号 Ｗ　 Ｗ木 製 Ｗ　 Ｄ Ｗ 　Ｇ Ｐ Ｈ　 　　 　行な わな いもの とす る。　　 　壁 仕上げ ボー ド類等 の場 合は 床付と する 。（但 し、 通行 に支障 のあ るもの は除 く。 ）

事 ガ 金１ ２． 　外部 アル ミ製建 具の 耐風 圧性は、Ｓ ー５と する 。 型板 ガラス Ｄ　 Ｃ　 ドアク ロー ザー　Ｆ 　　５． 　特 記なき 限り 外部に 面す るガ ラリは 防鳥 網付き とす る。

ラ
６． 　ア ルミニ ウム 製窓の 締り 金物 、排煙 口操 作レバ ーの 位置 は床か ら１ ，５０ ０以 内と する。 物　Ｐ 　　 Ａ　Ｈ 　フロ ート板 ガラ ス オー トヒ ンジ

ス
７． 　大 型、気 密鋼 製建具 はシ リン ダ本締 り錠 付きと する 。 網入 型板ガ ラス　Ｎ 　　 Ｆ　Ｈ 　 フロ アヒ ンジ略

略
項

Ｎ　 Ｐ　 Ｐ　Ｈ 　網入 みがき 板ガ ラス ピポ ット ヒンジ号 号

オーバー

その他

建具金物

符号　・　名称　・　個数

場　所

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/50

形状・寸法

符号　・　名称　・　個数

場所

仕上（枠共）

見込　　　（ランマ）

建具 硝子　　　（ランマ）

ガラリ

建具枠 見込取合　　沓摺

枠記号　沓摺（水切）記号

建具金物

その他

形状・寸法

符号　・　名称　・　個数

場所

仕上（枠共）

見込　　　（ランマ）

建具 硝子　　　（ランマ）

ガラリ

建具枠 見込取合　　沓摺

枠記号　沓摺（水切）記号

建具金物

その他

形状・寸法

建具

建具枠

見込　　　（ランマ）

硝子　　　（ランマ）

ガラリ

見込取合　　沓摺

仕上（枠共）

枠記号　沓摺（水切）記号

ＡＷ
引違い窓　連窓

１
１

ＡＷ
引違い窓　連窓

２
１

1,600 70

3,270

1,600

FL

1
,
0
0
0

1
,
5
9
0

FL

2,970

1
,
0
0
0

1
,
0
6
5

無着色陽極酸化塗装複合被膜

７０

引違い金物一式、水切、アングル

１階　事務室

Ｐ ５

無着色陽極酸化塗装複合被膜

７０

引違い金物一式、水切、アングル

Ｐ ５

１階　予備室

ガラリ　
ＡＧ
２

FL

500

防火ダンパー水切、アングル

有効開口率　35％

１階　ポンプ室

７０

無着色陽極酸化塗装複合被膜

１

1,450 70 1,450

改　修　前 改　修　後

ＡＷ
引違い窓

無着色陽極酸化塗装複合被膜

７０

引違い金物一式、水切、アングル

Ｐ ５

２階　中央監視室

FL

1
,
0
0
0

1
,
6
0
0

１
ＡＷ

無着色陽極酸化塗装複合被膜

７０

引違い金物一式、水切、アングル

Ｐ ５

２階　宿直室

FL

9
0
0

1
,
4
5
4

引違い窓　連窓 １

2,000 1,700

３ ４

建具表（改修前・後）

1
,
8
0
0

片開き扉
ＳＳＤ

１
１

900

2
,
0
0
0

１
ＳＳＳ

電動重量シャター

4,000

5
,
0
0
0

１階　ポンプ室

１２０

ＤＰ（ＦＵＥ）

１階　ポンプ室

ＤＰ（ＦＵＥ）

１階　事務室　倉庫

片開き扉
１

１
ＬＤ

３６

１２０

ＳＯＰ

725

１

ＡＧ
１

縦防水ガラリ　上部はめ殺し窓　

2,540

800 70 800 70 800

FL

無着色陽極酸化塗装複合被膜

１階　ポンプ室

水切、アングル

Ｎ ６.８

有効開口率　50％

１００

防火ダンパー

ＡＷ
辷出し窓　２段３連窓

2,540

800 70 800 70 800

8
0
0

1
0
0

8
0
0

9
0
0

1
,
7
0
0

FL

無着色陽極酸化塗装複合被膜

１階　ポンプ室上部

辷出し金物一式、水切、アングル

Ｐ ５

７０

５

ガラリ　
ＡＧ
１

４ ガラリ　
ＡＧ
２

2,540

FL 2
0
0

1
,
3
0
0

830 25 830 83025

FL 2
0
0

6
0
0

水切、アングル

１階　ポンプ室

７０

無着色陽極酸化塗装複合被膜

水切、アングル

１階　ポンプ室

７０

無着色陽極酸化塗装複合被膜

ＡＤ
片開き扉 １

1,000

2
,
0
0
0

１
電動重量シャター

ＳＳ

4,000

5
,
0
0
0

無着色陽極酸化塗装複合被膜

７０

握玉付シリンダー錠、ピポットヒンジ、ドアストパー

１階　ポンプ室

ＯＰ

１階　ポンプ室

ＷＤ
１片開きフラシュ扉

800

1
,
8
0
0

ポリ合板 ｔ 4.0

４０

１階　事務室　倉庫

１ １

握玉付空錠、丁番、ドアストッパー

１

ＡＷ
※

既設建具撤去

1
,
9
5
0

6
0
0

１

１

S＝1/100

防火ダンパー

防火設備

防火設備

防火設備 防火設備

ｔ１．５ ｔ１．５

ＳＵＳレール・まぐさ、電動装置、非常停止装置

シリンダー本締りシャッター錠、シャターケース

耐風ガイドレール
ＳＵＳ製

S＝1/100

６

ＳＳＤ

※
新設建具

４

令和 ４年 ３月

Ａ－６９

<4-44-3>に準ずる <4-22-5>に準ずる

一般丁番(3枚)・シリンダー本締鍵(レバーハンドル)

ドアクローザー(常時閉鎖)・戸当り付あおり止

一般丁番(2枚)・シリンダー本締鍵(レバーハンドル)

戸当り付あおり止

簡易気密戸

4
5
0

2
5
0

Fix Fix Fix

9
5
0

防火ダンパー

1
,
6
5
0

9
5
0

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



アスベスト管理エリア

3
,
4
3
0

1
6
,
2
3
0

1
,
0
0
0

内部工事作業スペース（不燃区画）（アスベスト管理エリア）

凡　例

単管足場＋不燃養生シート
仮設間仕切壁　Ｃ種

内部工事用通路等の床養生シート範囲

　隙間を防ぐ処置を施すこと。
・仮設間仕切壁の継目や床・天井取合い部等に隙間が生じる場合には、

　扉寸法はＷ＝８００Ｈ＝２１００とし、常時閉鎖とする。
・仮設間仕切壁に設ける扉は下地を木製とし、仕上はフレキシブル板ｔ＝４（不燃）とする。

・仮設間仕切壁の軽量鉄骨壁下地は公共建築改修工事標準仕様書 表６．７．１に準ずる。

注　記

維持管理動線

工事動線

令和 ４年 ３月
・特記なき限り工事作業スペース内の設備機器等はシートにより養生とする。

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

倉庫

発電機室

1/100

株式会社　　　　　　　

日新技術コンサルタント

設計年月日

四日市市　塩浜町 地内

令和 ３年度 公共下水道事業

工　種 設 計 者

図面番号
上下水道局

四日市市
事業主体

縮　尺

名　　称

工事場所

工 事 名

事 業 名

2
2
5

1
,
0
7
5

1
,
7
0
0

2
2
5

2
,
7
7
5

5
,
0
0
0

5
,
5
5
0

3
,
6
7
5

4
,
2
2
5

1
8
,
4
5
0

2
2
5

2
2
5

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

4
,
5
5
0

6
,
0
0
0

7
,
4
5
0

１階　平面図　　　　1/100

900 700

ＰＳ

ポンプ室
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内部工事作業スペース（不燃区画）（アスベスト管理エリア）

凡　例

単管足場＋不燃養生シート
仮設間仕切壁　Ｃ種

内部工事用通路等の床養生シート範囲

　隙間を防ぐ処置を施すこと。
・仮設間仕切壁の継目や床・天井取合い部等に隙間が生じる場合には、

　扉寸法はＷ＝８００Ｈ＝２１００とし、常時閉鎖とする。
・仮設間仕切壁に設ける扉は下地を木製とし、仕上はフレキシブル板ｔ＝４（不燃）とする。

・仮設間仕切壁の軽量鉄骨壁下地は公共建築改修工事標準仕様書 表６．７．１に準ずる。

注　記

維持管理動線

工事動線

・特記なき限り工事作業スペース内の設備機器等はシートにより養生とする。
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令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事
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日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/100

5
,
0
0
0

▽HHHWL  +5.930

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

▽HHHWL  +5.930

▽HHHWL  +5.930

は工事部分を示す。

凡例

注　記

　外部枠組本足場防音シートは防炎Ⅰ類、内部養生シートは防炎Ⅱ類とする。

・特記なき限り工事作業スペース内の実験台・設備機器等はシートにより養生とする。

・養生シート等の防炎種別は、

　扉寸法はＷ＝８００Ｈ＝２１００とし、常時閉鎖とする。

　隙間を防ぐ処置を施すこと。

・仮設間仕切壁に設ける扉は下地を木製とし、仕上はフレキシブル板ｔ＝４（不燃）とする。

・仮設間仕切壁の継目や床・天井取合い部等に隙間が生じる場合には、

・仮設間仕切壁の軽量鉄骨壁下地は公共建築改修工事標準仕様書 表６．７．１に準ずる。
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凡　例

内部工事作業スペース（不燃区画）（アスベスト管理エリア）
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・特記なき限り工事作業スペース内の設備機器等はシートにより養生とする。
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・仮設間仕切壁の軽量鉄骨壁下地は公共建築改修工事標準仕様書 表６．７．１に準ずる。
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　扉寸法はＷ＝８００Ｈ＝２１００とし、常時閉鎖とする。

・仮設間仕切壁の継目や床・天井取合い部等に隙間が生じる場合には、
　隙間を防ぐ処置を施すこと。
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凡　例

内部工事作業スペース（不燃区画）（アスベスト管理エリア）
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縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/100

▽ＬＷＬ　-5.170

▽ＭＷＬ　-4.000

▽ＨＷＬ　-2.890

ポンプ井

ポンプ室

ポンプ室

Ｂ
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▽ＧＬ　 +1.447

(▽ＧＬ　 +0.930)
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Ｏ
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Ｏ
1F-6

令和 ４年 ３月

・特記なき限り工事作業スペース内の設備機器等はシートにより養生とする。

注　記

・仮設間仕切壁の軽量鉄骨壁下地は公共建築改修工事標準仕様書 表６．７．１に準ずる。

・仮設間仕切壁に設ける扉は下地を木製とし、仕上はフレキシブル板ｔ＝４（不燃）とする。
　扉寸法はＷ＝８００Ｈ＝２１００とし、常時閉鎖とする。

・仮設間仕切壁の継目や床・天井取合い部等に隙間が生じる場合には、
　隙間を防ぐ処置を施すこと。

工事動線

維持管理動線

内部工事用通路等の床養生シート範囲

仮設間仕切壁　Ｃ種
単管足場＋不燃養生シート

凡　例

内部工事作業スペース（不燃区画）（アスベスト管理エリア）

参　考　図
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塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　
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事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/100

発電機室

倉庫

工事動線

維持管理動線

注　記

・仮設間仕切壁の軽量鉄骨壁下地は公共建築改修工事標準仕様書 表６．７．１に準ずる。

・仮設間仕切壁に設ける扉は下地を木製とし、仕上はフレキシブル板ｔ＝４（不燃）とする。
　扉寸法はＷ＝８００Ｈ＝２１００とし、常時閉鎖とする。

・養生シート等の防炎種別は、
　外部枠組本足場防音シートは防炎Ⅰ類、内部養生シートは防炎Ⅱ類とする。

・特記なき限り工事作業スペース内の実験台・設備機器等はシートにより養生とする。

・仮設間仕切壁の継目や床・天井取合い部等に隙間が生じる場合には、
　隙間を防ぐ処置を施すこと。

参　考　図

内部工事作業スペース

内部工事用通路等の床養生シート範囲

水平養生

外部枠組本足場（Ｗ９００）＋養生シート
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凡　例

仮設間仕切壁　Ｂ種

令和 ４年 ３月

単管足場＋不燃養生シート
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無石綿セメント板ｔ9.5＋不燃シート張り
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塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　
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湯沸室

宿直室

中央監視室
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浴室

脱衣室

押入

ギャラリー

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/100

階段室

令和 ４年 ３月

工事動線

維持管理動線

注　記

・仮設間仕切壁の軽量鉄骨壁下地は公共建築改修工事標準仕様書 表６．７．１に準ずる。

・仮設間仕切壁に設ける扉は下地を木製とし、仕上はフレキシブル板ｔ＝４（不燃）とする。
　扉寸法はＷ＝８００Ｈ＝２１００とし、常時閉鎖とする。

・養生シート等の防炎種別は、
　外部枠組本足場防音シートは防炎Ⅰ類、内部養生シートは防炎Ⅱ類とする。

・特記なき限り工事作業スペース内の実験台・設備機器等はシートにより養生とする。

・仮設間仕切壁の継目や床・天井取合い部等に隙間が生じる場合には、
　隙間を防ぐ処置を施すこと。

内部工事作業スペース

内部工事用通路等の床養生シート範囲

水平養生

外部枠組本足場（Ｗ９００）＋養生シート

仮設間仕切壁　Ｃ種

凡　例

仮設間仕切壁　Ｂ種

単管足場＋不燃養生シート

参　考　図
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事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/100

は工事部分を示す。

凡例

注　記

　外部枠組本足場防音シートは防炎Ⅰ類、内部養生シートは防炎Ⅱ類とする。

・特記なき限り工事作業スペース内の実験台・設備機器等はシートにより養生とする。

・養生シート等の防炎種別は、

　扉寸法はＷ＝８００Ｈ＝２１００とし、常時閉鎖とする。

　隙間を防ぐ処置を施すこと。

・仮設間仕切壁に設ける扉は下地を木製とし、仕上はフレキシブル板ｔ＝４（不燃）とする。

・仮設間仕切壁の継目や床・天井取合い部等に隙間が生じる場合には、

・仮設間仕切壁の軽量鉄骨壁下地は公共建築改修工事標準仕様書 表６．７．１に準ずる。

内部工事作業スペース

内部工事用通路等の床養生シート範囲

水平養生

外部枠組本足場（Ｗ９００）＋養生シート
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3
1
7

1
,
7
7
5

2
,
4
2
0

1F-9
Ｏ Ｏ Ｏ

1F-7 1F-8
Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ

1F-31F-21F-11F-7 2F-1 2F-5 2F-6

Ｏ
1F-6

Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ
1F-71F-41F-5

Ｏ
2F-3 2F-7 2F-2

凡　例

仮設間仕切壁　Ｂ種

令和 ４年 ３月

単管足場＋不燃養生シート
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無石綿セメント板ｔ9.5＋不燃シート張り
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設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　
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注　記

　外部枠組本足場防音シートは防炎Ⅰ類、内部養生シートは防炎Ⅱ類とする。

・特記なき限り工事作業スペース内の実験台・設備機器等はシートにより養生とする。

・養生シート等の防炎種別は、

　扉寸法はＷ＝８００Ｈ＝２１００とし、常時閉鎖とする。

　隙間を防ぐ処置を施すこと。
・仮設間仕切壁の継目や床・天井取合い部等に隙間が生じる場合には、

・仮設間仕切壁の軽量鉄骨壁下地は公共建築改修工事標準仕様書 表６．７．１に準ずる。

内部工事作業スペース

内部工事用通路等の床養生シート範囲

水平養生

外部枠組本足場（Ｗ９００）＋養生シート

仮設間仕切壁　Ｃ種

・仮設間仕切壁に設ける扉は下地を木製とし、仕上はフレキシブル板ｔ＝４（不燃）とする。
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上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　
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注　記

　外部枠組本足場防音シートは防炎Ⅰ類、内部養生シートは防炎Ⅱ類とする。

・特記なき限り工事作業スペース内の実験台・設備機器等はシートにより養生とする。

・養生シート等の防炎種別は、

　扉寸法はＷ＝８００Ｈ＝２１００とし、常時閉鎖とする。

　隙間を防ぐ処置を施すこと。
・仮設間仕切壁の継目や床・天井取合い部等に隙間が生じる場合には、

・仮設間仕切壁の軽量鉄骨壁下地は公共建築改修工事標準仕様書 表６．７．１に準ずる。

内部工事作業スペース

内部工事用通路等の床養生シート範囲

水平養生

外部枠組本足場（Ｗ９００）＋養生シート

仮設間仕切壁　Ｃ種

・仮設間仕切壁に設ける扉は下地を木製とし、仕上はフレキシブル板ｔ＝４（不燃）とする。
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事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/100

発電機室

倉庫

工事動線

維持管理動線

注　記

・仮設間仕切壁の軽量鉄骨壁下地は公共建築改修工事標準仕様書 表６．７．１に準ずる。

・仮設間仕切壁に設ける扉は下地を木製とし、仕上はフレキシブル板ｔ＝４（不燃）とする。
　扉寸法はＷ＝８００Ｈ＝２１００とし、常時閉鎖とする。

・養生シート等の防炎種別は、
　外部枠組本足場防音シートは防炎Ⅰ類、内部養生シートは防炎Ⅱ類とする。

・特記なき限り工事作業スペース内の実験台・設備機器等はシートにより養生とする。

・仮設間仕切壁の継目や床・天井取合い部等に隙間が生じる場合には、
　隙間を防ぐ処置を施すこと。

参　考　図
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工事場所
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縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/100

参　考　図

工事動線

維持管理動線

注　記

・仮設間仕切壁の軽量鉄骨壁下地は公共建築改修工事標準仕様書 表６．７．１に準ずる。

・仮設間仕切壁に設ける扉は下地を木製とし、仕上はフレキシブル板ｔ＝４（不燃）とする。
　扉寸法はＷ＝８００Ｈ＝２１００とし、常時閉鎖とする。

・養生シート等の防炎種別は、
　外部枠組本足場防音シートは防炎Ⅰ類、内部養生シートは防炎Ⅱ類とする。

・特記なき限り工事作業スペース内の実験台・設備機器等はシートにより養生とする。

・仮設間仕切壁の継目や床・天井取合い部等に隙間が生じる場合には、
　隙間を防ぐ処置を施すこと。

内部工事作業スペース

内部工事用通路等の床養生シート範囲

水平養生

外部枠組本足場（Ｗ９００）＋養生シート

仮設間仕切壁　Ｃ種
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仮設計画図（１－２）
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事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/100

発電機室

倉庫

工事動線

維持管理動線

注　記

・仮設間仕切壁の軽量鉄骨壁下地は公共建築改修工事標準仕様書 表６．７．１に準ずる。

・仮設間仕切壁に設ける扉は下地を木製とし、仕上はフレキシブル板ｔ＝４（不燃）とする。
　扉寸法はＷ＝８００Ｈ＝２１００とし、常時閉鎖とする。

・養生シート等の防炎種別は、
　外部枠組本足場防音シートは防炎Ⅰ類、内部養生シートは防炎Ⅱ類とする。

・特記なき限り工事作業スペース内の実験台・設備機器等はシートにより養生とする。

・仮設間仕切壁の継目や床・天井取合い部等に隙間が生じる場合には、
　隙間を防ぐ処置を施すこと。

参　考　図

内部工事作業スペース

内部工事用通路等の床養生シート範囲

水平養生

外部枠組本足場（Ｗ９００）＋養生シート

仮設間仕切壁　Ｃ種

ポンプ室
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凡　例

仮設間仕切壁　Ｂ種
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単管足場＋不燃養生シート

Step　2

仮設計画図（２－１）
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ギャラリー

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/100

参　考　図

工事動線

維持管理動線

注　記

・仮設間仕切壁の軽量鉄骨壁下地は公共建築改修工事標準仕様書 表６．７．１に準ずる。

・仮設間仕切壁に設ける扉は下地を木製とし、仕上はフレキシブル板ｔ＝４（不燃）とする。
　扉寸法はＷ＝８００Ｈ＝２１００とし、常時閉鎖とする。

・養生シート等の防炎種別は、
　外部枠組本足場防音シートは防炎Ⅰ類、内部養生シートは防炎Ⅱ類とする。

・特記なき限り工事作業スペース内の実験台・設備機器等はシートにより養生とする。

・仮設間仕切壁の継目や床・天井取合い部等に隙間が生じる場合には、
　隙間を防ぐ処置を施すこと。

内部工事作業スペース

内部工事用通路等の床養生シート範囲

水平養生

外部枠組本足場（Ｗ９００）＋養生シート

仮設間仕切壁　Ｃ種

階段室

凡　例

仮設間仕切壁　Ｂ種

令和 ４年 ３月

単管足場＋不燃養生シート

Step　2

仮設計画図（２－２）
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事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/100

発電機室

倉庫

工事動線

維持管理動線

注　記

・仮設間仕切壁の軽量鉄骨壁下地は公共建築改修工事標準仕様書 表６．７．１に準ずる。

・仮設間仕切壁に設ける扉は下地を木製とし、仕上はフレキシブル板ｔ＝４（不燃）とする。
　扉寸法はＷ＝８００Ｈ＝２１００とし、常時閉鎖とする。

・養生シート等の防炎種別は、
　外部枠組本足場防音シートは防炎Ⅰ類、内部養生シートは防炎Ⅱ類とする。

・特記なき限り工事作業スペース内の実験台・設備機器等はシートにより養生とする。

・仮設間仕切壁の継目や床・天井取合い部等に隙間が生じる場合には、
　隙間を防ぐ処置を施すこと。

参　考　図

内部工事作業スペース

内部工事用通路等の床養生シート範囲

水平養生

外部枠組本足場（Ｗ９００）＋養生シート

仮設間仕切壁　Ｃ種

Ｏ
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凡　例

仮設間仕切壁　Ｂ種

令和 ４年 ３月

単管足場＋不燃養生シート

Step　3

仮設計画図（３－１）
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工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/100

参　考　図

工事動線

維持管理動線

注　記

・仮設間仕切壁の軽量鉄骨壁下地は公共建築改修工事標準仕様書 表６．７．１に準ずる。

・仮設間仕切壁に設ける扉は下地を木製とし、仕上はフレキシブル板ｔ＝４（不燃）とする。
　扉寸法はＷ＝８００Ｈ＝２１００とし、常時閉鎖とする。

・養生シート等の防炎種別は、
　外部枠組本足場防音シートは防炎Ⅰ類、内部養生シートは防炎Ⅱ類とする。

・特記なき限り工事作業スペース内の実験台・設備機器等はシートにより養生とする。

・仮設間仕切壁の継目や床・天井取合い部等に隙間が生じる場合には、
　隙間を防ぐ処置を施すこと。

内部工事作業スペース

内部工事用通路等の床養生シート範囲

水平養生
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凡　例

仮設間仕切壁　Ｂ種

令和 ４年 ３月

単管足場＋不燃養生シート

Step　3

仮設計画図（３－２）
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事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/100

工事動線

維持管理動線

注　記

・仮設間仕切壁の軽量鉄骨壁下地は公共建築改修工事標準仕様書 表６．７．１に準ずる。

・仮設間仕切壁に設ける扉は下地を木製とし、仕上はフレキシブル板ｔ＝４（不燃）とする。
　扉寸法はＷ＝８００Ｈ＝２１００とし、常時閉鎖とする。

・養生シート等の防炎種別は、
　外部枠組本足場防音シートは防炎Ⅰ類、内部養生シートは防炎Ⅱ類とする。

・特記なき限り工事作業スペース内の実験台・設備機器等はシートにより養生とする。

・仮設間仕切壁の継目や床・天井取合い部等に隙間が生じる場合には、
　隙間を防ぐ処置を施すこと。

参　考　図

内部工事作業スペース

内部工事用通路等の床養生シート範囲

水平養生

外部枠組本足場（Ｗ９００）＋養生シート

仮設間仕切壁　Ｃ種

Ｏ
1F-2

凡　例

仮設間仕切壁　Ｂ種

令和 ４年 ３月

単管足場＋不燃養生シート

玄関ホール

事務室
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湯沸室
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Step　4

仮設計画図（４－１）
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ギャラリー

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/100

参　考　図

工事動線

維持管理動線

注　記

・仮設間仕切壁の軽量鉄骨壁下地は公共建築改修工事標準仕様書 表６．７．１に準ずる。

・仮設間仕切壁に設ける扉は下地を木製とし、仕上はフレキシブル板ｔ＝４（不燃）とする。
　扉寸法はＷ＝８００Ｈ＝２１００とし、常時閉鎖とする。

・養生シート等の防炎種別は、
　外部枠組本足場防音シートは防炎Ⅰ類、内部養生シートは防炎Ⅱ類とする。

・特記なき限り工事作業スペース内の実験台・設備機器等はシートにより養生とする。

・仮設間仕切壁の継目や床・天井取合い部等に隙間が生じる場合には、
　隙間を防ぐ処置を施すこと。

内部工事作業スペース

内部工事用通路等の床養生シート範囲

水平養生

外部枠組本足場（Ｗ９００）＋養生シート

仮設間仕切壁　Ｃ種

階段室

凡　例

仮設間仕切壁　Ｂ種

令和 ４年 ３月

単管足場＋不燃養生シート

Step　4

仮設計画図（４－２）
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事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/100

工事動線

維持管理動線

注　記

・仮設間仕切壁の軽量鉄骨壁下地は公共建築改修工事標準仕様書 表６．７．１に準ずる。

・仮設間仕切壁に設ける扉は下地を木製とし、仕上はフレキシブル板ｔ＝４（不燃）とする。
　扉寸法はＷ＝８００Ｈ＝２１００とし、常時閉鎖とする。

・養生シート等の防炎種別は、
　外部枠組本足場防音シートは防炎Ⅰ類、内部養生シートは防炎Ⅱ類とする。

・特記なき限り工事作業スペース内の実験台・設備機器等はシートにより養生とする。

・仮設間仕切壁の継目や床・天井取合い部等に隙間が生じる場合には、
　隙間を防ぐ処置を施すこと。

参　考　図

内部工事作業スペース

内部工事用通路等の床養生シート範囲

水平養生

外部枠組本足場（Ｗ９００）＋養生シート

仮設間仕切壁　Ｃ種

Ｏ
1F-12

Ｏ
1F-6

凡　例

仮設間仕切壁　Ｂ種

令和 ４年 ３月

単管足場＋不燃養生シート

玄関ホール

事務室

便所

湯沸室

予備室 倉　庫

ポンプ室

ＰＳ

発電機室

倉庫

Step　5

仮設計画図（５－１）
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２階　平面図　　　　1/100
事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/100

参　考　図

工事動線

維持管理動線

注　記

・仮設間仕切壁の軽量鉄骨壁下地は公共建築改修工事標準仕様書 表６．７．１に準ずる。

・仮設間仕切壁に設ける扉は下地を木製とし、仕上はフレキシブル板ｔ＝４（不燃）とする。
　扉寸法はＷ＝８００Ｈ＝２１００とし、常時閉鎖とする。

・養生シート等の防炎種別は、
　外部枠組本足場防音シートは防炎Ⅰ類、内部養生シートは防炎Ⅱ類とする。

・特記なき限り工事作業スペース内の実験台・設備機器等はシートにより養生とする。

・仮設間仕切壁の継目や床・天井取合い部等に隙間が生じる場合には、
　隙間を防ぐ処置を施すこと。

内部工事作業スペース

内部工事用通路等の床養生シート範囲

水平養生

外部枠組本足場（Ｗ９００）＋養生シート

仮設間仕切壁　Ｃ種
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凡　例

仮設間仕切壁　Ｂ種

令和 ４年 ３月

単管足場＋不燃養生シート
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Step　5

仮設計画図（５－２）
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事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/100

発電機室

倉庫

工事動線

維持管理動線

注　記

・仮設間仕切壁の軽量鉄骨壁下地は公共建築改修工事標準仕様書 表６．７．１に準ずる。

・仮設間仕切壁に設ける扉は下地を木製とし、仕上はフレキシブル板ｔ＝４（不燃）とする。
　扉寸法はＷ＝８００Ｈ＝２１００とし、常時閉鎖とする。

・養生シート等の防炎種別は、
　外部枠組本足場防音シートは防炎Ⅰ類、内部養生シートは防炎Ⅱ類とする。

・特記なき限り工事作業スペース内の実験台・設備機器等はシートにより養生とする。

・仮設間仕切壁の継目や床・天井取合い部等に隙間が生じる場合には、
　隙間を防ぐ処置を施すこと。

参　考　図

内部工事作業スペース

内部工事用通路等の床養生シート範囲

水平養生

外部枠組本足場（Ｗ９００）＋養生シート

仮設間仕切壁　Ｃ種

ポンプ室

Step　6
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Ｏ
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Ｏ
1F-13

仮設計画図（６－１）

凡　例

仮設間仕切壁　Ｂ種

令和 ４年 ３月

単管足場＋不燃養生シート

1,000

H
=
2
,
6
5
0

仮
設

間
仕

切
壁

　
Ｂ

種 520

1
,
7
2
0

1,
31
5

3
,
4
3
0

1
6
,
2
3
0

1
,
0
0
0

9
0

3
,
9
0
0

1
,
9
8
0

17,330 9,000

7
0
0

8
,
1
7
0

27,660

1,330

仮設昇降階段

仮
設

昇
降

階
段

H=10,283

H
=
7
,
1
3
0

H
=
9
,
5
5
0

H=9,550

H
=
9
,
5
5
0

H
=
9
,
0
3
3

H=9,033H=9,033

H
=
9
,
0
3
3

H
=
7
,
1
3
0

H
=
8
,
9
0
5
～

7
,
1
3
1

H
=
9
,
3
5
0

軽量鉄骨下地＋ＧＢ－Ｒｔ=9.5

無石綿セメント板ｔ9.5＋不燃シート張り
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012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



7
,
4
5
0

6
,
0
0
0

4
,
5
5
0

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 2
2
5

2
2
5

1
8
,
4
5
0

5
,
0
0
0

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

1
8
,
4
5
0

2
2
5

7
,
4
5
0

6
,
0
0
0

4
,
5
5
0

2
2
5

7,000 9,000 9,000

１ ２ ３ ４

225

25,450

225

7,250 18,200

25

7,000 9,000 9,000

１ ２ ３ ４

225 225

25,450

3,025 18,2004,225

25

1
3
,4

5
0

1
,
7
0
0

9
0
0

1
,
8
7
5

3
,
0
0
0

2,875 1,350

1
,
0
7
5

8
8
5

1
,
3
9
0

9
0
0

1
,
8
2
5

2
2
5

２階　平面図　　　　1/100

湯沸室

宿直室

中央監視室

ＰＳＰＳ

浴室

脱衣室

押入

ギャラリー

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/100

参　考　図

工事動線

維持管理動線

注　記

・仮設間仕切壁の軽量鉄骨壁下地は公共建築改修工事標準仕様書 表６．７．１に準ずる。

・仮設間仕切壁に設ける扉は下地を木製とし、仕上はフレキシブル板ｔ＝４（不燃）とする。
　扉寸法はＷ＝８００Ｈ＝２１００とし、常時閉鎖とする。

・養生シート等の防炎種別は、
　外部枠組本足場防音シートは防炎Ⅰ類、内部養生シートは防炎Ⅱ類とする。

・特記なき限り工事作業スペース内の実験台・設備機器等はシートにより養生とする。

・仮設間仕切壁の継目や床・天井取合い部等に隙間が生じる場合には、
　隙間を防ぐ処置を施すこと。

内部工事作業スペース

内部工事用通路等の床養生シート範囲

水平養生

外部枠組本足場（Ｗ９００）＋養生シート

仮設間仕切壁　Ｃ種

階段室

Step　6

Ｏ
2F-2

仮設計画図（６－２）

凡　例

仮設間仕切壁　Ｂ種

令和 ４年 ３月

単管足場＋不燃養生シート
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無石綿セメント板ｔ9.5＋不燃シート張り

Ａ－９１

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　
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事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/100

発電機室

工事動線

維持管理動線

注　記

・仮設間仕切壁の軽量鉄骨壁下地は公共建築改修工事標準仕様書 表６．７．１に準ずる。

・仮設間仕切壁に設ける扉は下地を木製とし、仕上はフレキシブル板ｔ＝４（不燃）とする。
　扉寸法はＷ＝８００Ｈ＝２１００とし、常時閉鎖とする。

・養生シート等の防炎種別は、
　外部枠組本足場防音シートは防炎Ⅰ類、内部養生シートは防炎Ⅱ類とする。

・特記なき限り工事作業スペース内の実験台・設備機器等はシートにより養生とする。

・仮設間仕切壁の継目や床・天井取合い部等に隙間が生じる場合には、
　隙間を防ぐ処置を施すこと。

参　考　図

内部工事作業スペース

内部工事用通路等の床養生シート範囲

水平養生

外部枠組本足場（Ｗ９００）＋養生シート

仮設間仕切壁　Ｃ種

ポンプ室

倉庫

Step　7
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1F-14
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仮設計画図（７－１）

凡　例

仮設間仕切壁　Ｂ種

令和 ４年 ３月

単管足場＋不燃養生シート
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無石綿セメント板ｔ9.5＋不燃シート張り
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令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　
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２階　平面図　　　　1/100

湯沸室

宿直室

中央監視室

ＰＳＰＳ

浴室

脱衣室

押入

ギャラリー

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/100

参　考　図

工事動線

維持管理動線

注　記

・仮設間仕切壁の軽量鉄骨壁下地は公共建築改修工事標準仕様書 表６．７．１に準ずる。

・仮設間仕切壁に設ける扉は下地を木製とし、仕上はフレキシブル板ｔ＝４（不燃）とする。
　扉寸法はＷ＝８００Ｈ＝２１００とし、常時閉鎖とする。

・養生シート等の防炎種別は、
　外部枠組本足場防音シートは防炎Ⅰ類、内部養生シートは防炎Ⅱ類とする。

・特記なき限り工事作業スペース内の実験台・設備機器等はシートにより養生とする。

・仮設間仕切壁の継目や床・天井取合い部等に隙間が生じる場合には、
　隙間を防ぐ処置を施すこと。

内部工事作業スペース

内部工事用通路等の床養生シート範囲

水平養生

仮設間仕切壁　Ｃ種

階段室

Step　7

仮設計画図（７－２）

凡　例

仮設間仕切壁　Ｂ種

令和 ４年 ３月

単管足場＋不燃養生シート
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無石綿セメント板ｔ9.5＋不燃シート張り

外部枠組本足場（Ｗ９００）＋養生シート
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令和５年度　公共下水道事業　
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塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



構 造 細 目 共 通 図（建築構造物）

＜ 平成３０年版 ＞

特記事項１

１．１　適用範囲

１．２　鉄筋の仕様

１．３　コンクリートの仕様　

１．４　砕石及び てコンクリート

２ 共通事項

２．１　記号及び 号

２．２　一般注意事項

３ 鉄筋の 曲げ加工

異形鉄筋の 端部４

４．１　フックを設ける位置

鉄筋のかぶり及び間隔５

５．１　かぶり厚さ

※ 本図面は(一社)全国上下水道コンサルタント協会が 作権を有するものである。

　 使用にあたっては、上記協会への使用 いの提出と、配 番号の記載が必要である。

　 枠外 下の【協会員番号】と【配 番号】の記載が無い図面は無効とする。

（１）本構造細目共通図は下水道施設における処理場、ポンプ場の建築構造物に適用する。

　　　これらに相違がある場合は監督職員に確認し指示を受ける。

（２）図面及び構造細目共通図に記載されていない事項は、下記に基づくものとし、

１）建築工事特記仕様書

２）建築工事一般仕様書

３）公共建築工事標準仕様書（建築工事編） 国土交通省大臣官房官庁営繕部

（別紙による。)

（平成    年版）

（平成 28 年版）

（３）項目は、・ 印のついたものを適用する。・ 印のない場合は、※ 印のあるものを

　　　適用する。・ 印と ※ 印のある場合は、共に適用する。

　　　鉄筋の種類及び継手は１．１表による。　

１．１表　鉄筋の種類及び継手

種　別 径

鉄筋の種類

ＳＤ ２９５Ａ

ＳＤ ３４５

下記以外

・

※

・

※ Ｄ１６

Ｄ１９

以下

以上

重ね継手

鉄筋の継手 ガス圧接

機械式継手

※Ｄ１９以上、Ｄ２９以下

の柱、梁主筋

・

・図面による。

　　　コンクリートは１．２表による。　

１．２表　コンクリートの仕様

分　類 コンクリート種別

 (Ｎ/mm2)

強　　度
スランプ

（cm）

設計基準

鉄筋

コンクリート

地上

基礎、基礎梁

地下

無筋コンクリート ・

※普通 コンクリート

・

コンクリート

・

※普通 コンクリート ※２４

・ ・

※ １８

・ ・

・

・

※１８

・

※ １５

・高炉セメントＢ

・普通ポルトランドセメント

・高炉セメントＢ

※普通ポルトランドセメント

・高炉セメントＢ

セメントの種類

注１：無筋コンクリートには てコンクリートを含む。

　　　砕石及び てコンクリートの厚さは、特記がなければ１．３表による。　

１．３表　砕石及び てコンクリートの仕様

種　　別

砂利または砕石

てコンクリート

厚さ（mm）

※ ６０

※ ５０

設計図中で使用する記号及び 号は、２．１表及び２．２表を標準とする。

２．１表　鉄筋の断面表示　

径

記　号

Ｄ１０ Ｄ１３ Ｄ１６ Ｄ１９ Ｄ３２Ｄ２９Ｄ２５Ｄ２２

２．２表　一般凡例

・
記　号

　号
内　　容 ※印の説明及び注意事項

Ｆ※

※１Ｃ※２

※１Ｇ※２

ＣＧ※

※１Ｂ※２

ＣＢ※

※１Ｗ※２

※１Ｓ※２※３

※１Ｋ※２

ＣＢ※

（※）

ＳＴＰ

ＨＯＯＰ

Ｓ.ＨＯＯＰ

幅止筋

組立筋

フーチング断面種別 ※

柱断面種別

大梁断面種別

片持大梁断面種別

小梁断面種別

片持小梁断面種別

壁配筋種別

床版配筋種別

階段の配筋種別

※

※

※

あばら筋、スターラップ

帯筋、帯鉄筋、フープ

スパイラル筋、らせん筋

幅止め筋

組立て筋

床用積載荷重 積載荷重の値

梁、基礎梁、小梁

柱

柱

柱、梁、壁

床版、底版

打ち増し範囲

コンクリートブロック壁

梁・床版の上がり下がり
応じた凡例により表示

※２

※１

番号

※１

※２

Ｘ方向１，２，３

方向Ａ，Ｂ，Ｃ

※１

※２

番号、階別区分はしない

番号、階別区分はしない

地中小梁を除く

※１

※２

※１

※２

※３

※１

※２

壁厚（cm）

（ Ｎ／m2)

一般には基準ＦＬよりの＋、－に

階数

その階の番号

階数，地中大梁はＦとする

その階の番号

地中小梁のみＦとする。

階別区分はしない

Ｅ：耐震壁，Ｋ：階段壁

Ｄ：土圧、水圧を受ける壁

壁厚（cm）

階別区分はしない

片持床版のみＣとする

床版厚（cm）

配筋種別（ 大文字）

階別区分はしない

Ａ：片持床版形

Ｂ：二辺固定床版形

配筋種別（数字）

階別区分はしない

変更の必要を生じた場合は、監督職員と協議すること。

（１）設計図は監督職員の承諾を得なければ変更してはならない。

部　　位

四隅の主筋

上下階の柱

断面が異な

る場合

柱

帯筋(HOOP)

あばら筋

(STP)
梁

立フーチ

ング基礎の

底盤筋

基

礎

煙突の鉄筋

幅止め筋

２)継手部

１) 端部

２)継手部

１) 端部

２)継手部

１) 端部

２)継手部

１) 端部

重ね継手

継手方式

圧接継手

最上階の柱 部

下階の柱主筋を

１)

１)

引き通すことが

できない柱 部

端部１)

端部１)

１) 端部

端部１)

備　考

４．１図の　 印

４．１図の 　印

８．２図参照

３．１表参照

場合を含む

壁の一部となる

８．１図参照

９．１図参照

１１．１図参照

２０．１図参照

角度
曲げ

 曲 げ 図

曲げ内法直径（Ｄ）

使　用　箇　所

Ｄ２９
～Ｄ３８

－４ｄ以上

以下
Ｄ１６ Ｄ１９

～Ｄ２５

６ｄ以上 ８ｄ以上

以下
９０

３ｄ以上

ＳＤ２９５Ａ
ＳＤ３４５

　曲　げ　図
角度

曲げ

曲げ内法直径（Ｄ）

使　用　箇　所

１８０

１３５

Ｄ１６
以下 ～Ｄ３８

Ｄ１９

４ｄ以上３ｄ以上

３ｄ以上 ４ｄ以上

４ｄ以上３ｄ以上

４ｄ以上３ｄ以上
１３５
９０

９０

ＳＤ２９５Ａ
ＳＤ３４５

（注）１．片持スラブ先端、壁筋の自由端側の先端で９０ フック又は１３５ フックを

　　　　　用いる場合は、 長を４ｄとする。

　　　２．９０ 未満の 曲げの内法直径は図示による。

　　　鉄筋の 曲げ加工は、３．１表及び３．２表を標準とする。

（１）Ｄは、 曲げ内法直径を示す。

（２）ｄは、鉄筋直径（呼び名）を示す。

３．１表　鉄筋の 曲げ形状及び寸法（ 端部）

３．２表　鉄筋の 曲げ形状及び寸法（中間部）

異形鉄筋の 端部には、４．１表によりフックを設ける。

４．１表　フックを設ける位置

４．１図　異形鉄筋の 端部

Ｄｄ

ｄ

Ｄ

６
ｄ
以
上

８
ｄ

以
上ｄ

Ｄ

ｄ

４
ｄ

以
上

Ｄｄ

４
ｄ
以
上

Ｄ

４ｄ以上

柱、梁の主筋

基礎のベース筋

Ｄ１６以上の鉄筋

Ｄ１３以下の鉄筋
あばら筋、帯筋、

スパイラル筋

幅止め筋

９０

１３５

あばら筋
Ｔ形及びＬ形の梁の

ｄ

Ｄ

ｄ

Ｄ

４ｄ以上

あばら筋、帯筋

スパイラル筋

その他の鉄筋

壁柱

平 面 壁

ＡＷＳＣＪ（第４版）－３０９－００４

かぶり厚さとは、一番外側の鉄筋（幅止め筋、組立筋を除く）の外面から躯体面

までの距離（５．１図）をいう。

鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上を確保し、最小かぶり厚さに許容

施工 差１０mmを加えた厚さ以内に納めるものとする。

厚さ

帯筋

ａ

かぶり厚さ

柱

かぶり厚さ

あばら筋

かぶり厚さ

かぶり厚さ

かぶり厚さ かぶり厚さ

基礎
梁

ａ

かぶり

５．１図　鉄筋のかぶり厚さ

かぶり厚さ

増打

躯体面

かぶり厚さかぶり厚さ
ａ  部

増打

躯
体

面

かぶり厚さ 打継ぎ

かぶり厚さ

シーリング

５．２　最小かぶり厚さ

最小かぶり厚さは、５．１表による。

（１）床版、梁、基礎及び 壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、 てコンクリートの

厚さを含まない。

（２）柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の１．５ 以上と

して最小かぶり厚さを定める。

（３）溶接金網にも適用する。

構造部分の種別

塩害区分

床、耐力壁以外の壁

柱、梁、耐力壁

底版

柱、梁、床、壁

底版、基礎接する部分

土、水に

一　　般

煙突等高熱を受ける部分 ６０

６０

４０

４０

４０

３０ ４０

５０

５０

５０

７０

７０

１：打継目地部分は目地底より最小かぶり厚さを確保する。

２： 基礎の場合の最小かぶり厚さは、 天端からとし、「２１ 基礎の補強 を参照。

３：仕上なしの場合を標準とする。

５．１表　鉄筋の最小かぶり厚さ(mm)

※ 通常の施工の場合
必要とする場合

・ 塩害対策を

５．３　鉄筋相 のあき

鉄筋径

鉄筋径

ｄ

Ｄ１０

Ｄ１３

Ｄ１６

Ｄ１９

Ｄ２２

Ｄ２５

Ｄ２９

最外径
Ｄ

鉄筋相 のあき：ａ 最小鉄筋芯間隔

ａ＋Ｄ
鉄筋径×1.5

（３）（２）

最小あき粗骨材径×1.25

（１）

(mm)

１１

１４

１８

２１

２５

２８

３３

１５mm

２０mm

２４mm

２９mm

３３mm

３８mm

４４mm

４２mm

４５mm

４９mm

５２mm

５８mm

６６mm

７７mm

２５mm

３１mm

粗骨材

最大径

２５mm
の場合

　　　鉄筋相 のあきは、下記の最大値のもの以上とする。ただし、機械式継手及び溶接継手の

（２）最小のあき２５mm

（１）粗骨材の最大寸法の１．２５

　　　場合のあきは特記による。

（３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名の数値）の１．５

５．２表　鉄筋径と鉄筋間隔の関係一

５．２図　鉄筋相 のあき

異形鉄筋

ａ （注）Ｄ：鉄筋の最外径

ｄ：鉄筋直径（呼び名）

間隔

Ｄ Ｄあき

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

-

構造細目共通図（建築構造物）(1) H30.04

・普通 ・２４ １５・ ・普通ポルトランドセメント

令和 ４年 ３月

S-1

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



６　鉄筋の継手及び定着

６．１　継手及び定着

６．２　隣り合う継手の位置及び定着

７　柱筋の継手位置

７．１　継手及び圧接中 位置

８　柱筋の継手及び定着

８．１　一般事項

９　帯筋

９．１　帯筋の形状

９．２　帯筋の割付け

Ｌ3Ｌ3

　　　　　での 曲げは行わない。

　　　５．フックあり定着の場合は、６．２図（イ）に示すようにフック部分ｂを含まない。また、中間部

　　　　　　　　　　（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ３４５
１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

２０ｄ２４，２７

３０

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ２４，２７

３０

ＳＤ３４５

ＳＤ２９５Ａ

２０ｄ

２５ｄ

２５ｄ

３０ｄ

３５ｄ ３０ｄ

３５ｄ４０ｄ

３０

２４，２７
２０ｄ

３０ｄ

３０ｄ３５ｄ

３５ｄ

２０ｄ

２０ｄ２５ｄ

２５ｄ

１０ｄ
３０

２４，２７

１５０mm

以上

かつ

１０ｄ

スラブ小梁
Ｌ2

フックなし フックあり

スラブ小梁
Ｌ2Ｌ1

設計基準強度

コンクリートの

種　類

鉄筋の

設計基準強度

コンクリートの

種　類

鉄筋の

６．３表　鉄筋の 影定着長さ

６．２図　定着の方法

　　　　・スラブの梁内定着においては、原則として梁幅の１/２ 以上

　　　　・梁主筋の柱内定着においては、原則として柱せいの３/４ 以上

　６．３表に示す長さをのみ込ませる。

　に示すフックなし定着長さとし、かつ、 長を８ｄ、仕口面から鉄筋外面までの 影定着長さを

　鉄筋の定着長さＬが、６．２表のフックあり定着の長さを確保できない場合は、全長を６．２表

　　なお、（ロ） 曲げ定着の梁主筋の柱内 曲げ定着において、仕口内に縦に 曲げて定着する

　　定着の方法は６．２図による。

６．２表　鉄筋の定着の長さ

（１） 鉄筋の定着の長さは、６．２表による。

８．２図　上下の柱断面が異なる柱主筋の 曲げ及び定着

（３）スパイラル筋の継手及び定着

６．３図　溶接金網の継手及び定着要領

（２）溶接金網の継手及び定着

Ｆｃ（Ｎ／mm2）

Fc（Ｎ/mm2）

　　　　　　　なお、片持小梁及び片持スラブの場合は、２０ｄ及び１０ｄを２５ｄ以上とする。

Ｌa Ｌb

　　　　　　２．Ｌb：小梁及びスラブの上端筋の梁内 曲げ定着の 影定着長さ

Ｌ1

　　　（注）１．Ｌa：梁主筋の柱内 曲げ定着の 影定着長さ（基礎梁、片持ちスラブを含む。）

　　　３．Ｌ3：小梁及びスラブの下端の直線定着の長さ（基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く）

　　　４．Ｌ3 ：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ

（注）１．Ｌ1、Ｌ1 ：２．以外の直線定着の長さ及びフックありの長さ

　　　２．Ｌ2、Ｌ2 ：割 破 の れのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

　（注）１．Ｌa、Ｌbは、６．３表の鉄筋の 影定着長さを示し、下記条件を満たすものとする。

６．１．１　鉄筋の重ね継手

（２）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

（１）鉄筋の重ね継手の長さは、６．１表による。

６．１．２　継手の特記事項

（１） 継手は、極力応力の小さい位置に設ける。

（２） 異種径の鉄筋をガス圧接する場合は、鉄筋径の直近の範囲内とする。

６．１．３　鉄筋の定着

６．１．４　定着の方法

条   件

フックなしの場合

フック有りの場合

圧
 
接
 
継
 
手

重
 
ね
 
継
 
手

６．４表　隣り合う継手の位置

　　　スラブ筋でＤ１６以下の場合を除く。

（１）隣り合う継ぎ手の位置は、６．４表により、ａ寸法を守ること。ただし、壁の場合及び

（１）柱の継手及び圧接中 位置は、梁上端から５０cm以上、１５０cm以下かつ

　　　３／４ （ は柱の内法高さ）以下とする。

（３）上下の柱断面が異なる場合の柱主筋の 曲げ及び定着は、８．２図による。

８．１図　柱主筋の継手、定着及び 長

（２）柱 定着長さＬ2が確保出来ない場合は、図面による。

（１）継手長さはＬ1とし、定着及び 長は、８．１図による。

重ねる場合 離す場合

３０ｄ

２５ｄ３５ｄ

４０ｄ

３０

２４，２７
ＳＤ３４５

ＳＤ２９５Ａ
３０ ３５ｄ ２５ｄ

２５ｄ３５ｄ２４，２７

（フックあり）（フックなし）
設計基準強度

コンクリートの

種　類

鉄筋の

６．１図

６．１表　鉄筋の重ね継手の長さ

Ｆc（Ｎ/mm2）

Ｌ1 Ｌ1

　　　　　　（注）１．Ｌ1、Ｌ1 ：フックなし重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ

　　　　　　　　　２．フックありの場合のＬ1 は、６．１図に示すようにフック部分Ｌを含まない。

（３）主筋及び耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは４０ｄとする。ただし、ＳＤ３９０、ＳＤ４９０

　　　を使用する場合は特記による。

　　　　・小梁主筋の大梁内定着においては、原則として大梁幅の１/２ 以上

フックなし 梁主筋の柱内曲げ定着

（ロ） 曲げ定着（イ）直線定着

小梁及びスラブの上端筋の梁内 曲げ定着フックあり

　端　部

（柱 又は柱脚部）

柱 の鉄筋

が多い場合

上階の鉄筋

が多い場合

下階の鉄筋

が多い場合

柱脚の鉄筋

が多い場合

ａ:上下の柱幅の差（ａ １５０）

ｂ:かぶり厚さ

Ｄ:梁のせい

継手の重ね長さ

床版の場合 壁の場合

９．１図　帯筋組立の形

　　　　　場合は１０ｄ以上とし、組立前に行う。

　　（ｂ）Ｈ形の１３５ 曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－I形とする。

　　（ａ）Ｈ形を標準とする。

（１）帯筋の形状は、９．１図とし、種別は図面による。図面になければ下記による。

　　（ｃ）溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は５ｄ以上、片面フレア溶接の

　　（ｄ）ＳＰ形において、柱 及び柱脚の端部は、１．５ 以上の添 きを行う。

（３）柱、梁の交差部（パネルゾーン）の帯筋のせん断補強比は、０．２％以上を確保し、

（２）帯筋の割付けは、９．２図による。ただし、図面にある場合はそれによる。

（１）フック及び継手の位置は交 とする。

　　　補強筋間隔  １．５Ｐとする。

９．２図　帯筋の割付け

Ｌ

定着起点

Ｌ1 、Ｌ2 又はＬ3

Ｌ

Ｌa（ただし、柱せいの３/４ 以上）

Ｌ

ａ ４００mm

ａ＝０．５Ｌ1

ａ ０．５Ｌ1

ａ＝０．５Ｌ1

ａ ０．５Ｌ1

継手の重ね長さ

一節半以上かつ

定着の長さ

一節半以上かつ

Ｌ2

ｄ

ｄ ｄ

５
０

ｄ

ｄ

の添

６．４図　スパイラル筋の継手及び定着要領

（重ね継手）

中　間　部

継手

0

１５０mm １５０mm

Ｌ
2

か
つ

１
５

ｄ
か

つ
１

５
ｄ

Ｌ
2
以

上

かぶり厚さ
定着

６Ｄ

Ｌ
2
以

上

１

６

ａ

Ｄ
Ｄ

差し筋 差し筋

Ｌ
2
以

上

６

１ａ

Ｄ
＞

・Ｈ形

ｄ

（イ） （ハ）（ロ）

８ｄ

（ニ）

・Ｗ－I形（溶接を行う）

Ｌ

（ロ）（イ） （ハ）

・ＳＰ形（スパイラル筋）

Ｐ
Ｐ

（イ）

６ｄ

（ロ）
（ロ）

（イ）

６ｄ

・丸形

重ねる。

上下の柱断面寸法が異なる場合、

帯筋は、一般の帯筋より１サイ

太い鉄筋または同径のものを２本

２

以下

０.２％以上、

かつ１．５Ｐ

一般の場合

帯筋

Ｐ２

１

以下

かつ１．５Ｐ

１

以下

０．２％以上、

かつ１．５Ｐ

Ｌ1

Ｌ1、Ｌ2又はＬ3

定着起点

長

全長

Ｌb（ただし、梁幅の１/２ 以上）

全長

長

ｂ

Ｌ1

Ｌ1

ａ

Ｌ1

Ｌ1

ａ

Ｌ1 ａ Ｌ1

ａ Ｌ1Ｌ1

ａ

１５０mm以上

Ｌ2Ｌ3

１５０mm以上 鉄筋

Ｌ2

鉄筋

６ｄ

６ｄ

５０ｄ

６ｄ ６ｄ

１．５ 以上

３
/
４

・
0

0

５
０

０
以

上
か

つ
１

，
５

０
０

以
下

３
/
４

・
0

0

５
０

０
以

上
か

つ
１

，
５

０
０

以
下

Ｌ
2

0
/
２

＋
１

５
ｄ

Ｌ
2

0
/
２

＋
１

５
ｄ

ａ
Ｄ

直交梁位置

ｂ

ａ

か
つ

１
５

ｄ

ａ

ｂ

Ｄ
か

つ
１

５
ｄ

１Ｐ

梁面より割付ける。

６ｄ
Ｌ

４０ｄ

Ｐ
Ｐ

Ｌ Ｌ

６ｄ

１ａ

０．２％以上、
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柱幅(mm)

１２００

１１００

１０００

９００

８００

７００

５００

６００

Ｄ１３ １００

Ｄ１３ １２５

パネルゾーン

※１．５Ｐ1、１．５Ｐ2のピッチは１５０mm以下とする。

柱、梁の交差部の配筋例（０．２％確保）

Ｄ１０ １２５

Ｄ１０ １００

Ｄ１０ １００

Ｄ１３ １５０

Ｄ１３ １２５

Ｄ１３ １００

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

-
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１０　大梁筋の継手及び定着

１０．１　大梁（基礎梁以外の大梁に限る）主筋の継手、定着及び 長

１０．２　ハンチのない場合

１０．３　ハンチのある場合

１０．４　水平段差のある場合

１０．５　鉛直段差（ｅ）のある場合

１１　梁のあばら筋、 筋及び幅止め筋

１１．１　一般事項

１１．２　あばら筋組立の形及びフックの位置

１１．３　あばら筋の割付け

１１．４　 筋及び幅止め筋

１２　基礎梁及び底版の継手及び定着

１２．１　基礎梁主筋の継手、定着及び 長

　　ａ．梁主筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すこと

　　　　ただし、やむ得ず梁内に定着する場合は、１０.１図による。

　　ｂ．梁主筋を、柱内に 曲げて定着する場合は次による。

　　　　なお、定着の方法は、６．１．４による。

　　　　　　　　　　上端筋：曲げ下ろす。

　　　　　　　　　　下端筋：原則として曲げ上げる。

　　ｃ．段違い梁は１０．２図による。

１０．１図　梁主筋の梁内定着

１０．３図　大梁の重ね継手、定着及び 長

１０．７図　鉛直段差梁（その１）

１０．５図　ハンチのある大梁の定着及び 長（一般階）

１０．４図　ハンチのある大梁の定着及び 長（最上階）

１０．２図　段違い梁

下端筋

（１） 筋に継手を設ける場合の継手長さは、１５０mm程度とする。

（４）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、Ｄ１０－１０００mmピッチ程度とする。

（３）土圧、水圧を受ける梁は、図面による。

　　　　ａ．（イ）の場合は交 とする。

　　　　以上の場合に適用する事ができる。（基礎梁）

（２）フックの位置

　　　　ｂ．床版が両側に付く場合は、（ロ）～（ニ）

　　　　ａ．床版が片側に付く場合は、（ロ）又は（ハ）

（１）形は、１１．１図（イ）を標準とする。

１０．６図　大梁の定着及び 長（水平段差のある場合）

　　　　が出来ない場合は、ｂ．により柱内に定着することができる。

（２）壁梁の場合、 筋の定着長さ及び継手長さは、Ｌ2 とする。

上端筋

最上階

一般階

　　　　ｂ．（ロ）の場合　床版が片側に付く場合は床版の付く側。床板が両側に付く場合は交 。

　　　　ｃ．（ハ）の場合は床版の付く側を９０ 曲げ、８ｄ確保する。

　　　ただし、（イ）によることが出来ない場合は、下記の方法によることが出来る。

（１）間隔が一様でハンチのない場合

（２）間隔が一様でハンチのある場合

１１．２図　あばら筋の割付け（その１）

（２）一般階の場合

（１）最上階の場合

断面

平面

１１．１図　あばら筋組立の形及びフックの位置

（３）梁の端部で間隔の異なる場合

１１．３図　あばら筋の割付け（その２）

１１．４図　あばら筋の割付け（その３）

ａ） 筋及び幅止め筋

（１）一般の梁

600 Ｄ＜900 900 Ｄ＜1,200 1200 Ｄ 1,500

１１．５図　 筋及び幅止め筋

（２）特殊な梁

筋及び幅止め筋は、図面による。

（１）一般事項

　　　　ｄ．（ホ）（ヘ）の場合は梁の上下にスラブが付く場合でかつ、梁せいが１．５m

１０．８図　鉛直段差梁（その２）

一般階

（２）ｅ／Ｄ＞１／６の場合

（１）ｅ／Ｄ １／６の場合

最上階

　　　大梁主筋の継手及び定着の一般事項

　　　水平段差のある場合

（注）１．継手中 位置は次による。

　　　　　　上端筋：中央Ｌ0／２以内

　　　　　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、Ｌ0／４を加えた範囲以内

　　　２．４．異形鉄筋の 端部で定めた鉄筋には、フックを付ける。

　　　４．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　※　Ｌaの数値は、原則として、６．３表の数値かつ柱せいの３／４ 以上とする。

(注)１. ４．異形鉄筋の 端部で定めた鉄筋には、フックを付ける。

　　４．破線は、梁内定着の場合を示す。

　　※　Ｌaの数値は、原則として、６．３表の数値かつ柱せいの３／４ 以上とする。

※　Ｌaの数値は、原則として、６．３表の

　　数値かつ柱せいの３／４ 以上とする。

定着の長さは、１０．３図に準ずる

　　　※　Ｌaの数値は、原則として、６．３表の数値かつ柱せいの３／４ 以上とする。

　　数値かつ柱せいの３／４ 以上とする。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割付ける。

　　　２．図中のＰ は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置及びハンチに切り替わる位置から割付ける。

　　　２．図中のＰ は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割付ける。

　　　２．図中のＰ 、Ｐ は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

：柱芯ＬＣ

梁

柱

梁

梁

Ｄ １００
柱

梁

１５ｄ( 長)
ＣＬ

Ｌa
※

Ｌ0／２

二段筋

Ｌ0／４

ＣＬ

ＣＬ ＣＬ

Ｌa
※

Ｌ2

２０ｄ( 長)

Ｌ0

　　　３．　　　　　　印は、継手及び 長を示す。

Ｌ

Ｌa
※

ＬＣ

Ｌ2

Ｌa
※

Ｌ1

ＣＬＬ
１５ｄ( 長)

　　２．　　　　    印は、継手及び 長を示す。

　　３. 梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　　のように引き通すことができる。

Ｌa
※

Ｌ2

Ｌ2

Ｌa
※

柱

Ｌa
※

柱

梁

ｅ

柱

梁

梁

柱

Ｌ2

長
Ｌ1

梁

柱

２－Ｄ１０

２－Ｄ１０

２－Ｄ１０

２－Ｄ１０

２－Ｄ１０

２－Ｄ１０

筋

Ｐ

Ｐ ＰＰ

３０

Ｐ

３０

重ね継手とする場合一般の場合

（ホ） （ヘ）（ニ）（ロ）（イ）

８ｄ

ｄ

Ｌ2

吊上げ筋は、一般のあばら筋より１サイ

太い鉄筋又は同径のものを２本重ねたものとする。

Ｌa
※

Ｌ2

長

Ｌ2

長

Ｌ2

Ｌ0／４

長

Ｌ2

Ｌ2

Ｌa
※

Ｌa
※Ｌ2

長

長

Ｌ2

Ｌa
※

継手長さ

Ｄ

１５ｄ( 長)

継手長さ

１５ｄ( 長) Ｌa
※ Ｌ2

長

長

１５ｄ( 長)

ＤＬ0／４

Ｌa
※

Ｌ2

Ｃ

Ｌ2

長

Ｌ2

長

Ｌ1 Ｌ1

Ｌ1 二段筋 Ｌ1

Ｌ0

Ｌ0／４Ｌ0／４ Ｌ0／２
Ｌ2

Ｃ

長
長

Ｌ2

Ｌa
※

Ｌ1

Ｌ1Ｌ1

１５ｄ( 長)

長

長

ｅ

Ｌa
※

Ｄ Ｄ

Ｌa
※

ｅ

Ｌa
※

Ｌ2

Ｌa
※

ｅ長

Ｌa
※

Ｌ2

ｅ

長

Ｄ
※　Ｌaの数値は、原則として、６．３表の

Ｄ

Ｌ2

Ｌa
※

ｅ

長

ｅ

Ｌa
※

６ｄ ６ｄ

８ｄ ８ｄ

（ハ）

８ｄ

Ｌ１

Ｄ

Ｐ

Ｄ

Ｐ ＰＰ

Ｄ

ＰＰＰ

Ｌ0／４Ｌ0／４

Ｌ0

Ｄ

幅止め筋

梁
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　　（ａ）梁筋は、 続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、

　　　　　鉄筋の本数が異なる場合は柱内に定着する。やむを得ず梁内に定着する場合は、

　　　　　１２．１図による。

　　（ｂ）梁筋を柱内に定着する場合は１０．１（１）ｂによる。

１２．１図　梁筋の基礎梁内への定着

柱

梁 梁Ｌ2

（２） 立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び 長

１２．２図　主筋の継手、定着及び 長（その１）

は継手を設けてもよい位置を示す

（注）１．図示のない事項は、１０．１による。

　　　２．　　　　　　印は、継手及び 長位置を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　※　Ｌaの数値は、原則として、６．３表の数値かつ柱せいの３／４ 以上とする。

ＬＣ

Ｌ2

長 長

Ｌa
※

Ｌa
※

Ｌ0／４

ＬＣ

ＣＬ

Ｌ0／４

ＣＬ

(継手) １５ｄ( 長)１５ｄ( 長)

Ｌ0／２Ｌ0／４

Ｌ0

Ｌ2

長

Ｌa
※

Ｌ2

継手長さ

２０ｄ( 長)

２０ｄ( 長)

Ｌ2

Ｌa
※

長

Ｌ0

Ｌ0／２ Ｌ0／４

ガス圧接を例として示す

（３） 続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び 長

（注）１．図示のない事項は、１０．１による。

　　　２．　　　　　　印は、継手及び 長位置を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　※　Ｌaの数値は、原則として、６．３表の数値かつ柱せいの３／４ 以上とする。

ＣＬ ＣＬＬ0

Ｌ0／２Ｌ0／４ Ｌ0／４

２０ｄ( 長) 継手長さＬa
※

Ｌ2

Ｌ2

長

継手長さ １５ｄ( 長)

Ｌa
※

Ｌ2

長

長

Ｌ2Ｌa
※

１２．３図　主筋の継手、定着及び 長（その２）

ＣＬ ＣＬ

は継手を設けてもよい位置を示す

Ｌ0／４ Ｌ0／２

Ｌ0

Ｌ0／４

ガス圧接を例として示す

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

-
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１２．４　梁形を設けない場合の基礎底版（オイルタンク等）

小梁及び片持梁の配筋要領

１３．１　一般事項

１３

１３．２　小　梁

１３．３　片持梁筋の定着

壁の配筋要領

１４．１　一般事項

１４

１４．２　耐震壁の開口

１４．３　壁開口部の補強

（１）定着の取り方は、壁の面からとする。

（ａ）交差部のスターラップを設ける場合は、図面による。

（４）柱幅＜梁幅の場合

１２．４図　主筋の継手、定着及び 長（その３）

（１）図面にない事項は大梁、梁のあばら筋、及び基礎梁の項に準ずる。

印は、継手及び 長を示す。（２）

（２）途中で配筋が変わる場合の定着は、１２．２図のように基礎底版筋を梁筋と みかえる。

（３）鉄骨造のＢＯＸ柱等が埋め込まれる場合の端部と中央部の断面の異なる場合

１２．５図　主筋の継手、定着及び 長（その４）

（４）一般部壁筋は、１４．１図による。

（１）壁配筋の継手の長さはＬ1 、及び定着の長さは、Ｌ2 とする。

（２）土圧及び水圧などを受ける壁及び耐震壁として、図面に示されたものは、継手長さをＬ1、

（３）幅止め筋は、縦、横ともＤ１０－ １０００を標準とする。

１４．１図　壁の配筋

（２）先端に小梁がある場合

ａ．上端筋は、先端小梁内に めに定着する。

ｃ．先端小梁の 続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

ｂ．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

１３．４図　片持梁主筋の定着

　　　構造計算によって確認すること。

（１）耐震壁等の開口は、図面以外は設けてはならない。

（２）やむを得ず開口をあける場合は、Ｈ１９国土交通省告示５９３号の規定を満足することを

（１） 続小梁の場合

１３．２図　小梁主筋の継手、定着及び 長（その２）

　　　３．図示のない事項は、１０．１及び１２．１に準ずる。

１３．３図　片持梁主筋の定着及び 長（先端に小梁のない場合）

（１）先端に小梁のない場合

ａ．先端の 曲げの長さｂは、梁せいよりかぶり厚さを除いた長さとする。

ｂ．梁筋を引き通さない場合は、取り合い部材に定着する。ただし、柱に取り合う場合は、

全数を引き通すことができる場合でも、上端筋は、２本以上を柱に定着する。

定着長さはＬ2 とする。ただし、耐力壁の重ね継手の長さは４０ｄとし、ＳＤ３９０、

ＳＤ４９０を使用する場合は特記による。

１３．１図　小梁主筋の継手、定着及び 長（その１）

（２）単 小梁の場合
　　　※　Ｌaの数値は、原則として、６．３表の数値かつ柱せいの３／４ 以上とする。

　　　※　Ｌaの数値は、原則として、柱せいの３／４ 以上とする。

　　　※　Ｌbの数値は、原則として、６．３表の数値かつ梁幅の１／２ 以上とする。

※ Ｌ3 をフックなしで定着

　 させる場合は２５ｄとする。

　　　※　Ｌbの数値は、原則として、６．３表の数値かつ梁幅の１／２ 以上とする。

一般階

小梁 続端部小梁外端部

小梁が 続する場合 小梁の終端部

（１）壁開口部の補強は、図面による。補強筋の長さ及び位置は、１４．３図を標準とする。

地中梁

地中梁

柱

Ｌ2

かつ１５ｄ

Ｌa
※

Ｌ2地中梁

Ｌa
※

壁

Ｌ2

Ｄ※－ ２００以内

(※：鉄筋径は、図面による)

Ｌ2

１０ｄ以上１０ｄ以上

組立筋

壁

Ｌ2

１
０

ｄ
以

上

Ｄ※－ ２００以内

(※：鉄筋径は、図面による)

Ｌ2以上

１０ｄ以上 １０ｄ以上

組立筋

配筋を曲げ通し筋とする。

Ｌ1 Ｌ1

１２．６図　主筋の継手、定着及び 長（その５）

鉄筋と鉄骨のあきは５．３による。 図面(又はＬ0／４)

１５ｄ( 長) １５ｄ( 長)１５ｄ( 長)１５ｄ( 長)

Ｌ0／４ Ｌ0／２ Ｌ0／４ Ｌ0／４ Ｌ0／２ Ｌ0／４

Ｌb
※ Ｌ2（定着）

Ｌ2

長

外端 続端 続端

７Ｌ0／１２ Ｌ0／４ Ｌ0／４ Ｌ0／２

Ｌ3

Ｌ0Ｌ0

Ｌ0／６

２０ｄ( 長) ２０ｄ( 長) ２０ｄ( 長)

Ｌ0／４

２０ｄ( 長)

１５ｄ( 長) １５ｄ( 長)

端部端部

Ｌ0／４ Ｌ0／２ Ｌ0／４

Ｌ2

Ｌb
※

Ｌ2
Ｌb

※

長

Ｌ3 Ｌ3

Ｌ0／６２Ｌ0／３

Ｌ0

Ｌ0／６

２０ｄ( 長) ２０ｄ( 長)

下端筋上端筋

長

Ｌ
2

Ｌ
3

　　　２．梁内の定着筋において梁せいが小さく 直で 長がとれない場合、 めにしてもよい。

（注）１．　　　　　　印は、継手及び 長を示す。

ｂ

１５ｄ ２Ｌ／３

Ｌ

Ｌa

Ｌ2

※ Ｌ3

Ｌ2

４５

Ｌ3

Ｌ2

Ｌ3

Ｌ2

Ｌ3

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2

片持梁筋

下げ

先端小梁

片持梁

片持梁筋

下げ

( つなぎ梁)

先端小梁

片持梁

梁

柱

柱

Ｌ１

Ｌ2

主筋位置

Ｐ

ＰＰ

主筋位置

梁

主筋位置

Ｐ

Ｐ

Ｐ

主筋位置

梁

床版

梁

柱

壁

断面

地中梁

４５

Ｌ2

４５

ＡＷＳＣＪ（第４版）－３０９－００４

１４．３図　壁開口部の補強の定着長さ

※：鉄筋径及び本数は、図面による

Ｌ1

Ｌ

1

Ｌ

1

Ｌ1

（２）開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより、

開口部を避けて配筋出来る場合は、補強筋を省略することができる。

１４．４　壁の交差部及び端部

ａ．交差部補強筋Ｄ※はＤ１３以上、かつ壁主筋と同径とする。

　　　壁と壁の交差部は、１４．４図による。

ｂ．壁の端部にＵ型鉄筋を使用する場合の径及び間隔は、壁筋と同径及び同間隔とする。

１４．４図　壁の交差部及び端部の配筋

※壁構造の場合は、「壁構造配筋指針・同解説」（建築学会）に基づき図面による。

継手長さＬ１ Ｌ2

２－Ｄ※

Ｌ2

Ｌ2

１－Ｄ※
１－Ｄ※

Ｌ2

Ｌ2
１－Ｄ※

１－Ｄ※

端部

２－Ｄ※
Ｌ2

交差部

Ｌ2 Ｌ2Ｌ2

１－Ｄ※ １－Ｄ※ １－Ｄ※

外壁の端部内壁の端部

４－Ｄ※２－Ｄ※２－Ｄ※１－Ｄ※

Ｕ型鉄筋

１４．５　壁の打増し要領

１４．５図　壁の打増し補強配筋

打増し補強筋は、１４．５図による。

打増し厚さのａが５０mm以上、２００mm以下に適用する。

２００mmを越える場合は、特記による。

コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、特記によるほか、配管等での壁の

打増し部

横筋はＤ１０とし、間隔は壁横筋と同じ

縦筋はＤ１０とし、間隔は２００mm

ａ

Ｌ2
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床の配筋要領１５

１５．１　一般事項

１５．２　片持スラブ

１５．３　出隅部の配筋方法

１５．４　地上部最上階の屋根床版

１５．５　段差床版の補強

１５．６　床版開口部の補強

柱及び梁の増し打ち要領１６

１６．１　柱

１６．２　梁

階段の配筋要領１８

１８．１  階段の配筋要領
（１）補強の配筋は図面による。配筋方法は、１５.６図による。

（２）先端に小梁がなく壁が取り付く場合

特記にない場合は、Ｄ１０ １００ダブルとする。

（１）片持スラブの配筋

１５．４図　片持スラブの配筋

１５．５図　先端に壁が付く場合の配筋

１５．６図　片持スラブ出隅部の補強配筋

１５．７図　出隅及び入隅部分の補強配筋

１５．８図　段差のある床版の補強配筋

１５．９図　床版開口部の補強配筋

（２）増し打ち部分での鉄筋は、定着長さとして認めない。ただし、躯体と一体打ちの場合は除く。

（４）増し打ち部分の主筋の定着、重ね長さは、梁の主筋による。

（５）梁の上下の増し打ちが途中で終わる場合

（２）増し打ち部分での鉄筋は、定着長さとして認めない。ただし、躯体と一体打ちの場合は除く。

（４）増し打ち部分主筋の定着，重ね長さは、柱の主筋による。

（１）増し打ちコンクリートの補強は、１６．１図による。

１６．３図　梁の上下の増し打ち配筋補強（途中で終わる場合）

（６）梁の側面の増し打ちが途中で終わる場合

１６．４図　梁の側面の増し打ち補強配筋（途中で終わる場合）

１６．２図　梁の増し打ち補強配筋

（１）鉄筋の継手長さは、Ｌ1 とする。

（３）増し打ち部分のあばら筋の定着長さは、Ｌ2 以上とする。

（２）定着長さ及び受け筋は、１５．１図による。ただし、引き通すことができない場合は、

１５．２図、１５．３図により梁内に定着する。

（３）基礎梁と床版を一体打ちとしないで、打ち継ぎを設ける場合の補強

は図面による。図面がなければ１６．５図による。

（２）出隅受け部分(図のハッチ部分)の配筋は、図面(幅はｂ1/2 とする）による。

（１）出隅及び入隅部分には、１５．７図により、補強筋（溶接金網）を上端筋の下側に配筋する。

（２） 屋根、 配屋根共通とする。

小梁を設ける事を原則とする。

（１）開口の最大径 ７００の場合は、開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、

隅角部には、 め方向に主筋径以上の鉄筋２本を上下筋の内側に配筋する。（１５．９図）

開口の最大径＞７００の場合は図面による。

（２）床版開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を

避けて配筋できる場合は、補強筋を省略することができる。

ａ＜７０mmの場合、補強は行わない。

ただし、ａ＜７０mmの場合、補強は行わない。

（３）増し打ち部分の帯筋の定着長さは、Ｌ2 以上とする。

１５．３図　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その３）

　　　同一床版に段差がある場合、１５．８図の補強を行う。ただし、Ｈ＞１５０の場合は、

１５．１図

スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）

１５．２図

スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）

（１）増し打ちコンクリートの補強は、１６．２図による。ただし、

※　Ｌbの数値は、原則として、６．３表

の数値かつ梁幅の１／２ 以上とする。

　　　※　Ｌbの数値は、原則として、６．３表の数値かつ梁幅の１／２ 以上とする。

※ 先端の り曲げ長さｂは、スラブ厚さ

よりかぶり厚さを除いた長さとする。

れ壁のない場合 れ壁のある場合

※：鉄筋径は、図面による

Ｄ※：鉄筋径は、図面による。

（出隅部分補強配筋） （出隅受け部配筋）

※１．帯筋と同径・同材質・同ピッチとする。

７０ ａ ２００ ７０ ａ1 、ａ2　 ２００

７０ ａ ２００ ７０ ａ ２００

７０ ａ ２００

※１．あばら筋と同径・同材質・同ピッチとする。

１８．１図　片持スラブ形階段配筋の定着

（２）階段主筋は、壁の中 線を越えてから縦に曲げ下ろす。

（１）壁配筋は、図面による。

ＣＬ

受け筋（Ｄ１３）

Ｌ2

受け筋（Ｄ１３）Ｌ3

受け筋（Ｄ１３）
Ｌb

※

Ｌ2

長

Ｌ3

受け筋（Ｄ１３）
Ｌ2

Ｌb
※

長

Ｌ3

（Ｄ１３）

受け筋
Ｌb

※

Ｌ2

Ｌ
3

長

配力筋

主筋

受け筋
Ｄ１３(Ｌ １０００)

Ｄ１６(Ｌ＞１０００)

Ｌ2

ｂ※

先端部補強筋
２－Ｄ１３

Ｌ

２５ｄ

ｂ※

配力筋

主筋
受け筋Ｄ１３

Ｌ2

先端部補強筋
２－Ｄ１３

Ｌ ６００

先
端

壁
厚

以
上

２－Ｄ１３

１
０

０
以

下

Ｌ2

間隔に合わせる

先端壁の縦筋の径及び

Ｌ2

２－Ｄ１３

１
０

０
以

下

Ｌ
2

１
０

０
以

下

先
端

壁
厚

以
上

一般スラブ配力筋

Ｌ3

Ｌ1ｂ1/2

Ｌ3

出隅部分の補強筋

ｂ1/2 Ｌ1

出隅部分の補強筋

注ｂ1 ｂ2とする

ｂ
2

Ｌ
1
ｂ

1
/
2

Ｌ
3

ｂ1 ｂ1

注ｂ1 ｂ2とする

出隅受け部分

ｂ
1
/
2

ｂ
2

出隅部
柱又は梁にＬ1を定着する

ｂ1/2

ＰＨ・吹抜け等

φ６ １００（１５００角）溶接金網

４－Ｄ※

Ｈ

Ｈ ７０

５Ｈ

７０＜Ｈ １５０

Ｌ2

３５０

Ｈ

Ｌ2

６－Ｄ※

Ｌ1

Ｌ1

Ｌ1

Ｌ1

ｎ1本

（ｎ1/2）本

（ｎ2/2）本

※

ｎ2本

ａ

Ｌ2

主筋
Ｄ１６－３００ 以内

※１
Ｌ2

ａ2

Ｌ2 ａ1

※１

主筋

Ｄ１６－３００ 以内

１６．１図　柱の増し打ち補強配筋

Ｌ2

ａ

※１

主筋

Ｄ１６－３００ 以内

主筋

Ｄ１６－３００ 以内

※１

主筋
ａＬ2

主筋

Ｄ１６－３００ 以内 Ｌ2

Ｌ2

ａ

※１

主筋

７０ ａ1 、ａ2　 ２００

ｂａ1

Ｄ１６－３００ 以内

ａ2

Ｌ2

※１

梁のあばら筋

Ｌ2

ａ

補強筋：Ｄ１６あばら筋と同径・同材質・同ピッチ

Ｌ2

あばら筋と同径・同材質・同ピッチ 補強筋： Ｄ１６

ａ

Ｌ2

梁のあばら筋

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ3

Ｌ2

：壁芯ＬＣ
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配屋根の取り合い１９

１９．１　 め柱・ め梁の取り合い

１９．２　梁と床版の取り合い

１９．３　円柱の取り合い

２０ 基礎及び基礎梁の配筋

２０．１　直接基礎の配筋

２０．２　基礎接合部の補強配筋

基礎の補強２１

２１．１　 基礎の配筋

２１．２　基礎接合部の補強

（１）※印の鉄筋は、同径以上とし、かつダブル きとする。

１９．１図　 め柱・ め梁の取り合い配筋

１９．２図　梁と床版の取り合い配筋

（２）１．５Ｄの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、またはダブル きとし １００以下とする。

（３）柱の取合い部における め梁のせん断補強筋中 間隔は、当該梁部材のせん断

補強筋中 間隔 以下とする。

（１）中 めコンクリートは、基礎のコンクリートと同じ調合のコンクリートを使用する。

（２）既製コンクリート 以外の場合は、特記による。

１９．３図　円柱の取り合い配筋

（１） 立基礎

（２） 続基礎

２０．２図　 続基礎の配筋

２０．１図　 立基礎の配筋

２１．１図　 基礎の配筋及び 部の補強方法

　　　円柱と梁の取り合い

増し打ち補強要領は、１６．２による。

ｂ） 柱幅と 材幅が異なるａ） 柱幅と 材（柱又は梁）幅が同一

ｄ） 柱 で 材となる上端筋は、 続筋とする。ｃ） 柱脚で 材となる

ｅ） 梁が 材となる上端筋は、 続筋とする。

柱筋はａ），ｂ）に う。

ｆ） め大梁に小梁が接する場合 ） 大梁に め小梁が接する場合

３） 柱脚部の円柱と基礎との

取合い

１） 柱 部で柱芯に梁が

取り付く場合 取り付く場合

Ｔ ｅ Ａ Ｔ ｅ Ｂ

※Ｌ2 を確保できない場合は、標仕（５．３．４（ｅ）（２））によることができる。

０＜Ｄ ２００ ２００＜Ｄ １０００

基礎接合部の補強は、２０．２による。

Ｌ1

※

Ｌ2

Ｌ2 １．５Ｄ

Ｌ2

柱：Ｄ 柱：Ｄ

１．５Ｄ
Ｌ2

※

Ｌ1

柱：Ｄ

※
※

Ｌ2 梁：Ｄ

柱：Ｄ

Ｌ1

３-Ｄ１９

Ｄ

１．５Ｄ

柱：Ｄ

※
※

１００

※Ｌ1

Ｄ

Ｌ2

※

Ｌ1

Ｌ3

１．５Ｄ

－Ｄ１３ ２００

小梁

Ｌ3１００

大梁

Ｌ1

Ｌ2

ー
Ｄ
１
３

２
０
０

Ｌ3

大梁

Ｌ3

１００

小梁

Ｌ3

Ｌ3

増し打ち補強筋

Ｌ2

Ｄ

Ｌ3

Ｌ3

Ｄ：梁せい

梁

梁
ＨＯＯＰ

２） 柱 部で柱外面に梁が

Ｄ１３ ２００
梁

梁
隅鉄筋Ｄ１６

基礎梁

(図面による)

フーチング

基礎筋

基礎筋

ＧＬ

▽

はかま筋

Ａ

Ａ部詳細

１５ｄ

はかま筋

はかま筋基礎筋

基礎梁主筋

続基礎主筋

はかま筋

続基礎配力筋

基礎梁あばら筋

筋とかねてよい

基礎筋

Ｌ
2

平面

径

１５ｄ

中 めコンクリート

Ｌ2

径の１．０

基礎筋

Ｄ１３ー３００ 縦横

底版補強筋

径

Ｄ１３ー ２００縦横

基礎梁あばら筋

と同径・同間隔

Ｄ

Ｌ2
※

３－Ｄ１６

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2

３－Ｄ１６

Ｄ

Ｌ2
※Ｌ2

梁幅 梁幅

ＡＷＳＣＪ（第４版）－３０９－００４

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

-

構造細目共通図（建築構造物）(6) H30.04

令和 ４年 ３月２８日
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d/2 d/2

ddd d

d/2d/2

La Lb

10d

La

5d

Lb

1
5
0

2
0

2
0

1
5
0

20
20

新
設

壁
厚

アンカ-筋ピッチ標準

片面フレア溶接 両面フレア溶接

撤去要領 補修要領

新設・増設壁上部グラウト要領

鉄筋フレア溶接要領

割 補強筋配筋要領 既存壁等撤去要領図

撤去壁-梁 取合部（撤去のみの場合）

撤去壁-柱 取合部（撤去のみの場合） 撤去壁-直交壁 取合部 撤去壁-柱 取合部（壁を新設する場合）

撤去壁-梁 取合部（壁を新設する場合）撤去壁-スラブ 取合部

撤去庇-梁 取合部

大開口部 ・適用は特記による。

新設壁開口配筋要領図

小開口部 ・適用は特記による。

1. 割 補強筋は、改修壁の柱・梁に接する面全てに配置する。

3. 継手は、2 以上の重ねとする。

壁　厚 スパイラル径 備　　　考

２．鉄筋のフレア溶接の溶接長さは、ビ-ドの 点(La)及び、クレ-タ-(Lb)を除いた部分の

長さとする。但し、La 及び Lbは 2d以上とする。

１．特記なき鉄筋のフレア溶接は、下図の片面または両面とする。

50

5d P P P PP

P
P

P
P

5d 5
0

開口寸法：W

開
口

寸
法

：
H

鉄筋切断 鉄筋切断部分錆び止め塗装

開口寸法：W

開
口

寸
法

：
H

開口補強筋を取り付けた後、内型枠に合わせグラウト材を充填する。

大開口部はあと施工アンカ－により、開口補強筋を設ける。

3.小開口部は切断面の補修（錆び止め塗装）を施す。

開口寸法：W
コンクリ－トカッタ－深さ両面30

コンクリ－トカッタ－及び、はつり出し

開
口

寸
法

：
H

先導孔（100φ程度）

1.床・壁にコア抜きにより先導孔を開ける。

開口補強筋

（特記による）
あと施工アンカ－

（特記による）11da 15da

15
0

開
口

寸
法

：
H

15
0

150150

開口寸法：W

1
50

目荒し開
口

寸
法

：
H

グラウト充填

フレア溶接

フ
レ

ア
溶

接

15
0

鉄筋切断

鉄筋はつり出し

開口寸法：W

150 150

撤去要領 補修要領

注記）　　印は、コンクリ－トカッタ－位置を示し、カッタ－深さ30

2.各開口寸法に合わせ、コンクリ－トカッタ－及び、はつり出しにより開口部を開ける。

深さ20mmはつり、鉄筋切断後

無収縮モルタルにて補修

鉄筋切断

庇

20

深さ20mmはつり、鉄筋切断後

無収縮モルタルにて補修

柱

深さ20mmはつり、鉄筋切断後

無収縮モルタルにて補修

直交壁

鉄筋切断

新設壁部目荒らし

柱

鉄筋切断

新設壁部目荒らし

鉄筋切断

目荒らし梁

新設壁厚

新設壁厚

無収縮モルタルにて補修

深さ20mmはつり、鉄筋切断後

鉄筋切断

スラブ

無収縮モルタルにて補修

深さ20mmはつり、鉄筋切断後

鉄筋切断

梁

注記）鉄筋切断部には、錆止め塗装を行う。

注記）鉄筋はつり出しは、特記による。注記）　　印は、コンクリ－トカッタ－位置を示し、カッタ－深さ30とする。

注記）特記なき壁等の撤去は下図による。

S=1/30  

2
0
0

スパイラル型

あと施工アンカ－

割 補強筋 目荒し

グラウト材

2
0
0

新設壁厚

既存壁

増設壁厚

グラウト材

目荒し割 補強筋

スパイラル型

あと施工アンカ－

新設壁の場合 増設壁の場合

2. 割 補強筋は、6φスパイラル型とし、ピッチ、スパイラル径は下記による。

1. 特記なき新設・増設壁上部は、グラウトを行う。

2. グラウト材の設計基準強度は30N/mm2以上とする。調合はJIS R 5201(セメントの物理試験方法)の
   フロー試験によるモルタルのコンシステンシーに応じ、フロー値は180mm以上240mm未満とする。
   コンシステンシ 試験はJ14ロート試験法に準ずる

あと施工アンカ－

6φ 50

割 補強筋

6φ 50

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

-

202004

耐震改修標準詳細図一

般

事

項

「２０１７年改 版　既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震改修設計指針　同解説」　日本建築防災協会／国土交通大臣指定耐震改修支 センター

※第３章　補強部材・部位の設計

※第４章　補強工事の施工

１．参考図書
　(2.5da以上

　　 　 （5da以上）

　 かつ主筋の内側)

　(2.5da以上

　　 　 （5da以上）

(7.5da以上 かつ 300mm以下)PP　　 　　  はしあき

へりあき

ゲージ(5.5da以上)

へりあき

　(2.5da以上

　 かつ主筋の内側)

PP

P/2

へりあき

ゲージ(4da以上)

へりあき

　(2.5da以上

　 かつ主筋の内側)

　 かつ主筋の内側)

(7.5da以上 かつ 300mm以下)PP　　 　　  はしあき

(ナット付）

接着剤

既存躯体 増設補強壁

Le

接合面

D
a

アンカ－筋

da

LnL

Ld

da

(ナットなし）
既存躯体 増設補強壁

da Le

接着剤
接合面

D
a

アンカ－筋

da

LnL

（1）接着系アンカー

Ln ： 有効定着長さ

Da ： 既存コンクリ－ト躯体への穿孔径

da ： アンカ－ 部の直径、アンカ－筋の呼び名

L  ： コンクリ－トの穿孔深さ、または接着系アンカ－の埋め込み長さ

Le ： アンカ-の有効埋め込み長さ

Ld ： アンカ-筋の全長

ナットなし)とし、ナットから ねじ

ナット付き異形棒鋼(開口補強筋用は

定着長さ

アンカー筋形状

また、先端形状は45ﾟカットとする。

が2 以上でること。

接着系アンカ-の有効

アンカ－関係共通事項

接着系アンカ-の有効 埋め込み長さ 一般部　：　Ｌｅ＝７ｄａ

開口補強筋　：　Ｌｅ＝１２ｄａ

一般部　：　Ｌｎ＝２０ｄａ

(＝補強筋との継手長さ＋ｸﾘｱﾗﾝｽ)

　　  配置の場合　　  ダブル配置の場合

(2) あと施工アンカーの位置と間隔

PP (7.5da以上 かつ 300mm以下)

da

　配置する。)

（原則として、中央に

へりあき(2.5da以上)

　　 　　  はしあき

　　 　 （5da以上）

　　  シングル配置の場合

破 による引張荷重（埋込みピッチ及びへりあきの影響を受ける場合は、低減

した荷重）の小さい方の2/3程度の荷重。

確認強度は、計算で得られた、アンカーの鋼材による引張荷重又はコンクリート

施工確認試験荷重（確認強度）

荷　重(kN)

Ｄ[　　　] [　　　]da [　　　　　　]

アンカー筋呼び名(da) アンカーの有効埋込長さ(Le)

７daD13

150

250 150φ

6φ 50300 200φ

6φ 50220φ320

70φ

18.2

D16 39.1

１２daD19 49.0

１２daD22 75.3

D13

１２da

１２da 25.0

　　　　　　　：Ｌｎ＝４０ｄａ＋５ｄａ

一般部（ナットなし）・開口補強筋

令和 ４年 ３月
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特記なき限り下記による

梁上端レベル　

スラブ上端レベル　

基準レベル　　 　：　1FL =  ▽+3.350

：　±0(▽+3.350)

：　±0(▽+3.350)

壁 ：　W150

：  -400(▽-2.950)

：    -50(▽+3.300)

：    -30(▽+3.320)

改修後S=1/1001階伏図S=1/1001階伏図 改修前

A

B

C

D

S=1/100

1 2 3 4

C1A

C1A

C1A

C1A
C1

C2

C1

C3

C2

C2

C1
C3

C2

Ｘ

（見下げ図）

B
1

B
1

B
1 S8

１階伏図

S8

予備室

事務室

倉庫

倉庫

C1

ポンプ室

φ

G4G4G4

G3

G3

G4 G4 G4

G
1

G
4

G
1

B
1

B
2

B
2

G
4

G2
G
2

B3

B3

B3

B3

B3

W
12

0

W120

W120

S0

SA

S0

S7

S6

S6
S7

S7

S6
S6 S6

S6 S6

S6

S6

S6

S6S6

S6

S6

湯沸室

PS

W120

1F-2 1F-3

1F-5

1F-1

1F-4 1F-6

Ｏ Ｏ
Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

ＯＯ Ｏ

凡例

特記なき限り下記による。

改修工事範囲

部位番号　を示す。

Ｏ：補強前、Ｎ：補強後

印：既設コンクリート、

及び鉄筋撤去範囲を示す。

Ｏ

1F-10

1F-11

1F-12

1F-8

1F-7

Ｏ

A

B

C

D

S=1/100

1 2 3 4

Ｘ

（見下げ図）

１階伏図

発電機室

予備室

事務室

倉庫

倉庫

ポンプ室

便所 湯沸室

PS

1F-2 1F-3
1F-1

Ｎ Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

1F-51F-4 1F-6

ＮＮ Ｎ

Ｎ

Ｎ

1F-8

1F-9

1F-11

1F-12

Ｎ

1F-10

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/100

1階伏図（補強前・後）

改修工事範囲

部位番号　を示す。

Ｏ：補強前、Ｎ：補強後

EW150

E
W
15

0

E
W
15

0
EW

1
50

開口閉
開口移設

E
W
15

0

EW150 EW150

凡例

特記なき限り下記による。

印：RC壁新設を示す。

印：開口閉 補強を示す。

壁新設 t=250

壁新設 t=250

開口閉
壁新設 t=300

開口閉
壁新設 t=320
柱新設600x600

Ｎ

1F-7

EW150

EW150

EW
1
50

EW
1
50

便所

発電機室

玄関ﾎﾟｰﾁ玄関ﾎﾟｰﾁ

開口閉
壁新設 t=250

開口閉
壁新設 t=250

開口閉
壁新設 t=250

開口移設
壁新設 t=300

Ｏ

1F-9

玄関 Ｏ

1F-13 1F-13

玄関 Ｎ

防潮
(B=150mm,H=150mm)

壁新設 t=250

壁新設 t=250

壁新設
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改修後S=1/100S=1/100 改修前

A

B

C

D

S=1/100

1 2 3 4

C2

C2

Ｘ

（見下げ図）

C1

２階伏図

中央監視室

C1A C1

湯沸室
C1A

C1A C1

C2

浴室

C1C3

C1A C2

C3

G2 G1 G1

G3

G2

G3

G
5

G
5

G
4 G
4

G
5

G5

B1

B1

B1

B
2

B3

B2

B3

G
6

G
6

SA

SA

S4

S3

S3

S3
SB

SB

SB

SB

S4

宿直室

S5

PS

W120

W1
2
0

G5 WG

G
5

階段室

2階伏図2階伏図

2F-1

2F-2 2F-3

Ｏ

Ｏ Ｏ

特記なき限り下記による

梁上端レベル　

スラブ上端レベル　

壁 ：　W150

：   -80(▽+7.070)

：  -300(▽+6.850)

基準レベル　　 　：　2FL =  ▽+7.150

：　-30(▽+7.120)

：　-30(▽+7.120)

凡例

特記なき限り下記による。

改修工事範囲

部位番号　を示す。

Ｏ：補強前、Ｎ：補強後

印：既設コンクリート、

及び鉄筋撤去範囲を示す。

凡例

特記なき限り下記による。

改修工事範囲

部位番号　を示す。

Ｏ：補強前、Ｎ：補強後

印：RC壁新設を示す。

印：開口閉 補強を示す。

2F-4

Ｏ

A

B

C

D

S=1/100

1 2 3 4

Ｘ

（見下げ図）

２階伏図

中央監視室

湯沸室

浴室

宿直室

階段室

Ｎ

Ｎ

2F-1

2F-2

Ｎ

2F-3

Ｎ

2F-4

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/100

2階伏図（補強前・後）
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令和 ４年 ３月

S-9

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



Ｃｎ

共通事項

特記なき限り下記による。

印は柱 号を示す。

壁　　：　W150

1FL ▽ +3.350

 GL    ▽+930

B1FL  ▽-1.350

B2FL  ▽-9.040

    ▽-11.540

1 2 3 4

S=1/100Ａ通り 組図

2FL  ▽+7.150

3FL ▽+11.650

RFL ▽+16.600

    ▽+17.290

（水下鉄骨梁天端）

G1 G1

G1G2

G2
G1 G1

W1W2W4 W1 W1

FG1FG1 FG1 FG1

WA

150φ

C1C3C1C1A

1FL ▽ +3.350

 GL    ▽+930

B1FL  ▽-1.350

B2FL  ▽-9.040

    ▽-11.540

1 2 3 4

S=1/100Ａ通り 組図

2FL  ▽+7.150

3FL ▽+11.650

RFL ▽+16.600

    ▽+17.290

（水下鉄骨梁天端）

C1C3C1C1A

改修後S=1/100S=1/100 改修前 A通り 組図A通り 組図

EW150

EW150

EW150

EW150

EW150 EW150

EW150

1F-21F-1
ＮＮ

1F-3

Ｎ

Ｎ

2F-1

1F-21F-1
1F-3

2F-1

ＯＯ
Ｏ

Ｏ

W1W1W2

凡例

特記なき限り下記による。

改修工事範囲

部位番号　を示す。

Ｏ：補強前、Ｎ：補強後

印：既設コンクリート、

及び鉄筋撤去範囲を示す。

凡例

特記なき限り下記による。

改修工事範囲

部位番号　を示す。

Ｏ：補強前、Ｎ：補強後

印：RC壁新設を示す。

印：開口閉 補強を示す。

G1

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/100

A通り 組図（補強前・後）

S-10

開口閉

開口閉
壁新設 t=250開口移設

壁新設 t=300

開口閉
壁新設 t=250
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防潮
(B=150mm,H=190mm)
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令和 ４年 ３月

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



Ｃｎ

共通事項

特記なき限り下記による。

印は柱 号を示す。

壁　　：　W150

1FL ▽ +3.350

 GL    ▽+930

B1FL  ▽-1.350

B2FL  ▽-9.040

    ▽-11.540

1 2 3 4

S=1/100

2FL  ▽+7.150

3FL ▽+11.650

RFL ▽+16.600

    ▽+17.290

（水下鉄骨梁天端）

W1W1W1W2

G1 G1

Ｄ通り 組図

G1 G1

G2

G2

G2

G1

FG1 FG1 FG1 FG1

WG

φ

150φ150φ

C1A C1 C3 C1

1FL ▽ +3.350

 GL    ▽+930

B1FL  ▽-1.350

B2FL  ▽-9.040

    ▽-11.540

1 2 3 4

S=1/100

2FL  ▽+7.150

3FL ▽+11.650

RFL ▽+16.600

    ▽+17.290

（水下鉄骨梁天端）

Ｄ通り 組図

150φ

C1A C1 C3 C1

改修後S=1/100S=1/100 改修前 D通り 組図D通り 組図

EW150

EW150

1F-6

Ｎ
1F-5

Ｎ

1F-4

Ｎ

Ｎ

2F-2 Ｎ

2F-3

1F-6
1F-51F-4

2F-2
2F-3

EW150

Ｏ
ＯＯ

Ｏ
Ｏ

W1W1W2

凡例

特記なき限り下記による。

改修工事範囲

部位番号　を示す。

Ｏ：補強前、Ｎ：補強後

印：既設コンクリート、

及び鉄筋撤去範囲を示す。

凡例

特記なき限り下記による。

改修工事範囲

部位番号　を示す。

Ｏ：補強前、Ｎ：補強後

印：RC壁新設を示す。

印：開口閉 補強を示す。

EW150

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/100

D通り 組図（補強前・後）

S-11

開口閉
壁新設 t=320

柱新設 600 600
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壁新設 t=320
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令和 ４年 ３月

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



Ｃｎ

共通事項

特記なき限り下記による。

印は柱 号を示す。

壁　　：　W150

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

S=1/100１通り 組図

W4

W4 W2

W2 W2

G4 G4 G4

G5 G4

FG1 FG1FG3

W2

G5

C1A C1A C1A C1A

1FL ▽ +3.350

 GL    ▽+930

B1FL  ▽-1.350

B2FL  ▽-9.040

    ▽-11.540

2FL  ▽+7.150

3FL ▽+11.650

RFL ▽+16.600

    ▽+17.290

（水下鉄骨梁天端）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

S=1/100１通り 組図

C1A C1A C1A C1A

1FL ▽ +3.350

 GL    ▽+930

B1FL  ▽-1.350

B2FL  ▽-9.040

    ▽-11.540

2FL  ▽+7.150

3FL ▽+11.650

RFL ▽+16.600

    ▽+17.290

（水下鉄骨梁天端）

改修後S=1/100S=1/100 改修前 1通り 組図1通り 組図

Ｎ

1F-91F-8 1F-9

Ｏ Ｏ

凡例

特記なき限り下記による。

改修工事範囲

部位番号　を示す。

Ｏ：補強前、Ｎ：補強後

印：既設コンクリート、

及び鉄筋撤去範囲を示す。

凡例

特記なき限り下記による。

改修工事範囲

部位番号　を示す。

Ｏ：補強前、Ｎ：補強後

印：RC壁新設を示す。

印：開口閉 補強を示す。

EW150

EW150

EW150

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/100

1通り 組図（補強前・後）
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壁新設 t=250開口閉
開口移設
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令和 ４年 ３月

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



改修後S=1/100S=1/100 改修前

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

S=1/100４通り 組図

1FL ▽ +3.350

 GL    ▽+930

B1FL  ▽-1.350

B2FL  ▽-9.040

2FL  ▽+7.150

3FL ▽+11.650

RFL ▽+16.600

    ▽+17.290

（水下鉄骨梁天端）

    ▽-11.540

C1C1 C2 C2

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

S=1/100４通り 組図

W1 W1 W1

G5 G5 G5

G2G2G2

FG1 FG1 FG1

G6 G6G6
400φ400φ

1FL ▽ +3.350

 GL    ▽+930

B1FL  ▽-1.350

B2FL  ▽-9.040

2FL  ▽+7.150

3FL ▽+11.650

RFL ▽+16.600

    ▽+17.290

（水下鉄骨梁天端）

    ▽-11.540

C1C1 C2 C2

Ｎ

1F-10
Ｎ

1F-11

Ｎ

1F-121F-10
1F-11

1F-12

W1 W1W1

Ｏ
Ｏ

Ｏ

Ｎ

2F-42F-4

Ｏ

凡例

特記なき限り下記による。

改修工事範囲

部位番号　を示す。

Ｏ：補強前、Ｎ：補強後

印：既設コンクリート、

及び鉄筋撤去範囲を示す。

凡例

特記なき限り下記による。

改修工事範囲

部位番号　を示す。

Ｏ：補強前、Ｎ：補強後

印：RC壁新設を示す。

印：開口閉 補強を示す。

4通り 組図4通り 組図

EW150

EW150 EW150

EW150

EW150EW150EW150

    ▽-6.140     ▽-6.140

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/100

4通り 組図（補強前・後）
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A

EW150

A

B-B断面図

S=1/50A通り補強詳細図(1)

特記なき限り下記による。

印：既設壁・既設仕上げ撤去範囲を示す。

1F-1

Ｏ

2FL▽+7.150

1FL▽+3.350

1 2

A A

B

B

A-A断面図

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/50

改修詳細図(1)

S-14

補強前(撤去図）

令和 ４年 ３月
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1 2

4-D16 4-D16

4-D164-D16

A

A

2FL▽+7.150

1FL▽+3.350

A

各2-D16

A

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=200

D13-150  ダブル

D
1
3-

1
50

 ダ
ブ

ル

各2-D16
1-D13

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=200

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=200

割
補

強
筋

（
ス

パ
イ

ラ
ル

筋
）

6
φ

50
　

φ
=2

0
0

D13-150  ダブル

D13-150  ダブル

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=200

B-B断面図B-B断面図

A-A断面図

各
2-

D
16

補強後（壁配筋図）S=1/50 S=1/50A通り補強詳細図(1) A通り補強詳細図(1)

特記なき限り下記による。

印：無収縮モルタル圧入範囲を示す。

鉄筋記号凡例

D10 D13 D16 D19 D22 D25 D29

1F-1 1F-1

Ｎ

2FL▽+7.150

1FL▽+3.350

1 2

A A

B

B

D13-150  ダブル

D13-150  ダブル

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=200

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=200

a部

A A

B

B

A-A断面図

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/50

（S=1/20）

b部詳細図（平面）

A

4-D22

b部

割
補

強
筋

（
ス

パ
イ

ラ
ル

筋
）

6
φ

50
　

φ
=2

0
0

A

C1A

（S=1/20）

a部詳細図（平面）

補強後（アンカー図）

Ｎ

改修詳細図(2)

S-15

※1:特記外は下記による。
※2:接着系アンカーの位置は、鉄筋探査の上監督員との協議の上 定すること。

接着系アンカー配筋標準

接着系アンカー(ナットなし)
D16-150  ダブル

接着系アンカー(ナットなし)
D16-150  ダブル

接着系アンカー(ナットなし)
D16-150  ダブル

接着系アンカー(ナットなし)
D16-150  ダブル

接着系アンカー
(ナットなし)
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接
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Ln
LLe

da

記号凡例 Le

鉄筋径(da) Le L Ln

:埋込み深さ  (L=Le+da)L

Ln

D19 250231

アンカー筋長さ

860

:有効埋込み深さ(開口部:Le=12da)

:有効定着長さ (開口部:Ln 40da+5da ﾅｯﾄ無)
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開口部(壁新設部)
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32 A

B

A

2FL▽+7.150

1FL▽+3.350

Ｏ

A通り補強詳細図(2) S=1/50

B-B断面図

A-A断面図

EW150

A

特記なき限り下記による。

印：既設壁・既設仕上げ撤去範囲を示す。

1F-2

A

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/50

補強前(撤去図）

改修詳細図(3)

S-16

令和 ４年 ３月
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補強後（壁配筋図）

B

32 A A

B

A

2FL▽+7.150

1FL▽+3.350

Ｎ

A通り補強詳細図(2) A通り補強詳細図(2)S=1/50

2FL▽+7.150

1FL▽+3.350

32

A

S=1/50

A

B

A

B

B-B断面図

A-A断面図A-A断面図

B-B断面図

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=150

b部

A

a部

特記なき限り下記による。

印：無収縮モルタル圧入範囲を示す。

※1:特記外は下記による。
※2:接着系アンカーの位置は、鉄筋探査の上監督員との協議の上 定すること。

Ln
LLe

da

記号凡例 Le

鉄筋径(da) Le L Ln

:埋込み深さ  (L=Le+da)L

Ln

アンカー筋長さ

接着系アンカー配筋標準

:有効埋込み深さ(開口部:Le=12da)

:有効定着長さ (開口部:Ln 40da+5da ﾅｯﾄ無)

開口部(壁新設部)

鉄筋記号凡例

D10 D13 D16 D19 D22 D25 D29

既存柱主筋:
既存柱帯筋: φ9-100

14-D25

C1

1F-2 1F-2

D13-150  ダブル

D13-150  ダブル

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=150

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=150

接着系アンカー(ナットなし)
D16-150  チドリ

接着系アンカー(ナットなし)
D16-150  チドリ

A

接着系アンカー(ナットなし)
D16-150  チドリ

（S=1/20）

a部詳細図（平面）

接着系アンカー
(ナットなし)

D16-150 チドリ

A

（S=1/20）

b部詳細図（平面）

割
補

強
筋

（
ス

パ
イ

ラ
ル

筋
）

6
φ
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φ
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5
0

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=150

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=150

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=150

A

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/50

接着系アンカー(ナットなし)
2-D19チドリ

接
着

系
ア

ン
カ

ー
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ッ
ト

な
し

)
4
-
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9
　

チ
ド

リ

補強 (アンカー図）

Ｎ

改修詳細図(4)

S-17
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接着系アンカー(ナットなし)
D16-150  チドリ

D13-150  ダブル

D13-150  ダブル

D13-150  ダブル

D13-200  シングル

接着系アンカー
(ナットなし)

D16-150 チドリ
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D16 194 210 720

D13 170157 590
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A

A通り補強詳細図(3) S=1/50

B-B断面図

2FL▽+7.150

1FL▽+3.350

B

A

EW150

B

A

A-A断面図

Ｏ

1F-3

3 4

150φ

A

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/50

補強前(撤去図）

階段撤去

改修詳細図(5)

S-18

特記なき限り下記による。

印：既設壁・既設仕上げ撤去範囲を示す。

階段撤去

印：既存壁撤去（鉄筋はつり出し）範囲を示す。

令和 ４年 ３月
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補強後（壁配筋図）

AA

A通り補強詳細図(3) A通り補強詳細図(3)S=1/50 S=1/50

A

B-B断面図 B-B断面図

2FL▽+7.150

1FL▽+3.350

B

A

2FL▽+7.150

1FL▽+3.350

B

B B

2-D16

2
-
D1

6

特記なき限り下記による。

印：無収縮モルタル圧入範囲を示す。

鉄筋記号凡例

D10 D13 D16 D19 D22 D25 D29

b部
割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=150

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=150

Ｎ

1F-3 1F-3

3 4 4

A 接着系アンカー
(ナットなし)

D16-150 チドリ

接着系アンカー
(ナットなし)

D16-150 チドリ D13-150  ダブル

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=150

割
補

強
筋

（
ス

パ
イ

ラ
ル

筋
）

6
φ

5
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φ
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割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=150

割
補

強
筋

（
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パ
イ

ラ
ル

筋
）

6
φ

5
0　

φ
=
15

0

D13-150  ダブル

既存柱主筋:
既存柱帯筋: φ9-100

22-D25

A

接着系アンカー(ナットなし)
D16-150  チドリ

（S=1/20）

a部詳細図（平面）

C3

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/50

接着系アンカー(ナットなし)
2-D19チドリ

補強後(アンカー図）

Ｎ

D1
3
-1

5
0

 
ダ

ブ
ル

3

AA

A-A断面図

a部

接着系アンカー(ナットなし)
D16-150  チドリ

接着系アンカー(ナットなし)
D16-150  チドリ

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=150

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=150

D13-150  ダブル

D13-150  ダブル

A

A-A断面図

改修詳細図(6)

S-19

D13-150  ダブル

接
着

系
ア

ン
カ

ー
(
ナ

ッ
ト

な
し

)
2
-D

1
9チ

ド
リ

A

4-D22

（S=1/20）

b部詳細図（平面）

接着系アンカー(ナットなし)
D16-150  チドリ

※1:特記外は下記による。
※2:接着系アンカーの位置は、鉄筋探査の上監督員との協議の上 定すること。

Ln
LLe

da

記号凡例 Le

鉄筋径(da) Le L Ln

:埋込み深さ  (L=Le+da)L

Ln

アンカー筋長さ

接着系アンカー配筋標準

:有効埋込み深さ(開口部:Le=12da)

:有効定着長さ (開口部:Ln 40da+5da ﾅｯﾄ無)

開口部(壁新設部)

D16 194 210 720

D19 250231 860

鉄骨階段新設
（金物工事）

鉄骨階段新設
（金物工事）

D13 170157 590

2-D13

令和 ４年 ３月
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タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業
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タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



1FL▽+3.350

1 2 D

S=1/50D通り補強詳細図(1)

B-B断面図

特記なき限り下記による。

印：既設壁・既設仕上げ撤去範囲を示す。

D

A-A断面図

A A

B

Ｏ

1F-4

B

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/50

2FL▽+7.150

補強前(撤去図）

印：既存壁撤去（鉄筋はつり出し）範囲を示す。

改修詳細図(7)

S-20

既存鉄筋はつり出し
φ9-200

令和 ４年 ３月
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タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業
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タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



1 2 D

1FL▽+3.350

1 2 D

補強後（壁配筋図）S=1/50 S=1/50D通り補強詳細図(1) D通り補強詳細図(1)

2FL▽+7.150

1FL▽+3.350

A

B

B

B-B断面図 B-B断面図

DD

A-A断面図 A-A断面図

特記なき限り下記による。

印：無収縮モルタル圧入範囲を示す。

※1:特記外は下記による。
※2:接着系アンカーの位置は、鉄筋探査の上監督員との協議の上 定すること。

Ln
LLe

da

記号凡例 Le

鉄筋径(da) Le L Ln

:埋込み深さ  (L=Le+da)L

Ln

アンカー筋長さ

接着系アンカー配筋標準

:有効埋込み深さ(開口部:Le=12da)

:有効定着長さ (開口部:Ln 40da+5da ﾅｯﾄ無)

D16 194 210 720

開口部(壁新設部)

鉄筋記号凡例

D10 D13 D16 D19 D22 D25 D29

A

D13-150  ダブル

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=200

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=200

D13-150  ダブル

D13-150  ダブル

割 補強筋（スパイラル筋）
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a部

A A

B

Ｎ

1F-4 1F-4

接着系アンカー(ナットなし)
D16-150  ダブル

B

接着系アンカー(ナットなし)
D16-150  ダブル

b部

接
着

系
ア

ン
カ

ー
(
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)
D
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接
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系
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ン
カ

ー
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な
し

)
D
16

-
15

0
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ブ
ル

接着系アンカー
(ナットなし)

D16-150 ダブル

接着系アンカー
(ナットなし)

D16-150 ダブル

接着系アンカー(ナットなし)
D16-150  ダブル

接着系アンカー(ナットなし)
D16-150  ダブル

D
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-
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0
 
ダ

ブ
ル

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=200

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=200

接着系アンカー(ナットなし)
D16-150  ダブル

D

4-D22

（S=1/20）

b部詳細図（平面）

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=200

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/50

2FL▽+7.150

D

（S=1/20）

a部詳細図（平面）

接着系アンカー(ナットなし)
D16-150  ダブル

C1A

12-D25既存柱主筋:
既存柱帯筋: φ9-100

補強後(アンカー図）

Ｎ

D13-150  ダブル

D13-150  ダブル

既存鉄筋φ9-200

改修詳細図(8)
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2FL▽+7.150

1FL▽+3.350

3 D2

A

B

B-B断面図

S=1/50D通り補強詳細図(2)

特記なき限り下記による。

印：既設壁・既設仕上げ撤去範囲を示す。

D

A-A断面図

B

A

Ｏ

1F-5

EW150

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/50

補強前(撤去図）

改修詳細図(9)
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D

B-B断面図

補強後（壁配筋図）S=1/50 S=1/50D通り補強詳細図(2) D通り補強詳細図(2)

D

A-A断面図

特記なき限り下記による。

印：無収縮モルタル圧入範囲を示す。

※1:特記外は下記による。
※2:接着系アンカーの位置は、鉄筋探査の上監督員との協議の上 定すること。

Ln
LLe

da

記号凡例 Le

鉄筋径(da) Le L Ln

:埋込み深さ  (L=Le+da)L

Ln

D19 250231

アンカー筋長さ

860

接着系アンカー配筋標準

:有効埋込み深さ(開口部:Le=12da)

:有効定着長さ (開口部:Ln 40da+5da ﾅｯﾄ無)

D16 194 210 720

開口部(壁新設部)

鉄筋記号凡例

D10 D13 D16 D19 D22 D25 D29

接着系アンカー(ナットなし)
D16-150  チドリ

3

B

B

2

D

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=150

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=150

D13-150  ダブル

D13-150  ダブル

2FL▽+7.150

1FL▽+3.350

A

D

B-B断面図

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=150

D13-150  ダブル

D13-150  ダブル

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=150

割
補

強
筋

（
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ル

筋
）
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0

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=150

D

C1

既存柱主筋:
既存柱帯筋: φ9-100

14-D25

（S=1/20）

a部詳細図（平面）

A-A断面図

Ｎ

1F-5

接着系アンカー(ナットなし)
D16-150  ダブル

D

4-D22

（S=1/20）

b部詳細図（平面）

接着系アンカー(ナットなし)
D16-150  チドリ

接着系アンカー(ナットなし)
D16-150  チドリ

接着系アンカー
(ナットなし)

D16-150 チドリ

接着系アンカー
(ナットなし)

D16-150 チドリ

D1
3
-1

5
0

 
ダ

ブ
ル

a部

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/50

D13-150  ダブル

補強後(アンカー図）

改修詳細図(10)
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2FL▽+7.150

1FL▽+3.350
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S=1/50

3FL▽+11.650

2FL▽+7.150

1FL▽+3.350

150φ

3 D

WG

D 4

D

A A

B B

B-B断面図

C-C断面図

D通り補強詳細図(3)

C

C

D

A-A断面図

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/50

Ｏ

1F-6

Ｏ

2F-3

補強前(撤去図）

特記なき限り下記による。

印：既設壁・既設仕上げ撤去範囲を示す。

改修詳細図(11)

S-24

令和 ４年 ３月

3
,
8
0
0

4
,
5
0
0

4
0
0

3
,
8
0
0

3
,
6
5
0

8
5
0

600

300 300

600

300 300

8,400

775
150

4,9352,690

150
4,100

2,690 4,100685

4
0
0

3
,
8
0
0

3
,
6
5
0

8
5
0

5
,
1
0
0

2
,
3
5
0

8
5
0

7
5

1
,
5
0
0

1
,
4
4
5

7
0
0

8
0

7
7
5

1
,
9
0
0

9
7
5

8
5
0

150

600

300 300

600

300 300

6
0
0

3
0
0
3
0
0

8,400

600

300 300

600

300 300

9
0
0

6
0
0

3
0
0

8,400

9,000

4,150

775

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



3
8
0
0

3
6
5
0

8
5
0

600

300 300

600

300 300

5
1
0
0

2
3
5
0

8
5
0

4
0
0

3
8
0
0

3
6
5
0

8
5
0

4
0
0

3
8
0
0

3
6
5
0

8
5
0

600

300 300

600

300 300

8400

4
0
0

3
8
0
0

3
6
5
0

8
5
0

2
0
0

600

300 300

600

300 300

600

300 300

3300 4500

6
0
0

3
0
0
3
0
0

600

300 300

600

300 300

6
0
0

3
0
0
3
0
0

8400

150
150

3000

1
2
5

1
2
5

7
6
0
0

600
150 150

1504200

320

3
2
0

600

300 300

600

300 300

9
0
0

6
0
0

3
0
0

8400

9
0
0

6
0
0

3
0
0

6
0
0

200200200200 200

3
0
0

300

600

300

9
0
0

6
0
0

300

1
,
0
5
0

3000150

3600 4800

3300 600

1
3
0

1
3
5

3
5

2
0

600

300 300

600

300 300

600

300 300

3300 4500
260 160

4080

4
0
0

6
7
0

670

1
9
5
0

1
9
5
0

160
260 4080

5
1
0
0

2
3
5
0

8
5
0

100250

4
,
5
0
0

3
,
8
0
0

4
,
5
0
0

9000 9000

3
,
8
0
0

3
,
8
0
0

4
0
0

3
,
8
0
0

4
0
0

D
1
9
-
2
0
0

 
ダ

ブ
ル

新
設

柱
b
x
D
：

6
0
0

6
0
0

主
筋

:
8
-
D
2
2

帯
筋

:
　

D
1
3
-
1
0
0

2
-
D
1
91
-
D
1
3

接着系アンカー
(ナットなし)

D22-200 ダブル
有効埋込15ｄ

接着系アンカー
(ナットなし)

D22-200 ダブル
有効埋込15ｄ

接着系アンカー(ナットなし)
8-D22
有効埋込30d

接着系アンカー(ナットなし)
D22-200  ダブル
有効埋込15d

接着系アンカー(ナットなし)
D22-200  ダブル

接着系アンカー
(ナットなし)
D22-200  ダブル

接着系アンカー(ナットなし)
5-D22
有効埋込15d

接着系アンカー
(ナットなし)

5-D22
有効埋込15d

接着系アンカー
(ナットなし)

8-D22
有効埋込30d

接着系アンカー(ナットなし)
D22-200  ダブル

有効埋込15d

目荒し

目荒し

接着系アンカー(ナットなし)
D22-200  ダブル
有効埋込15d

4-D22

接着系アンカー(ナットなし)
D13-200  ダブル

有効埋込15d Ln=110

接着系アンカー(ナットなし)
8-D22

有効埋込30d
接着系アンカー(ナットなし)
1-D13

接着系アンカー(ナットなし)
D22-200  ダブル　有効埋込15d

接
着

系
ア

ン
カ

ー
(
ナ

ッ
ト

な
し

)
D
2
2
-
2
0
0

 
ダ

ブ
ル

　
有

効
埋

込
1
5
d

接着系アンカー(ナットなし)
D22-200  ダブル　有効埋込15d

接着系アンカー(ナットなし)
D22-200  ダブル　有効埋込15d

接着系アンカー(ナットなし)
D22-200  ダブル　有効埋込15d　Ln=350

接
着

系
ア

ン
カ

ー
(
ナ

ッ
ト

な
し

)
D
2
2
-
2
0
0

 
ダ

ブ
ル

　
有

効
埋

込
1
5
d

接
着

系
ア

ン
カ

ー
(
ナ

ッ
ト

な
し

)
D
1
3
-
2
0
0

 
ダ

ブ
ル

　
有

効
埋

込
1
5
d
　

L
n
=
1
1
0

D19-200

D19-200

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=220

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=220

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=220

3-D223-D22

2-D22

割
補

強
筋

（
ス

パ
イ

ラ
ル

筋
）

6
φ

5
0
　

φ
=
2
2
0

割
補

強
筋

（
ス

パ
イ

ラ
ル

筋
）

6
φ

5
0
　

φ
=
2
2
0

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=220

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=220

D19-200 　ダブル

D19-200 　ダブル

D19-200 　ダブル

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=220

D19-200 　ダブル

D19-200 　ダブル

D19-200 　ダブル

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=220

2-D19

D10-200
D10-200

D10-200

D10-200

1-D13

2-D22

1-D13

既存柱主筋:

既存柱帯筋: φ9-100

22-D25

主筋:

帯筋: D13-100

新設柱
bxD: 600x600

8-D22

主筋:

帯筋: D13-100

新設柱
bxD: 600x600

8-D22

主筋:

帯筋:

新設柱
bxD: 600x600

8-D22

D13-100

（
無

収
縮

モ
ル

タ
ル

圧
入

範
囲

）

（
無

収
縮

モ
ル

タ
ル

圧
入

範
囲

）

D19-200  ダブル

2-D22

2
-
D
2
2

7
0

1
1
0

1
2
5

8
5 2
5

5
3
1
0
6 2
5

2
1

3
2
0

190110
190 110 4000 350

150
300

1
6
5

1
1
0

1
1
0

1
8
0
0

1
6
5

9
0

5
0
0
0

4
1
0

接着系アンカー
(ナットなし)

2-D22
有効埋込15d

150φ

特記なき限り下記による。

印：無収縮モルタル圧入範囲を示す。

記号凡例 Le

鉄筋径(da) Le L Ln
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補強後（壁配筋図）S=1/50 S=1/50

※1:特記外は下記による。
※2:接着系アンカーの位置は、鉄筋探査の上監督員との協議の上 定すること。
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S=1/50

特記なき限り下記による。
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1通り補強詳細図(1)

印：既設壁・既設仕上げ撤去範囲を示す。
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補強後（壁配筋図）S=1/50 S=1/50

特記なき限り下記による。

印：無収縮モルタル圧入範囲を示す。

鉄筋記号凡例

D10 D13 D16 D19 D22 D25 D29

Ｎ

1通り補強詳細図(1) 1通り補強詳細図(1)

A

2FL▽+7.150

1FL▽+3.350

B1 1

2-D13

1

A-A断面図

B-B断面図

A

2FL▽+7.150

1FL▽+3.350

1F-8 1F-8

割
補

強
筋

（
ス

パ
イ

ラ
ル

筋
）

6φ
5
0　

φ
=
70

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=70

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=70

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=70

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/50

b部

1

C1A

12-D25既存柱主筋:
既存柱帯筋: φ9-100

B

（S=1/20）

a部詳細図（平面）

1

4-D22

（S=1/20）

b部詳細図（平面）

接着系アンカー
D13-150  シングル

D
1
0-

2
00

ダ
ブ

ル

D10-250 ダブル

各
2-

D
13

2-D13

接
着

系
ア

ン
カ

ー
(ナ

ッ
ト

付
)

2-
D
13

2-D13

A B

1

a部

Ln
LLe

da

記号凡例 :有効埋込み深さ(一般部:Le 7da､開口部:Le 12da)Le

アンカー筋長さ

一般部 開口部

鉄筋径(da) Le L Ln 鉄筋径(da) Le L Ln

D13 97 110 260 D13 157 170 590

:埋込み深さ  (L=Le+da)L

Ln :有効定着長さ (一般部:Ln 20da ﾅｯﾄ付き､ 開口部:Ln 40da+5da  ﾅｯﾄなし)

接着系アンカー配筋標準

※1:特記外は下記による。
※2:接着系アンカーの位置は、鉄筋探査の上監督員との協議の上 定すること。

接着系アンカー
(ナット付)

D13-150 シングル

接着系アンカー(ナット付)
D13-200 シングル

接着系アンカー(ナット付)
D13-200 シングル

A-A断面図

B-B断面図

A

B

B

A

B

A

D10-250 ダブル

D10-200 ダブル

D10-200 ダブル

D10-250 ダブル

B

D10-250 ダブル

D
10

-
20

0
ダ

ブ
ル

Ｎ

補強前(アンカー図）

改修詳細図(16)

S-29

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=70

2-D13

令和 ４年 ３月
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タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



EW150

1C D

2FL▽+7.150

1FL▽+3.350

1

S=1/50

特記なき限り下記による。

印：既設壁・既設仕上げ撤去範囲を示す。

Ｏ

1通り補強詳細図(2)

1F-9

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/50

A-A断面図

B-B断面図

B

B

A A

補強前(撤去図）

改修詳細図(17)

S-30

令和 ４年 ３月
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タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業
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塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



1

2FL▽+7.150

1FL▽+3.350

割
補

強
筋

（
ス

パ
イ

ラ
ル

筋
）

6φ
5
0　

φ
=
15

0

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=150

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=150

1

D13-150  ダブル

D13-150  ダブル

接着系アンカー(ナットなし)
D19-150  チドリ

1

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=150

1 1

接着系アンカー(ナットなし)
D19-150  チドリ

（S=1/20）

a部詳細図（平面） （S=1/20）

b部詳細図（平面）

12-D25既存柱主筋:
既存柱帯筋: φ9-100

C D

2FL▽+7.150

1FL▽+3.350

1

接着系アンカー
(ナットなし)

D19-150  チドリ

接着系アンカー
(ナットなし)

D19-150  チドリ

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=150

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=150

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=150

D13-150  ダブル

D13-150  ダブル

D13-150  ダブル

補強後（壁配筋図）S=1/50 S=1/50

特記なき限り下記による。

印：無収縮モルタル圧入範囲を示す。

※1:特記外は下記による。
※2:接着系アンカーの位置は、鉄筋探査の上監督員との協議の上 定すること。

Ln
LLe

da

記号凡例 Le

鉄筋径(da) Le L Ln

:埋込み深さ  (L=Le+da)L

Ln

D19 250231

アンカー筋長さ

860

接着系アンカー配筋標準

:有効埋込み深さ(開口部:Le=12da)

:有効定着長さ (開口部:Ln 40da+5da ﾅｯﾄ無)

D16 194 210 720

開口部(壁新設部)

鉄筋記号凡例

D10 D13 D16 D19 D22 D25 D29

Ｎ

1通り補強詳細図(2) 1通り補強詳細図(2)

1F-9 1F-9

C D

a部

b部

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/50

接着系アンカー(ナットなし)
D19-150  チドリ

割
補

強
筋

（
ス

パ
イ

ラ
ル

筋
）

6φ
5
0　

φ
=
15

0

D
13

-
15

0
 
ダ

ブ
ル

A-A断面図 A-A断面図

B-B断面図 B-B断面図

A A

B

B

B

B

A A

補強後(アンカー図）

Ｎ

改修詳細図(18)

S-31

接着系アンカー(ナットなし)
D19-150  チドリ

4-D22

令和 ４年 ３月
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タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業
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タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



4

EW150

2FL▽+7.150

1FL▽+3.350

4

S=1/50

特記なき限り下記による。

印：既設壁・既設仕上げ撤去範囲を示す。

Ｏ

4通り補強詳細図(1)

1F-10

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/50

A B

A-A断面図

B-B断面図

B

B

A A

補強前(撤去図）

改修詳細図(19)

S-32

印：既存壁撤去（鉄筋はつり出し）範囲を示す。

2FL▽+7.150

1FL▽+3.350

4

（S=1/50）

c部詳細図（断面）

c部

既存鉄筋はつり出し
φ9-200

令和 ４年 ３月
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タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　
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接着系アンカー(ナットなし)

接着系アンカー
(ナットなし)

D16-150 チドリ

接着系アンカー
(ナットなし)

D16-150 チドリ

D16-150  チドリ

接着系アンカー
(ナットなし)

D16-150  チドリ

接着系アンカー(ナットなし)
D16-150 チドリ

接着系アンカー(ナットなし)
1-D13

接着系アンカー(ナットなし)
D13-150 チドリ Ln=85

接着系アンカー(ナットなし)
D13-200 　シングル Ln=85

既存鉄筋φ9-200

接着系アンカー(ナットなし)
2-D19

接
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接着系アンカー(ナットなし)
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割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=150

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=150

D13-150  ダブル

D13-150  ダブル

割 補強筋（スパイラル筋）
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接着系アンカー(ナットなし)
D16-150  チドリ

接着系アンカー(ナットなし)
D16-150  チドリ接着系アンカー(ナットなし)

D16-150  チドリ　Ln=275
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L
n
=
8
5

鉄筋記号凡例

D10 D13 D16 D19 D22 D25 D29

特記なき限り下記による。

記号凡例 Le

鉄筋径(da) Le L Ln

:埋込み深さ  (L=Le+da)L

Ln

D19 250231

アンカー筋長さ

860

:有効埋込み深さ(開口部:Le=12da)

:有効定着長さ (開口部:Ln 40da+5da ﾅｯﾄ無)

D16 194 210 720

開口部(壁新設部)

印：無収縮モルタル圧入範囲を示す。

印：コンクリート 旧範囲を示す。

既存柱主筋:

既存柱帯筋: φ9-100

22-D25

※1:特記外は下記による。

接着系アンカー配筋標準

（S=1/20）

a部詳細図（平面） （S=1/20）

b部詳細図（平面）

（S=1/50）

c部詳細図（断面）
（S=1/50）

c部詳細図（断面）

補強後（壁配筋図）S=1/50 S=1/504通り補強詳細図(1) 4通り補強詳細図(1)補強後(アンカー図）

2FL▽+7.150

1FL▽+3.350

2FL▽+7.150

1FL▽+3.350

2FL▽+7.150

1FL▽+3.350

2FL▽+7.150

1FL▽+3.350

A B

4

4

4

4

A B

4

4

44

A-A断面図 A-A断面図

B-B断面図 B-B断面図

B

B

B

B

A A
A A

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

令和 ４年 ３月２８日1/50

C2

改修詳細図(20)

S-33

b部

c部

a部

c部

2
-
D
1
9

2-D19

2
-
D
1
9
　

シ
ン

グ
ル

接
着

系
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ン
カ

ー
(
ナ

ッ
ト

な
し

)

※2:接着系アンカーの位置は、鉄筋探査の上監督員との協議の上 定すること。
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012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



B

2FL▽+7.150

1FL▽+3.350

4

C

EW150

S=1/50

特記なき限り下記による。

印：既設壁・既設仕上げ撤去範囲を示す。

Ｏ

1F-11

4通り補強詳細図(2)

4

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/50

A-A断面図

B-B断面図

A

B

B

A

補強前(撤去図）

改修詳細図(21)

S-34

令和 ４年 ３月
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タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業
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タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



BB

2FL▽+7.150

1FL▽+3.350

4

C

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=150

補強後（壁配筋図）S=1/50 S=1/50

特記なき限り下記による。

印：無収縮モルタル圧入範囲を示す。

鉄筋記号凡例

D10 D13 D16 D19 D22 D25 D29

Ｎ

1F-11 1F-11

4通り補強詳細図(2) 4通り補強詳細図(2)

C 4

D13-150  ダブル

D13-150  ダブル

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=150

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=150

4

2FL▽+7.150

1FL▽+3.350

4

a部

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=150

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=150

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=150

D13-150  ダブル

割
補

強
筋

（
ス

パ
イ

ラ
ル

筋
）

6
φ

5
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φ
=
15

0
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強
筋
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筋
）

6
φ

5
0
　

φ
=
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50

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/50

A-A断面図 A-A断面図

B-B断面図 B-B断面図

A

B

B

AA

B

B

A

（S=1/20）

a部詳細図（平面）

C2

4

既存柱主筋:
既存柱帯筋: φ9-100

22-D25

補強後(アンカー図）

Ｎ

改修詳細図(22)

S-35

4

4-D22

（S=1/20）

b部詳細図（平面）
※1:特記外は下記による。
※2:接着系アンカーの位置は、鉄筋探査の上監督員との協議の上 定すること。

接着系アンカー配筋標準

接着系アンカー(ナットなし)
D16-150  チドリ

接着系アンカー
(ナットなし)

D16-150  チドリ

接着系アンカー(ナットなし)
D16-150  チドリ

接着系アンカー
(ナットなし)

D16-150 チドリ

Ln
LLe

da

記号凡例 Le

鉄筋径(da) Le L Ln

:埋込み深さ  (L=Le+da)L

Ln

アンカー筋長さ

:有効埋込み深さ(開口部:Le=12da)

:有効定着長さ (開口部:Ln 40da+5da ﾅｯﾄ無)

開口部(壁新設部)

D19 250231 860

D16 194 210 720

D13 170157 590

接着系アンカー
(ナットなし)
D16-150 チドリ

接着系アンカー
(ナットなし)

D13-200 シングル

接着系アンカー(ナットなし)
D16-150  チドリ

D13-150  ダブル
D13-150  ダブル

D13-200  シングル

D13-200  シングル

接着系アンカー(ナットなし)
D13-200 シングル

b部
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タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業

012938
タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



C D

4

2FL▽+7.150

1FL▽+3.350

4

EW150

S=1/50

特記なき限り下記による。

印：既設壁・既設仕上げ撤去範囲を示す。

Ｏ

4通り補強詳細図(3)

1F-12

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/50

A-A断面図

B-B断面図

A

B
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B

補強前(撤去図）

改修詳細図(23)

S-36

令和 ４年 ３月
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タイプライタ
塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



C D

4

2FL▽+7.150

1FL▽+3.350

C D

4

2FL▽+7.150

1FL▽+3.350

4

D13-150  ダブル

D13-150  ダブル

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=150

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=150

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=150

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=150

D13-150  ダブル

割
補

強
筋

（
ス

パ
イ

ラ
ル

筋
）

6
φ

5
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φ
=
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D
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割
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強
筋

（
ス

パ
イ

ラ
ル

筋
）

6φ
5
0　

φ
=
15

0

a部 a部

（S=1/20）

a部詳細図（平面）

C2

4

既存柱主筋:
既存柱帯筋: φ9-100

22-D25

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=150

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=150

補強後（壁配筋図）S=1/50 S=1/50

特記なき限り下記による。

印：無収縮モルタル圧入範囲を示す。

※1:特記外は下記による。
※2:接着系アンカーの位置は、鉄筋探査の上監督員との協議の上 定すること。

接着系アンカー配筋標準

鉄筋記号凡例

D10 D13 D16 D19 D22 D25 D29

Ｎ

4通り補強詳細図(3) 4通り補強詳細図(3)

1F-12 1F-12

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/50

A-A断面図 A-A断面図

B-B断面図 B-B断面図

A

B

A

B

B

AA

B

補強前(アンカー図）

Ｎ

改修詳細図(24)

S-37

4

4-D22

（S=1/20）

b部詳細図（平面）

4

D13-150  ダブル
D13-150  ダブル

b部

接着系アンカー(ナットなし)
D16-150  チドリ

接着系アンカー(ナットなし)
D16-150  チドリ

接着系アンカー(ナットなし)
D16-150  チドリ

接着系アンカー(ナットなし)
D16-150  チドリ

Ln
LLe

da

記号凡例 Le

鉄筋径(da) Le L Ln

:埋込み深さ  (L=Le+da)L

Ln

D19 250231

アンカー筋長さ

860

:有効埋込み深さ(開口部:Le=12da)

:有効定着長さ (開口部:Ln 40da+5da ﾅｯﾄ無)

D16 194 210 720

開口部(壁新設部)

接着系アンカー
(ナットなし)

D16-150  チドリ

接着系アンカー(ナットなし)
D16-150  チドリ

令和 ４年 ３月
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3FL▽+11.650

2FL▽+7.150

A

既存鉄筋はつり出し
φ9-200 ダブル

既存鉄筋はつり出し
φ9-250 ダブル

S=1/50

特記なき限り下記による。

Ｏ

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/50

2F-1

1 2

A

A通り補強詳細図(1)

既存鉄筋はつり出し
φ9-250 ダブル

既存鉄筋はつり出し
φ9-200 ダブル

既存鉄筋はつり出し
φ9-200 ダブル

A-A断面図

B-B断面図

A A

B

B

補強前(撤去図）

印：既存壁撤去（鉄筋はつり出し）範囲を示す。

改修詳細図(25)
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塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　



A

A

3FL▽+11.650

2FL▽+7.150

A

A

C1A

（S=1/20）

a部詳細図（平面）

接着系アンカー(ナット付)
D13-200  シングル

補強後（壁配筋図）S=1/50 S=1/50

特記なき限り下記による。

印：無収縮モルタル圧入範囲を示す。

鉄筋記号凡例

D10 D13 D16 D19 D22 D25 D29

Ｎ

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/50

2F-1 2F-1

3FL▽+11.650

2FL▽+7.150

1 21 2

A

D1
0
-2

0
0

ダ
ブ

ル D10-250 ダブル

A通り補強詳細図(1) A通り補強詳細図(1)

既存鉄筋はつり出し
φ9-200 ダブル

既存鉄筋はつり出し
φ9-200 ダブル

割
補

強
筋

（
ス

パ
イ

ラ
ル

筋
）

6
φ

5
0　

φ
=
70

接着系アンカー(ナット付)
D13-200  シングル

D10-250  ダブル

D10-200  ダブル

A-A断面図 A-A断面図

B-B断面図 B-B断面図

A A

B

B

A A

B

B

D10-250  ダブル

D10-200  ダブル
a部

Ｎ

補強後(アンカー図）

改修詳細図(26)

S-39

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=70

※1:特記外は下記による。
※2:接着系アンカーの位置は、鉄筋探査の上監督員との協議の上 定すること。

接着系アンカー配筋標準

Ln
LLe

da

記号凡例 Le

鉄筋径(da) Le L Ln

:埋込み深さ  (L=Le+da)L

Ln

アンカー筋長さ

D13 97 110 260

一般部

:有効定着長さ (Ln 20da ナット付)

:有効埋込み深さ(Le=7da) 令和 ４年 ３月
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1 2 D

既存鉄筋はつり出し
φ9-200 ダブル

S=1/50

特記なき限り下記による。

Ｏ

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/50

2F-2

D通り補強詳細図(1)

3FL▽+11.650

2FL▽+7.150

既存鉄筋はつり出し
φ9-200 ダブル

D

A-A断面図

B-B断面図

B

B

A A

既存鉄筋はつり出し
φ9-200 ダブル

既存鉄筋はつり出し
φ9-250 ダブル

既存鉄筋はつり出し
φ9-250 ダブル

補強前(撤去図）

印：既存壁撤去（鉄筋はつり出し）範囲を示す。

改修詳細図(27)

S-40

既存鉄筋はつり出し
φ9-200 ダブル

令和 ４年 ３月
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3FL▽+11.650

2FL▽+7.150

1 2 D

D

1 2 D

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=70

割
補

強
筋

（
ス

パ
イ

ラ
ル

筋
）

6
φ

50
　

φ
=7

0

D

（S=1/20）

a部詳細図（平面）

C1A

12-D25既存柱主筋:
既存柱帯筋: φ9-100

接着系アンカー(ナット付)
D13-200  シングル

a部

接着系アンカー(ナット付)
D13-200  シングル

補強後（壁配筋図）S=1/50 S=1/50

特記なき限り下記による。

印：無収縮モルタル圧入範囲を示す。

鉄筋記号凡例

D10 D13 D16 D19 D22 D25 D29

Ｎ

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/50

2F-2 2F-2

D通り補強詳細図(1) D通り補強詳細図(1)

3FL▽+11.650

2FL▽+7.150

既存鉄筋はつり出し
φ9-200 ダブル

A-A断面図

D

A-A断面図

B-B断面図 B-B断面図

A AA A

既存鉄筋はつり出し
φ9-200 ダブル

既存鉄筋はつり出し
φ9-250 ダブル

D10-200  ダブル

D10-250  ダブル

D10-200  ダブル

D10-250  ダブル

Ｎ

補強後(アンカー図）

改修詳細図(28)

S-41

※1:特記外は下記による。
※2:接着系アンカーの位置は、鉄筋探査の上監督員との協議の上 定すること。

接着系アンカー配筋標準

Ln
LLe

da

記号凡例 Le

鉄筋径(da) Le L Ln

:埋込み深さ  (L=Le+da)L

Ln

アンカー筋長さ

D13 97 110 260

一般部

:有効定着長さ (Ln 20da ナット付)

:有効埋込み深さ(Le=7da)
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S=1/50

特記なき限り下記による。

Ｏ

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/50

D通り補強詳細図(1)

3FL▽+11.650

2FL▽+7.150

4A B

既存鉄筋はつり出し
φ9-250 ダブル

A-A断面図

4

B-B断面図

A

B

B

A

2F-4

既存鉄筋はつり出し
φ9-200 ダブル

既存鉄筋はつり出し
φ9-200  ダブル

既存鉄筋はつり出し
φ9-200  ダブル

既存鉄筋はつり出し
φ9-250  ダブル

補強前(撤去図）

印：既存壁撤去（鉄筋はつり出し）範囲を示す。

改修詳細図(29)

S-42

令和 ４年 ３月
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補強後（壁配筋図）S=1/50 S=1/50

特記なき限り下記による。

印：無収縮モルタル圧入範囲を示す。

鉄筋記号凡例

D10 D13 D16 D19 D22 D25 D29

Ｎ

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

1/50

D通り補強詳細図(1) D通り補強詳細図(1)

3FL▽+11.650

2FL▽+7.150

4A B

3FL▽+11.650

2FL▽+7.150

4A B

割 補強筋（スパイラル筋）
6φ 50　φ=70

D10-250 ダブル

D1
0
-2

0
0

ダ
ブ

ル

接着系アンカー(ナット付)
D13-200  シングルA-A断面図 A-A断面図

4 4

B-B断面図 B-B断面図

A

B

B

A

B

B

A A

割
補

強
筋

（
ス
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イ

ラ
ル

筋
）

6
φ

5
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φ
=
70

（S=1/20）

a部詳細図（平面）

C2

4

既存柱主筋:
既存柱帯筋: φ9-100

22-D25接着系アンカー(ナット付)
D13-200  シングル

2F-4 2F-4

D10-200  ダブル

D10-250  ダブル

D10-200  ダブル

D10-250  ダブル

Ｎ

補強後(アンカー図）

改修詳細図(30)

S-43

※1:特記外は下記による。
※2:接着系アンカーの位置は、鉄筋探査の上監督員との協議の上 定すること。

接着系アンカー配筋標準

Ln
LLe

da

記号凡例 Le

鉄筋径(da) Le L Ln

:埋込み深さ  (L=Le+da)L

Ln

アンカー筋長さ

D13 97 110 260

一般部

:有効定着長さ (Ln 20da ナット付)

:有効埋込み深さ(Le=7da) 令和 ４年 ３月
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接着系アンカー配筋標準

c部 c部

（S=1/50）

c部詳細図（断面）
（S=1/50）

c部詳細図（断面）

補強後（壁配筋図）S=1/50 S=1/50補強前(アンカー図）2通り補強詳細図 2通り補強詳細図

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場耐震補強設工事

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

令和 ４年 ３月２８日1/50

S-44

改修詳細図(31)
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既存鉄筋はつり出し
φ9-200

接着系アンカー(ナットなし)
D13-200 シングル Ln=285

接着系アンカー(ナットなし)
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8
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,
8
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4
0
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特記なき限り下記による。

印：無収縮モルタル圧入範囲を示す。

特記なき限り下記による。

印：既存壁撤去（鉄筋はつり出し）範囲を示す。

記号凡例 Le

鉄筋径(da) Le L Ln

:埋込み深さ  (L=Le+da)L

Ln

アンカー筋長さ

:有効埋込み深さ(開口部:Le=12da)

:有効定着長さ (開口部:Ln 40da+5da ﾅｯﾄ無)

開口部(壁新設部)

D13 170157 590

鉄筋記号凡例

D10 D13 D16 D19 D22 D25 D29

L
n

LL
e

d
a

※1:特記外は下記による。
※2:接着系アンカーの位置は、鉄筋探査の上監督員との協議の上 定すること。

▽2FL+7.150

▽1FL+3.350

B C CB C C
接着系アンカー(ナットなし)
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Ｎ
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　　養生範囲　（　・　図示　　　　　・　　　　　　　　　）

　　仮電源等　（　・　受変電設備　　・　発電設備　　　・　電灯設備　　　・　図示　　　　　）

項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

設計図

仕様書

Ⅰ．工事概要

１．工事場所

２．建物概要

　　管部分は金属管とし、その場合は全長に亘って接地線を設ける。

３．工事種目（〇印の付いたものを適用する）

　　三相可変速電動機用インバータ装置の規約効率は次の数値以上とする。

Ⅱ．工事仕様

１．共通仕様

（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記仕様書等のうち、

　○印の付いたものによる。

・　公共建築工事標準仕様書　　（電気設備工事編）（令和４年版）　（以下、「標準仕様書」という。）

・　公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和４年版）　（以下、「改修標準仕様書」という。）

・　公共建築設備工事標準図　　（電気設備工事編）（令和４年版）　（以下、「標準図」という。）

２．特記仕様

項目及び特記事項は○印の付いたものを適用する。

特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　目

１　適用区分

・　風圧力　　

　　風速　(V0＝34m/s)

・　積雪荷重

２　環境への配慮

①　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボード、

④　①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等は、ホルムアルデヒド、アセ

（２）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」とは、

①　建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド

②　建築基準法施行令第20条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

③　建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

④　建築基準法施行令第20条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

（３）「国等による環境物品等の調達の推進に関する法律」に基づく特定調達物品等に関する判断の

接 地 の 種 類 記　　　号 接地抵抗値 接　　地　　極　（参考）

A,B,D,C共 同 接 地・ Ｅ Ω以下 ＥＢ（14φ）×３連－　組

A,D,C共 同 接 地・ Ｅ 10Ω以下 ＥＢ（14φ）×３連－３組

AＡ 種・ Ｅ 10Ω以下 ＥＢ（14φ）×３連－２組

BＢ 種 Ω以下・ Ｅ ＥＢ（14φ）×３連－２組

DＤ 種・ Ｅ ＥＢ（10φ）×１　(Ｌ＝1,000mm)100Ω以下

消防法施行令建築基準法による CＣ 種・ Ｅ 10Ω以下 ＥＢ（14φ）×３連－２組階　数 備　考建 物 名 称 構　造
延べ面積（㎡） 別 表 第 一

LH高圧避雷器用・ Ｅ 10Ω以下 ＥＢ（14φ）×３連－３組

LL低圧避雷器用・ Ｅ 10Ω以下 ＥＢ（14φ）×３連－２組

構 造 体 接 地・

交 換 機 用 t・ Ｅ 10Ω以下 ＥＢ（14φ）×３連－３組
機　　　材　　　名　　　称

At通 信 用・ Ｅ 10Ω以下 ＥＢ（14φ）×３連－３組ＬＥＤ照明器具 高圧進相コンデンサ

照明制御装置 高圧限流ヒューズ Dt通 信 用・ Ｅ 100Ω以下 ＥＢ（10φ）×１　(Ｌ＝1,000mm)

可変速電動機用インバータ装置 高圧負荷開閉器 電話引込口の保安器用 Lt・ Ｅ 100Ω以下 ＥＢ（10φ）×１　(Ｌ＝1,000mm)
建物別及び屋外 工　事　種　別 分電盤 高圧変圧器（特定機器）

O測 定 用・ Ｅ ＥＢ（10φ）×１　(Ｌ＝1,000mm)
工　事　種　目 制御盤 交流無停電電源装置

・　　電　灯　設　備 キュービクル式配電盤 太陽光発電装置

・　　動　力　設　備 （ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ及び系統連係保護装置）

・　電気自動車用充電設備

・　　電　熱　設　備 中央監視制御装置（監視制御装置）

・　雷　保　護　設　備

・　受　変　電　設　備 電動機出力 (kW) 0.4 0.75 1.5 2.2 3.7 5.5 7.5 11 15 18.5 22 30 37 45

・　　発　電　設　備 規約効率　 (％) 86.0 88.5 92.0 93.0 94.0 94.0 94.5 94.5 95.0 95.5 95.5 95.5 95.5 95.5

・　構内情報通信網設備

名　　　　称 測　　　点 取付高さ　[mm]・　構 内 交 換 設 備

ブラケット（一般） 床上 ～ 中心 2,100・　情 報 表 示 設 備

　　〃　　（踊場） 〃 2,500・　映 像・音 響 設 備

　　〃　　（鏡上） 鏡上端 ～ 中心　   150・　　拡　声　設　備

スイッチ　（一般） 床上 ～ 中心 1,200・　誘 導 支 援 設 備

　　〃　　（多機能便所用） 〃 1,200・　テレビ共同受信設備

自動スイッチ　（照明、換気扇用等） 〃 1,800・　防 犯 カ メ ラ 設 備

ｺﾝｾﾝﾄ，電話用ｱｳﾄﾚｯﾄ，ﾃﾚﾋﾞ端子（一般） 〃   300・　駐 車 場 管 制 設 備
　　　　　　　〃　　　　　　 （和室） 〃   150・　防犯・入退室管理設備 電　動　機 器具容量、コンデンサ回路の配線
　　　　　　　〃　　　　　　 （台上） 台上 ～ 中心   150配線用遮断器等 [A] ｺﾝﾃﾞﾝｻ回路・　火 災 報 知 設 備 定格 定格電流 ｺﾝﾃﾞﾝｻ [μF]電流計 2 コンセント（土間） 床上 ～ 中心   800 ～ 1,300ｲﾝﾊﾞｰﾀ 接続する電線(EM-IE)の最小太さ[mm ]出力 (参考値) 直入始動 Y-Δ始動・　中央監視制御設備

[A]入力側 コンセント（電動車いす充電用） 〃   900[kW] [A] 長さ8m以下 長さ3m以下MCCB MCCB 50Hz 60Hz・　構 内 配 電 線 路 [A]
引込開閉器箱（低圧） 床上 ～ 上端 1,5002.0 0.2  1.8 15 － 15 3 2.0 15 10・　構 内 通 信 線 路
分電盤，制御盤，実験盤 床上 ～ 中心 1,500（上端1,900以下）2.0 0.4  3.2 15 － 15 5 2.0 20 15・　テレビ電波障害除去工事
開閉器箱 〃 1,500  0.75  4.8 15 － 15 5 2.0 30 202.0
電磁開閉器用押しボタン 〃 1,200 1.5  8 30 － 15 10 2.0 40 302.0
接地用端子箱 地上，床上 ～ 中心   500 2.2 11.1 40 － 20 10 2.0 50 402.0
試験用接続端子箱 床上 ～ 下端   8002.0 3.7 17.4 75 － 30 20 2.0 5075
接地極埋設標 地上 ～ 中心   6003.5 75 5.5 26 100 60 50 30 2.0 100
給油ボックス 　地上 ～ 給油口 1,0003.5 7.5 34 125 75 60 50 2.0 150 100
室内端子盤（廊下・室内） 床上 ～ 下端   30011 48 125 125 75 60 8.0 2.0 200 150
中間端子盤（ＥＰＳ・電気室） 床上 ～ 中心 1,50015 65 125 150 125 60 8.0 2.0 250 200
壁付電話機 〃 1,30018.5 79 150 175 125 100 14 3.5 300 250
親時計 〃 1,500（上端1,900以下）22 93 175 200 150 100 14 3.5 400 300
子時計，スピーカ 〃 (天井高)×0.930 124 250 300 200 150 14 5.5 500 400
アッテネータ 〃 1,20037 152 300 350 225 200 14 8.0 600 500
表示盤 〃 (天井高)×0.945 190 400 450 200
発信器（出退表示用） 〃 1,20055 228 450 500 250
外部受付用インターホン（子機） 〃 標準図による

壁付インターホン　　　（上記以外） 〃 1,100

呼出ボタン（多機能便所用） 〃   900

復帰ボタン（　　 〃 　　） 〃 1,300
電　動　機 器具容量、コンデンサ回路の配線 廊下表示灯（　　 〃　　 ） 〃 2,000

配線用遮断器等 [A] ｺﾝﾃﾞﾝｻ回路定格 定格電流 テレビ機器収容箱 天井下 ～ 上端　   200ｺﾝﾃﾞﾝｻ [μF]2電流計ｲﾝﾊﾞｰﾀ出力 (参考値) 直入始動 Y-Δ始動 接続する電線(EM-IE)の最小太さ[mm ] 火報受信機（複合盤） 　床上 ～ 操作部   800 ～ 1,500[A]入力側[kW] [A] 長さ8m以下MCCB MCCB 50Hz 60Hz長さ3m以下[A] 副受信機 床上 ～ 中心 1,500
 0.2  0.9 15 － － 3 2.0 2.0 5 5 機器収容箱（火災報知設備） 〃   800 ～ 1,500
 0.4  1.6 15 － 15 3 2.0 2.0 5 5 発信機 〃   800 ～ 1,500
  0.75  2.4 15 － 15 5 2.0 2.0 7.5 5 警報ベル 〃 (天井高)×0.9
 1.5 4 15 － 15 5 2.0 2.0 10 7.5 表示灯（火災報知設備） 〃 (天井高)×0.8
 2.2  5.5 20 － 15 10 2.0 2.0 15 10 連動制御器（自動閉鎖） 〃 1,500
 3.7  8.7 30 － 15 10 2.0 2.0 20 15 ガス漏れ検知器（重ガス） 〃   300
 5.5 13 40 30 30 15 2.0 2.0 25 20 ガス漏れ検知器（軽ガス） 天井面 ～ 中心　 (天井高)－200
 7.5 17 75 40 30 20 2.0 2.0 40 25

11 24 100 60 50 30 3.5 2.0 50 40

15 32 125 75 60 30 3.5 2.0 75 50

18.5 39 125 100 75 60 3.5 2.0 75 75

22 46 125 100 100 60 8.0 2.0 100 75

30 62 125 150 125 60 8.0 2.0 125 100

37 76 150 175 125 100 8.0 3.5 150 125

8.045 95 200 225 150 100 3.5 200 150

55 115 225 300 175 150 14 5.5 250 200

75 155 300 350 225 150 14 8.0 300 250

90 180 350 400 300 200 22 8.0 300 250

110 220 450 500 350 250 22 8.0 397 300

RC造

防犯カメラ装置

　　重要機器

・ 特定の施設 ・ 一般の施設
設置場所　　　　機器種別

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

上層階・ 　　　機　　　器 2.0 1.5 1.5 1.0

屋上及び　　　防振支持の機器 2.0 2.0 2.0 1.5

塔屋　　　　　 水　槽　類 2.0 1.5 1.5 1.0

　 　　　　　　機　　　器 1.5 1.0 1.0 0.6

中間階　　　　防振支持の機器 1.5 1.5 1.5 1.0

　　　　　　　 水　槽　類 1.5 1.0 1.0 0.6

　 　　　　　　機　　　器 1.0 0.6 0.6 0.4

1.0 1.0 1.0 0.6

　　　　　　　 水　槽　類 1.5 1.0 1.0 0.6

　　建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

　　地表面粗度区分（　 ・Ⅰ　　・Ⅱ　　・ Ⅲ　　・Ⅳ　）

　　垂直積雪量（ 0.3ｍ ）

（１）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、

　　次の①から④を満たすものとする。

　　その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、

　　アセドアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する

　　「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

②　接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

③　接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含有しな

　　い難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

　　トアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

　　次の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料を指す。

　　発散建築材料以外の材料

　　基準は、「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（平成27年2月閣議決定）」による。

16　電線本数，管路等

17　金属製電線管の

　　塗装・仕上げ

18　フラッシュプレート

20　二重床内器具

21　インバータ装置の

　　規約効率

22　高効率誘導電動機の

　　配線用遮断器等

　　の選定

・　構外搬出適切処理とする。

　　※建設発生土を搬出する場合は、事前に書面にて処分地の報告(位置図等)を行い、処分地

　　での処理状況が分かる写真を提出すること。また、処分地が民有地の場合、土地所有者

　　からの建設発生土受入承諾書の写しを提出すること。

　　分電盤、制御盤及び端子盤等の二次側以降の配管・配線は、経路、電線太さ、電線本数、管径等は

　　監督職員の承諾を受けて変更しても差し支えない。

　　また、機械室等の床埋設配管は図面上 PF管で記載している場合であっても、立上げ部分等の露出配

　　下記の金属製電線管の露出配管は塗装、めっき等の仕上げを行う。

・　屋内（　内外面溶融亜鉛メッキ仕上げ箇所　地階、ピット階　）

・　塗装（　・　屋内　・　屋外　・　全て　・　図示　）

　　図面に特記なき場合は、　・　金属製（ステンレス、新金属も含む）　・　樹脂製　　とする。

　　EM-UTPケーブルは、用途に応じ色分けすること。

　　二重床内に設置する器具の位置表示として、マーキングを直上の天井面に付けること。

　　また、用途に応じ色分けすること。

　　備考（１）規約効率は、JET-TR245「汎用インバータの規約効率」により算出した値とする。

　　　　（２）規約効率は、JIS C 4212「高効率低圧三相かご形誘導電動機」の定格電圧200V、

　　　　　IP4X、6極、50Hzの電動機を駆動したときの値とする。

　　高効率誘導電動機回路保護用の配線用遮断器等の選定は下記による。

　　　　　　　　　　　200V三相誘導電動機回路の器具容量等

　　　　　　　　　　　400V三相誘導電動機回路の器具容量等

　　接地極の材料は下記による。なお接地棒ＥＢ(14φ)の長さは 1,500mm 以上とし、10φは

　　Ｗ＝30 Ｌ＝900mm 以上、14φは、Ｗ＝40 Ｌ＝1,200mm 以上としても差し支えない。

　　図面において、室名に（　）を付したものは直天井を示し、それ以外は二重天井の部屋を示す。

　　壁付、壁掛形の機器等の取付高さは、図面に記載のない場合は原則として下表による。

　　（参考）天井面を基準とする取付高は、天井高さが 2,500mm から 3,000mm の場合に適用する。

　　　天井高さが 3,000mm 以上の場合及び機器の使用に支障が生じる場合は、監督職員と協議する。

　　工事区分表による。　ただし、これにより難い場合は、監督職員と協議する。

　　※本工事が資源の有効な利用の促進に関する法律（平成三年法律第四十八号）の規定により再生

　　資源利用促進計画の作成を要する工事である場合（下記内容該当工事）は、受注者は、工事の

　　施工前に発注者に再生資源利用促進計画を提出し、その内容を説明しなければならず、工事の

　　完成後に発注者から請求があったときは、その実施状況を発注者に報告しなければならない。

・　建設副産物を搬出する際の計画

　　1.土砂500m3以上

　　2.コンクリート塊、アスファルト塊、建設発生木材の合計が200t以上

・　再生資材を利用する際の計画

　　1.土砂500m3以上

　　2.砕石500t以上

　　3.加熱アスファルト200t以上

27　資源有効利用促進

26　他工事又は他工種

　　との取り合い

25　取付高さ

24　天井仕上げ表示

23　接　地　極

４．指定部分　　・ 無　　・ 有（　部位：　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　指定部分工期　令和　　年　　月　　日

３　材料・機材の品質等

４　電源周波数

６　電気工事士

５　電気工作物の種類

７　工事用仮設物

８　足場その他

９　仮設備工事

10　養生

11　施工調査

12　非破壊検査等

13　穿孔作業

14　耐震安全性の分類

　　と耐震施工

・　配電盤　　　　　　・　発電装置　　　　　　・　直流電源装置　　　　・　交流無停電電源装置

・　交換機　　　　　　・　火災報知受信機　　　・　中央監視制御装置

・　キュービクル　　　・　その他（　　　　　）

　　　2)設計用鉛直地震力

　　　設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

　　中間階とは、地階、１階を除く各階で上層階に該当しないものとする。

　　上層３階、１３階建以上の場合は上層４層とする。

　　上層階とは、２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、１０～１２階建の場合は

　　　※水槽類には、オイルタンク等を含むものとする。

地階・１階　　防振支持の機器

設計用水平震度

　　　なお特記なき場合、設計用水平震度は次による。

　　　機器の重量[ｋＮ]に、設計用水平震度を乗じたものとする。

　　　1)設計用水平地震力

　　（独立行政法人建築研究所監修）による。（100kg以上の機器を対象とする。）

（１）設備機器、電気配線の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針2014年版」

　　既存躯体に穿孔する場合は金属探知により電源供給が停止できる付属装置等を使用する。

　　なお、放射線透過検査による場合は特記とし、撮影枚数は、１枚以上／部位とする。

　　構造部等の機械はつり箇所は、非破壊検査等による埋設物の調査を行い、監督職員に報告書を提出する。

・　既設埋設配管等を切断または接続する箇所は、事前に試掘調査を行うこと。

・　石綿含有分析調査（定性分析により石綿が含有されている場合は、定量分析を実施する。）

・　はつり工事及び穿孔作業を行う場合は、事前に走査式埋設物調査を行うこと。

　　仮設備期間（　・　図示　　　　　・　　　　　　　　　）

・　外部足場の種別（　　　　　種　）

・　内部足場の種別（　　　　　種　）

　　き方式又は（３）手すり先行専用足場方式により行う。

　　別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の（２）手すり据え置

　　「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの

・　本工事で設置とする。（改修標準仕様書 第１編 2.2.2によるほか下記による。）

・　別契約の関係受注者が定置したものは、無償で使用できる。

　　構内につくることが　　・　できる　　　・ できない

　　すべて受注者の負担とする。

　　契約電力５００ｋＷ以上の電気工作物においても、第一種電気工事士により施工を行うものとする。

・　要　　　　・　不要

　　電気保安技術者

・　一般用電気工作物

・　事業用電気工作物

・　５０Ｈｚ　・　６０Ｈｚ

　⑥　販売、保守等の営業体制が整えられていること。

　⑤　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　④　法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　③　安定的な供給が可能であること。

　②　生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

　①　品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

　　を省略することができる。

　　督職員の承諾を受ける。ただし、製造業者等が記載されているものは、証明となる資料等の提出

　　明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出して監

（２）下表に示す材料・機材等の製造業者等は次の①から⑥すべての事項を満たすものとし、この証

　　及び性能を有するものとする。

（１）本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有するべき品質 15　建設発生土の処理 ・　埋戻し後の建設発生土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

・　屋外（内外面溶融亜鉛メッキ仕上げ箇所：全て（塗装箇所除く）

19　電　線　類

・　　撤　去　工　事

高圧スイッチギア（ＣＷ形、ＰＷ形）

高圧交流遮断器

図
面
名

特記仕様書

建築電気設備１

縮
　
尺

（A2）

1:NO
設計番号 工 事 名 図面番号

令和5年4月版

/

四日市市　塩浜町　地内

ポンプ棟 地上２階 645.845 15項

ポンプ棟

〇

〇

　　養生方法　（　・既設機器に粉塵が付着しない方法　　　）

塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　設計図

株 式 会 社  日 新 技 術 コ ン サ ル タ ン ト
１ 級 建 築 士 　 登 録 第 16 6 6 6 8号 　 宮 本 哲 也

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 堀 留 町 1- 5 - 7

塩浜第３ポンプ場耐震補強工事

AE-01
作図 令和５年１２月



図
面
名

特記仕様書
縮
　
尺

1:NO

（A2）

設計番号 工 事 名

建築電気設備２

令和5年4月版

図面番号

E-02

東京都中央区日本橋堀留町1-5-7

１級建築士　登録第166668号　宮本　哲也
株式会社 日新技術コンサルタント

　　電気設備の改修等のため、在来設備を一時停止させる必要のある場合は、

除去吹付材（　　　　　　　　　　　　）含有場所（　　　　　　　　　　　　）

除去仕上塗材（　　　　　　　　　　　　）含有場所（　　　　　　　　　　　　）

１　一般事項

・　アスベスト含有物の取扱い

・　本工事に必要な工事用電力、水等の費用及び官公署その他の関係機関への

・　市支給とする。ただし、構内既存施設より利用可能な範囲に限る。

　　諸手続等に要する費用は、受注者の負担とする。

暴力団等不当介入に関する事項
　１．契約の解除

除措置要綱（平成20年四日市市告示第28号）
第３条又は第４条の規定により、四日市市建
設工事等入札参加資格停止基準に基づく入札
参加資格停止措置を受けたときは、契約を解
除することがある。

２．暴力団等による不当介入を受けたときの義務

(3)　(1)(2)の義務を怠ったときは、四日市市建設工事等入札参加

(2)　契約の履行において、不当介入を受けたことにより、業務遂
　　並びに業務発注所属へ報告し、警察への捜査協力を行うこと。

　　行に支障が生じたり、納期等に遅れが生じるおそれがあるとき
　　には、業務発注所属と協議を行うこと。

　　資格停止基準に基づく入札参加資格停止等の措置を講ずる。
＜ 喫 煙 に 関 す る 事 項 ＞

　 学 校 敷 地 内 は す べ て 禁 煙 と し 、 敷 地 周 辺 の 路 上 等 に お い て も 禁 煙 に 努 め る こ と 。

＜ 現 場 代 理 人 に 関 す る 事 項 ＞

＜ 随 時 検 査 ＞

　 工 場 製 作 期 間 中 等 に 現 場 代 理 人 の 常 駐 を 解 除 す る 場 合 は 、 そ の 期 間 に 応 じ た 経 費 の 減 額 変 更 を 行 う 。

　 随 時 検 査 を 求 め た 場 合 、 監 督 員 の 指 示 に 従 い 受 験 す る こ と 。

　 設 計 金 額 300 0万 円 以 上 の 工 事 は 、 四 日 市 市 検 査 規 程 第 ８ 条 第 ６ 項 の 規 程 に よ り 発 注 者 が

個人情報の取り扱いに関する事項

第１　この契約による工事の施工者（以下「乙」という。）は、この契約による工事を施工するに当たり、

第２　乙及びこの契約による工事に従事している者又は従事していた者（以下「乙の従事者」という。）は、

　　　個人情報を取り扱う際には、個人情報の保護の重要性を認識し、個人の権利利益を侵害することのない
　　　ようにしなければならない。

　　　当該工事を施工するに当たり、個人情報を取り扱うときは、個人情報の保護に関する法律（平成１５年
　　　法律第５７号。以下「法」という。）第６７条に規定する義務を負う。
　２　乙は、この契約による工事において個人情報が適正に取り扱われるよう乙の従事者を指揮監督しなけ

第３　乙及び乙の従事者は、この契約による工事を施工するに当たって知り得た個人情報を当該工事を施
　　　工するために必要な範囲を超えて使用し、又は他人に知らせてはならない。
　２　乙は、乙の従事者が在職中及び退職後においても、前項の規定を遵守するように必要な措置を講じな
　　　ければならない。
　３　前２項の規定は、この契約が終了し、又は解除された後においても同様とする。

第４　乙は、この契約による工事に係る個人情報の漏えい、滅失又は改ざんの防止その他の個人情報の適

　　（基本事項）

　　（施工者の義務）

　　　ればならない。
　　（秘密の保持）

　　（適正な管理）

　　　正な管理のために必要な措置を講じなければならない。
　２　乙は、個人情報の適正な管理のため、管理責任者を置くものとする。
　３　管理責任者は、個人情報を取り扱う工事の従事者を必要な者に限定し、これらの従事者に対して、個
　　　人情報の管理方法等について適正な指導管理を行わなければならない。
　４　四日市市（以下「甲」という。）は、必要があると認めたときは、個人情報の管理状況等に関し、乙に
　　　対して報告を求め、又は乙の作業場所を実地に調査することができるものとする。この場合において、
　　　甲は乙に必要な改善を指示することができるものとし、乙は、その指示に従わなければならない。
　　（収集の制限）
第５　乙及び乙の従事者は、この契約による工事を施工するために、個人情報を収集するときは、当該工
　　　事を施工するために必要な範囲内で、適法かつ公正な手段により収集しなければならない。
　　（再提供の禁止）
第６　乙は、あらかじめ甲の承諾があった場合を除き、この契約による工事に係る個人情報を第三者に再
　　　提供してはならない。
　２　乙は、前項の承諾により再提供する場合は、再提供先における個人情報の適正な取り扱いのために必
　　　要な措置を講じなければならない。
　３　前項の場合において、乙は、再提供先と本注意事項に準じた個人情報の取り扱いに関する契約を交わ
　　　すものとする。
　　（複写、複製の禁止）
第７　乙及び乙の従事者は、あらかじめ甲の指示又は承諾があった場合を除き、この契約による工事を施
　　　工するに当たって、甲から提供された個人情報が記録された資料等（以下「資料等」という。）を複写し、
　　　又は複製してはならない。
　　（持ち出しの禁止）
第８　乙及び乙の従事者は、あらかじめ甲の指示又は承諾があった場合を除き、資料等（複写又は複製し
　　　たものを含む。第9において同じ。）を契約書に指定された作業場所から持ち出してはならない。
　２　甲及び乙は、乙が前項の指示又は承諾により資料等を持ち出す場合、その内容、期間、持ち出し先、
　　　輸送方法等を書面により確認するものとする。
　３　前項の場合において、乙は、資料等に施錠又は暗号化等を施して関係者以外の者がアクセスできない
　　　ようにするとともに、資料等を善良なる管理者の注意をもって保管又は管理し、漏えい、滅失及びき損
　　　の防止その他適切な管理を行わなければならない。
　　（資料等の返還）
第９　乙は、この契約による工事を施工するに当たって、甲から提供された個人情報が記録された資料等
　　　を、当該工事の終了後速やかに甲に返還し、又は引き渡さなければならない。ただし、甲の指示により
　　　廃棄し、又は消去する場合を除く。
　２　前項の廃棄又は消去は、次の各号に定めるほか、他に漏えいしないよう適切な方法により行うものとする。
　(1)　紙媒体　　シュレッダーによる裁断
　(2)　電子媒体　データ完全消去ツールによる無意味なデータの上書き、もしくは媒体の破砕
　３　乙は、第6の規定により甲の承諾を得てこの契約による工事に係る個人情報を第三者に再提供したと
　　　きは、当該工事の終了後速やかに当該第三者から資料等を回収のうえ甲に返還し、又は引き渡さなけれ
　　　ばならない。ただし、甲の指示により、乙又は第三者が資料等を廃棄し、又は消去する場合を除く。
　４　前項ただし書の規定により、第三者が資料等を廃棄し、又は消去する場合においては、乙は、当該資
　　　料等が廃棄、又は消去されたことを直接確認しなければならない。
　　（研修・教育の実施）

　　　工事における個人情報の適正な取り扱いに資するための研修・教育を行うものとする。
　　（苦情の処理）

　　　適切かつ迅速な処理に努めるものとする。
　　（定期報告及び事故発生時における報告）

　２　乙は、この個人情報取扱注意事項に違反する事故が生じ、又は生じるおそれがあることを知ったときは、

第10　乙は、乙の従事者に対し、個人情報の重要性についての認識を深めるとともに、この契約による

第11　乙は、この契約による工事の施工に当たって、個人情報の取り扱いに関して苦情があったときは、

第12　乙は、甲から個人情報の取扱いの状況について報告を求められた場合は、直ちに報告しなければならない。

　　　速やかに甲に報告し、甲の指示に従うものとする。
　　（監査及び検査）
第13　甲は、この契約による工事に係る個人情報の取扱いについて、この契約の規定に基づき必要な措置が
　　　講じられていることを検証及び確認するため、乙及び第６の規定により甲の承諾を得てこの契約に
　　　よる工事を受託し、又は請け負った第三者に対して、監査又は検査を行うことができる。
　２　甲は、前項の目的を達するため、乙に対して必要な情報を求め、又はこの契約による工事の処理に
　　　関して必要な指示をすることができる。
　　（契約解除及び損害賠償）
第14　甲は、乙又は乙の従事者がこの個人情報取扱注意事項に違反していると認めたときは、契約の解
　　　除及び損害賠償の請求をすることができる。

   0.3 f/l             0.5 f/l    50 f/l

   210 min             120 min     5 min

     47mm

   10l/min             5l/min    1l/min

                     25mm

 位相差顕微鏡

 定量限界

 計数アスベスト

 計数条件

 試料の透明化

 試料の吸引時間

 試料の吸引流量

 メンブレンフィルタの直径

 計数機器

　測　定　5　　測定1 , 2 , 4 , 6 , 7 , 8　測　定　3

 アセトン－トリアセチン法又は、シュウ酸ジエチル法

 総アスベスト繊維数      　200本又は視野数50視野

 直径3μm未満、長さ5μm以上、長さと直径比３：１以上

　　　　材　料　名

　　の処理工事

４　アスベスト含有吹付

労働安全衛生法第28条第1項の規定に基づく技術上の指針（建築物等の解体等の作業及び労働者が

石綿等にばく露するおそれがある建築物等における業務での労働者の石綿ばく露防止に関する

記述上の指針）を遵守すること。

・アスベスト除去に伴う官公署等への届出申請を行うこと。

石綿障害予防規則及び大気汚染防止法の各規定に基づく官公署等への届出等を行うこと。

・石綿含有事前調査結果の都道府県知事及び労働基準監督署への報告を行うこと。

アスベスト含有吹付け材の囲い込み処理　　・行う　　・行わない

分析による確認　　・行う（下表による）　・行わない

  　調査方法　　　　　　　1材料あたりの試料数

 ※定性分析(3　・　)　　※定量分析(※3  　・　　)

 ※定性分析(3　・　)　　※定量分析(※3  　・　　)

 ※定性分析(3　・　)　　※定量分析(※3  　・　　)

作業場の隔離　※行う

※除去工法については、工法に関する資料を監督職員に提出し、承諾を得ること。

除去工法

処分方法

・埋立処分の場合は、特別管理産業廃棄物として、管理型最終処分場の一定の場所で

埋立処分する。

・中間処理の場合は、都道府県知事等から処置許可を受けた溶融施設において溶融又は

アスベスト含有仕上塗材の除去(除去工法、養生、粉じん飛散防止措置、呼吸用保護具・保護

環境大臣の認定を受けた無害化処理施設において無害化処理を行う。

衣等)ついては、「建築物の改修、解体時における石綿含有建築用仕上塗材からの石綿粉じん

飛散防止処理技術指針」による。

アスベスト含有仕上塗材の有無　・有　・無

撤去の範囲　　・全面撤去　・図示による

除去工法（原則湿潤化し、下記工法とする）

・水洗い工法　・手工具ケレン工法

・集じん装置付高圧水洗工法　・集じん装置付超高圧水洗工法　・超音波ケレン工法

・剥離材併用高圧水洗工法　・剥離材併用超高圧水洗工法　・剥離材併用手工具ケレン工法

・剥離材併用超音波ケレン工法　・集塵装置付ディスクグラインダーケレン工法

アスベスト含有建材除去後の仕上げ　　　　・行う　　・行わない

アスベスト含有吹付け材の封じ込め処理　　・行う　　・行わない　　　　　　　[9.1.1]２　アスベスト含有建材

３　アスベストの含有

　　調査

　　け材の除去

施工箇所及び工法　　※図示

項　　　目特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　目

2 8　 工 事 用 電 力 、 水 等

・　建設工事保険　（管理財物担保特約に加入）(保険証券の写しを提出)　

・　請負業者賠償責任保険(保険証券の写しを提出)

　　加入期間は工事期間を原則とする。(必要に応じて延長するものとする。)　

　　下記の制度について加入すること。

・　法定外労災補償制度　　　(加入証明書を提出)　

　　建設業退職金共済制度に加入し、掛金収納書を提出する。

　　共済証紙購入額

　　請負額(消費税含む)の0.5/1000 以上　

　　ただし、建設業退職金共済については請負額が500万円以上の場合とする。

30　 工 事 の 保 険

31　 建 設 共 済 等

　　下請契約締結後、速やかに提出すること。変更時も同様とする。

　　なお、警備業者についても記載すべき下請負人の範囲に含むものとする。

　　本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、受注者が本工事

　　により生じた産業廃棄物税が課税対象となった場合には、翌年度に産業廃棄物

　　税納税証明書等を添付して、本工事により生じた産業廃棄物税相当分を

　　請求する事ができる。

※1 他の退職金制度に加入している等、共済証紙を購入する必要がない場合は

 　 理由書の提出をもって共済証紙の購入を不要とする。

※2 契約変更により工事価格が上昇した場合は不足分を追加購入すること。

　　工事請負代金額500万円以上の工事は、工事実績情報（CORINS）の登録手続き

　　を行うこと。

　　公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律により、施工体制台帳の

　　写しを提出のこと。

33　 施 工 体 制 台 帳 の 提 出

32　 工 事 実 績 情 報 の 登 録

特　　　　記　　　　事　　　　項

アスベスト含有吹付材の有無　・有　・無　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[9.1.3]

吹付けアスベストの施工数量調査　　※行う

アスベスト粉じん濃度測定　　※行う 

  表9.1.1　　アスベスト粉じん濃度測定

　(隔離ｼｰﾄ撤去前)

　集じん・排気装置

  測定５

  測定４

施行区画周辺

又は、敷地境界

  処理作業室内

  処理作業室内

　処理作業中

　処理作業前

  測定３

  測定２

  測定１

 計２点

 各２点又は３点

 各２点又は３点

　大気

  (注)１

  (注)１

　備考　  測　定　場　所 測定名称　測定時期 測　定　点　(各施工箇所ごと)

を確認
空気の流れ

（処理作業室外の場合）

  の排出口

４方向各１点  測定６ 施行区画周辺
又は、敷地境界

　 －

ｾｷｭﾘﾃｨｰｿﾞｰﾝ入口 1点

1点

  測定７   処理作業室内  各２点又は３点   (注)１

  (注)２

施行区画周辺
又は、敷地境界

  測定８

　処理作業後

４方向各１点 　大気

　(注)１．各施工箇所ごとの室面積が50㎡以下までは２点、300㎡以下までは３点とする。

　　　　　300㎡を超えるものは、監督職員と協議する。

　(注)２．集じん・排気装置の性能確認

  表9.1.2  アスベスト粉じん濃度測定方法

四日市市の締結する契約等からの暴力団等排 (1)　不当介入には、断固拒否するとともに、速やかに警察へ通報

2 9　 産 業 廃 棄 物 税

　　を使用する。

　　合成樹脂製可とう電線管及び付属品は、ＰＦ管（単層管）の波付管以上

　　可とする。

　　使用機器の製造者選定による若干の仕様の相違は、監督職員の承諾を得れば、

　　監督職員の承諾を受けて変更してもさしつかえない。

　　配線器具(ｽｲｯﾁ､ｺﾝｾﾝﾄ他)の現場納り等による仕様、数量については

　　タンブラスイッチは、図面に特記なき場合、ネーム付とする。

　　ただし、絶縁劣化等使用に耐えない場合は、監督職員に報告する。

　　取り外し再使用機器は、清掃及び絶縁測定のうえ、取り付ける。

　　長さ1m以上の入線しない電線管には、 1.2mm以上のビニル被覆鉄線を挿入する。

　　管(E19,E25,･･･E75)を使用してもよい。

　　但し、屋内箇所においては、表示されているものと同一外形のねじなし電線

　　特記なき鋼製電線管(19,25,･･･75)の表示は全て薄鋼電線管とする。

　　工事日報、納品伝票等の写しは監督員が提出を求めた場合に提出すること。

○　工事日報、納品伝票

　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方　建築設備編」

　　※次の図書を参考とする。

　　A4用紙に印刷し、提出する。

　　※撮影用具にデジタルカメラを用い、サービスサイズ程度の大きさで

　　完成写真

　　工程写真 埋設部、いんぺい部、施工工程、材料等

○　工事写真

　　工事記録は以下のように行うこと。

・　再使用又は再資源化を図るもの

　　（ＰＣＢ使用機器 　　　　　　　　　　　）

　　ＰＣＢ使用機器は、関係法令に従い適切に処置する。

・　特別管理産業廃棄物

　　しくはＥ票の確認を受けるものとする。

　　廃棄物管理票（マニュフェスト）確認表を作成し、監督員にＡ票及びＤ票も

　　構外搬出適切処理とする。

・　引渡しを要するもの　　　・　引渡しを要するもの以外

・　工事完成図（竣工図（修正済みの設計図）＋施工図）

　 　 業 者 の 選 定 に 際 し て

　 　 の 留 意 事 項

　　資材購入及び工事の一部を下請業者にて施工する場合、業者の選定に際し

　　ては、できる限り市内業者を優先させること。

34　 資 材 購 入 及 び 下 請

35　 監 督 職 員 事 務 所

37　 発 生 材 の 処 理

38　 工 事 記 録

39　 鋼 製 電 線 管

40　 呼 び 線

41　 再 使 用 機 器

42　 タ ン ブ ラ ス イ ッ チ

43　 配 線 器 具 等

44　 機 器 仕 様

45　 合 成 樹 脂 管 配 線

46　 位 置 ボ ッ ク ス

47　 最 上 階 の 埋 込 配 管 　　最上階の天井スラブへの埋込配管は、原則として避けるものとする。

　　位置ボックスで金属製を使用する場合、電力用には接地を施す。

　　本工事施工に伴う既設設備の軽微な加工改造は、本工事とする。

　　原動機、発電機と付属各機器間の燃料油、冷却水などの配管、制御用配線等は、

　 　 配 管 工 事 等

　 　 深 さ 等

　　地中配管に埋設標識シート（2倍）を　・　設ける　　　・　設けない

　　予めその時期、停止の範囲及び工法等を施設管理者などの関係者と打ち合わせ、

　　場合によっては停電計画書等を提出し、承諾を得たうえで作業を行うものとし、

　　埋設深さは原則0.6m以上とし、それにより難い場合は監督員と協議し決定

　　すること。

　　すること。

・　高さ5mを超える箇所での作業を有する場合の墜落制止用器具はﾌﾙﾊｰﾈｽ型を使用

48　 既 設 と の 取 合 い

49　 自 家 発 電 設 備 の

50　 地 中 配 線 の 埋 設

51　施工条件

・　施工可能日　　・土、日曜日、祝日施工有り　・指定なし

・　保全に関する資料等　（２）部

・　工事写真（紙、ＣＤ－Ｒ）

・　完成図　（原図サイズで機械設備図と併せて二つ折り製本したもの)（３）部

36　 完 成 時 の 提 出 図 書

・　設ける　　　　　・　設けない　　　　　

・アスベスト除去に伴う作業計画の作成を行うこと。

・アスベスト除去完了に伴う発注者への報告を書面にて行うこと。

54　 施 工 図 等 の 取 扱 い

　　ものとする。

　　施工図等の著作権に関わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲する

53　 照 明 設 備 の 照 度 測 定 　　一般照明及び非常照明の照度測定を行う。照度測定箇所は、監督職員の指示に

　　よる。

　　構内線路における埋設標の材質及びその個数は、図面に記載のない場合は

　　次による。

52 地 中 配 線 の 埋 設 標

・　鉄製(　　箇所)　　　　・ｺﾝｸﾘｰﾄ製(　　箇所)

・　週休二日制工事　　試行工事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    

・　対象工事(※受注者希望型）　　　　

　　【令和4年10月を適用（四日市市HP　入札情報参照）】

　　尚、発注者の指示又は承諾により週休2日制に係る休日日に施工する場合は、

　　休工日を振り替えることができる。

　　四日市市週休 2 日制工事試行要領に従うこととし、「月2回土日完全週休

　　2日制試行工事（受注者希望型）」に係る特記仕様書を適用する。

・　対象外工事

　　監督職員の承諾を受けて図面と多少相違してもさしつかえない。

５　アスベスト含有仕上

　　塗材の除去

/

除去保温材（　　　　　　　　　　　　）含有場所（　　　　　　　　　　　　）

除去成形板（　　　　　　　　　　　　）含有場所（　　　　　　　　　　　　）

除去シール材（　　　　　　　　　）含有場所（　　　　　　　　　）

上記工法によらない場合は監督職員と協議の上、承諾を得ること。

除去工法の試験施工　・行う　※行わない

作業場の隔離及び養生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏えい防止対策徹底マニュアル」による。

・隔離養生不要　・隔離養生必要(負圧不要)・その他（　　　　　　）

処分方法

・埋立処分の場合は、特別管理産業廃棄物として、管理型最終処分場の一定の場所で埋立処分する。

・中間処理の場合は、都道府県知事等から処置許可を受けた溶融施設において溶融又は環境大臣の

認定を受けた無害化処理施設において無害化処理を行う

アスベスト含有保温材の有無　・有　・無　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[9.1.4]

作業場の隔離　・行う　・行わない

・埋立処分の場合は、特別管理産業廃棄物として、管理型最終処分場の一定の場所で埋立処分する。

・中間処理の場合は、都道府県知事等から処置許可を受けた溶融施設において溶融又は環境大臣の

認定を受けた無害化処理施設において無害化処理を行う

アスベスト含有成形板の有無　・有　・無　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[9.1.5]

作業場の区画　・行う　・行わない

処分方法

石綿含有石膏ボード

※管理型最終処分場で埋立処分する。

石綿含有石膏ボード以外

・埋立処分の場合は、石綿含有産業廃棄物として、安定型最終処分場の一定の場所で

埋立処分する。

・中間処理の場合は、都道府県知事等から処置許可を受けた溶融施設において溶融又は

環境大臣の認定を受けた無害化処理施設において無害化処理を行う。

アスベスト含有シール材の有無　・有　・無

作業場の隔離　・行う　・行わない

除去工法

湿潤にて撤去を行い、適法に処分する事。

処分方法　・埋立処分

・アスベストの中間処理に適する溶融施設

・認定を受けた無害化処理施設

※本工事に配置管理させる者（有資格者）

※特定化学物質等作業主任者（H18.3.31以前の講習修了者）

又は石綿作業主任者（H18.4.1以降の講習修了者）

６　アスベスト含有保温
　　材等の除去

　　板の除去
７　アスベスト含有成形

８　アスベスト含有配管
　　接続部シール材の除去

９　特記事項

　　11月～2月で4時間以内とし施設の運営に支障を来たさないよう特に注意する。

・　施工可能時間帯　　・指定有り（三菱ケミカルルールによる）　・指定なし

塩浜第３ポンプ場耐震補強工事　設計図
作図 令和５年8月

・　完成図　（Ａ４版で他工種と併せ製本したもの）３部

　　監督職員の指示により下記のものを提出する。ﾌｧｲﾙは黒表紙金文字、製本は黒地金文字

・　完成図　ＣＡＤデータ（ｵﾘｼﾞﾅﾙ、dxf、jww、PDF）1枚　ファイルに綴じる

・　三菱ケミカル及び昭和四日市石油ルールを遵守すること。

012938
タイプライタ
12月

012938
タイプライタ
AE-02



A1

B1

B2

B3

C1

D1

E1

F1

G1

H1

I1

J1

K1

L1

M1

N1

O1

O2

P1

R1

Q1

S1

T1

記　号 名　称　・　摘　要

3

2P

EX

A

U

A

6L

2

2E

E(200V)

EX

タンブラスイッチ　片切 15A

タンブラスイッチ　３路 15A

タンブラスイッチ　両切 15A

耐圧防爆形 タンブラスイッチ　両切 20A

自動点滅器　200V 3A

リモコンスイッチ 6回路

耐圧防爆形 コンセント 2P15A 接地極付

コンセント 2P15A×2

コンセント 2P15A×2 接地極付

コンセント 200Ｖ 2P20A 接地極付

電灯分電盤 Ｌ－１

外灯盤

安定器盤

電動昇降装置用操作盤

換気扇

地中埋設配管配線

ケーブル配線

露出配管配線

床隠ぺい配管配線

隠ぺい配管配線

凡　例

立上り

引下げ

ジョイントボックス

耐圧防爆形露出ボックス

プルボックス

▽ GL

照明器具姿図

A1 B1

B2

B3

C1 D1

H1G1F1E1

I1 J1 K1 L1

P1O1N1M1

O2

S1R1Q1T1

FHF32W×1逆富士形蛍光灯 FHF32W×2逆富士形蛍光灯

FHF32W×2逆富士形蛍光灯 電池内蔵形非常用

FL20W×2逆富士形蛍光灯

FHF32W×1パイプ吊安全増防爆形蛍光灯 FL20W×2下面開放埋込形蛍光灯

FL20W×4下面開放埋込形蛍光灯 FHC32W+20W和風ペンダント形蛍光灯 FL20W×1ブラケット形蛍光灯 FL20W×1ブラケット形蛍光灯 防雨型

FHF32W×1階段誘導蛍光灯 電池内蔵形非常用 HID400W×1高天井水銀灯 昇降装置付 FL20W×1ブラケット形蛍光灯 FCL20W×1シーリング形浴室蛍光灯 防湿型

FCL20W×1シーリング形軒下蛍光灯 防雨型 JE30W×1埋込形ハロゲン灯 電池内蔵形非常用 壁付形避難口誘導灯C級 電池内蔵形

天井付形避難口誘導灯C級 電池内蔵形

天井付形通路誘導灯C級 電池内蔵形

直付耐圧防爆片面形避難口誘導灯BL級 電池内蔵形 直付耐圧防爆片面形通路誘導灯BL級 電池内蔵形 HID300W×1投光器広角形水銀灯 重耐塩害仕様HID300W×1アルミポール可傾ベース式水銀灯

FHF32W×1逆富士形蛍光灯

FHF32W×2逆富士形蛍光灯

FHF32W×2逆富士形蛍光灯 電池内蔵形非常用

FL20W×2逆富士形蛍光灯

FHF32W×1パイプ吊安全増防爆形蛍光灯

FL20W×2下面開放埋込形蛍光灯

FL20W×4下面開放埋込形蛍光灯

FHC32W+20W和風ペンダント形蛍光灯

FL20W×1ブラケット形蛍光灯

FL20W×1ブラケット形蛍光灯 防雨型

FHF32W×1階段誘導蛍光灯 電池内蔵形非常用

HID400W×1高天井水銀灯 昇降装置付

FL20W×1ブラケット形蛍光灯

FCL20W×1シーリング形浴室蛍光灯 防湿型

FCL20W×1シーリング形軒下蛍光灯 防雨型

JE30W×1埋込形ハロゲン灯 電池内蔵形非常用

壁付形避難口誘導灯C級 電池内蔵形

天井付形避難口誘導灯C級 電池内蔵形

天井付形通路誘導灯C級 電池内蔵形

直付耐圧防爆片面形避難口誘導灯BL級 電池内蔵形

直付耐圧防爆片面形通路誘導灯BL級 電池内蔵形

HID300W×1投光器広角形水銀灯 重耐塩害仕様

HID300W×1アルミポール可傾ベース式水銀灯

名　称　・　摘　要記　号

外灯盤

アップコンセント 2P15A 接地極付UP

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

令和 ４年 ３月２８日

照明設備凡例・姿図

耐震・耐津波補強電気設備工事

NONE

AE-003

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
　耐震補強工事　　　　　　　　



1. 部は今回施工箇所を示す。

 注  記 

2.その他は施工対象外を示す。

名　　　　称記 号

 配線工事図凡例（各図に共通） 

露出配管配線

床隠ぺい配管配線

地中埋設配管配線

ケーブル配線

立上げ、素通し、引下げ

隠ぺい配管配線

25000

9000

1
8
0
0
0

7
4
5
0

7000

1

A

2

4
5
5
0

6
0
0
0

B

C

D

3 4

9000

屋　上

吹　抜

P.BOX 200□×100(SS)

J1J1

J1 J1

EM-IE 1.6×3     (19)
EM-IE 2.0×2 E2.0(19)

EM-IE 1.6×3     (19)
EM-IE 2.0×2 E2.0(19)

EM-IE 2.0×4 E2.0(25)
EM-IE 1.6×6     (25) EM-IE 1.6×6     (25)

EM-IE 2.0×4 E2.0(25)

EM-IE 2.0×4 E2.0(25)
EM-IE 1.6×6     (25)

EM-IE 2.0×8 E2.0(31)
EM-IE 1.6×12    (31)

EM-IE 2.0×8 E2.0(31)
EM-IE 1.6×12    (31)

P.BOX 200□×100(SS)

P.BOX 200□×100(SS) P.BOX 200□×100(SS)

P.BOX 200□×100(SS)P.BOX 300□×200(SS)

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

令和 ４年 ３月２８日

配線図（ポンプ棟２階上部平面図）

耐震・耐津波補強電気設備工事

1/50

（更新後）

AE-004

ポンプ棟２階上部平面図　1/100

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
　耐震補強工事　　　　　　　　



１Φ３Ｗ　１００／２００Ｖ　６０Ｈｚ

MCB     
3P 100AF/75AT
（中性線欠相保護付）

ＳＭＣＢ　　　　　　　
２Ｐ　５０ＡＦ／　　
　　　２０ＡＴ　１００Ｖ（１Ｅ）Ｘ２
　　　（Ｗ２５形　２ＰＭＣＢ）

A - B

１次送り
ハンドルロック付
非常用

200V 2 200V

3200V 4 200V

5200V 6 200V

2

3 4

5 6

7 8

9

3A-3D

22A

TBワンショット
－　　　　ＳＥＬＢ　２Ｐ　　５０ＡＦ／　２０ＡＴ　Ｆ　３０ｍＡ　２００Ｖ　Ｘ　２　（Ｗ２５形　２ＰＥＬＢ）

－　　　　ＳＭＣＢ　２Ｐ　　５０ＡＦ／　２０ＡＴ　２００Ｖ　（２Ｅ）　Ｘ　２　（Ｗ２５形　２ＰＭＣＢ）

－　　　　ＳＥＬＢ　２Ｐ　　５０ＡＦ／　２０ＡＴ　Ｆ　３０ｍＡ　２００Ｖ　Ｘ　２　（Ｗ２５形　２ＰＥＬＢ）

－　　　　ＳＥＬＢ　２Ｐ　　５０ＡＦ／　２０ＡＴ　Ｆ　３０ｍＡ　１００Ｖ　Ｘ　３　（Ｗ２５形　２ＰＥＬＢ）

－　　　　ＳＭＣＢ　２Ｐ　　５０ＡＦ／　２０ＡＴ　１００Ｖ　（１Ｅ）　Ｘ　７　（Ｗ２５形　２ＰＭＣＢ）

       RRY  2P  20A   X 4  3A-3D

       RT   100/24V   X 1  22Ａ

ＴＢ　　　　　　
　３Ｐ　2０Ａ

R T

A B

－　　　　ＳＭＣＢ　２Ｐ　　５０ＡＦ／　２０ＡＴ　１００Ｖ　（１Ｅ）　Ｘ　１２　（Ｗ２５形　２ＰＭＣＢ）

1. 部は今回施工箇所を示す。

 注  記 

2.その他は施工対象外を示す。

名　　　　称記 号

 配線工事図凡例（各図に共通） 

露出配管配線

床隠ぺい配管配線

地中埋設配管配線

ケーブル配線

立上げ、素通し、引下げ

隠ぺい配線

25000

9000

1
8
0
0
0

7
4
5
0

7000

1

A

2

4
5
5
0

6
0
0
0

B

C

D

脱衣室

湯沸室

階段室

宿直室
浴室

3 4

9000

中央監視室

電気室

EM-IE 1.6×3(既設19) 3

EM-IE 1.6×4(既設25)
K1

K1

K1

EM-IE 1.6×4(既設25)

EM-IE 1.6×4(既設25)

EM-IE 2.0×2(既設19) 3

EM-IE 1.6×3(既設19)

3

3

A

U

EM-IE 1.6×12    (31)
EM-IE 2.0×8 E2.0(31)

EM-IE 1.6×12    (31)
EM-IE 2.0×2 E2.0(19) 4

3
EM-IE 2.0×8 E2.0(31)
EM-IE 2.0×8     (31)

4
3 EM-FA 0.9×5P(既設19)

5EM-CE 5.5sq-2c

EM-IE 1.6×3(既設19)

N1 N1

N1N1

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 2.0×2(既設19)

6

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×2(既設19)
EM-IE 1.6×5(25)

EM-IE 2.0×2(既設19)

EM-IE 2.0×2(既設19)

EM-IE 2.0×2(既設19)

17

EM-IE 2.0×2(既設19)

EM-IE 2.0×2(既設19)

18

EM-IE 2.0×2(既設19)

2

2 2 2

2

2

2

2

2

A1

A1

A1

A1

A1

A1

A1

A1

A1 A1 A1

A1A1

A1A1

A1A1

A1A1

A1A1

A1A1

A1A1

5

3

4

B2

EM-IE 2.0×2(既設19)

EM-IE 1.6×3(既設19)

EM-IE 1.6×3(既設19)

EM-EEF 2.0-3c(1種金属線ぴA)

2

E(200V)

F1

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×3(既設19)

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 2.0×2(既設19)

EM-IE 2.0×2(既設19)

L1

D1

G1

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×3(既設19)

EM-IE 1.6×3(既設19)

EM-IE 1.6×2(既設19)

16

6
電灯分電盤 L-1

安定器盤

電動昇降装置用操作盤

I1

電灯分電盤　Ｌ－１

宿直室空調機(ACP-3)事務室空調機(ACP-1)

誘導灯火災受信機

ポンプ室 水銀灯 電動昇降装置用操作盤

外灯盤 電磁調理器

１階 照明

ポンプ室 照明

地下１階 照明

電気室ﾌﾛｱｺﾝｾﾝﾄ

１階 コンセント 階段下室

ポンプ室 コンセント

1

1

10

11 12

13 14

15 16

17 18

19 20

21 22

1 2

43

65

121

1513

16 22

１階 照明

２階 照明

２階 照明

予備

予備

予備

１階 コンセント

地下１階 コンセント

１階 コンセント

２階 コンセント

２階 コンセント２階 コンセント

予備

ＴＶブースター

エアコン用コンセント

撤去後化粧プレート

EM-CE 3.5sq-2c 5

EM-CE 3.5sq-2c 14

EM-CE 3.5sq-3c 10

EM-CE 3.5sq-2c 15

EM-IE 2.0×2 E2.0(25)
EM-IE 2.0×8     (31)

P.BOX 400□×100(SS)

P.BOX 300□×200(SS)

UP

7 EM-CE 3.5sq-2c

給排気形換気扇

ＤＮ

ＤＮ

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

令和 ４年 ３月２８日

配線図（ポンプ棟２階平面図）

耐震・耐津波補強電気設備工事

1/50

（更新後）

AE-005

ポンプ棟２階平面図　1/100

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
　耐震補強工事　　　　　　　　



1. 部は今回施工箇所を示す。

 注  記 

2.その他は施工対象外を示す。

名　　　　称記 号

 配線工事図凡例（各図に共通） 

露出配管配線

床隠ぺい配管配線

地中埋設配管配線

立上げ、素通し、引下げ

ケーブル配線

隠ぺい配線

コンセントを元の位置に設置する
耐震壁増し打ち工事後に

耐震壁増し打ち工事に伴い
コンセントを撤去する
撤去後、絶縁処理を施すこと

耐震壁増し打ち工事に伴い
コンセントを撤去する
撤去後、絶縁処理を施すこと

操作盤とS-1安定器ボックス
耐震壁増し打ち工事後に

耐震壁増し打ち工事に伴い
コンセントを撤去する
撤去後、絶縁処理を施すこと

耐震壁増し打ち工事に伴い
コンセントを撤去する
撤去後、絶縁処理を施すこと

蛍光灯を元の位置に設置する
外壁に取付のブラケット形

コンセントを元の位置に設置する
耐震壁増し打ち工事後に

コンセントを元の位置に設置する
耐震壁増し打ち工事後に

耐震壁増し打ち工事に伴い
電動シャッターＳＷを
元の位置に設置する

外灯盤を元の位置に設置する
耐震壁増し打ち工事後に

蛍光灯を元の位置に設置する
耐震壁増し打ち工事後に

コンセントを元の位置に設置する
耐震壁増し打ち工事後に

を元の位置に設置する
各機器へのケーブルは0.3ｍを

追加して接続する

9000

1
8
0
0
0

7
4
5
0

1

A

2

4
5
5
0

6
0
0
0

B

C

D

3 4

9000

事務室

玄関ホール

便所

湯沸室

倉庫

予備室

搬入口

排水溝

冷却水槽
発電機室

№３雨水ポンプ

№２雨水ポンプ

B1B1

B1 B1

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×3(既設19)

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×3(既設19)

EM-IE 1.6×5(既設25)

EM-IE 2.0×2(既設19)

1

A1

E1E1

E1

EM-IE 1.6×4(既設25)

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×2(既設19) M1

M1

M1

2E 2E

2E

B1B1

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×3(既設19)

A1

EM-IE 1.6×2(既設19)

B3
B3

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×3(既設19)

G1

2EM-IE 2.0×2(既設19)

2E

2E

12

11

A1A1

A1 A1

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×2(既設19)

2E

2E

9

S1

A

EM-CE 5.5sq-2c E2.0(22)

EM-CE 2sq-3c(22)

H1 K1

K1

K1

K1

K1

K1

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×3(既設19) EM-IE 1.6×3(既設19)

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×3(既設19)

EM-IE 1.6×3(既設19)

EM-IE 2.0×2(既設19) 3

O1

O2

P1

EM-IE 1.6×2(16) B

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×2(既設19)

B

EM-IE 2.0×2(既設19)

2E

2E

EM-IE 2.0×2 E2.0(19)

EM-IE 2.0×2 E2.0(既設19)

15

EM-IE 2.0×2 E2.0(既設19)

3

EM-IE 1.6×3(既設19)

EM-IE 1.6×3(既設19) 3

3

EM-IE 1.6×3(既設19) 4

6L

EM-FA 0.9×5P(既設19)

2P

H1
EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-CE 5.5sq-2c 5

5EM-CE 5.5sq-2c

EM-CE 5.5sq-2c(54)

EM-CE 5.5sq-2c(54)

EM-CE 5.5sq-2c E2.0(FEP30)

EM-CE 5.5sq-2c

EM-CE 5.5sq-2c

EM-CE 5.5sq-2c(FEP125)

EM-CE 5.5sq-2c E2.0(28)

T1

T1

A

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-CE 5.5sq-2c×4
EM-CE 2sq-3c
EM-IE 3.5sq      (54)

外灯盤

P.BOX 200□×150(SS)

EM-CE 3.5sq-3c(22) 10
EM-CE 5.5sq-2c     (22)
EM-CE 5.5sq-2c E3.5(22)

EM-IE 2.0×2 E2.0(既設19)EM-IE 2.0×2 E2.0(既設19)

EM-IE 2.0×2 E2.0(既設19)

EM-CE 3.5sq-2c E3.5

EM-IE 2.0×2 E2.0(既設19)

EM-IE 2.0×2 E2.0(既設19)

EM-CE 3.5sq-2c E3.5

EM-CE 3.5sq-2c

EM-CE 3.5sq-2c

EM-CE 3.5sq-3c

EM-CE 3.5sq-2c 15

10

14

5

EM-CE 3.5sq-3c 10

EM-CE 3.5sq-2c 5

EM-CE 3.5sq-2c

EM-CE 3.5sq-2c

15

14

EM-CE 3.5sq-2c 15

EM-CE 2sq-3c
EM-CE 5.5sq-2c×3

EM-IE 2.0×2 E2.0(19)

EM-CE 3.5sq-2c(22)
EM-CE 3.5sq-3c(22) 14

5

P.BOX 300□×300(SS)

EM-IE 2.0×2 E2.0(19)EM-CE 3.5sq-2c E3.5(25)

EM-IE 2.0×2 E2.0(19)

EM-IE 2.0×2 E2.0(19)

7000

25000

EM-CE 5.5sq-2c(既設FRP100)

2E

2E

操作盤

UP

UP

DN

DN

DN

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

令和 ４年 ３月２８日

配線図（ポンプ棟１階平面図）

耐震・耐津波補強電気設備工事

1/50

（更新後）

AE-006

ポンプ棟１階平面図　1/100

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
　耐震補強工事　　　　　　　　



9000

25000

7
4
5
0

1
8
0
0
0

7000

1

A

2

4
5
5
0

6
0
0
0

B

C

D

43

9000

1. 部は今回施工箇所を示す。

 注  記 

2.その他は施工対象外を示す。

名　　　　称記 号

 配線工事図凡例（各図に共通） 

露出配管配線

床隠ぺい配管配線

地中埋設配管配線

立上げ、素通し、引下げ

ケーブル配線

隠ぺい配管配線

UP

EX

EX

EX

C1

EM-IE 1.6×2(16)

EM-IE 1.6×2(16)

EM-IE 1.6×2(16)

EM-IE 1.6×2(16)

EM-IE 1.6×2(16)

EM-IE 1.6×2(16)

EM-IE 1.6×2(16)

EM-IE 1.6×2(16)

EM-IE 2.0×2 E2.0(16)

EM-IE 2.0×2 E2.0(16)

EM-IE 2.0×2 E2.0(22)
EM-IE 1.6×2

C1

C1 C1

C1 C1

C1

C1

C1

C1

C1

C1

R1

Q1

EM-IE 2.0×2 E2.0(16)

EM-IE 2.0×2 E2.0(22)
EM-IE 1.6×2

EM-IE 2.0×2 E2.0(22)
EM-IE 1.6×3

EM-IE 1.6×2(16)

EM-IE 1.6×2(16)

EM-IE 1.6×2(16) B

10

EX
EX
EX

EM-IE 1.6×2(16)

EM-IE 2.0×2 E2.0(22)
EM-IE 1.6×2

EM-IE 2.0×2 E2.0(22)
EM-IE 1.6×2

EM-IE 1.6×2(16)

EM-IE 1.6×3
EM-IE 2.0×2 E2.0(22)

EM-IE 2.0×2 E2.0(22)
EM-IE 1.6×4

EM-IE 2.0×2 E2.0(22)
EM-IE 1.6×4

EM-CE 3.5sq-3c(22)

P.BOX 200□×150(SS)

EM-CE 3.5sq-3c(22) 14
EM-CE 3.5sq-2c(22) 5

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

令和 ４年 ３月２８日

配線図（ポンプ棟地下１階平面図）

耐震・耐津波補強電気設備工事

1/50

（更新後）

AE-007

ポンプ棟地下１階平面図　1/100

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
　耐震補強工事　　　　　　　　



1. 部は今回施工箇所を示す。

 注  記 

2.その他は施工対象外を示す。

名　　　　称記 号

 配線工事図凡例（各図に共通） 

露出配管配線

床埋込配管配線

地中埋設配管配線

ピット内配線

立上げ、素通し、引下げ

天井隠ぺい配線

25000

9000

1
8
0
0
0

7
4
5
0

7000

1

A

2

4
5
5
0

6
0
0
0

B

C

D

3 4

9000

屋　上

吹　抜

P.BOX 200□×100(SS)

J1J1

J1 J1

EM-IE 1.6×3     (19)
EM-IE 2.0×2 E2.0(19)

EM-IE 1.6×3     (19)
EM-IE 2.0×2 E2.0(19)

EM-IE 2.0×4 E2.0(25)
EM-IE 1.6×6     (25) EM-IE 1.6×6     (25)

EM-IE 2.0×4 E2.0(25)

EM-IE 2.0×4 E2.0(25)
EM-IE 1.6×6     (25)

EM-IE 2.0×8 E2.0(31)
EM-IE 1.6×12    (31)

EM-IE 2.0×8 E2.0(31)
EM-IE 1.6×12    (31)

P.BOX 200□×100(SS)

P.BOX 200□×100(SS) P.BOX 200□×100(SS)

P.BOX 200□×100(SS)P.BOX 300□×200(SS)

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

令和 ４年 ３月２８日

配線図（ポンプ棟２階平面図）

耐震・耐津波補強電気設備工事

1/50

（更新前）

AE-008

ポンプ棟２階上部平面図　1/100

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
　耐震補強工事　　　　　　　　



１Φ３Ｗ　１００／２００Ｖ　６０Ｈｚ

MCB     
3P 100AF/75AT
（中性線欠相保護付）

ＳＭＣＢ　　　　　　　
２Ｐ　５０ＡＦ／　　
　　　２０ＡＴ　１００Ｖ（１Ｅ）Ｘ２
　　　（Ｗ２５形　２ＰＭＣＢ）

A - B

１次送り
ハンドルロック付
非常用

200V 2 200V

3200V 4 200V

5200V 6 200V

2

3 4

5 6

7 8

9

3A-3D

22A

TBワンショット
－　　　　ＳＥＬＢ　２Ｐ　　５０ＡＦ／　２０ＡＴ　Ｆ　３０ｍＡ　２００Ｖ　Ｘ　２　（Ｗ２５形　２ＰＥＬＢ）

－　　　　ＳＭＣＢ　２Ｐ　　５０ＡＦ／　２０ＡＴ　２００Ｖ　（２Ｅ）　Ｘ　２　（Ｗ２５形　２ＰＭＣＢ）

－　　　　ＳＥＬＢ　２Ｐ　　５０ＡＦ／　２０ＡＴ　Ｆ　３０ｍＡ　２００Ｖ　Ｘ　２　（Ｗ２５形　２ＰＥＬＢ）

－　　　　ＳＥＬＢ　２Ｐ　　５０ＡＦ／　２０ＡＴ　Ｆ　３０ｍＡ　１００Ｖ　Ｘ　３　（Ｗ２５形　２ＰＥＬＢ）

－　　　　ＳＭＣＢ　２Ｐ　　５０ＡＦ／　２０ＡＴ　１００Ｖ　（１Ｅ）　Ｘ　７　（Ｗ２５形　２ＰＭＣＢ）

       RRY  2P  20A   X 4  3A-3D

       RT   100/24V   X 1  22Ａ

ＴＢ　　　　　　
　３Ｐ　2０Ａ

R T

A B

－　　　　ＳＭＣＢ　２Ｐ　　５０ＡＦ／　２０ＡＴ　１００Ｖ　（１Ｅ）　Ｘ　１２　（Ｗ２５形　２ＰＭＣＢ）

1. 部は今回施工箇所を示す。

 注  記 

2.その他は施工対象外を示す。

名　　　　称記 号

 配線工事図凡例（各図に共通） 

露出配管配線

床隠ぺい配管配線

地中埋設配管配線

ケーブル配線

立上げ、素通し、引下げ

隠ぺい配線

25000

9000

1
8
0
0
0

7
4
5
0

7000

1

A

2

4
5
5
0

6
0
0
0

B

C

D

脱衣室

湯沸室

階段室

宿直室
浴室

3 4

9000

中央監視室

電気室

EM-IE 1.6×3(既設19) 3

EM-IE 1.6×4(既設25)
K1

K1

K1

EM-IE 1.6×4(既設25)

EM-IE 1.6×4(既設25)

EM-IE 2.0×2(既設19) 3

EM-IE 1.6×3(既設19)

3

3

A

U

EM-IE 1.6×12    (31)
EM-IE 2.0×8 E2.0(31)

EM-IE 1.6×12    (31)
EM-IE 2.0×2 E2.0(19) 4

3
EM-IE 2.0×8 E2.0(31)
EM-IE 2.0×8     (31)

4
3 EM-FA 0.9×5P(既設19)

5EM-CE 5.5sq-2c

EM-IE 1.6×3(既設19)

N1 N1

N1N1

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 2.0×2(既設19)

6

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×2(既設19)
EM-IE 1.6×5(25)

EM-IE 2.0×2(既設19)

EM-IE 2.0×2(既設19)

EM-IE 2.0×2(既設19)

17

EM-IE 2.0×2(既設19)

EM-IE 2.0×2(既設19)

18

EM-IE 2.0×2(既設19)

2

2 2 2

2

2

2

2

2

A1

A1

A1

A1

A1

A1

A1

A1

A1 A1 A1

A1A1

A1A1

A1A1

A1A1

A1A1

A1A1

A1A1

5

3

4

B2

EM-IE 2.0×2(既設19)

EM-IE 1.6×3(既設19)

EM-IE 1.6×3(既設19)

EM-EEF 2.0-3c(1種金属線ぴA)

2

E(200V)

F1

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×3(既設19)

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 2.0×2(既設19)

EM-IE 2.0×2(既設19)

L1

D1

G1

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×3(既設19)

EM-IE 1.6×3(既設19)

EM-IE 1.6×2(既設19)

16

6
電灯分電盤 L-1

安定器盤

電動昇降装置用操作盤

I1

電灯分電盤　Ｌ－１

宿直室空調機(ACP-3)事務室空調機(ACP-1)

誘導灯火災受信機

ポンプ室 水銀灯 電動昇降装置用操作盤

外灯盤 電磁調理器

１階 照明

ポンプ室 照明

地下１階 照明

電気室ﾌﾛｱｺﾝｾﾝﾄ

１階 コンセント 階段下室

ポンプ室 コンセント

1

1

10

11 12

13 14

15 16

17 18

19 20

21 22

1 2

43

65

121

1513

16 22

１階 照明

２階 照明

２階 照明

予備

予備

予備

１階 コンセント

地下１階 コンセント

１階 コンセント

２階 コンセント

２階 コンセント２階 コンセント

予備

ＴＶブースター

エアコン用コンセント

撤去後化粧プレート

EM-CE 3.5sq-2c 5

EM-CE 3.5sq-2c 14

EM-CE 3.5sq-3c 10

EM-CE 3.5sq-2c 15

EM-IE 2.0×2 E2.0(25)
EM-IE 2.0×8     (31)

P.BOX 400□×100(SS)

P.BOX 300□×200(SS)

UP

7 EM-CE 3.5sq-2c

ＤＮ

ＤＮ

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

令和 ４年 ３月２８日

配線図（ポンプ棟２階平面図）

耐震・耐津波補強電気設備工事

1/50

（更新前）

AE-009

ポンプ棟２階平面図　1/100

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
　耐震補強工事　　　　　　　　



1. 部は今回施工箇所を示す。

 注  記 

2.その他は施工対象外を示す。

名　　　　称記 号

 配線工事図凡例（各図に共通） 

露出配管配線

床隠ぺい配管配線

地中埋設配管配線

立上げ、素通し、引下げ

ケーブル配線

隠ぺい配線

コンセントを不使用とする
耐震壁増し打ち工事に伴い

コンセントを一時撤去する
耐震壁増し打ち工事に伴い

コンセントを一時撤去する
耐震壁増し打ち工事に伴い

コンセントを一時次撤去する
耐震壁増し打ち工事に伴い

コンセントを一時撤去する
耐震壁増し打ち工事に伴い 耐震壁増し打ち工事に伴い

コンセントを不使用とする

コンセントを不使用とする
耐震壁増し打ち工事に伴い

耐震壁増し打ち工事に伴い
コンセントを不使用とする

蛍光灯を一時撤去する
外壁に取付のブラケット形

耐震壁増し打ち工事に伴い
電動シャッターＳＷを
一時撤去する

外灯盤を一次撤去する
耐震壁増し打ち工事に伴い

赤色パトライトを撤去する
耐震壁増し打ち工事に伴い

耐震壁増し打ち工事に伴い
ＮＴＴ回線×２本を一時
撤去する蛍光灯を一時撤去する

耐震壁増し打ち工事に伴い

操作盤とS-1安定器ボックス
耐震壁増し打ち工事に伴い

を一時撤去する

各機器へのケーブルも一時
離線する
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1
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0
0
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0
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B
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D

3 4

9000

事務室

玄関ホール

便所

湯沸室

倉庫

予備室

搬入口

排水溝

冷却水槽
発電機室

№３雨水ポンプ

№２雨水ポンプ

B1B1

B1 B1

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×3(既設19)

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×3(既設19)

EM-IE 1.6×5(既設25)

EM-IE 2.0×2(既設19)

1

A1

E1E1

E1

EM-IE 1.6×4(既設25)

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×2(既設19) M1

M1

M1

2E 2E

2E

B1B1

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×3(既設19)

A1

EM-IE 1.6×2(既設19)

B3
B3

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×3(既設19)

G1

2EM-IE 2.0×2(既設19)

2E

2E

12

11

A1A1

A1 A1

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×2(既設19)

2E

2E

9

S1

A

EM-CE 5.5sq-2c E2.0(22)

EM-CE 2sq-3c(22)

H1 K1

K1

K1

K1

K1

K1

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×3(既設19) EM-IE 1.6×3(既設19)

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×3(既設19)

EM-IE 1.6×3(既設19)

EM-IE 2.0×2(既設19) 3

O1

O2

P1

EM-IE 1.6×2(16) B

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-IE 1.6×2(既設19)

B

EM-IE 2.0×2(既設19)

2E

2E

2E

2E

2E

2E

2E

EM-IE 2.0×2 E2.0(19)

EM-IE 2.0×2 E2.0(既設19)

15

EM-IE 2.0×2 E2.0(既設19)

3

EM-IE 1.6×3(既設19)

EM-IE 1.6×3(既設19) 3

3

EM-IE 1.6×3(既設19) 4

6L

EM-FA 0.9×5P(既設19)

2P

H1
EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-CE 5.5sq-2c 5

5EM-CE 5.5sq-2c

DN

EM-CE 5.5sq-2c(54)

EM-CE 5.5sq-2c(54)

EM-CE 5.5sq-2c E2.0(FEP30)

EM-CE 5.5sq-2c

EM-CE 5.5sq-2c

EM-CE 5.5sq-2c(既設FRP100) EM-CE 5.5sq-2c(FEP125)

EM-CE 5.5sq-2c E2.0(28)

T1

T1

A

EM-IE 1.6×2(既設19)

EM-CE 5.5sq-2c×4
EM-CE 2sq-3c
EM-IE 3.5sq      (54)

外灯盤

P.BOX 200□×150(SS)

EM-CE 3.5sq-3c(22) 10
EM-CE 5.5sq-2c     (22)
EM-CE 5.5sq-2c E3.5(22)

EM-IE 2.0×2 E2.0(既設19)EM-IE 2.0×2 E2.0(既設19)

EM-IE 2.0×2 E2.0(既設19)

EM-CE 3.5sq-2c E3.5

EM-IE 2.0×2 E2.0(既設19)

EM-IE 2.0×2 E2.0(既設19)

EM-CE 3.5sq-2c E3.5

EM-CE 3.5sq-2c

EM-CE 3.5sq-2c

EM-CE 3.5sq-3c

EM-CE 3.5sq-2c 15

10

14

5

EM-CE 3.5sq-3c 10

EM-CE 3.5sq-2c 5

EM-CE 3.5sq-2c

EM-CE 3.5sq-2c

15

14

EM-CE 3.5sq-2c 15

EM-CE 2sq-3c
EM-CE 5.5sq-2c×3

EM-IE 2.0×2 E2.0(19)

EM-CE 3.5sq-2c(22)
EM-CE 3.5sq-3c(22) 14

5

P.BOX 300□×300(SS)

2E

EM-IE 2.0×2 E2.0(19)EM-CE 3.5sq-2c E3.5(25)

EM-IE 2.0×2 E2.0(19)

EM-IE 2.0×2 E2.0(19)

7000

25000

操作盤
UP

UP

DN

DN

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

令和 ４年 ３月２８日

配線図（ポンプ棟１階平面図）

耐震・耐津波補強電気設備工事

1/50

（更新前）

AE-010

ポンプ棟１階平面図　1/100

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
　耐震補強工事　　　　　　　　



1. 部は今回施工箇所を示す。

 注  記 

2.その他は施工対象外を示す。
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25000
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D

43

9000

名　　　　称記 号

 配線工事図凡例（各図に共通） 

露出配管配線

床隠ぺい配管配線

地中埋設配管配線

立上げ、素通し、引下げ

ケーブル配線

隠ぺい配線

①逆富士形蛍光灯FHF32W×1
②コンセント2P15A×2

耐津波対策工事に伴う
照明器具等の撤去工事を行う

②タンブラスイッチ片切15A

UP

EX

EX

EX

C1

EM-IE 1.6×2(16)

EM-IE 1.6×2(16)

EM-IE 1.6×2(16)

EM-IE 1.6×2(16)

EM-IE 1.6×2(16)

EM-IE 1.6×2(16)

EM-IE 1.6×2(16)

EM-IE 1.6×2(16)

EM-IE 2.0×2 E2.0(16)

EM-IE 2.0×2 E2.0(16)

EM-IE 2.0×2 E2.0(22)
EM-IE 1.6×2

C1

C1 C1

C1 C1

C1

C1

C1

C1

C1

C1

R1

Q1

EM-IE 2.0×2 E2.0(16)

EM-IE 2.0×2 E2.0(22)
EM-IE 1.6×2

EM-IE 2.0×2 E2.0(22)
EM-IE 1.6×3

EM-IE 1.6×2(16)

EM-IE 1.6×2(16)

EM-IE 1.6×2(16) B

10

EM-IE 2.0×2(16)

EM-IE 2.0×2(16)

2

階段下室

A1

EX
EX
EX

EM-IE 1.6×2(16)

EM-IE 2.0×2 E2.0(22)
EM-IE 1.6×2

EM-IE 2.0×2 E2.0(22)
EM-IE 1.6×2

EM-IE 1.6×2(16)

EM-IE 1.6×3
EM-IE 2.0×2 E2.0(22)

EM-IE 2.0×2 E2.0(22)
EM-IE 1.6×4

EM-IE 2.0×2 E2.0(22)
EM-IE 1.6×4

EM-CE 3.5sq-3c(22)

EM-CE 3.5sq-3c(22)

P.BOX 200□×150(SS)

EM-CE 3.5sq-3c(22) 14
EM-CE 3.5sq-2c(22) 5

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

令和 ４年 ３月２８日

配線図（ポンプ棟地下１階平面図）

耐震・耐津波補強設電気設備工事

1/50

（更新前）

AE-011

ポンプ棟地下１階平面図　1/100

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
　耐震補強工事　　　　　　　　



1. 部は今回施工箇所を示す。

 注  記 

2.その他は施工対象外を示す。

記　号 名　称　・　摘　要

受信機 P形1級10回線

表示盤 10回線

警報ベル

総合盤 露出型

差動式スポット型感知器　2種 露出型

露出配管配線

床隠ぺい配管配線

隠ぺい配管配線

凡　例

立上り

引下げ

ジョイントボックス

耐圧防爆形露出ボックス
EM-FA 1.2×4c EM-HP 1.2×5P EM-HP 1.2×5P

E
M
-
F
A
 
1
.
2
×

4
c

E
M
-
F
A
 
1
.
2
×

4
c

E
M
-
F
A
 
1
.
2
×

4
c

E
M
-
H
P
 
1
.
2
×

5
P

EM-FA 1.2×4c

E
M
-
F
A
 
1
.
2
×

4
c

EM-FA 1.2×4c

EM-FA 1.2×4c EM-FA 1.2×4c EM-FA 1.2×4c EM-FA 1.2×4c EM-FA 1.2×4c EM-FA 1.2×4c

EM-FA 1.2×4c EM-FA 1.2×4c EM-FA 1.2×4c EM-FA 1.2×4c EM-FA 1.2×4c EM-FA 1.2×4c

E
M
-
H
P
 
1
.
2
×

7
P

EM-HP 1.2×7P

E
M
-
H
P
 
1
.
2
×

7
P

EM-FA 1.2×4cEM-FA 1.2×4c EM-FA 1.2×4c EM-FA 1.2×4c EM-FA 1.2×4c EM-FA 1.2×4c EM-FA 1.2×4c

EM-FA 1.2×4c

EM-HP 1.2×7P

E
M
-
H
P
 
1
.
2
×

5
P

E
M
-
H
P
 
1
.
2
×

5
P

E
M
-
F
A
 
1
.
2
×

4
c

E
M
-
F
A
 
1
.
2
×

4
c

E
M
-
F
A
 
1
.
2
×

4
c

E
M
-
F
A
 
1
.
2
×

4
c

EM-FA 1.2×4c EM-FA 1.2×4c EM-FA 1.2×4cEM-FA 1.2×4c

１

２

３

４

５

６

系　統　図

地下１階

２階

受信機 P形1級10回線

表示盤 10回線

B

B P

定温式スポット型感知器　1種 防水型

EX
定温式スポット型感知器　1種 防爆型

S 光電式スポット型感知器　2種 露出型

S 光電式スポット型感知器　2種 点検箱付

EX

P EX

B EX 警報ベル 防爆型

表示灯 防爆型

発信機 防爆型

P

表示灯

発信機

EM-FA 1.2×4c

E
M
-
F
A
 
1
.
2
×

4
c

EM-HP 1.2×5P

E
M
-
F
A
 
1
.
2
×

4
c

１階

E
M
-
F
A
 
1
.
2
×

4
c

総合盤を一時撤去する
耐震壁増し打ち工事に伴い

総合盤を元に位置に設置する
耐震壁増し打ち工事後、

E
M
-
F
A
 
1
.
2
×

4
c

倉庫にある感知器を一時撤去し
耐震壁増し打ち工事に伴い

感知器を元に位置に取り付ける
耐震壁増し打ち工事後、

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

令和 ４年 ３月２８日

火災報知設備凡例・系統図

耐震・耐津波補強電気設備工事

NONE

AE-012

Ω
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EX EX EX EX EX EX
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Ω
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B PB PB

B P
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S
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B

S S S S
Ω

EX

EX

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
　耐震補強工事　　　　　　　　



1. 部は今回施工箇所を示す。

 注  記 

2.その他は施工対象外を示す。

名　　　　称記 号

 配線工事図凡例（各図に共通） 

露出配管配線

床隠ぺい配管配線

地中埋設配管配線

ケーブル配線

立上げ、素通し、引下げ

隠ぺい配管配線

25000

9000

1
8
0
0
0

7
4
5
0

7000

1

A

2

4
5
5
0

6
0
0
0

B

C

D

3 4

9000

屋　上

吹　抜

既設BOX

EM-FA 1.2×4c(19)

EM-FA 1.2×4c(既設19)

EM-FA 1.2×4c(既設19)

EM-FA 1.2×4c(既設19) EM-FA 1.2×4c(既設19)

EM-FA 1.2×4c(19) EM-FA 1.2×4c(19) EM-FA 1.2×4c(19) EM-FA 1.2×4c(19)

EM-FA 1.2×4c(19)EM-FA 1.2×4c(19)

EM-FA 1.2×4c(19) EM-FA 1.2×4c(19)

EM-FA 1.2×4c(19)EM-FA 1.2×4c(19)

EM-FA 1.2×4c(19) EM-FA 1.2×4c(19)

　 (19) 　 (19)

　 (19)　 (19)

　 (19) 　 (19)　 (19)　 (19)

既設BOX 既設BOX既設BOX

P.BOX 150□×15

0(SS)

EM-FA 1.2×4c(19)

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

令和 ４年 ３月２８日

配線図（ポンプ棟２階上部平面図）

耐震・耐津波補強電気設備工事

1/50

（更新後）

AE-013

ポンプ棟２階上部平面図　1/100

Ω
SS

S S

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
　耐震補強工事　　　　　　　　



1. 部は今回施工箇所を示す。

 注  記 

2.その他は施工対象外を示す。

名　　　　称記 号

 配線工事図凡例（各図に共通） 

露出配管配線

床隠ぺい配管配線

地中埋設配管配線

ケーブル配線

立上げ、素通し、引下げ

隠ぺい配線

25000

9000

1
8
0
0
0

7
4
5
0

7000

1

A

2

4
5
5
0

6
0
0
0

B

C

D

脱衣室

湯沸室
階段室

ＤＮ

宿直室

浴室

3 4

9000

電気室

ｴｱｺﾝ室内機

EM-HP 1.2×7P(既設25)

EM-HP 1.2×5P(既設25)

EM-FA 1.2×4c(既設19)

EM-FA 1.2×4c(既設19)

EM-FA 1.2×4c(既設19)

EM-FA 1.2×4c(既設19)

EM-FA 1.2×4c(既設19)

EM-FA 1.2×4c(19)

EM-FA 1.2×4c(既設19)

EM-FA 1.2×4c(既設19)

EM-HP 1.2×7P(既設25)

EM-FA 1.2×4c(既設19)

EM-FA 1.2×4c(19)

EM-FA 1.2×4c

ＤＮ

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

令和 ４年 ３月２８日

配線図（ポンプ棟２階平面図）

耐震・耐津波補強電気設備工事

1/50

（更新後）

AE-014

ポンプ棟２階平面図　1/100

B

Ω

B

P

S

S
Ω

Ω

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
　耐震補強工事　　　　　　　　



1. 部は今回施工箇所を示す。

 注  記 

2.その他は施工対象外を示す。

名　　　　称記 号

 配線工事図凡例（各図に共通） 

露出配管配線

床隠ぺい配管配線

地中埋設配管配線

ケーブル配線

立上げ、素通し、引下げ

隠ぺい配線

25000

9000

1
8
0
0
0

7
4
5
0

7000

1

A

2

4
5
5
0

6
0
0
0

B

C

D

3 4

9000

事務室

玄関ホール

便所

湯沸室

倉庫予備室

搬入口

排水溝

1000L燃料小出槽

冷却水槽

燃料移送ポンプ 空気圧縮機

№１除塵機

№２除塵機

№３除塵機

№４除塵機

№５除塵機

№６除塵機

空気制御箱

空気制御箱

№１雨水ポンプ

№２雨水ポンプ

№３雨水ポンプ

発電機

EM-HP 1.2×5P(既設25)

EM-HP 1.2×7P(既設25)

EM-HP 1.2×5P(既設25)

EM-HP 1.2×5P(既設25)

EM-HP 1.2×7P(既設25)

EM-HP 1.2×7P(既設25)

EM-FA 1.2×4c(既設19)

EM-FA 1.2×4c(既設19)

EM-FA 1.2×4c(既設19)

EM-FA 1.2×4c(既設19)

EM-FA 1.2×4c(既設19)

EM-FA 1.2×4c(既設19)

EM-FA 1.2×4c(19)

EM-FA 1.2×4c

総合盤を一時撤去する
耐震壁増し打ち工事に伴い

元の位置に取り付ける
一時撤去していた感知器を

UP

UP

DN

DN

DN

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

令和 ４年 ３月２８日

配線図（ポンプ棟１階平面図）

耐震・耐津波補強設電気設備工事

1/50

（更新後）

AE-015

B

ポンプ棟１階平面図　1/100

Ω

B P

S

P

B

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
　耐震補強工事　　　　　　　　
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1. 部は今回施工箇所を示す。

 注  記 

2.その他は施工対象外を示す。

名　　　　称記 号

 配線工事図凡例（各図に共通） 

露出配管配線

床隠ぺい配管配線

地中埋設配管配線

立上げ、素通し、引下げ

ケーブル配線

隠ぺい配線

UP

EM-FA 1.2×4c(16)

EM-HP 1.2×5P(既設25)

階段下室

EM-FA 1.2×4c(16)

EM-FA 1.2×4c(16)

EM-FA 1.2×4c(16)

EM-FA 1.2×4c(16)

EM-FA 1.2×4c(16) EM-FA 1.2×4c(16)

EM-FA 1.2×4c(16)

EM-FA 1.2×4c(16) EM-FA 1.2×4c(16)

EM-FA 1.2×4c(16)EM-FA 1.2×4c(16)EM-FA 1.2×4c(16)

EM-HP 1.2×5P(22)

EM-HP 1.2×5P(22)

EM-HP 1.2×5P(22) EM-HP 1.2×5P(22)

EM-FA 1.2×4c(16)

EM-FA 1.2×4c(16)

EM-HP 1.2×5P(22)

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

令和 ４年 ３月２８日

配線図（ポンプ棟地下１階平面図）

耐震・耐津波補強電気設備工事

1/50

（更新後）

AE-016

ポンプ棟地下１階平面図　1/100

EX

EXEXEX

EX

EX

EX

EX

EX

EX

EX EX

EX EX EX

Ω

EX

EXB

P

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
耐震補強工事　　　　　　　　



1. 部は今回施工箇所を示す。

 注  記 

2.その他は施工対象外を示す。

名　　　　称記 号

 配線工事図凡例（各図に共通） 

露出配管配線

床隠ぺい配管配線

地中埋設配管配線

ケーブル配線

立上げ、素通し、引下げ

隠ぺい配管配線

25000

9000

1
8
0
0
0

7
4
5
0

7000

1

A

2

4
5
5
0

6
0
0
0

B

C

D

3 4

9000

屋　上

吹　抜

既設BOX

EM-FA 1.2×4c(19)

EM-FA 1.2×4c(既設19)

EM-FA 1.2×4c(既設19)

EM-FA 1.2×4c(既設19) EM-FA 1.2×4c(既設19)

EM-FA 1.2×4c(19) EM-FA 1.2×4c(19) EM-FA 1.2×4c(19) EM-FA 1.2×4c(19)

EM-FA 1.2×4c(19)EM-FA 1.2×4c(19)

EM-FA 1.2×4c(19) EM-FA 1.2×4c(19)

EM-FA 1.2×4c(19)EM-FA 1.2×4c(19)

EM-FA 1.2×4c(19) EM-FA 1.2×4c(19)

　 (19) 　 (19)

　 (19)　 (19)

　 (19) 　 (19)　 (19)　 (19)

既設BOX 既設BOX既設BOX

P.BOX 150□×15

0(SS)

EM-FA 1.2×4c(19)

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

令和 ４年 ３月２８日

配線図（ポンプ棟２階上部平面図）

耐震・耐津波補強電気設備工事

1/50

（更新前）

AE-017

ポンプ棟２階上部平面図　1/100

Ω
SS

S S

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
耐震補強工事　　　　　　　　



1. 部は今回施工箇所を示す。

 注  記 

2.その他は施工対象外を示す。

名　　　　称記 号

 配線工事図凡例（各図に共通） 

露出配管配線

床埋込配管配線

地中埋設配管配線

ケーブル配線

立上げ、素通し、引下げ

天井隠ぺい配線

25000

9000

1
8
0
0
0

7
4
5
0

7000

1

A

2

4
5
5
0

6
0
0
0

B

C

D

脱衣室

湯沸室
階段室

宿直室

浴室

3 4

9000

電気室

ｴｱｺﾝ室内機

EM-HP 1.2×7P(既設25)

EM-HP 1.2×5P(既設25)

EM-FA 1.2×4c(既設19)

EM-FA 1.2×4c(既設19)

EM-FA 1.2×4c(既設19)

EM-FA 1.2×4c(既設19)

EM-FA 1.2×4c(既設19)

EM-FA 1.2×4c(19)

EM-FA 1.2×4c(既設19)

EM-FA 1.2×4c(既設19)

EM-HP 1.2×7P(既設25)

EM-FA 1.2×4c(既設19)

EM-FA 1.2×4c(19)

EM-FA 1.2×4c ＤＮ

ＤＮ

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

令和 ４年 ３月２８日

配線図（ポンプ棟２階平面図）

耐震・耐津波補強電気設備工事

1/50

（更新前）

AE-018

B

ポンプ棟２階平面図　1/100

Ω

B

P

S

S
Ω

Ω

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
耐震補強工事　　　　　　　　



1. 部は今回施工箇所を示す。

 注  記 

2.その他は施工対象外を示す。

名　　　　称記 号

 配線工事図凡例（各図に共通） 

露出配管配線

床隠ぺい配管配線

地中埋設配管配線

ケーブル配線

立上げ、素通し、引下げ

隠ぺい配線

25000

9000

1
8
0
0
0

7
4
5
0

7000

A

2

4
5
5
0

6
0
0
0

B

C

D

3 4

9000

事務室

玄関ホール

便所

湯沸室

倉庫予備室

搬入口

排水溝

1000L燃料小出槽

冷却水槽

燃料移送ポンプ 空気圧縮機

№１除塵機

№２除塵機

№３除塵機

№４除塵機

№５除塵機

№６除塵機

空気制御箱

空気制御箱

№１雨水ポンプ

№２雨水ポンプ

№３雨水ポンプ

発電機

EM-HP 1.2×5P(既設25)

EM-HP 1.2×7P(既設25)

EM-HP 1.2×5P(既設25)

EM-HP 1.2×5P(既設25)

EM-HP 1.2×7P(既設25)

EM-HP 1.2×7P(既設25)

EM-FA 1.2×4c(既設19)

EM-FA 1.2×4c(既設19)

EM-FA 1.2×4c(既設19)

EM-FA 1.2×4c(既設19)

EM-FA 1.2×4c(既設19)

EM-FA 1.2×4c(既設19)

EM-FA 1.2×4c(19)

EM-FA 1.2×4c

1

総合盤を一時撤去する
耐震壁増し打ち工事に伴い

感知器を一時撤去する
耐震壁増し打ち工事に伴い

UP

UP

DN

DN

DN

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

令和 ４年 ３月２８日

配線図（ポンプ棟１階平面図）

耐震・耐津波補強電気設備工事

1/50

（更新前）

AE-019

ポンプ棟１階平面図　1/100

Ω

B P

S

B

P

B

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
耐震補強工事　　　　　　　　
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1. 部は今回施工箇所を示す。

 注  記 

2.その他は施工対象外を示す。

名　　　　称記 号

 配線工事図凡例（各図に共通） 

露出配管配線

床隠ぺい配管配線

地中埋設配管配線

立上げ、素通し、引下げ

ケーブル配線

隠ぺい配線

UP

EM-FA 1.2×4c(16)

EM-HP 1.2×5P(既設25)

階段下室

EM-FA 1.2×4c(16)

EM-FA 1.2×4c(16)

EM-FA 1.2×4c(16)

EM-FA 1.2×4c(16)

EM-FA 1.2×4c(16) EM-FA 1.2×4c(16)

EM-FA 1.2×4c(16)

EM-FA 1.2×4c(16) EM-FA 1.2×4c(16)

EM-FA 1.2×4c(16)EM-FA 1.2×4c(16)EM-FA 1.2×4c(16)

EM-HP 1.2×5P(22)

EM-HP 1.2×5P(22)

EM-HP 1.2×5P(22) EM-HP 1.2×5P(22)

EM-FA 1.2×4c(16)

EM-FA 1.2×4c(16)

EM-HP 1.2×5P(22)

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

事業主体
四日市市

上下水道局
図面番号

設 計 者工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場

四日市市　塩浜町 地内

設計年月日

日新技術コンサルタント

株式会社　　　　　　　

令和 ４年 ３月２８日

AE-018

配線図（ポンプ棟地下１階平面図）

耐震・耐津波補強電気設備工事

1/50

（更新前）

ポンプ棟地下１階平面図　1/100

EX

EXEXEX

EX

EX

EX

EX

EX

EX

EX EX

EX EX EX

Ω

EX

EXB

P

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
耐震補強工事　　　　　　　　

012938
タイプライタ
AE-020



1. 部は今回施工箇所を示す。

 注  記 

2.その他は施工対象外を示す。

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場

四日市市　塩浜町 地内

PE-001

一　般　平　面　図

2

2

1.7

3.7

1.5

1.41.4

2.1

5.5

1.4

1.5

2.1

2.8

2.8

3.2

3.2

7.3

3.5

3.2

3.3

3.5

3.5

3.8

3.5

3.6

3.8

1.9

4.1

4.1

4.5

1.8

1.7

2.5

2.2

1.8

1.5

1.6

2.8

1.81.2

0.8

1.5

0.7

1.9

1.8

1.2

0.5

1.3

2.3

1.9

0.5

2.8

3.4

1.4

1.6

1.7

1.4
1.4

1.8

3.6

1.6

3.2

3.2

3.1

3.3

1.2

3.2

1.2

1.2

1.2

1.2

1.2
1.1

1.2 3.4

5.7

4.9
4.9

1.6

5.1
6.6

1.7
1.5

1.1

5.6

1.4

6.1

5.8

3.2

3.33.6

3.4

3.3

3.8

1.7

3.8

1.8

1.8

1.8

2.2
6.9

2.5

1.5

0.8

0.8

1.0

2.5

1.5

1.9

1.8

2.4

2.6

1.1

2.3

1.9

1.6

2.3

2.6

2.2
2.5

2.2

4.8

5.9

1.5

5.7

3.2

1.5

1.5

3.1

3.6

6.8

4.3

5.7

1.8

1.8

1.7

1.7

1.8 2.2

2.4

1.7

3.5

3.3

1.9

1.9

3.2

5.9

1.6
1.4

1.4

2.1

2.3

2.2

2.3

2.2

1.9

1.5

5.3

5.3

5.3

5.2

5.2

5.8

Ｗ

Ｗ

Ｗ

耐震・耐津波補強電気設備工事

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
耐震補強工事　　　　　　　　



事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場

四日市市　塩浜町 地内

PE-002

一時撤去・復旧機器外形図（１）

耐震・耐津波補強電気設備工事

1/10

8
0
0

600 300

 屋内壁掛形　側面図 

備　考名　　称記　号

鋼板製材質

盤記号

形式

面数

N　　P

面

－ 2 No.1,2 換気ファン

特記事項

１

屋内壁掛形形式

CP－ 1 給気ファン

換気ファン現場操作盤

一時撤去してもとに位置に

ＬＣＢ－９

給気ファン

過負荷
換気ファン

過負荷

No.1,2

FI

（ヨビ）

復旧すること

給気ファン

地　絡

（ヨビ）

換気ファン

地　絡

No.1,2

1. 部は今回一時撤去・復旧機器を示す。

 注  記 

2.その他は施工対象外を示す。

300

奥行：300

奥行：200

4
0
0

Ｓー１安定器

300

奥行：170

3
0
0

操作盤

ボックス

400

奥行：170

3
0
0

接地極測定盤

（本盤は今回更新する）

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
耐震補強工事　　　　　　　　



事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場

四日市市　塩浜町 地内

PE-003

一時撤去・復旧機器外形図（２）

耐震・耐津波補強設電気設備工事

1/10

2
0
0
0

700 350

 屋内壁掛形　側面図 

備　考名　　称記　号

鋼板製材質

盤記号

形式

面数

N　　P

面

特記事項

１

屋外自立形形式

中継端子盤（自動除塵機側 ）

一時撤去してもとに位置に

ＴＢ－１

復旧すること

1. 部は今回一時撤去・復旧機器を示す。

 注  記 

2.その他は施工対象外を示す。

6
0
0

500

備　考名　　称記　号

鋼板製材質

盤記号

形式

面数

N　　P

面

特記事項

１

屋内壁掛形形式

中継端子盤（ホッパ側）

一時撤去してもとに位置に

ＴＢ－２

復旧すること

奥行：350

2
1
0
0

1
0
0奥行：500

2
0
0
0

500

2
1
0
0

1
0
0

 屋外自立形　側面図 

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
耐震補強工事　　　　　　　　



25000

9000

1
8
0
0
0

7
4
5
0

7000

1

A

2

4
5
5
0

6
0
0
0

B

C

D

脱衣室

湯沸室

押入

階段室

宿直室

浴室

3 4

9000

中央監視室

電気室

番号

１ 高圧引込盤

高圧受電盤２

№１雨水ポンプ/コンデンサ主幹盤３

コンデンサ盤４

主変圧器１次盤５

主変圧器盤６

低圧主幹盤７

コントロールセンタ８

補助継電器盤(１)・(２)・(３)・(４)９

直流電源装置10

11

エンジンポンプ監視盤13

ガス警報器14

15 ＩＴＶ制御装置

ＵＰＳ装置

動力制御盤17

電灯分電盤18

10

８

８

13

14

17

18

盤　　名　　称 設置概要

盤名称表

５

６

７

〃

既設

４

３

２

１

９

９

補助継電器盤９

９

９

寸法基準点

12
12 計装変換器盤

13

監視操作盤

13 制御用コントローラ盤

16

９

９

コントロールセンタ８

８

８

11

15

12

19

塩浜第１ポンプ場間光成端箱19

16

1. 部は今回施工箇所を示す。

 注  記 

2.その他は施工対象外を示す。

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場

四日市市　塩浜町 地内

PE-004

配線図（ポンプ棟２階平面図）

耐震・耐津波補強電気設備工事

1/50

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

（更新後）

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
耐震補強工事　　　　　　　　



25000

9000

1
8
0
0
0

7
4
5
0

7000

1

A

2

4
5
5
0

6
0
0
0

B

C

D

3 4

9000

事務室

玄関ホール

便所 湯沸室

倉庫予備室

搬入口

排水溝

1000L燃料小出槽

冷却水槽

200kVA 発電機

UP

UP

DN

DN

空気制御箱

空気制御箱

№１雨水ポンプ

９

10

11

12

13

14

17

1520
18

９

14

15

13

12

11

10

№１雨水ポンプ現場操作盤

№２雨水ポンプ現場操作盤

№３雨水ポンプ現場操作盤

空気圧縮機現場操作盤

冷却水ポンプ現場操作盤

燃料移送ポンプ現場操作盤

床排水ポンプ現場操作盤17

18 接地極測定箱

既設

換気ファン現場操作盤

20 中継端子盤（ホッパ側） 〃

M14
5.5 №２空気圧縮機

M15 №１燃料移送ポンプ0.4
M13 №１空気圧縮機5.5

№２燃料移送ポンプM16
0.4

FS

冷却水槽水位

HM
260

始動制御器 M1
0.2

ブラシ引揚装置0.4
M2

№１雨水ポンプ吐出弁1.5
M3

TS

LS

M

給気ファンM19

M20-1
№１排気ファン

№２雨水ポンプ吐出弁3.7
M7LS

TS

3.7 №３雨水ポンプ吐出弁M8
TS

LS

潤滑油ポンプ2.2
M9

機関集合端子箱

潤滑油ポンプM10
2.2

MV

FR

潤滑水電動弁

断水RY(不要)

減速機油ポンプM11
2.2

減速機油ポンプ M12
2.2

MV

燃料流量計

燃料流量計

機関集合端子箱

№３雨水ポンプ

№２雨水ポンプ

MV

断水RY(不要)FR

MV冷却水電動弁

露出配管
GP22 ×1 (C)

P.BOX

400□×200(SUS

WP)

既設ハンドホール

床排水ポンプ 至
№１冷却水ポンプ 至

№２冷却水ポンプ 至

スラスト軸受温度

潤滑油温度

潤滑油温度

スラスト軸受温度

床排水水位 至

M

潤滑水電動弁

冷却水電動弁

(不要)

(不要)

始動抵抗器

発電機中継端子盤21

発電機変換器盤22

22 21

P.BOX 500□×200(SUS WP)

設置概要盤　　名　　称

盤名称表

番号

→１階平面図（除塵機側）至

排水溝

１階平面図（調整槽側）至←

GP28 ×1 (C)
露出配管

GP28 ×1 (P)
GP28 ×2 (C)

露出配管

M20-2
№２排気ファン

P.BOX 150□×150(SUS)

P.BOX 150□×150(SUS)

P.BOX 200□×200(SUS)

P.BOX 200□×200(SUS)

P.BOX 200□×200(SUS) P.BOX 200□×200(SUS)

P.BOX 200□×200(SUS)

P.BOX

200□×200(SUS)

P.BOX 300□×200(SUS)

P.BOX 300□×200(SUS)

P.BOX 200□×200(SUS)

0.4

0.75

0.4

1. 部は今回施工箇所を示す。

 注  記 

2.その他は施工対象外を示す。

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場

四日市市　塩浜町 地内

PE-005

配線図（ポンプ棟１階平面図）

耐震・耐津波補強電気設備工事

1/50

（更新後）

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

名　　　　称記 号

 配線工事図凡例（各図に共通） 

露出配管配線

床埋込配管配線

地中埋設配管配線

ケーブルラック内配線

立上げ、素通し、引下げ

ケーブルダクト・ピット内配線

耐震壁増し打ち工事に伴う機器の復旧工事を行う

①換気ファン現場操作盤 ②接地極測定盤

③中継端子盤（ホッパ側）
⑤給気ファン×１台

④操作盤

※各機器へのケーブル類は0.3ｍを追加するものとする　

なお、各負荷へのケーブルはPE-010配線表を参照のこと　

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
耐震補強工事　　　　　　　　
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43

9000

UP

30
M17 №１冷却水ポンプ

M

№２冷却水ポンプM18
30

M

M

床排水ポンプ1.5
M6

GP54 ×2 (P)
露出配管

床排水水位

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場

四日市市　塩浜町 地内

PE-006

配線図（ポンプ棟地下１階平面図）

耐震・耐津波補強電気設備工事

1/50

（更新後）

1. 部は今回施工箇所を示す。

 注  記 

2.その他は施工対象外を示す。

名　　　　称記 号

 配線工事図凡例（各図に共通） 

露出配管配線

床埋込配管配線

地中埋設配管配線

ケーブルラック内配線

立上げ、素通し、引下げ

ケーブルダクト・ピット内配線

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
耐震補強工事　　　　　　　　



4

DN

№１除塵機

№２除塵機

№３除塵機

№４除塵機

№５除塵機

№６除塵機

ケーブルダクト（既設） 300W×120D

４ ５

19

19 中継端子盤（除塵機側）

M25
1.5

LS逆転

LS逆転

LS上限

LS上限

TS

TS

M26
1.5

逆転 LS

M22

TS

1.5
LS上限

逆転 LS

TS

M21
1.5

LS上限

逆転 LS

M24

TS

1.5
LS上限

逆転 LS

TS

M23
1.5

LS上限

M

M

M

M

M

M

M

№１し渣搬出機M28
1.5

３

２

１

ポンプ井水位（フロート式）

ポンプ井水位（電波式）

LA

GP54 ×1 (P)
GP36 ×1(光)
露出配管

FEP30×1 (K)
埋設配管

FEP50×1 (P)
埋設配管

露出配管
GP22 ×1 (K)

P.BOX 400□×200(SUS WP)

P.BOX 400□×200(SUS WP)

P.BOX 400□×200(SUS WP)

既設ハンドホール
FEP125×2(P)
埋設配管

FEP125×2(C)

FEP50×1(光)

FEP50×1 (K)

GP54 ×1 (K)

ITVカメラ

カメラ照明

カメラ照明

埋設配管

LA降雨強度計
雨量計

点検橋

P.BOX

200□×200

(SUS WP)

GP104×2 (C)
GP92 ×2 (P)
露出配管

水銀灯（ポール可傾ベース式）

埋設配管
FEP30×1 (P)

JB

JB

(GP22)

(GP54,GP28×4,GP22×2)

JB

JB

(GP22)

JB

JB

設置概要盤　　名　　称

盤名称表

番号

３

５

４

２

１

№５～６自動除塵機現場操作盤

№２し渣搬出機現場操作盤

№１し渣搬出機現場操作盤

№３～４自動除塵機現場操作盤

№１～２自動除塵機現場操作盤

〃

既設

GP54 ×1 (P)
GP36 ×1(光)

GP54 ×1 (K)

露出配管

１階平面図（本館）より→

A

A-A部　埋設管路施工要領図 S=NTS

A

(
3
0
0
以

上
)

(
4
5
0
)

(
5
0
)

(
1
0
0
)

(855)

(150) (150)(70) (70)

埋設表示シート（W300×2倍）

保護砂

流用土

(70)(70)

GL

P.BOX 500□×500(SUS WP)

P.BOX 400□×200(SUS WP)

1. 部は今回施工箇所を示す。

 注  記 

2.その他は施工対象外を示す。

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場

四日市市　塩浜町 地内

PE-007

配線図（屋外１階平面図）

耐震・耐津波補強電気設備工事

1/50

（更新後）

〃

〃

〃

〃

A

B

C

D

1
8
0
0
0

7
4
5
0

4
5
5
0

6
0
0
0

名　　　　称記 号

 配線工事図凡例（各図に共通） 

露出配管配線

床埋込配管配線

地中埋設配管配線

ケーブルラック内配線

立上げ、素通し、引下げ

ケーブルダクト・ピット内配線

中継端子盤(除塵機側の)一次撤去を

耐震壁増し打ち工事に伴う

離線したケーブルの接続作業を行う

耐震壁増し打ち工事に伴うプルボックスを

元の位置に設置し直す

位置を移動して設置する

※ケーブルはPE-010配線表を参照のこと

離線したケーブルの接続作業を行う

※ケーブルはPE-010配線表を参照のこと

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
耐震補強工事　　　　　　　　



キープラン

1. 部は今回施工箇所を示す。

 注  記 

2.その他は施工対象外を示す。

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場

四日市市　塩浜町 地内

PE-008

配線図（ポンプ棟ＡーＡ断面図）

耐震・耐津波補強電気設備工事

1/50

（更新後）

1 2 3 4

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
耐震補強工事　　　　　　　　



Ａ

キープラン

A B C

1. 部は今回施工箇所を示す。

 注  記 

2.その他は施工対象外を示す。

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場

四日市市　塩浜町 地内

PE-009

配線図（ポンプ棟B-B･C-C断面図）

耐震・耐津波補強電気設備工事

1/50

（更新後）

DA B C D

1 2 3 4 5 6 7 15 11 13 12

16

012938
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ケーブ仕様 FROM(記号)ケーブ№ TO(記号) 接地線仕様FROM(名称) TO(名称) FROM(名称)ケーブ仕様ケーブ№ FROM(記号) TO(名称) 備　考電線管仕様TO(記号)電線管仕様 接地線仕様備　考

中継端子盤（ホッパ側） TB-2 GP82EM-IE 5.5sq低圧主幹盤 L-1EM-CE 5.5sq-2c

コントロールセンタ-４

コントロールセンタ-４ CC-4

CC-4

コントロールセンタ-４

コントロールセンタ-４ CC-4

CC-4

補助継電器盤（２）

補助継電器盤（２）

RB-2

RB-2

計装変換器盤 KP-1

中継端子盤（ホッパ側） TB-2

中継端子盤（ホッパ側） TB-2

中継端子盤（ホッパ側） TB-2

中継端子盤（ホッパ側） TB-2

中継端子盤（ホッパ側） TB-2

中継端子盤（ホッパ側） TB-2

中継端子盤（ホッパ側） TB-2

GP82

EM-CE 2sq-3c

EM-CE 3.5sq-3c

EM-CE 2sq-3c

EM-CEE 3.5sq-2c

EM-CEE 1.25sq-30c

EM-CEE 1.25sq-5c

EM-CEE-S 1.25sq-2c

中継端子盤（ホッパ側）

中継端子盤（ホッパ側）

中継端子盤（ホッパ側）

中継端子盤（ホッパ側）

中継端子盤（ホッパ側）

TB-2

TB-2

TB-2

TB-2

TB-2

EM-CEE 1.25sq-5c

EM-CEE 1.25sq-5c

3.5sq-3c(既設)

3.5sq-3c(既設)

3.5sq-3c(既設)

し渣貯留ホッパLS-1(左)

し渣貯留ホッパLS-2(右)

№２し渣搬出機(2.2kW)

し渣貯留ホッパ-１(0.4kW)

し渣貯留ホッパ-２(0.4kW)

し渣貯留ホッパ現場操作盤TB-2中継端子盤（ホッパ側） LCB-13EM-CE 5.5sq-2c

EM-CEE 3.5sq-2c

EM-CEE 1.25sq-20c

中継端子盤（ホッパ側） TB-2 し渣貯留ホッパ現場操作盤 LCB-13

中継端子盤（ホッパ側） TB-2 し渣貯留ホッパ現場操作盤 LCB-13

EM-CE 14sq-3c コントロールセンタ-４ CC-4 クーリングタワー(5.5kW) GP36EM-IE 5.5sq

LCB-13し渣貯留ホッパ現場操作盤EM-CE 5.5sq-2c LCB-10クーリングタワー現場操作盤 EM-IE 5.5sq GP42

GP28

EM-CEE 3.5sq-2c コントロールセンタ-４ CC-4

EM-CEE 1.25sq-20c 補助継電器盤（２） RB-2

クーリングタワー現場操作盤 LCB-10

クーリングタワー現場操作盤 LCB-10

CC-2コントロールセンタ-２ 調整槽放流ゲート(3.7kW)EM-CE 8sq-3c EM-IE 3.5sq GP36

GP28

GP28

補助継電器盤（２） RB-2 調整槽放流ゲートTLSEM-CEE 1.25sq-4c

補助継電器盤（２）EM-CEE 1.25sq-10c RB-2 調整槽放流ゲートLS

調整槽放流ゲート現場操作盤 LCB-4 EM-IE 5.5sq

GP28

GP36

調整槽放流ゲート現場操作盤 LCB-4

調整槽放流ゲート現場操作盤 LCB-4

クーリングタワー現場操作盤 LCB-10

補助継電器盤（２）

コントロールセンタ-２

RB-2

CC-2

EM-CE 5.5sq-2c

EM-CEE 3.5sq-2c

EM-CEE 1.25sq-20c

中継端子盤（除塵機側） TB-1低圧主幹盤 L-1EM-CE 5.5sq-2c EM-IE 5.5sq GP92×2

コントロールセンタ-３ CC-3EM-CE 3.5sq-3c

EM-CEE 3.5sq-2c CC-3コントロールセンタ-３

中継端子盤（除塵機側） TB-1

中継端子盤（除塵機側） TB-1

コントロールセンタ-３

コントロールセンタ-３

EM-CEE 3.5sq-2c

EM-CE 3.5sq-3c

CC-3

CC-3

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

TB-1

TB-1

コントロールセンタ-３

コントロールセンタ-３

EM-CEE 3.5sq-2c

EM-CE 3.5sq-3c

CC-3

CC-3

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

TB-1

TB-1

CC-4コントロールセンタ-４ TB-1中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側） TB-1CC-4コントロールセンタ-４EM-CEE 3.5sq-2c

EM-CE 3.5sq-3c

コントロールセンタ-４

コントロールセンタ-４EM-CE 3.5sq-3c

EM-CEE 3.5sq-2c CC-4

CC-4

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

TB-1

TB-1

コントロールセンタ-４

コントロールセンタ-４EM-CE 3.5sq-3c

EM-CEE 3.5sq-2c CC-4

CC-4

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

TB-1

TB-1

コントロールセンタ-４

コントロールセンタ-４EM-CE 3.5sq-3c

EM-CEE 3.5sq-2c CC-4

CC-4

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

TB-1

TB-1

中継端子盤（除塵機側）CC-4EM-CEE 3.5sq-2c コントロールセンタ-４ TB-1

補助継電器盤（２）

補助継電器盤（２）

RB-2

RB-2

RB-4補助継電器盤（４）

補助継電器盤（４） RB-4

補助継電器盤（４） RB-4

補助継電器盤（４） RB-4

補助継電器盤（４） RB-4

TB-1中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側） TB-1

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側） TB-1

TB-1

TB-1

TB-1

TB-1 GP104×2EM-CEE 1.25sq-30c

EM-CEE 1.25sq-30c

EM-CEE 1.25sq-30c

EM-CEE 1.25sq-30c

EM-CEE 1.25sq-30c

EM-CEE 1.25sq-10c

EM-CEE 1.25sq-10c

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

TB-1

TB-1

TB-1

TB-1

TB-1

LCB-17№1～2自動除塵機現場操作盤

№1～2自動除塵機現場操作盤 LCB-17

№1～2自動除塵機現場操作盤 LCB-17

№1～2自動除塵機現場操作盤 LCB-17

№1～2自動除塵機現場操作盤 LCB-17

№1～2自動除塵機現場操作盤 LCB-17 №3～4自動除塵機現場操作盤 LCB-18

EM-CE 5.5sq-2c

EM-CE 5.5sq-2c

EM-CEE 1.25sq-20c

EM-CEE 3.5sq-2c

EM-CEE 3.5sq-2c

EM-CEE 1.25sq-15c

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）EM-CEE 1.25sq-15c

EM-CEE 1.25sq-20c

EM-CEE 3.5sq-2c

EM-CEE 3.5sq-2c

TB-1

TB-1

TB-1

TB-1 LCB-18№3～4自動除塵機現場操作盤

LCB-18№3～4自動除塵機現場操作盤

LCB-18№3～4自動除塵機現場操作盤

LCB-18№3～4自動除塵機現場操作盤

LCB-19№5～6自動除塵機現場操作盤LCB-18№3～4自動除塵機現場操作盤EM-CE 5.5sq-2c

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

EM-CEE 1.25sq-20c

EM-CEE 1.25sq-15c

EM-CEE 3.5sq-2c

EM-CEE 3.5sq-2c

TB-1

TB-1

TB-1

TB-1

№5～6自動除塵機現場操作盤 LCB-19

№5～6自動除塵機現場操作盤 LCB-19

№5～6自動除塵機現場操作盤 LCB-19

№5～6自動除塵機現場操作盤 LCB-19

№5～6自動除塵機現場操作盤 LCB-19 №１し渣搬出機現場操作盤 LCB-11EM-CE 5.5sq-2c

EM-CEE 3.5sq-2c 中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）EM-CEE 1.25sq-20c TB-1

TB-1 №１し渣搬出機現場操作盤 LCB-11

№１し渣搬出機現場操作盤 LCB-11

№２し渣搬出機現場操作盤 LCB-12№１し渣搬出機現場操作盤 LCB-11EM-CE 5.5sq-2c

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

TB-1

TB-1EM-CEE 1.25sq-20c

EM-CEE 3.5sq-2c

№２し渣搬出機現場操作盤 LCB-12

№２し渣搬出機現場操作盤 LCB-12

3.5sq-3c(既設) 中継端子盤（除塵機側） TB-1 №1自動除塵(1.5kW)

中継端子盤（除塵機側） №1自動除塵TLSTB-12sq-3c(既設)

№1自動除塵逆転LSTB-1中継端子盤（除塵機側）2sq-2c(既設)

中継端子盤（除塵機側）2sq-2c(既設) №1自動除塵上限LSTB-1

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

2sq-2c(既設)

2sq-2c(既設)

2sq-3c(既設)

3.5sq-3c(既設)

TB-1

TB-1

TB-1

TB-1

№2自動除塵上限LS

№2自動除塵逆転LS

№2自動除塵TLS

№2自動除塵(1.5kW)

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

2sq-2c(既設)

2sq-2c(既設)

2sq-3c(既設)

3.5sq-3c(既設)

TB-1

TB-1

TB-1

TB-1

№3自動除塵上限LS

№3自動除塵逆転LS

№3自動除塵TLS

№3自動除塵(1.5kW)

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

2sq-2c(既設)

2sq-2c(既設)

2sq-3c(既設)

3.5sq-3c(既設)

TB-1

TB-1

TB-1

TB-1

№4自動除塵上限LS

№4自動除塵逆転LS

№4自動除塵TLS

№4自動除塵(1.5kW)

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

2sq-2c(既設)

2sq-2c(既設)

2sq-3c(既設)

3.5sq-3c(既設)

TB-1

TB-1

TB-1

TB-1

№5自動除塵上限LS

№5自動除塵逆転LS

№5自動除塵TLS

№5自動除塵(1.5kW)

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

2sq-2c(既設)

2sq-2c(既設)

2sq-3c(既設)

3.5sq-3c(既設)

TB-1

TB-1

TB-1

TB-1

№6自動除塵上限LS

№6自動除塵逆転LS

№6自動除塵TLS

№6自動除塵(1.5kW)

TB-1中継端子盤（除塵機側）3.5sq-3c(既設) №１し渣搬出機(1.5kW)

計装変換器盤EM-CEE-S 1.25sq-2c KP-1 ポンプ井水位計（フロート式）LA EM-IE 3.5sq GP22

ポンプ井水位計（フロート式）LAEM-CEE-S 1.25sq-2c ポンプ井水位計（フロート式）

EM-CEE-S 1.25sq-2c 計装変換器盤 ポンプ井水位計（電波式）KP-1 EM-IE 3.5sq GP22

EM-CEE-S 1.25sq-2c 計装変換器盤 調整槽水位計（電波式）LAKP-1 EM-IE 3.5sq GP22

EM-CEE-S 1.25sq-2c 調整槽水位計（電波式）LA 調整槽水位計（電波式）

EM-CE 2sq-2c

計装変換器盤EM-CEE-S 1.25sq-2c KP-1

KP-1計装変換器盤 重油タンク容量計電源LA

重油タンク容量計信号LA

重油タンク容量指示計盤

重油タンク容量計信号LA

重油タンク容量計電源LA 重油タンク容量指示計盤

重油タンク容量指示計盤

地下重油タンク容量計

EM-CE 2sq-2c

EM-CEE-S 1.25sq-2c

EM-CEE 1.25sq-3c GP22

EM-IE 3.5sq

PV17

PV17

PV24

PV24

計装変換器盤

計装変換器盤 KP-1

KP-1

EM-CEE-S 1.25sq-2c

計装変換器盤 KP-1

計装変換器盤 KP-1

雨量計

降雨強度計

EM-CE 2sq-2c

KP-1計装変換器盤

雨量計

降雨強度計

EM-IE 3.5sq GP36

GP36

ITV-1ＩＴＶ制御装置

ＩＴＶ制御装置 ITV-1

ＩＴＶ制御装置 ITV-1

ＩＴＶ制御装置 ITV-1

ＩＴＶ制御装置 ITV-1

ＩＴＶ制御装置 ITV-1

ＩＴＶ制御装置 ITV-1

ＩＴＶ制御装置 ITV-1

ＩＴＶ制御装置 ITV-1

除塵機向カメラ

除塵機向カメラ

除塵機向カメラ

除塵機向カメラ照明

放流口向カメラ

放流口向カメラ

放流口向カメラ

ポンプ室カメラ

ポンプ室カメラ

EM-7C-2E

EM-KPEV-S 0.9-3P

EM-CE 2sq-3c

EM-CE 3.5sq-2c

EM-7C-2E

EM-CE 2sq-3c

EM-CE 2sq-2c

EM-5C-2E

EM-CE 2sq-3c

GP36

EM-IE 3.5sq GP28

GP28EM-IE 3.5sq

GP16

EM-IE 3.5sq GP36

GP16

GP22

1. 部は今回施工箇所を示す。

 注  記 

2.その他は施工対象外を示す。

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場

四日市市　塩浜町 地内

PE-010

ケーブル配線・配管表（更新後）

耐震・耐津波補強電気設備工事

NONE

コントロールセンタ-４

コントロールセンタ-４ CC-4

CC-4

EM-CE 2sq-3c

EM-CE 2sq-3c

№１排気ファン(0.4kW)

給気ファン(0.75kW)

EM-IE 3.5sq

EM-IE 3.5sq

GP28

GP28

換気ファン現場操作盤 LCB-9TB-2中継端子盤（ホッパ側）EM-CE 5.5sq-2c GP42EM-IE 5.5sq

コントロールセンタ-４

コントロールセンタ-４ CC-4

CC-4

RB-2補助継電器盤（２）EM-CEE 1.25sq-30c

EM-CEE 3.5sq-2c

EM-CEE 3.5sq-2c

換気ファン現場操作盤 LCB-9

換気ファン現場操作盤 LCB-9

換気ファン現場操作盤 LCB-9

EM-IE 3.5sq№２排気ファン(0.4kW)CC-4コントロールセンタ-４EM-CE 2sq-3c

(一時撤去して元に位置に復旧すること)

1001

1002

1003

1004

1005

1006

1007

1008

1009

1010

1011

1012

1013

1014

1015

1016

1017

1018

1019

1020

1021

1022

1023

1024

1025

1026

1027

1028

1029

1030

1031

1032

1033

1034

1035

1036

1037

1038

1039

1040

1041

1042

1043

1044

1045

1046

1047

1048

1049

1050

1051

1052

1053

1054

1055

1056

1057

1058

1059

1060

1061

1062

1063

1064

1065

1066

1067

1068

1069

1070

1071

1072

1073

1074

1075

1076

1077

1078

1079

1080

1081

1101

1102

1103

1082

1083

1084

1085

1086

1087

1088

1089

1090

1091

1095

1096

1097

1098

1099

1100

降雨強度計EM-CEE-S 1.25sq-2c

EM-CEE-S 1.25sq-2c

EM-CE 2sq-2c

1092

1093

1094

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
耐震補強工事　　　　　　　　
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脱衣室

湯沸室

押入

階段室

宿直室

浴室

3 4

9000

中央監視室

電気室

番号

１ 高圧引込盤

高圧受電盤２

№１雨水ポンプ/コンデンサ主幹盤３

コンデンサ盤４

主変圧器１次盤５

主変圧器盤６

低圧主幹盤７

コントロールセンタ８

補助継電器盤(１)・(２)・(３)・(４)９

直流電源装置10

11

エンジンポンプ監視盤13

ガス警報器14

15 ＩＴＶ制御装置

ＵＰＳ装置

動力制御盤17

電灯分電盤18

10

８

８

13

14

17

18

盤　　名　　称 設置概要

盤名称表

５

６

７

〃

既設

４

３

２

１

９

９

補助継電器盤９

９

９

寸法基準点

12
12 計装変換器盤

13

監視操作盤

13 制御用コントローラ盤

16

９

９

コントロールセンタ８

８

８

11

15

12

19

塩浜第１ポンプ場間光成端箱19
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1. 部は今回施工箇所を示す。

 注  記 

2.その他は施工対象外を示す。

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場

四日市市　塩浜町 地内

PE-011

配線図（ポンプ棟２階平面図）

耐震・耐津波補強電気設備工事

1/50

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

（更新前）

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
耐震補強工事　　　　　　　　
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3 4

9000

事務室

玄関ホール

便所 湯沸室

倉庫予備室

搬入口

排水溝

1000L燃料小出槽

冷却水槽

200kVA 発電機

UP

UP

DN

DN

空気制御箱

空気制御箱

№１雨水ポンプ

９

10

11

12

13

14

17

1520
18

９

14

15

13

12

11

10

№１雨水ポンプ現場操作盤

№２雨水ポンプ現場操作盤

№３雨水ポンプ現場操作盤

空気圧縮機現場操作盤

冷却水ポンプ現場操作盤

燃料移送ポンプ現場操作盤

床排水ポンプ現場操作盤17

18 接地極測定箱

既設

換気ファン現場操作盤

20 中継端子盤（ホッパ側） 〃

M14
5.5 №２空気圧縮機

M15 №１燃料移送ポンプ0.4

M13 №１空気圧縮機5.5

№２燃料移送ポンプM16
0.4

FS

冷却水槽水位

HM
260

始動制御器 M1
0.2

ブラシ引揚装置0.4
M2

№１雨水ポンプ吐出弁1.5
M3TS

LS

M

給気ファンM19

M20-1
№１排気ファン

№２雨水ポンプ吐出弁3.7
M7LS

TS

3.7 №３雨水ポンプ吐出弁M8
TS

LS

潤滑油ポンプ2.2
M9

機関集合端子箱

潤滑油ポンプM10
2.2

MV

FR

潤滑水電動弁

断水RY(不要)

減速機油ポンプM11
2.2

減速機油ポンプ M12
2.2

MV

燃料流量計

燃料流量計

機関集合端子箱

№３雨水ポンプ

№２雨水ポンプ

MV

断水RY(不要)FR

MV冷却水電動弁

P.BOX

400□×200(SUS WP)

既設ハンドホール

床排水ポンプ 至
№１冷却水ポンプ 至

№２冷却水ポンプ 至

スラスト軸受温度

潤滑油温度

潤滑油温度

スラスト軸受温度

床排水水位 至

M

P.BOX 500□×200(SUS WP)

潤滑水電動弁

冷却水電動弁

(
G
P
1
0
4
×

2
)

(
G
P
1
0
4
)

(
G
P
7
0
)

(不要)

(不要)

始動抵抗器

発電機中継端子盤21

発電機変換器盤22

22 21

P.BOX 500□×200(SUS WP)

設置概要盤　　名　　称

盤名称表

番号

→１階平面図（除塵機側）至

排水溝

１階平面図（調整槽側）至←

GP28 ×2 (C)
GP22 ×1 (P)

GP28 ×1 (P)
露出配管

M20-2
№２排気ファン

P.BOX 150□×150(SUS)

P.BOX 150□×150(SUS)

P.BOX 200□×200(SUS)

P.BOX 200□×200(SUS)

P.BOX 200□×200(SUS) P.BOX 200□×200(SUS)

P.BOX 200□×200(SUS)

P.BOX

200□×200(SUS)

P.BOX 300□×200(SUS)

P.BOX 300□×200(SUS)

P.BOX 200□×200(SUS)

0.4

0.75

0.4

1. 部は今回施工箇所を示す。

 注  記 

2.その他は施工対象外を示す。

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場

四日市市　塩浜町 地内

PE-012

配線図（ポンプ棟１階平面図）

耐震・耐津波補強電気設備工事

1/50

（更新前）

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

耐震壁増し打ち工事に伴う機器の一時撤去工事を行う

①換気ファン現場操作盤 ②接地極測定盤

③中継端子盤（ホッパ側）

⑤給気ファン×１台

名　　　　称記 号

 配線工事図凡例（各図に共通） 

露出配管配線

床埋込配管配線

地中埋設配管配線

ケーブルラック内配線

立上げ、素通し、引下げ

ケーブルダクト・ピット内配線

各機器へのケーブル類の離線作業を行う

④操作盤

※各機器へのケーブル類はPE-015配線表を参照のこと

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
耐震補強工事　　　　　　　　
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43

9000

UP

30
M17 №１冷却水ポンプ

M

№２冷却水ポンプM18
30

M

M

床排水ポンプ1.5
M6

床排水水位

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場

四日市市　塩浜町 地内

PE-013

配線図（ポンプ棟地下１階平面図）

耐震・耐津波補強電気設備工事

1/50

（更新前）

1. 部は今回施工箇所を示す。

 注  記 

2.その他は施工対象外を示す。

名　　　　称記 号

 配線工事図凡例（各図に共通） 

露出配管配線

床埋込配管配線

地中埋設配管配線

ケーブルラック内配線

立上げ、素通し、引下げ

ケーブルダクト・ピット内配線

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
耐震補強工事　　　　　　　　



4

DN

№１除塵機

№２除塵機

№３除塵機

№４除塵機

№５除塵機

№６除塵機

ケーブルダクト（既設） 300W×120D

４ ５

19

19 中継端子盤（除塵機側）

M25
1.5

LS逆転

LS逆転

LS上限

LS上限

TS

TS

M26
1.5

逆転 LS

M22

TS

1.5
LS上限

逆転 LS

TS

M21
1.5

LS上限

逆転 LS

M24

TS

1.5
LS上限

逆転 LS

TS

M23
1.5

LS上限

M

M

M

M

M

M

M

№１し渣搬出機M28
1.5

３

２

１

ポンプ井水位（フロート式）

ポンプ井水位（電波式）

LA

GP54 ×1 (P)
GP36 ×1(光)
露出配管

FEP30×1 (K)
埋設配管

FEP50×1 (P)
埋設配管

P.BOX 400□×200(SUS WP)

P.BOX 400□×200(SUS WP)

P.BOX 400□×200(SUS WP)

既設ハンドホール
FEP125×2(P)
埋設配管

FEP125×2(C)

GP28 ×1 (P)
露出配管

GP36 ×1 (P)
露出配管

露出配管
GP36 ×1 (P)

露出配管
GP36 ×1 (K)

FEP50×1(光)

FEP50×1 (K)

GP54 ×1 (K)

ITVカメラ

カメラ照明

カメラ照明

埋設配管

LA降雨強度計
雨量計

点検橋

P.BOX

200□×200

(SUS WP)

GP104×2 (C)
GP92 ×2 (P)
露出配管

水銀灯（ポール可傾ベース式）

埋設配管
FEP30×1 (P)

JB

JB

JB

JB

(
G
P
2
2
)

JB

JB

設置概要盤　　名　　称

盤名称表

番号

３

５

４

２

１

№５～６自動除塵機現場操作盤

№２し渣搬出機現場操作盤

№１し渣搬出機現場操作盤

№３～４自動除塵機現場操作盤

№１～２自動除塵機現場操作盤

〃

既設

GP54 ×1 (P)
GP36 ×1(光)

GP54 ×1 (K)

露出配管

１階平面図（本館）より→

A

A-A部　埋設管路施工要領図 S=NTS

A

(
3
0
0
以
上

)

(
4
5
0
)

(
5
0
)

(
1
0
0
)

(855)

(150) (150)(70) (70)

埋設表示シート（W300×2倍）

保護砂

流用土

(70)(70)

GL

露出配管
GP22 ×1 (K)

P.BOX 500□×500(SUS WP)

P.BOX 400□×200(SUS WP)

1. 部は今回施工箇所を示す。

 注  記 

2.その他は施工対象外を示す。

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場

四日市市　塩浜町 地内

PE-014

配線図（屋外１階平面図）

耐震・耐津波補強電気設備工事

1/50

（更新前）

〃

〃

〃

〃

A

B

C

D

1
8
0
0
0

7
4
5
0

4
5
5
0

6
0
0
0

耐震壁増し打ち工事に伴う

中継端子盤(除塵機側の)一次撤去工事を行う

名　　　　称記 号

 配線工事図凡例（各図に共通） 

露出配管配線

床埋込配管配線

地中埋設配管配線

ケーブルラック内配線

立上げ、素通し、引下げ

ケーブルダクト・ピット内配線

耐震壁増し打ち工事に伴う

プルボックスの一次撤去工事を行う

ケーブル類の離線作業を行う

※ケーブル類はPE-015配線表を参照のこと

ケーブル類の離線作業を行う

※ケーブル類はPE-015配線表を参照のこと

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
耐震補強工事　　　　　　　　



事 業 名

工 事 名

工事場所

名　　称

縮　尺

工　種

令和 ３年度 公共下水道事業

塩浜第３ポンプ場

四日市市　塩浜町 地内

PE-015

ケーブル配線・配管表（更新前）

耐震・耐津波補強電気設備工事

NONE

ケーブ仕様 FROM(記号)ケーブ№ TO(記号) 接地線仕様FROM(名称) TO(名称) 電線管仕様 備　考

中継端子盤（ホッパ側） TB-2 GP82EM-IE 5.5sq低圧主幹盤 L-1EM-CE 5.5sq-2c

コントロールセンタ-４

コントロールセンタ-４ CC-4

CC-4

コントロールセンタ-４

コントロールセンタ-４ CC-4

CC-4

補助継電器盤（２）

補助継電器盤（２）

RB-2

RB-2

計装変換器盤 KP-1

中継端子盤（ホッパ側） TB-2

中継端子盤（ホッパ側） TB-2

中継端子盤（ホッパ側） TB-2

中継端子盤（ホッパ側） TB-2

中継端子盤（ホッパ側） TB-2

中継端子盤（ホッパ側） TB-2

中継端子盤（ホッパ側） TB-2

GP82

EM-CE 2sq-3c

EM-CE 3.5sq-3c

EM-CE 2sq-3c

EM-CEE 3.5sq-2c

EM-CEE 1.25sq-30c

EM-CEE 1.25sq-5c

EM-CEE-S 1.25sq-2c

中継端子盤（ホッパ側）

中継端子盤（ホッパ側）

中継端子盤（ホッパ側）

中継端子盤（ホッパ側）

中継端子盤（ホッパ側）

TB-2

TB-2

TB-2

TB-2

TB-2

EM-CEE 1.25sq-5c

EM-CEE 1.25sq-5c

3.5sq-3c(既設)

3.5sq-3c(既設)

3.5sq-3c(既設)

し渣貯留ホッパLS-1(左)

し渣貯留ホッパLS-2(右)

№２し渣搬出機(2.2kW)

し渣貯留ホッパ-１(0.4kW)

し渣貯留ホッパ-２(0.4kW)

し渣貯留ホッパ現場操作盤TB-2中継端子盤（ホッパ側） LCB-13EM-CE 5.5sq-2c

EM-CEE 3.5sq-2c

EM-CEE 1.25sq-20c

中継端子盤（ホッパ側） TB-2 し渣貯留ホッパ現場操作盤 LCB-13

中継端子盤（ホッパ側） TB-2 し渣貯留ホッパ現場操作盤 LCB-13

EM-CE 14sq-3c コントロールセンタ-４ CC-4 クーリングタワー(5.5kW) GP36EM-IE 5.5sq

LCB-13し渣貯留ホッパ現場操作盤EM-CE 5.5sq-2c LCB-10クーリングタワー現場操作盤 EM-IE 5.5sq GP42

GP28

EM-CEE 3.5sq-2c コントロールセンタ-４ CC-4

EM-CEE 1.25sq-20c 補助継電器盤（２） RB-2

クーリングタワー現場操作盤 LCB-10

クーリングタワー現場操作盤 LCB-10

CC-2コントロールセンタ-２ 調整槽放流ゲート(3.7kW)EM-CE 8sq-3c EM-IE 3.5sq GP36

GP28

GP28

補助継電器盤（２） RB-2 調整槽放流ゲートTLSEM-CEE 1.25sq-4c

補助継電器盤（２）EM-CEE 1.25sq-10c RB-2 調整槽放流ゲートLS

調整槽放流ゲート現場操作盤 LCB-4 EM-IE 5.5sq

GP28

GP36

調整槽放流ゲート現場操作盤 LCB-4

調整槽放流ゲート現場操作盤 LCB-4

クーリングタワー現場操作盤 LCB-10

補助継電器盤（２）

コントロールセンタ-２

RB-2

CC-2

EM-CE 5.5sq-2c

EM-CEE 3.5sq-2c

EM-CEE 1.25sq-20c

中継端子盤（除塵機側） TB-1低圧主幹盤 L-1EM-CE 5.5sq-2c EM-IE 5.5sq GP92×2

コントロールセンタ-３ CC-3EM-CE 3.5sq-3c

EM-CEE 3.5sq-2c CC-3コントロールセンタ-３

中継端子盤（除塵機側） TB-1

中継端子盤（除塵機側） TB-1

コントロールセンタ-３

コントロールセンタ-３

EM-CEE 3.5sq-2c

EM-CE 3.5sq-3c

CC-3

CC-3

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

TB-1

TB-1

コントロールセンタ-３

コントロールセンタ-３

EM-CEE 3.5sq-2c

EM-CE 3.5sq-3c

CC-3

CC-3

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

TB-1

TB-1

CC-4コントロールセンタ-４ TB-1中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側） TB-1CC-4コントロールセンタ-４EM-CEE 3.5sq-2c

EM-CE 3.5sq-3c

コントロールセンタ-４

コントロールセンタ-４EM-CE 3.5sq-3c

EM-CEE 3.5sq-2c CC-4

CC-4

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

TB-1

TB-1

コントロールセンタ-４

コントロールセンタ-４EM-CE 3.5sq-3c

EM-CEE 3.5sq-2c CC-4

CC-4

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

TB-1

TB-1

コントロールセンタ-４

コントロールセンタ-４EM-CE 3.5sq-3c

EM-CEE 3.5sq-2c CC-4

CC-4

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

TB-1

TB-1

中継端子盤（除塵機側）CC-4EM-CEE 3.5sq-2c コントロールセンタ-４ TB-1

補助継電器盤（２）

補助継電器盤（２）

RB-2

RB-2

RB-4補助継電器盤（４）

補助継電器盤（４） RB-4

補助継電器盤（４） RB-4

補助継電器盤（４） RB-4

補助継電器盤（４） RB-4

TB-1中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側） TB-1

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側） TB-1

TB-1

TB-1

TB-1

TB-1 GP104×2EM-CEE 1.25sq-30c

EM-CEE 1.25sq-30c

EM-CEE 1.25sq-30c

EM-CEE 1.25sq-30c

EM-CEE 1.25sq-30c

EM-CEE 1.25sq-10c

EM-CEE 1.25sq-10c

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

TB-1

TB-1

TB-1

TB-1

TB-1

LCB-17№1～2自動除塵機現場操作盤

№1～2自動除塵機現場操作盤 LCB-17

№1～2自動除塵機現場操作盤 LCB-17

№1～2自動除塵機現場操作盤 LCB-17

№1～2自動除塵機現場操作盤 LCB-17

№1～2自動除塵機現場操作盤 LCB-17 №3～4自動除塵機現場操作盤 LCB-18

EM-CE 5.5sq-2c

EM-CE 5.5sq-2c

EM-CEE 1.25sq-20c

EM-CEE 3.5sq-2c

EM-CEE 3.5sq-2c

EM-CEE 1.25sq-15c

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）EM-CEE 1.25sq-15c

EM-CEE 1.25sq-20c

EM-CEE 3.5sq-2c

EM-CEE 3.5sq-2c

TB-1

TB-1

TB-1

TB-1 LCB-18№3～4自動除塵機現場操作盤

LCB-18№3～4自動除塵機現場操作盤

LCB-18№3～4自動除塵機現場操作盤

LCB-18№3～4自動除塵機現場操作盤

LCB-19№5～6自動除塵機現場操作盤LCB-18№3～4自動除塵機現場操作盤EM-CE 5.5sq-2c

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

EM-CEE 1.25sq-20c

EM-CEE 1.25sq-15c

EM-CEE 3.5sq-2c

EM-CEE 3.5sq-2c

TB-1

TB-1

TB-1

TB-1

№5～6自動除塵機現場操作盤 LCB-19

№5～6自動除塵機現場操作盤 LCB-19

№5～6自動除塵機現場操作盤 LCB-19

№5～6自動除塵機現場操作盤 LCB-19

№5～6自動除塵機現場操作盤 LCB-19 №１し渣搬出機現場操作盤 LCB-11EM-CE 5.5sq-2c

EM-CEE 3.5sq-2c 中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）EM-CEE 1.25sq-20c TB-1

TB-1 №１し渣搬出機現場操作盤 LCB-11

№１し渣搬出機現場操作盤 LCB-11

№２し渣搬出機現場操作盤 LCB-12№１し渣搬出機現場操作盤 LCB-11EM-CE 5.5sq-2c

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

TB-1

TB-1EM-CEE 1.25sq-20c

EM-CEE 3.5sq-2c

№２し渣搬出機現場操作盤 LCB-12

№２し渣搬出機現場操作盤 LCB-12

2001

2002

2003

2004

2005

2006

2007

2008

2009

2010

2011

2012

2013

2014

2015

2016

2017

2018

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

2026

2027

2028

2029

2030

2031

2032

2033

2034

2035

2036

2037

2038

2039

2040

2041

2042

2043

2044

2045

2046

2047

2048

2049

2050

2051

2052

2053

2054

2055

2056
1. 部は今回一時撤去箇所を示す。

 注  記 

2.その他は施工対象外を示す。

(一時撤去して元に位置に復旧すること)

FROM(名称)ケーブ仕様ケーブ№ FROM(記号) TO(名称) 備　考電線管仕様TO(記号) 接地線仕様

3.5sq-3c(既設) 中継端子盤（除塵機側） TB-1 №1自動除塵(1.5kW)

中継端子盤（除塵機側） №1自動除塵TLSTB-12sq-3c(既設)

№1自動除塵逆転LSTB-1中継端子盤（除塵機側）2sq-2c(既設)

中継端子盤（除塵機側）2sq-2c(既設) №1自動除塵上限LSTB-1

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

2sq-2c(既設)

2sq-2c(既設)

2sq-3c(既設)

3.5sq-3c(既設)

TB-1

TB-1

TB-1

TB-1

№2自動除塵上限LS

№2自動除塵逆転LS

№2自動除塵TLS

№2自動除塵(1.5kW)

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

2sq-2c(既設)

2sq-2c(既設)

2sq-3c(既設)

3.5sq-3c(既設)

TB-1

TB-1

TB-1

TB-1

№3自動除塵上限LS

№3自動除塵逆転LS

№3自動除塵TLS

№3自動除塵(1.5kW)

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

2sq-2c(既設)

2sq-2c(既設)

2sq-3c(既設)

3.5sq-3c(既設)

TB-1

TB-1

TB-1

TB-1

№4自動除塵上限LS

№4自動除塵逆転LS

№4自動除塵TLS

№4自動除塵(1.5kW)

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

2sq-2c(既設)

2sq-2c(既設)

2sq-3c(既設)

3.5sq-3c(既設)

TB-1

TB-1

TB-1

TB-1

№5自動除塵上限LS

№5自動除塵逆転LS

№5自動除塵TLS

№5自動除塵(1.5kW)

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

中継端子盤（除塵機側）

2sq-2c(既設)

2sq-2c(既設)

2sq-3c(既設)

3.5sq-3c(既設)

TB-1

TB-1

TB-1

TB-1

№6自動除塵上限LS

№6自動除塵逆転LS

№6自動除塵TLS

№6自動除塵(1.5kW)

TB-1中継端子盤（除塵機側）3.5sq-3c(既設) №１し渣搬出機(1.5kW)

計装変換器盤EM-CEE-S 1.25sq-2c KP-1 ポンプ井水位計（フロート式）LA EM-IE 3.5sq GP22

ポンプ井水位計（フロート式）LAEM-CEE-S 1.25sq-2c ポンプ井水位計（フロート式）

EM-CEE-S 1.25sq-2c 計装変換器盤 ポンプ井水位計（電波式）KP-1 EM-IE 3.5sq GP22

EM-CEE-S 1.25sq-2c 計装変換器盤 調整槽水位計（電波式）LAKP-1 EM-IE 3.5sq GP22

EM-CEE-S 1.25sq-2c 調整槽水位計（電波式）LA 調整槽水位計（電波式）

EM-CE 2sq-2c

計装変換器盤EM-CEE-S 1.25sq-2c KP-1

KP-1計装変換器盤 重油タンク容量計電源LA

重油タンク容量計信号LA

重油タンク容量指示計盤

重油タンク容量計信号LA

重油タンク容量計電源LA 重油タンク容量指示計盤

重油タンク容量指示計盤

地下重油タンク容量計

EM-CE 2sq-2c

EM-CEE-S 1.25sq-2c

EM-CEE 1.25sq-3c GP22

EM-IE 3.5sq

PV17

PV17

PV24

PV24

計装変換器盤

計装変換器盤 KP-1

KP-1

EM-CEE-S 1.25sq-2c

計装変換器盤 KP-1

計装変換器盤 KP-1

雨量計

降雨強度計

EM-CE 2sq-2c

KP-1計装変換器盤

雨量計

降雨強度計

EM-IE 3.5sq GP36

GP36

ITV-1ＩＴＶ制御装置

ＩＴＶ制御装置 ITV-1

ＩＴＶ制御装置 ITV-1

ＩＴＶ制御装置 ITV-1

ＩＴＶ制御装置 ITV-1

ＩＴＶ制御装置 ITV-1

ＩＴＶ制御装置 ITV-1

ＩＴＶ制御装置 ITV-1

ＩＴＶ制御装置 ITV-1

除塵機向カメラ

除塵機向カメラ

除塵機向カメラ

除塵機向カメラ照明

放流口向カメラ

放流口向カメラ

放流口向カメラ

ポンプ室カメラ

ポンプ室カメラ

EM-7C-2E

EM-KPEV-S 0.9-3P

EM-CE 2sq-3c

EM-CE 3.5sq-2c

EM-7C-2E

EM-CE 2sq-3c

EM-CE 2sq-2c

EM-5C-2E

EM-CE 2sq-3c

GP36

EM-IE 3.5sq GP28

GP28EM-IE 3.5sq

GP16

EM-IE 3.5sq GP36

GP16

GP22

コントロールセンタ-４

コントロールセンタ-４ CC-4

CC-4

EM-CE 2sq-3c

EM-CE 2sq-3c

№１排気ファン(0.4kW)

給気ファン(0.75kW)

EM-IE 3.5sq

EM-IE 3.5sq

GP28

GP28

換気ファン現場操作盤 LCB-9TB-2中継端子盤（ホッパ側）EM-CE 5.5sq-2c GP42EM-IE 5.5sq

コントロールセンタ-４

コントロールセンタ-４ CC-4

CC-4

RB-2補助継電器盤（２）EM-CEE 1.25sq-30c

EM-CEE 3.5sq-2c

EM-CEE 3.5sq-2c

換気ファン現場操作盤 LCB-9

換気ファン現場操作盤 LCB-9

換気ファン現場操作盤 LCB-9

EM-IE 3.5sq№２排気ファン(0.4kW)CC-4コントロールセンタ-４EM-CE 2sq-3c

2057

2058

2059

2060

2061

2062

2063

2064

2065

2066

2067

2068

2069

2070

2071

2072

2073

2074

2075

2076

2077

2078

2079

2080

2081

2101

2102

2103

2082

2083

2084

2085

2086

2087

2088

2089

2090

2091

2095

2096

2097

2098

2099

2100

降雨強度計EM-CEE-S 1.25sq-2c

EM-CEE-S 1.25sq-2c

EM-CE 2sq-2c

2092

2093

2094

012938
タイプライタ
令和５年度　公共下水道事業　

012938
タイプライタ
耐震補強工事　　　　　　　　


